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序

本県には、縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地が各地域に

あり、 10,000カ 所にも及ぶ遺跡が確認されています。これらの先人の残した文化

遺産を保存し、後世に伝えていくことは、県民に課せられた重大な責務でありま

す。      ‐

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域開発にともなう社

会資本の充実もまた重要な一施策であります。

このような埋蔵文化財の保護・保存と開発の調和も今日的課題であり、当文化

振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委員会の指導と調整の

もとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の発掘調査を行い、記録保存

する措置をとってまいりました。

本報告書は、花巻東バイパス建設に関連して、平成 10。 11年度に調査した石持

I遺跡の調査結果をまとめたものです。調査によって、9世紀から10世紀初頭に作

られた平安時代の住居跡や土坑、縄文時代の陥し穴状遺構のほか、土器・石器や

石製品などが発見され、貴重な資料を提供することができました。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解

の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助・ご協力を

賜りました国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所 。花巻市教育委員会をはじ

め、関係各位に衷心より謝意を表します。

平成 13年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 千 葉 浩 下



例  言

1.本報告書は、花巻市東宮野目10地割55番地ほかに所在する石持 I遺跡の発掘調査の結果を収録したも

のである。

2.本調査は、花巻東バイパス建設に伴い遺跡の一部が消滅するため、記録保存を目的として実施した緊

急発掘調査である。調査は建設省 (現・国土交通省)岩手工事事務所と岩手県教育委員会事務局文化課

との協議を経て、 (財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターが担当した。

3.岩手県遺跡登録台帳に記載される遺跡番号は、ME16-2117、 遺跡略号は、 IMI-98 1MI―

99で ある。

4.調査年度ごとの発掘調査期間及び発掘調査面積は次の通 りである。

平成 10年度 平成 10年 4月 13日～10月 12日  8,000ポ                  ・

平成H年度 平成H年 4月 14日～H月 10日  7,380ポ

室内整理は2カ年にわたり、両年とも11月 1日 ～翌年の 3月 31日である。野外調査、室内整理ともに

平成 10年度は早坂 悟、中野 敦夫が、平成 H年度は早坂 悟、平澤 里香が担当した。

5.本報告書の執筆は、Iは中川重紀、Ⅱは早坂と中野、Ⅲ～Ⅳを早坂が担当した。編集は、早坂が行った。

6.遺物の分析・鑑定、保存処理は次の方々に依頼した。 (敬称略 )

(1)石質鑑定    花商岩研究会

(2)炭化材樹種同定 岩手県木炭協会 早坂松次郎

(3)金属製品の保存処理 岩手県立博物館

7.野外調査及び報告書作成にあたり、次の方々にご協力・ご指導いただいた。 (敬称略 )

藤井敏明 (花巻市教育委員会)大越道正、安田稔 (福島県文化センター)柳沼賢治、日塔とも子 (郡山

埋蔵文化財発掘調査事業団)瀬川司男 (東和町歴史民俗資料館)中嶋友文 (青森県埋蔵文化財調査セン

ター)(順不同)

8.野外調査では花巻市の作業員 43名 、室内整理では当センターの期限付職員数名のご協力をいただいた。

9.土層の観察は、『新版標準土色帖』 (小山・符原 :1989)に よつた。   …

10.遺跡内の基準点測量・基準杭の設置は、 (株)慶長測量設計に委託した。

11.調査成果の一部を発表した現地説明会資料や調査略報の概略と、本書と記載事項が異なる場合は、全て

本報告書が優先する。

12.調査で得られた出土遺物や整理に関わる諸記録等については、岩手県埋蔵文化財センターで保管・管理

している。
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調査に至る経過

石持 I遺跡は「一般国道4号、花巻バイパス改築工事」の施工に伴って、その事業区域内に存することか

ら発掘調査を実施することとなつたものである。

一般国道 4号は、東京都中央区を起点として青森県青森市に至る延長約835kmの わが国最長の国道で、

東北地方の大動脈となつてい
‐
る主要幹線道路である。

花巻東バイパスは花巻市山の神と同市西宮野目の間約7.8kmの区間で計画されている。現国道はほぼ市街

地の中心を南北に縦貫する全幅員10～ 12mと 狭く、近年の自動車交通の増大と車両の大型化により、交通

混雑、沿道環境悪化が頭著になってきている。このため市内を通過する国道4号の交通混雑解消と東北自動

車道、東北新幹線新花巻駅への交通アクセス機能を高めるため、昭和62年度に事業着手し、平成元年度に

用地着手、平成4年度に工事着手した。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が平成4年度に分布調査を実施し、石持 I遺

跡も確認されている。石持 I遺跡については平成 9年度に試掘調査を実施している。その結果に基づいて、

岩手県教育委員会は建設省 (現国土交通省)東北地方建設局岩手工事事務所に対し、事業について照会した。

回答を受けた岩手県教育委員会が建設省東北地方建設局岩手工事事務所と協議を行い、発掘調査を財団法人

岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

これにより、岩手県教育委員会は平成 10年度事業について、平成 10年 3月 9日付け「教文第988号」に

より、財団法人岩手県文化振興事業団へ通知した。これを受けた財団法人岩手県文化振興事業団は平成 10

年4月 1日付けで岩手工事事務所長と岩手県文化振興事業国理事長との間で受託契約締結し、 4月 1日 から

石持 I遺跡の発掘調査に着手した。

Ｔ
上
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遺跡の立地と環境

1.遺跡の位置
本遺跡が所在する花巻市は、県都盛岡市より南に約34kmの距離を置き、岩手県の内陸部中央やや南に位

置している。北は石鳥谷町、東は東和町、南は北上市、西は雫石町 。沢内村に接する。市のほぼ中央を東

日本旅客鉄道東北本線と国道 4号線が縦断している。本遺跡はJR東 日本東北本線花巻空港駅の北東約 2

km、 国道4号線東宮野目交差点のすぐ東側に位置し、その地点は北緯39度24分39秒、東経 141度 7分45

秒付近である。
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2.遺跡周辺の地形・立地
花巻市は西側に奥羽山脈、東側に北上山系の山々が連なり、市の中央やや東寄 りを県内最大河川である

北上川が南下している。これに、奥羽山系に源流をもつ豊沢川・瀬川等、北上山系に源流をもつ猿ヶ石

川・稗貫川等いくつかの支流が合流している。北上川を境にして東側と西側とでは地形が大きく異なつて

いる。北上川の東側は小規模な河岸段丘は存在するが、そのほとんどは山地・丘陵地である。また、西側

は急峻な奥羽山脈といくつかの支流によって形成された新旧の扇状地性台地が発達している。

遺跡の東側は支流に押し出されるように北上川が湾曲し、南西部では瀬川が北上川と合流している。こ

れらの河川によって形成された氾濫平野に本遺跡は立地している。遺跡の標高は78m前後で、標高差はほ

とんどなくほぼ平坦である。調査前の状況は宅地及び畑地である。

3.基本土層
第 I層 黒褐色土 (10YR3/2)シ ルト
褐色土との混土。耕作土及び表土。草根を多く含む。層厚 10cm～ 50cm

第Ⅱ層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 土質シルト

暗褐色土との混土。検出面。層厚20cm～ 40cm

第Ⅲ層 黄褐色土  (10YR4/3)粘 土質シルト

地山層。黒褐色土粒をまばらに含む。粘性強い。層厚15cm～ 30cm

第Ⅳ a層 褐灰色 (10YR4/1)粘 土質シルト

粘性が強く固く締まる。層厚 10cm～ 40cm

第Ⅳ b層 黒褐色土 (10YR3/2)シ ルト

砂礫を中心とした川の堆積物を含む。調査区北側から西端に見られる。層厚20cm～ 30cm

第Ⅳc層 褐灰色  (10YR4/1)砂質シルト

調査区中央から東側に見られる砂層。層厚20cm～ 40cm

第v層 緑灰色  (7.5GY6/1)粘 土質シルト

泥炭層。層厚不明。                         Ⅲ

m

L=フ9.000m

図 5 基本土層
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4.周辺遺跡
『岩手県埋蔵文化財包蔵地一覧』によると、花巻市内で確認された遺跡は現在290ヶ 所となつている。時

代ごとのそれぞれの遺跡数は、旧石器時代 1、 縄文時代 161、 弥生時代 4、 古代 159、 古墳 3、 中世42、

近世 Hと なつている。 (複合遺跡は時代ごとに別遺跡としている)

ここでは、本遺跡と関連があると思われる遺跡とその特徴を挙げておく。

<似内遺跡 >平成 10・ H年の 2ヶ年にわたって (財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター (以下埋

文センター)に より調査された。本遺跡から東南に約 1.2kmに位置し、本遺跡同様氾濫平野部の微高地に

立地している。平安時代の竪穴住居跡29棟、中世の竪穴住居跡 2棟、掘立柱建物跡20棟前後、陥し穴状遺

構67基、土坑41基、須恵器埋設遺構 1基等が検出されている。また、住居状遺構から金の小個体のほか土

錘が200点前後出上している。

<庫理遺跡 >平成 9年に埋文センターによつて調査された。本遺跡から東方約3.2kmに 位置する。平安時

代の竪穴住居跡 2棟、住居状遺構 1棟、陥し穴状遺構 1基等が検出されている。出土遺物は耳皿・刀子等

の他水鳥の姿を刻んだ土師器片が出上している。

<狼沢Ⅱ遺跡 >平成 10年に埋文センターによって調査された。本遺跡より奥羽山脈寄 りの瀬川上流域に立

地する。平安時代の竪穴住居跡 2棟、掘立柱建物跡 1棟、土坑 19基、陥し穴状遺構 4基検出された。

<谷地遺跡 >平成 11年に埋文センターによつて調査された。豊沢川から約2.3km北に位置する。平安時代

の竪穴住居跡が 1棟検出されている

<方丁目遺跡 >昭和60年に埋文センターによって調査された。本遺跡から南西約4.8km、 豊沢川北岸に位

置する。古代の竪穴住居跡が 5棟 (奈良 3棟 ・平安 2棟)中世の竪穴住居跡が 2棟検出された。また、縄

文時代中期末菓から後期初頭に比定される石囲炉 2基、土器埋設炉 3基が確認されているほか、溝状の陥

し穴 3基が検出されてる。

<古館 Ⅱ遺跡 >方丁目遺跡と同年 。同センターにより調査された。方丁目遺跡の約400m南方に位置する。

古代の竪穴住居跡が29棟 (奈良 15棟、平安 8棟、時期不明なもの 6棟)検出されている。出土遺物は土師

器・須恵器の他刀子・羽口・鉄滓等が出土している。

<熊堂古墳群 >古館 H遺跡の西方約500m、 熊野神社周辺一帯に広がっていたのが熊堂古墳群である。かつ

ては50～ 60基の吉墳があったといわれるが、後世の開墾等によって現在ではほば壊滅状態にある。江戸時

代には出土品を藩公に献上した旨の記録があり、蕨手刀、方頭太刀、玉類、和同開弥等が出上している。

引用・参考文献

岩手県企画開発室

岩手県教育委員会

花巻市教育委員会

中村直美ほか

(財)岩文振
(財)岩文振
鳥居達人ほか

1974 「北上山系開発地域 土地分類基本調査 (花巻)」 岩手県
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1995 「平成 6年度花巻市内遺跡発掘調査報告書」
1997 「平成 8年度花巻市内遺跡発掘調査報告書」
1998 「平成 9年度花巻市内遺跡発掘調査報告書」
1999 「平成10年度花巻市内遺跡発掘調査報告書」
1985 「方丁目遺跡発掘調査報告書」岩文振報告書第 102集  (財)岩文振
1985 「古館Ⅱ遺跡発掘調査報告書」岩文振報告書第 103集  (財)岩文振
1998 「庫理遺跡発掘調査報告書」 岩文振報告書第302集  (財)岩文振
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表 1 周辺の遺跡一覧表
(石鳥谷町 )

番号 遺跡名 時代 種別 遺構 遺物 所在地

1 塚の森 I 縄 伎 平安 散布地 縄文土器・土師器・須恵器 字関口

９
」 塚の森 E 平安 散布地 土師器 字関口

3 七ツ森 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器 字関口

4 貝の淵 I 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器 字関口

5 猪鼻 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器 字関口

6 蒲沢 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器 字戸塚

ワ
‘ 戸塚笹原 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器 字戸塚

8 蟹沢 I 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器 字戸塚

9 端 館 平安 中世 散布地・城館跡 土師器・須恵器 字滝田

10 滝田硯石 平安 散布地 土師器 字滝田

11 滝田歳の神 縄文 。古代 散布地 縄文土器・土師器 字滝田

９
， 宿 縄文 古代 集落跡 縄文土器・土師器 字八重畑

つ
０ 沢流 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器 字五大堂

14 安堵屋敷 縄 文 古代 散布地 縄文土器・土師器 字五大堂

(花巻市 )

15 源明 I 平安 散布地 須恵器 葛

16 葛 縄文 平安 散布地 縄文土器・土師器土師器 田力

17 十二塚 不 明 祭祀跡 塚、古銭 東宮野目

18 =丘 古代 散布地 土師器 西宮野目

19 石持 Ⅱ 古代 散布地 土師器 東宮野 目

20 源明 ] 古代 散布地 土師器 田力

９

， 馬立 I 平安 散布地 土師器 馬立

９
，
９
々 馬立 コ 平安 散布地 土師器 馬立

23 田力中野 縄文・平安 散布地 縄文土器・土師器 才後

24 庫 理 平安 居住域 土師器・須恵器 田力

25 矢沢古堂 古代 集落跡 土師器・須恵器、鉄製鍬 矢沢字古堂

26 上幅 縄文・古代 集落跡 竪穴式住居・縄文土器・石器 矢沢

27 下 幅 平安 居住域 竪穴式住居・土師器・須恵器 矢沢字古倉

28 似 内 平安 集落跡 土師器・須恵器 上似内

29 上似内 古代 散布地 土師器 。須恵器 上似内

30 下似内 古代 散布地 土師器・須恵器 下似内
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31 下 東 古代 散布地 土師器・須恵器 下似内

32 矢沢八幡 平 安 江戸 集落跡・城館跡
竪穴住居・掘立柱建物跡・土師器

須恵器・陶磁器他
矢沢字八幡

33 胡四王山館 平 安 城館跡
空濠 。二重空堀・竪穴状遺構

縄文土器・土師器・須恵器

矢沢

34 槻ノ木Ⅲ 縄文 古代 散布地 縄文土器・土師器・石器 矢 沢

35 経塚森 古代 経塚 土師器・塚 高松

36 寺場 古代 集落跡 竪穴住居・土師器・須恵器 高松

37 堰袋 Ⅱ 古代 散布地 土師器・須恵器・土錘 高松字堰袋

38 高松 I 縄 文 散布地 縄文土器 (中期 ) 高松

39 高松Ⅱ 縄文～平安 散布地 縄文土器・弥生土器・土師器 高松

40 サ イ ノ神 縄文 散布地 縄文土器 (大木9式 ) 高 木

41 堰袋 I 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器・石器 高木字堰袋

42 久田野 I 縄文 集落跡
焼土遺構・縄文土器 (大木7～ 8式 )

スクレイパー
高木

43 久田野 Ⅱ 縄 文 集落跡 竪穴住居・縄文土器 (中期) 高木

44 安野Ⅲ 縄 文 古代 散布地 縄文土器・土師器・石器 安野

45 中野 C 縄文 古代 集落跡
焼土遺構・縄文土器 (大木7b式、後期 )

石器・土製耳栓・上師器・石
高松

46 桜町 縄文・古代 集落跡 竪穴住居・土師器・須恵器・鉄製品 桜町

47 八ツ森 縄文・古代 集落跡 竪穴住居・縄文土器・土師器・石器 東十二丁目

48 荒屋敷 古代 集落跡 焼土・土師器 束十二丁目

49 大沢 I 古代 集落跡 土師器・須恵器 字竹原

50 明戸 Ⅱ 縄文・平安 集落跡 縄文土器・土師器・石器 高松字平良亦

狼沢 コ 平安 集落跡 土師器 宮野 目

谷地 古代 散布地 土師器 南方八丁目

方丁目
縄文・古代

～近世
集落跡

竪穴住居・炉・掘立柱建物跡・

縄文土器・土師器・須恵器・石器
中根子

古館Ⅱ 奈良～近世 集落跡

竪穴住居・柱穴群・井戸跡・墓坑・

土坑・土師器・須恵器・土製品・刀
上根子字古館

熊堂古墳群 古代縄文 古墳群

方頭太刀・蕨手刀・刀子・玉類・古銭・

土師器・須恵器・青磁椀・縄文土器・石器他
上根子字熊堂
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番号 遺構名

1 第 1号竪穴住居跡

2 第2号竪穴住居跡

3 第3号竪穴住居跡

4 第4号竪穴住居跡

5 第5号竪穴住居跡

6 第6号竪穴住居跡

▼
ｒ 第7号竪穴住居跡

8 第8号竪穴住居跡

第9号竪穴住居跡

第 10号竪穴住居跡

第 11号竪穴住居跡

12 第 12号竪穴住居跡

13 第 13号竪穴住居跡

14 第 14号竪穴住居跡

第 15号竪穴住居跡

16 第 16号竪穴住居跡

ワ
イ 第 17号竪穴住居跡

第 18号竪穴住居跡

第 19号竪穴住居跡

2C 第20号竪穴住居跡

９
」 第21号竪京住居跡

22 第22号竪穴住居跡

23 第23号竪穴住居跡

24 第24号竪穴住居跡

９
， 第25号竪穴住居跡

26 第26号竪穴住居跡

27 第27号竪穴住居跡

2ε 第28号竪穴住居跡

29 第29号竪穴住居跡

30 第30号竪穴住居跡

31 第31号竪穴住居跡

32 第 1号住居状遺構

33 第2号住居状遺構

34 第3号住居状遺構

35 第4号住居状遺構

番号 遺構名

3C 掘立柱建物跡

37 第 1号土坑

3[ 第2号土坑

3C 第3号土坑

4C 第4号土坑

41 第5号土坑

42 第6号土坑

4C 第7号土坑

44 第8号土坑

4E 第9号土坑

4C 第 10号土坑

47 第 H号土坑

4ε 第 12号土坑

4C 第 13号土坑

5C 第 14号土坑

51 第 15号土坑

52 第 16号土坑

5こ 第 17号土坑

54 第 18号土坑

5C 第 19号土坑

5C 第20号土坑

57 第21号土坑

5[ 第22号土坑

5C 第23号土坑

6C 第24号土坑

61 第25号土坑

62 第26号土坑

6C 第27号土坑

64 第28号土坑

6C 第29号土坑

6C 第30号土坑

67 第31号土坑

企
∪ 第32号土坑

60 第33号土坑

ウ
イ 第34号土坑

番号 遺構名

▼
ｒ 第35号土坑

９
一
ウイ 第36号土坑

つ
０
ラ
イ 第37号土坑

74 第38号土坑

75 第39号土坑

76 第40号土坑

▼
′
▼
イ 第41号土坑

78 第42号土坑

79 第43号土坑

80 第44号土坑

81 第45号土坑

82 第46号土坑

83 第47号土坑

84 第48号土坑

85 第49号土坑

86 第50号土坑

87 第51号土坑

8ε 第52号土坑

89 第53号土坑

90 第54号土坑

91 第55号土坑

92 第56号土坑

93 第57号土坑

94 第58号土坑

95 第59号土坑

96 第60号土坑

97 第61号土坑

98 第63号土坑

99 第64号土坑

100 第 1号陥し穴

101 第2号陥し穴

102 第3号陥し京

103 第4号陥し京

104 第5号陥し穴

105 第6号陥し穴

番号 遺構名

106 第7号陥し穴

107 第8号陥し穴

108 第9号陥し家

100 第 10号陥し穴

第 H号陥しズ

第 12号陥し穴

９
， 第 13号陥し穴

第 14号陥し寅

114 第 15号陥し魚

第 16号陥し女

116 第 17号陥しズ

ラ
イ 第 18号陥し京

第 19号陥し京

第20号陥し穴

12C 第21号陥し京

９

守 第22号陥し文

122 第23号陥し察

123 第24号陥し穴

124 第25号陥し穴

12[ 第26号陥し寅

12C 第27号陥しズ

127 第28号陥し穴

９

守 第29号陥し穴

９
」 第30号陥しズ

つ
０ 第31号陥しズ

131 第32号陥し京

132 第33号陥し穴

133 第34号陥し宏

134 第35号陥し穴

13こ 第36号陥し京

136 第37号陥し京

137 第38号陥し穴

138 第39号陥し京

139 第40号陥し友

140 第41号陥し穴
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番号 遺構宅

141 第42号陥し穴

142 第43号陥し宏

143 第44号陥し寮

144 第45号陥し穴

145 第46号陥し穴

146 第47号陥し穴

147 第48号陥し穴

148 第49号陥し穴

149 第50号 陥し穴

150 第51号 陥し穴

151 第52号 陥し穴

152 第53号 陥し穴

153 第54号 陥し穴

154 第55号陥し穴

155 第56号陥し穴

156 第57号陥し穴

員
υ 第58号陥し穴

15〔 第59号陥し京

15C 第60号陥し穴

16C 第61号陥し穴

161 第62号陥し穴

162 第63号陥し穴

16こ 第64号陥し穴

164 第65号陥し穴

16こ 第66号陥し穴

16( 第67号陥し穴

167 第68号陥し穴

16[ 第69号陥し丈

16C 第70号陥し穴

ウ
ｒ 第71号陥し穴

ウ
ｒ 第72号陥しズ

172 第73号陥し女

173 第74号陥し穴

174 第75号陥し穴

17E 第76号陥し穴

番号 遺構名

176 第77号陥し穴

177 第78号陥し穴

17ε 第79号陥し穴

179 第80号陥し穴

180 第81号陥し穴

181 第82号陥し京

182 第83号陥し穴

183 第84号陥し穴

184 第85号陥し穴

185 第86号陥し穴

186 第87号陥し穴

187 第88号陥し穴

188 第89号陥し穴

189 第90号陥し穴

190 第91号陥し穴

191 第92号陥し穴

192 第93号陥し丈

193 第94号陥し穴

194 第95号陥し京

195 第96号陥し穴

196 第97号陥し穴

197 第98号陥しA

198 第99号陥しズ

19C 第 100号陥し穴

20C 第101号陥し水

201 第 102号陥し水

202 第103号陥しズ

20C 第 104号陥し察

204 第 105号陥し穴

20[ 第 106号陥し穴

20C 第 107号陥し穴

207 第 108号陥し穴

20ε 第 109号陥し京

209 第 HO号陥し穴

210 第 Hl号陥し京

番号 遺構名

９
， 第 H2号陥し穴

212 第 H3号陥し穴

213 第 H4号陥し穴

214 第 115号陥し穴

215 第 H6号陥し穴

216 第 H7号陥し穴

217 第 H8号陥し穴

218 第H9号陥し穴

219 第 120号陥し穴

220 第 121号陥し寅

９
」
９
色 第 122号陥し穴

222 第 123号陥し庶

223 第 124号陥し穴

224 第 125号陥し穴

22[ 第 126号陥し穴

22C 第 127号陥し穴

227 第 128号陥し穴

22ε 第 129号陥し穴

22C 第130号陥し穴

23C 第131号陥し穴

231 第 132号陥し穴

第 133号陥し京:6之

夕R= 第134号陥し穴

つ
０
９
」 第135号陥しズ

23E 第 136号陥し穴

23G 第 137号陥し穴

237 第 138号陥しズ

23ε 第 139号陥し穴

23C 第 140号陥し久

24C 第 141号陥し寮

241 第 142号陥し穴

242 第 143号陥し寅

24C 第 144号陥し穴

244 第 145号陥し穴

24[ 第 146号陥し京

番号 遺構名

246 第 147号陥し穴

247 第 148号陥し穴

248 第 149号陥し穴

249 第 150号陥し穴

250 第 151号陥し穴

251 第 152号陥し穴

252 第 153号陥し穴

253 第 154号陥し穴

254 第 155号陥し穴

255 第 156号陥し穴

256 第 157号陥し束

257 第 158号陥し京

258 第 159号陥し穴

259 第 160号陥し穴

260 第 161号陥し穴

26] 第 162号陥し穴

262 第 163号陥しズ

263 第 164号陥し穴

264 第 165号陥し穴

265 第 166号陥し穴

266 第 167号陥し穴

267 第 168号陥し穴

268 第 169号陥し穴

269 第 170号陥し穴

270 第 171号陥し穴

ウｒ
９
」 第 172号陥し穴

272 第 173号陥し穴

27C 第 174号陥し寮

274 第175号陥し穴

27E 第 176号陥し穴

27C 第 177号陥し穴

277 第 178号陥し水

278 第 179号陥し京

279 第 180号陥し宏

28C 第 181号陥し京
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番婦 遺構名

281 第 182号陥し穴

ともZ 第 183号陥し京

Ｏ
Ｏ 第 184号陥し穴

夕R逐 第 185号陥し負

28[ 第 186号陥し穴

28C 第 187号陥し穴

287 第 188号陥し穴

288 第 189号陥し穴

289 第 190号陥し穴

290 第 191号陥し穴

291 第 192号陥し穴

292 第 193号陥し穴

293 第 194号陥し穴

294 第 195号陥し穴

295 第 196号陥し穴

296 第 197号陥し京

297 第 198号陥し穴

298 第 199号陥し穴

299 第200号 陥し穴

300 第201号 陥し京

301 第202号 陥し京

302 第203号 陥し穴

303 第204号陥し穴

304 第205号陥し穴

305 第206号陥し京

306 第207号陥し穴

307 第208号陥し穴

308 第209号陥し察

309 第210号陥し貞

310 第2H号 陥し穴

311 第212号 陥し水

312 第213号 陥し穴

313 第214号 陥しズ

314 第215号 陥し京

315 第216号 陥し文

番号 遺構名

316 第217号陥し穴

317 第218号 陥し穴

318 第219号 陥し友

319 第220号 陥し穴

320 第221号 陥し穴

321 第222号 陥し穴

322 第223号 陥し穴

323 第224号 陥し穴

324 第225号 陥し京

325 第226号 陥し穴

326 第227号 陥し穴

327 第228号 陥し穴

328 第229号 陥し原

329 第230号 陥し穴

33C 第231号 陥し穴

331 第232号 陥し寮

332 第233号 陥し承

333 第234号 陥し京

334 第235号 陥し穴

33[ 第236号陥し穴

33C 第237号陥し京

337 第238号 陥しズ

33ε 第239号 陥し寅

33C 第240号 陥し穴

34C 第241号陥し穴

341 第242号 陥し穴

342 第243号 陥し床

34C 第244号 陥し貞

344 第245号 陥し穴

34こ 第246号 陥し衷

34C 第247号 陥し穴

347 第248号 陥し穴

第249号 陥し穴

Rzlξ 第250号 陥し文

35C 第251号 陥し文

琴号 遺構名

351 第252号陥し京

買
０
つ
０ 第253号陥しズ

35C 第254号陥し寮

35判 第255号 陥し点

355 第256号 陥し穴

356 第257号 陥し穴

357 第258号 陥し穴

358 第259号 陥し穴

359 第260号 陥し穴

360 第261号 陥し穴

361 第262号陥し穴

362 第263号陥し穴

363 第264号陥し穴

364 第265号陥し穴

365 第266号 陥し穴

366 複式炉

367 第 1号墓坑

368 第2号墓坑

369 第 1号溝跡

370 第2号溝跡

371 第3号溝跡

372 第4号溝跡

373 第5号溝跡

374 第6号溝跡

375 第7号溝跡

376 第8号溝跡

377 第9号溝跡

37ε 第5号住居状遺構

37C 第62号土坑

38C 第267号 陥し寮

381 第268号 陥し負

382 第269号 陥し穴

383 第270号 陥し穴

384 第271号 陥し穴

38C 第272号 陥し久

番号 遺構名

386 第273号 陥し穴

387 第274号 陥しズ

388 第275号 陥し穴

389 第276号陥し穴

390 第277号陥し穴

391 第278号陥し穴

392 第279号 陥し穴

393 第280号 陥し京

394 第281号 陥し穴

395 第282号 陥し友

396 第283号 陥し穴

397 第284号陥し穴

398 第285号陥し穴

399 第286号陥し穴

40C 第287号 陥し負

401 第288号陥し穴

402 第289号 陥し穴

403 第290号 陥し穴

404 第291号 陥し京

40E 第3号墓坑

40C 第4号墓坑

407 第 10号溝跡

408 第 H号溝跡

40C 第 12号溝跡

41C 第 13号溝跡

411 第 14号溝跡

412 第 15号溝跡
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野外調査と室内整理の方法

1.野外調査
(1)調査区の設定

調査区中央部に基準点 3点を設定し、それを基にグリッドを区画した。基準点 1から基準点 3の成果値

は以下のとおりである。  
‐

基準点 l X=-65450.000m Y=25650.000m H=77.210m

基準点 2 X=-65350.000m Y=25650.000m H=78.349m

基準点 3 X=-65350.000m Y=25700.000m H=78.489m

調査区内には上記の基準点のほか、補点を 7カ所に設置している。この基準点と補点を結んだ線を延長

し、50× 50mを 1区画として全調査区を区画した。この区画には北西端を起点として、東西方向は Iから

Ⅲまで、南北方向はAか らEま での記号を与え、その組み合わせによってグリッド名とした。 (IC区、Ⅱ

B区など)さ らに、この大区画を10等分して 5× 5mに小区画し、西から 1～ O北からa～ jを付し、大

グリッドとあわせてグリッド名を表示した。(ICOa区、ⅡB8d区 など)なお、基準点 1は ⅡEla区、

基準点2は ⅡCla区、基準点3はⅢCla区の各グリッドにあたる。

(2)粗掘・遺構検出

調査はまず雑物の除去後に、文化課が実施した試掘結果の確認とトレンチのクリーニングを行つた。そ

して、表上の厚さや遺構の有無、遺物の出土状況を確認する目的で、2m幅のトレンチを調査区北側に4

本設定した。その後、遺構検出面までの深さや層序を確認し、重機及び人力によって表土除去を行った。

南側についても同様の方法で表土除去を行い、遺構の検出されなかつた箇所では重機によって、およそ50

cmの深さまで掘り下げて、遺物の有無を確認した。

遺構の検出は、Ⅱ層 (褐色土を含む黒褐色土)下面およびⅢ層 (にぶい黄褐色土)上面で行つた。Ⅱ層

で検出されたものはわずかであり、ほとんどがⅢ層上面である。

(3)遺構名の付け方

検出された遺構は、住居跡に関してはその属するグリッド名を付して、ⅡA2f住 居跡・コE7c住 居

跡などのように呼称した。土坑、陥し穴状遺構に関しては、遺構の種類と検出順に、RD01、 R Z02な ど

のように区別して呼称した。なお、本報告書では、第 1号住居跡・第 2号土坑、第 3号陥し穴状遺構など

とすべて遺構名を付け替えている。

(4)精査・実淑I

住居跡は4分法で、土坑・焼土等は2分法で精査し、必要に応じて使い分けた。実測は簡易遣り方で行

い、遺構の平・断面図は、20分のとの縮尺を基本とした。遺物の取り上げ方は、埋土と床面の大きく2つ

に分け、埋上の遺物は4分割したものをQl～ Q4の 区画名にして取り上げた。床面の遺物は番号を付し

平面図に図化した後に取り上げた。

(5)写真撮影

野外での写真撮影は、35mm版 2台 (モノクローム・カラーリバーサル 1台ずつ)と 6× 7 cm版モノク

ロームを使用した。また、メモ的にポラロイドカメラも使用した。調査終了前には、セスナ機による空中

写真撮影を行つた。
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2.室内整理
(1)遺物の処理

遺物は、野外調査と並行して雨天時などに水洗まで行い、その後室内で注記・接合・復元の順に作業を

進めた。土器類は報告書掲載用のものを選別後、登録作業・実測・拓本・写真撮影・トレースを行い、遺

物図版を作成した。石器類は器種毎に登録し、土器類と同様に進めた。

(2)遺構図面      _

野外調査で得られた図面類は、標高等の確認 。平断面図の点検をし、必要に応じて合成した。その後 ト

レース・遺構図版作成の順に進めた。

(3)図版について

遺物の図版は遺構種別毎にⅣ章に、遺構外出上のものはV章にまとめて作成・掲載した。縮尺は、土器

実測図が 3分の 1(上師器・須恵器・縄文土器)および 4分の 1(須恵器 )、 拓影図は 3分の 1、 石器類及

び土製品は2分の 1である。なお、各図版内にはそれぞれスケールを付している。また、須恵器の断面は

黒 く塗 りつぶし、土師器のそれと区別した。須恵器の拓影図は、左側に表面、右側に裏面のものを貼付し

ている。土師器の実測図の表現は、図 7に示したとおりである。

遺構図版は、遺構の種類毎に掲載した。縮尺は以下の通 りである。

竪穴住居跡・掘立柱建物跡・複式炉・柱穴状土坑を除く土坑の平面図・断面図・・・ 1/50、 陥し穴状遺

構の平面図・断面図・・・ 1/60、 溝跡の平面図 1/200・ 断面図 1/40、 柱穴状小土坑・・・ 1/100。

遺構の図版に使用したスクリーントーンについては、図 7に凡例として示した。

(4)遺物写真図版について

遺物写真図版の縮尺は、剥片石器原寸、礫石器 2分の 1、

(養類)、 土器破片 2分の 1、 土製品原寸、石製品類は3分の

ないものがある。
     (ロ クロ使用不〉

燃焼部焼土
黒色処理

ヘラケズリ(Kl ヘラミガキ (M)

霊 炭化材
須恵器

完形～
1/2残存

ロクロ痕 (Rl

黒色処理

土器の立体が 2分の 1(郷類)・ 3分の 1

1を原則とした。なお、一部この縮尺に合わ

(非ロクロ甕)

還元不足の須恵器

1/2～ 1/4残存

当て具痕lAlｍ

即
ロ

キ

キ

タ

カ

タ

図 9 実測図凡例
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Ⅳ 検出された遺構と遺構内出土遺物

1.竪穴住居跡と出土遺物
本遺跡では、竪穴住居跡が31棟検出された。すべて平安時代の遺構である。時期は 9世紀中頃から10世

紀代の年代が与えられる。これらの住居跡は、調査区中央北寄 りの微高地に集中して検出された。

住居跡の遺構名は、98年度調査区内の北側に位置するものから順に番号を付し、第 1号住居跡、第 2号

住居跡・・・ 。と呼称した。同様に99年度調査区内に位置するものは、第20号住居跡から順に遺構名を付

した。

第 1号住居跡 (ⅡA2 f住 )

週橋 (図 10、 写真図版 4)

(位置)調査区最北端に位置し、第 2号住居跡と南西方向に3m、 第 3号住居跡とは南東方向に17mほ どの

距離を置く。第 1号土坑、第 2号土坑と重複、第 19号陥し穴の一部が床面から検出されている。また、カ

マ ド焚き日であったと思われる部分と住居北西端が撹乱により削平されている。

(埋土)黒色土、黒褐色土主体。畑の畝等により部分的に撹乱を受けている。

(平面形)隅丸長方形 (規模)3.10m× 4.05m

(壁)直立ぎみに外傾するものがほとんどだが、西壁が内湾気味に立ち上がっている。壁高は9cm～22cm

である。

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。西・北壁からカマ ド方向に緩やかに傾斜している。

(柱穴)検出されなかった。

(土坑)カマ ド左脇に貯蔵穴が 1基検出された。規模 。平面形は95cm× 98cmの ほぼ円形を呈し、深さは最

大で 16cmを 測る。

(カマ ド)<位 置 >南壁中央部より0.65m南 東隅寄 り<主軸方向>N-185° 二W

<本体 >撹乱を受けているため詳細は不明である。検出できた部分は、天丼部の崩落土と思われる埋土と

焼土粒を含んだ埋上がわずかである。

<煙道部・煙出部 >底面はほぼ水平に延びていると思われる。煙道部埋土は割り貫式の煙道部の天丼が崩

落した様相を示していた。煙出部には、埋め込んでいたと思われる甕の破片の一部が散在していた。煙出

部は60cm× 50cmの楕円形を呈し、煙道部底面からはわずかに掘り込まれている。

週物 (図 161・ 162、 写真図版H7・ H8)

1・ 2は酸化焔焼成の不である。いずれもロクロ成形で内面は黒色処理されないいわゆる赤焼き土器である。

底部の切り離し技法は回転糸切りである。 1には胴部下端に再調整が施されているが、一般的な再調整とは

異なり雑な感がある。 3・ 4は還元焔焼成の杯である。底部切り離し技法は回転糸切りである。 3はカマド

脇の貯蔵穴からの出上である。5～ 7は酸化焔焼成の甕である。5,6はロクロ整形である。 7は ロクロ不

使用で内面調整はヘラナデ、外面はヘラケズリの後ナデである。8～ 10は還元焔焼成の甕 。大甕の胴部破片

である。内面調整は9がカキメ、10は 当て具痕、外面調整はいずれもタタキロである。Hは住居跡床面北

東部から出上した安山岩質の溶岩製砥石である。2面ほど使用されており、置き砥石と思われる。

時期 出土遺物から9世紀後半以降に存在していた遺構であると考えられる。
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第2号住居跡 (ⅡA2 g住 )

週幡 (図 H、 写真図版 5)

(位置)調査区北側の中央部に位置し、第 1号住居跡と北東方向に3m、 第3号住居跡と東南東方向に17m、

第22号住居跡とは南方向に21mの距離を置く。

(埋土)畑の畝、ゴミ穴等による撹乱を受け残存状況はあまり良くない。検出できた部分は、上部がにぶい

黄褐色土と黒褐色上の混上、下部と地山崩落土は黒色土・黒褐色上が主体となつている。

(平面形)隅丸方形 (規模)3.15m X3.20m

(壁)全て外傾し立ち上がっている。壁高は1lcm～ 22cmで ある。

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。ほぼ平坦である。 (柱穴)検出されなかった。

(土坑)カマド右脇に貯蔵穴と思われる土坑を 1基検出した。規模・平面形は72cm× 61cm楕円形を呈し、

深さは最大で20cmを測る。

(カマド)<位置>東壁中央部より0.70m北東隅寄り<主軸方向>N-110° 一 E

<本体 >支脚、燃焼部焼土、袖部の下部が残存している。支脚は円礫で粒径は9cm前後である。燃焼部焼

土は26cm× 34cmの楕円形を呈し、厚さは7cm程度、焼成は比較的良好である。袖部は上部が削平されて

おり、芯材である礫と構築上の一部が残存している。礫は両袖に据えられており粒径は左袖の礫が15cm程

度、右側の礫が25cm程度である。粘土質のにぶい黄褐色上の周囲に黒褐色土を貼り付けている。

<煙道部・煙出部 >底面は一端 16° の角度で立ち上がった後水平になり煙出部に至る。煙道部の途中から

削平されており、煙道部のつくり等詳細は不明である。煙出部は径35cmほ ぽ円形で検出面から26cm掘 り

込まれている。埋土は焼土粒・炭化材をわずかに含む。

週初 (図 162、 写真図版117)

土師器の不・甕類があわせて小コンテナ 1箱出土している。出土量は少ない方である。

12・ 13は 酸化炎焼成の邦である。いずれも内面黒色処理されている。一般的な例から調整はヘラミガキが

施されていたと思われるが、摩滅のため調整の単位・方向等詳細は不明である。底部の切り離し技法は回

転糸切りであり、12は胴部下端が再調整されている。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。          Ⅲ

第3号住居障 (ⅡA5,住 )

遇摘 (図 12、 写真図版6)

(位置)調査区北側の南東端に位置し、住居の一部が調査区外に延びている。第 1号住居跡とは北西方向に、

第 2号住居跡とは西北西方向にそれぞれ17mの距離を置く。また、第22号住居跡とは南西方向に16mの距

離を置く。住居床面より第47・ 68・ 69・ 70号陥し穴状遺構及び第4号土坑が検出された。いずれの遺構

も本遺構よりも古い。

(埋土)東壁以外は住居の壁面が木根により撹乱されている。中央部に黒色上が堆積し、地山崩落土と思わ

れる黒褐色上が埋土端に入る。

(平面形)隅丸方形と思われる。 (規模)不明だが4m前後と思われる。

(壁)20cm前後と思われる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層が床面であると思われる。

(柱穴)検出されなかった。

-21-



カマド(c崩 1)

本

体

長さ 53 煙
道
部

長 さ 欅

齢
径 34

幅 幅 深 さ 27

L=78 7oOm
Aトー

L‐ 78:700m
Dト

い■ '}g)

ま韓期
５

６

７

３

９

Ю

c卜_78,700� _.年

け
(C・ C′ )

1‐ 10YR2/2

2 10YR2/」

3, 10YR2/1

4. 10VR4/3議齢盟ト
褐色土粒を全体に含む。

とと7S,600m
Eト

(E‐E′ )

1,10YR3/2黒 褐色 粘土質シルト 褐色

2 ЮYR4/2漂農 籠
言
勁 ∵ 雄

ブロジタをまにらに合む:

図11 第2号住居跡

と.78500m
Fトー  ー引 ド

翻

卦 蜘 り

(F‐ Fイ )

1.イ 5YR4/6褐色 シルト 燃焼―
群雛氏 焼成やや良。

10             1:50             2�

-22-



●
ｌ
Ｎ
∞

Ｎ
Ｏ
Ｏ
ヨ

ω

， Ｉ
Ｉ
Ｉ

撹乱

し‐78500m
Dトー     ー引 D

(D― D)
1  10YR3/2

1

1

Ｉ
⊥

労
粛
，
”
ヽ
議
μ
芸

L‐78700m
Aトー

L‐ 78700m
E卜 ―引 E

O           L 50          2m

lAI B‐ g)

1  10YR2/1
2  10YR2/1
3  10YR2/2
4 10YR2/3
5  10YR2/1
6  10YR4/3

L‐ 78500m
CI―一

黒色 シルト 黄褐色土粒、植根をまばらに含む。
黒色 シルト 黄褐色土プロックをまばらに合む。
黒褐色 粘土質ンルト 黄褐色土プロックをわずかに含む。
黒褐色 粘土質ンルト 地山崩落土。
黒色 粘上質ンルト 褐色土プロックを全体に含む。
にぶい黄褐色 シルト ロームプロック。

―引 C

llE‐

LttR2/2

拿il群静:

‐ IⅢⅢ
―   |‐ iⅢil■ ――

「
黒褐色 シル ト 褐色土小プロックをわずかに合む。煙出口

喜g:;をま言豊拿急:辱:::言3::::撞留書与奪
°

躙
即

(C―C)
1  10YR2/1

ЦOYR3/1

10YR3/1

黒色 ンル ト 焼土粒 炭
化物をごくわずか含む。

黒褐色 シル ト 焼上粒
炭化物をわずかに含む。 1

層より合有量多い。
黒褐色 シルト にぶい黄
褐色土粒をわずかに含む。

黒褐色 シル ト 焼
土粒をまばらに、炭

化物をわずかに含む。

図12 第 3号住居跡

木根による撹乱部

カマド(cm)

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 煙
出
部

径

幅 幅 深 さ

-23-



(上坑)カマド頁脇に貯蔵穴と思われる土坑が 1基ずつ検出された。カマド左脇の上坑は、57cm× 67cmの

橋円形を呈し、深さは最大で19cmを 測る。カマド右脇の土坑は、72cm× 96cmの不整円形で深さは17cm

を測る。

(カマド)<位置>東壁中央部よりやや北東隅寄り<主軸方向>N-91° 一 E
<本体 >支脚と燃焼部焼上が残存している。支脚には粒径20cm前後の礫が使用されており、燃焼部焼上の

東端に据えられていた。燃焼部焼土は、41cm× 61cmの橋円形を呈し、厚さは最大で7cmを測る。焼成は

比較的良好である。

<煙道部・煙出部 >煙道部は一旦急角度で立ち上がった後、やや下がつている。煙道部の途中から煙出部

にかけて削平されており詳細は不明である。

週初 (図 162～ 164、 写真図版118～ 120)

上師器の郷・甕類が中コンテナ 1箱弱出上している。14～ 17は 内面黒色処理された酸化炎焼成の郷であ

る。底部の切り離し技法はいずれも回転糸切りである。14・ 16は 日縁部 。胴部にヘラミガキが施されてい

る。15は摩滅のため調整は不明である。17はヘラミガキの前に多少ヘラナデによる調整が施されている。

18～ 20は黒色処理されていない酸化炎焼成の郷である。 18・ 19の 底部の切り離し技法は回転糸切りであ

る。21～ 26は酸化炎焼成の甕である。21～ 23。 25非ロクロ成形で器面調整はいずれも日縁部はヨヨナデ、

胴部はヘラナデである。24。 26は ロクロ使用の甕で26は ロクロ成形後ヘラケズリの調整が施されている。

27・ 28は須恵器の大甕の胴部破片である。外面調整はいずれもタタキロ、271ま内面に当て具痕である。

時期 出土遺物から9世紀後半に存在していた遺構であると考えられる。

第4号住居跡 (IB8d住 )
週悟 (図 13、 写真図版 7)

(位置)調査区内北側を東西に走る市道の南際に位置し、第20号住居跡とは北東方向に6m、 第 5号住居跡

とは南東方向に約5mの距離を置く。

(埋土)黒褐色土主体で下層ににぶい黄褐色土が部分的に入る。人為的撹乱、木根による撹乱部が多く、堆

積状況は明瞭ではない。

(平面形)隅丸長方形 (規模)3.32m× 4.75m

(壁)外傾している。壁高は14～ 29cmで ある。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。ほぼ平坦である。

(柱穴)検出されなかった。 (土坑)検出されなかった。

(カマド)<位置>東壁中央から0.75m北東隅寄り<主軸方向>N-101° 一 E
<本体 >袖部、燃焼部焼上が残存している。袖部は粒径10cm前後の礫を芯材とし、その上部にシルト質土

を貼 り付けている。袖部上部が締まりがないのは木根による撹乱であるためと思われる。燃焼部焼土は

42cm× 46cmの精円形で、厚さは最大で約4cmであるが、焼成不良のため燃焼部焼土と床面との境界が明

瞭ではなく、正確な値とは言い難い。

<煙道部・煙出部 >割 り貫式と思わ施る煙道を持つ。底面は一旦約50° の急角度で立ち上がった後水平に

なり煙出部に至る。煙出部は径25cmの円形を呈し、約6cmの掘り込みを伴う小ピットを伴っている。煙

道部の埋上にはわずかに焼土粒が入っている。
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黒褐色 ンルト 明褐色上粒をわずかに含む。
にぶい黄褐色 シルト 黒褐色土粒を全体に含む。
黒褐色 シルト 黒色土粒をわずかに含む。にぶい
黄褐色土粒まばら。
黒褐色 シルト 橙色焼上粒をまばらに含む。燃
焼部焼上。焼成不良。
黒褐色 シルト 黒色土粒をわずかに含む。
黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
黒褐色 シルト 黒色土粒をわずかに含む。
黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒まばら、焼土
粒を徽量含む。
黒色 シルト 灰黄褐色土粒をまばらに含む。
黒色 シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに
含む。
黒褐色 シルト にぶい黄褐色粒をまばらに含む。
黒色 シルト 黒褐色土との混上。黄褐色土小ブ
ロックをわずかに合む。

(C‐C )
1  10YR2/2
2 10YR5/3
3 10YR3/2

4 7 5YR3/1

7 5YR3/1
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図 13 第 4号住居跡
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週物 (図 164、 写真図版 120)

出土遺物は29高台付郷と30石鏃のみである。高台付郷はロクロ成形で内面黒色処理されている。底部の

切 り離し技法は摩滅のため不明である。石鏃は埋土上位からの出上であり流れ込みの可能性がある。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第 5号住居跡 (IB9f住 )

遣橋 (図 14、 写真図版 8)

(位置)第 4号住居跡、第 6号住居跡にはさまれる形で存在している。それぞれの距離は、前者からは北西

方向に4m、 後者からは南東方向に3.5mである。また、本遺構は第91号陥し穴 。第94号陥し穴と第 6号

土坑・第 7号土坑・第 8号土坑 。第 9号土坑の合わせて 2本の陥し穴状遺構と4基の上坑と重複している。

なお、本遺構は配水管及び基礎工事による削平を受けている。

(埋土)層上部は黒褐色上、下部は黒色土主体で全体に褐色上がブロック状に入る。また、本根による撹乱

を部分的に受けている。

(平面形)隅丸方形 (規模)4.86m× 4.89m

(壁)残存している部分は緩 く外傾する部分と外傾する部分に分かれる。壁高は8cm～ 16cmで ある。

(床面)Ⅲ層上を床面とする。平坦で全体に締まりがある。

(柱穴)検出されなかった。 (土坑)検出されなかった。

(カマ ド)<位 置 >東壁北東隅寄 り<カマ ド軸方向 >不明

<本体 >残存状況が悪く、焼土粒が煙出部～煙道部の延長上にわずかに散乱していた。

<煙道部・煙出部 >上部が削平されているため、煙道のつくりは不明である。煙道の形態は水平であると

思われる。検出できた部分の埋土は黒褐色土主体だが、プロック状に焼土塊を含んでいる。特に、煙出部

の底部と思われる部分に粒径18cm程度の焼土塊ブロックが入る。

遺物 (図 164・ 165、 写真図版 120・ 121)

31～34はロクロ成形の内面黒色処理された土師器郷である。底部の切り離し技法は全て回転糸切りである。

32は胴部下端に再調整が施されている。35～ 40は黒色処理されていない土BV器郷である。35～ 37・ 40の

底部切り離し技法は回転糸切りである。41は還元炎焼成の郷である。42～44は酸化炎焼成の甕である。42

は内外面とも日縁部にはヨヨナデが、胴部は外面がヘラケズリ肉面は明瞭なヘラナデとハケメが施されてい

る。43の胴部は外面がヘラナデ内面はハケメが施されている。44は ロクロ成形されており、底部の切り離し

技法は回転糸切りである。45は須恵器甕の胴部破片で外面はタタキロ、内面はカキロ調整が施されている。

時期 出土遺物から9世紀後半に存在していた遺構であると考えられる。

第6号住居酎 (IB9g住 )
週構 (図 15。 16、 写真図版 9)

(位置)第 5号住居跡と北東方向に3.5m、 第24号住居跡とは東方向に12m、 第25号住居跡とは南東方向に

7mの距離を置く。また、第10号、第16号、第17号、第19号、第20号、第21号土坑と第92号陥し穴と重

複している。土坑はいずれも床面からの検出であり、第 10。 17・ 19。 20。 21号土坑の5基については住

居に伴う可能性がある。なお、本遺構も宅地基礎工事により東壁及びカマ ド煙道部の一部が削平されてい

る。
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L‐ 78600m
Aトー ―引 A

岱ド・}B')
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト
2 10YR2/1 黒色 ンルト
3 10YR3/3 晴褐色 シルト
4 10N/2 黒褐色 シルト

褐雹皇歩百5)を急報盤慾
。植裸を鉢に舘。

地山崩落土?木板になる鑑乱を受けている。
偶色土紅をまはらに含む。

(Ct′ )

2m

図14 第 5号住居跡
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(埋土)上部は黒色土、下部は黒褐色土主体でその違いは褐色上を含む割合による。下部に入るに従つて褐

色上の割合が増える。地山崩落土と思われる部分は黒褐色土主体で黄褐色上が部分的に入る。

(平面形)隅丸長方形 (規模)4.70m× 5,18m

(壁)直立気味に外傾している。壁高は18cm～ 38cmで ある。

(床面)Ⅲ 層上の粘土層を床面とする。平坦で回く締まっている。

(柱穴)PPlか らPP4の 計 4基検出された。いずれも主柱穴と思われる。それらは台形状に配置され、

各柱穴間の距離はPPlと PP2が 1.55m、 PP2と PP3が 1.27m、 PP3と PP4が 1,85m、 PP4

とPPlが 1.28mで ある。また、柱穴の配置は、北壁 :柱穴間 :南壁の距離の比がほぼ 1:1:1と なっ

ている。

(上坑)カマド右脇に2基、左脇に 1基、計 3基検出されている。カマド右脇に位置するものをPit l、 その

南側に位置するものをPit 2、 北側に位置するものをPi1 3と して記述する。Pit lは 58cm× 72cmの 楕円形

を呈し、深さは最大で16cmを測る。埋上下位には焼土塊・焼土粒が入る。Pit 2は径55cmの ほぼ円形を呈

し、深さは最大で14cmを 測る。また、Pit 2の南側から壁際に向かって、5cm前後の低い落ち込みがみら

れた。床面の落ち込みとも考えられるが、貯蔵穴として利用された可能性がある。Pit Sは67cm× 77cmの

橋円形を呈し、深さは最大で38cmを測る。

(カマド)<位置>東壁中央より0.62m北東隅寄り<カマド軸方向>N一 HO° 一 E

<本体 >袖部、支脚と燃焼部焼上が残存している。右袖部は10cm× 20cmの角礫を芯材とし、その周辺に

粘土質上を貼り付けている。左袖は粘土質の灰黄褐色上の周辺にシルト質の黒褐色上を貼り付けていると

思われる。燃焼部焼土は33cm× 49cmの楕円形を呈し、厚さは最大で8cmで ある。

<煙道部・煙出部 >煙道部は、上部～中部にかけてそのほとんどが住宅の基礎工事により削平されている。

そのため、煙道のつくりは不明である。煙道部の底面はほぼ水平で、煙出部手前から徐々に下がり、底面

から小ピット状に浅く (3～ 4cm)掘 り込まれている。煙道部埋土には、焼土粒が入るが詳細については

不明である。

週物 (図 166・ 167、 写真図版 122・ 123)

46～ 48は酸化炎焼成の内面黒色処理された不である。いずれも、内面にはヘラミガキが施されていたと

思われるが摩滅がひどく46・ 47に わずかにその痕が見られる程度である。底部の切り離し技法はいずれも

回転糸切りである。49～ 5Hよ内面黒色処理されない杯である。51は他のいわゆる赤焼き土器と比較して底

径が小型化している。底部の切り離し技法は回転糸切りである。52は還元炎焼成の郷である。53～ 57は酸

化炎焼成の甕である。53はロクロ成形の甕でありヘラによる調整は見られない。54～ 57は非ロクロ成形の

甕である。いずれも、日縁部ヨヨナデ胴部はヘラナデを基調とする調整が施されるが、55のみ日縁部外面

にヨヨナデ後にヘラナデ調整が見られる。58は退元炎焼成の甕の胴部破片である。外面にはタタキロ調整

が見られる。59～ 61は全て住居内土坑からの出上である。59・ 60は磨石である。60は一部剥落している。

61は砥石で両面に使用した痕が見られる。

時期 出土遺物から9世紀後半に存在していた遺構であると考えられる。
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No PPl PP2 PP3 PP4

径 cm

深さcm 40 40

∞
Ｔ
Ｉ
Ｉ

ｇ
ｏｏｏ
∞トーー‐剌‐．∞

L‐ 78600m
Aトー

掲色土粒をまばらに含む。

褐色土プロックを全体に合む。

黄褐色上粒をまばらに含む。

黄褐色上粒をわずかに合む。
黄褐色土粒をわずかに合む。
黄褐色土粒をまばらに含む。5層 よりやや明るい。
黄褐色土粒をまばらに含む。3層 に似る。
黄褐色土プロックをまばらに含む。4層 に似る。
禍色土粒をまばらに含む。植根をまばらに含む。

表上プロック含む。 1層 に似る。

カマド(Cm)

図15 第 6号住居跡 (1)

―引A

o               l:50              2m

lAA B― B)
1  10YR2/1
2 10YR2/2
3 10YR2/1
4  10YR2/2
5  10YR2/1
6  10YR2/1
7  10YR2/1
8 10YR2/2
9 10YR2/1
10 10YR2/3

!!―

i～ ユ |―   ｀

黒色 シル ト
黒掲色 シル ト
黒色 シルト
黒褐色 ンル ト
黒色 シル ト
黒色 ンルト
黒色 ンル ト
黒褐色 ンル ト
黒色 ンル ト
黒褐色 シル ト

ＰＰ‐◎ 聰
０

鋤
住居内炉

第 16号土坑

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 煙
出
部

径

幅 幅 深 さ
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L‐ 78400m
Cトー

(C―C)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をま

ばらに含む。

2 10YR2/2黒 褐色 シルト 焼土塊をわ
ずかに含む。驚土粒をまばら

に含む。

し‐78600m
PI――

DFよ豹°名 D

E洋
78400m引

ご

(E― E)
1 10YR2/1 黒色 粘上質シルト 褐色土

プロックをまばらに合む。
2 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色

土プロックを含む。
3 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト 黄褐色

土プロックをまばらに含む。

(D―D)
1 10YR2/1 黒色 シルト 焼上粒をまば

らに合む。

2 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 粘土質ンルト
黄褐色土プロックを全体に合

む。

一引 F

L‐ 78400m
Hト ――JH

(F― F )
1  10YR4/3
2 10YR3/2

3  10YR2/3

10YR5/3
10YR2/2
10YR2/1
10YR4/3
10YR3/2

10YR3/2

(G‐ C)
1  10YR3/2

にぶい黄褐色 ンルト 表上と黒褐色土との混土。
黒褐色 ンル ト 黄褐色土プロック、褐色土プロックを
まばらに含む。
黒褐色 シル ト 黄褐色上プロック、褐色土プロックを
わずかに含む。
にぶい黄褐色 粘土質シル ト 黄褐色上プロック。
黒褐色 ンル ト 黄褐色土粒をまばらに含む。
黒色 黄褐色土プロック、褐色土粒をまばらに含む。
にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 焼土粒をまばらに含む。
黒褐色 シル ト 植根を含む撹乱層。黒色土と褐色上と
の混土。
黒褐色 ンルト 焼土粒をまばらに含む。燃焼部焼上。
焼成不良。

L‐ 78100m
Gト     ー引 G

一

黒褐色 シル ト 焼土粒をまばらに含む。燃焼部焼
土。焼成不良。

甲:町むYR2/2 黒褐色 ンルト 灰黄褐色土小プロック、焼土粒わずかに含
む。

2 10YRV2 灰黄褐色 シルト 黒色土粒をわずかに含む。袖部貼り付け
上。

3 10YR3/2 黒褐色 ンルト 灰黄褐色土との混土。焼土粒をわずかに合
む。

4 10YR2/2 黒褐色 シルト 橙色焼土プロックをまばらに含む。固く締
まる。

5 10YR3″  黒褐色 ンルト 炭化材の小プロックまばらに合む。焼土微
量。

6 10YRS/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒を全体に含む。
7 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土小プロックを全体に含む。
8 10YR5/2 灰黄褐色 ンルト 黒褐色土粒をまばらに合む。
9 10YR6/2 灰黄褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
10 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土との混上。炭化材 焼土

プロックをわずかに合む。

1庁
78200m tt r

一
(I-1)

1 7 5YR6/8糧 色 シルト 住居内炉焼上。黒褐色上粒まばら。
焼成やや良。

0           1:50          2m

第 6号住居跡 (2)図 16

第 7号住居師 (ICOa住 )

遇橋 (図 17、 写真図版 10)

(位置)第25号住居跡とは北北東方向に6m、 第27号住居跡とは東方向に4m、 第 8号住居跡とは南東方

向に2mの距離を置く。

(埋土)部分的に撹乱を受けているが、全体としてはレンズ状に堆積している。上部は黒褐色上、下部は黒

色土主体で黄褐色土小プロックを含む。地山崩落土と思われる層は黒褐色上に褐色土が入る。

(平面形)隅丸長方形 (規模)3.35m× 2.45m

(壁)全て外傾する。壁高は12cm～ 26cmで ある。

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。全体に固く締まり、南西隅に向かってやや下がる

(柱穴)PPlか らPP3の 計 3基検出された。床面から検出されたPPlと PP2は 埋上の状況から主柱

穴と思われるが、 PP3は 遺構に伴うかどうかは不明である。 PPl、 PP2は 南北に縦列し、東西軸の

中央やや西寄 りに配置されている。柱穴間の距離は1.85mである。
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カマド(cm)

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 106 煙
出
都

径

幅 幅 深 さ

No PPl PP2

径 cm

深さCm 48 54
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Ｉ
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上

¨

L‐ 78400m
Cトー        ー引 C A虐猪Ю°m

lAtt B g)
1 10YR2/2
2  10YR3/2
3  10YR2/1
4 10YR3/3
6  10YR2/3
6 10YR2/2
7  10YR2/3

(C‐C)
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 焼土粒

炭化材をまばらに含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色
土粒をまばらに含む。

し‐78400m
D卜 ―→J

(D-0)
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト 焼土粒をわずかに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト 焼上プロックをまばらに含む。焼

土粒を全体に含む。
3 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をまばらに合む。3層より

やや暗い。
5 10YR7/4 にぶい橙色 砂質シルト 燃焼部焼上。焼成やや良。

黒褐色 シルト 表土を部分的に合む。粒径 5mm程度の際を合む。
黒褐色 シル ト 黄褐色土小プロックまばら。 1層 よりやや明るい。
黒色 ンル ト 貢褐色上小プロックをわずかに含む。
暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色上と褐色土との混土。地山崩落上。
黒褐色 シルト 4B色土粒をわずかに含む。地山崩落上。
黒褐色 シルト 褐色土粒をまばらに含む。地山崩落土。
黒褐色 粘土質シルト 黒褐色土と掲色土との混土。地山崩落上。

し‐78200m
EI― ―■ E

Ｆ
，【単

(8-E)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
2 10Y贈 /2 黒褐色 シルト 褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 褐色土粒を全体に含む。2層よりやや暗い。
4 10YR4/6 褐色 ンルト 焼土粒をわずかに合む。
5 10YR4/6 褐色 シルト 焼土粒をまばらに合む。燃焼部焼上。焼成不良。
6 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土粒をまばらに含む。
7 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 袖部構築土。黒褐色上粒をまばらに合む。

0         1:50        2m

図 17 第 7号住居跡
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(土坑)カマ ド右脇から1基検出されている。規模・平面形は68cm× 85cmの 精円形であり、深さは最大で

14cmを測る。埋土上位には、焼土粒・炭化材が入る。

(カマ ド)<位 置 >東壁中央より0.50m南 東隅寄 り<主軸方向>N一 HO° 一 E

<本体 >残存状況は良好で、袖部、支脚と燃焼部焼上が残存している。袖部は粘土質土を芯材とし、その

周辺または上部にシル ト質土を貼 り付ける形で構築されている。支脚には粒径 15cm前後の礫を使用してい

る。燃焼部焼土は、37cm× 43cmの楕円形を呈し厚さは最大で 5cmを測ると思われるが、焼成不良のため、

焼上の範囲は明確ではない。

<煙道部・煙出部 >割 り貫式と思われる煙道である。底面は40° ～45° の急角度で一旦立ち上がった後水

平になり煙出部に至る。煙出部には6cm前後の掘 り込みがあり、その底面には半頭大の扁平な礫が敷いて

ある。埋土は、焼土粒を含む黒褐色上で煙出部に近い部分はくすんだ色調をなしている。

遺物 (図 167・ 168、 写真図版123・ 124)

62は 内外面黒色処理された酸化炎焼成の邪である。内外面ともヘラミガキが施されている。底部切 り離

し技法は回転糸切 りで胴部下端にヘラによる再調整が施されている。63は 内面のみ黒色処理された郷であ

る。底部は回転糸切 り後指ナデにより再調整が施されている。64～ 72は いわゆる赤焼き土器である。底部

切 り離し技法は全て回転糸切 りである。 (67・ 70は摩滅のため回転の痕がわずかに見える程度である。)73

は内外面黒色処理された酸化炎焼成の高台付14hである。ヘラミガキによる調整は内面にのみ施されている。

底部は回転糸切 り後ヘラによる再調整が施されている。なお、高台部は欠損している。74・ 75は還元炎焼

成の郷である。74は還元不足のためくすんだ色調を施している。75の底部及び胴部下端にはヘラによる粗

い再調整が施されている。77・ 78は酸化炎焼成の非ロクロ成形の甕である。77は底部が砂底である。調整

は内面はヘラナデ、外面はナタケズリ様のケズリである。78の外面はヘラケズ リ、内面にはハケメ調整さ

れているが雑な感がある。76・ 79は酸化炎焼成のロクロ成形の甕である。76は成形後外面にヘラケズリ調

整されている。79の底部切 り離し技法は回転糸切 りである。80は還元炎焼成の甕である。頸部にはロクロ

成形前に施された縦の条痕が見られる。81は土錘で、長さ6.4cm、 重さは約5,7gで ある。

時期 出土遺物から9世紀後半に存在していた遺構であると考えられる。

第8号住居酎 (ICOb住 )

遺情 (図 18、 写真図版 H)

(位置)第 7号住居とは北西約 2m、 第27号、第28号住居跡とは北東方向にそれぞれ、 2m、 lmの 距離

を置く。なお、本遺構は98年度と99年度調査区にまたがっているが、98年度に調査を終了した。

(埋土)上部～下部にかけて褐色土を合む黒褐色土主体である。いずれの層も木根による撹乱を受けている。

(平面形)隅丸台形 (規模)450m× 4.04m

(壁)全て外傾している。壁高は8～22cmで ある。

(床面)Ⅲ 層上の粘土層を床面としている。平坦であったと思われる。撹乱の影響を受けているためか、締

まりはあまりない。

(柱穴)壁際に2基検出されたが、遺構に伴うかどうかは不明である。

(上坑)カマ ド右脇に貯蔵穴が 1基検出された。規模・平面形は90cm X 125cmの 楕円形であり、深さは最

大で 14cmを 測る。ただし、右袖部があったと思われる部分にまで土坑が広がっていることから、部分的に

本根による撹乱を受けている可能性がある。
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L‐78400m
A卜

lAA B‐ g)

1 10YR3/2 黒褐色 ンルト
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト
3 10YR2/1 黒色 ンルト
4 10YR3/3 暗褐色 ンルト
5 10YR年3 にぶい黄褐色
6 10YR3/2 黒褐色 シルト
7 10YR2/1 黒色 シルト

と‐73200m
ト

褐色土プロックを全体に含む。植根をまばらに含む。

褐色土プロックまばら含む。

褐色土粒をまばらに含む。地山崩落土。

褐色土プロックを全体に含む。

粘土質シル ト ロームプロック。
黄褐色土と黒褐色上との混土。本根による撹乱を受ける。

褐色土粒をまばらに含む。

L‐78400m
D卜

―引 C

L‐ 73100m
―引D

σ

ｌ

に

１ 黒色 シル ト にぶい黄褐色
小プロックをまばらに含む。

黒褐色 ンル ト にぶい黄褐
色土粒をわずかに含む。

灰黄褐色 粘上質シルト に
ぶい黄褐色上との混土。砂粒
が若干混入。

(D‐ D)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト ホ根による撹乱を受ける。褐色

上粒まtFら。
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト 焼上粒をまばらに含む。
3 10Y黒 4/3 1こ ぶ tヽ黄褐色 粘■質シルト 焼Jとプロックをま

`dfら `こ含む。
4 10YR3/2 黒褐色 褐色上粒をまばらに合む。植根をわずかに含む。
5 10YR2/1 黒色 粘上質シルト くすんだ焼土粒、焼土プロックを

ま
`ぎ

らに含む。
6 7 5YR5/6明 褐色 粘上質ンルト 焼土ノロック。
ζ:招Y罷疼

sF豊
慈生善ン寿十樫宿雹笠9曽ラクを釧ぎち輪

図18 第 8号住居跡

(E―E)
1  10YR3/2

2  10YR2/2

3 10YR3/3

4 10YR4/3

0          ●50         2m
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(カマ ド)<位 置 >東壁中央部より0,85m南東隅寄 り<主軸方向>N-112° 一 E

<本体 >残存状況はあまり良 くなく、左袖部のみ残存している。右袖部は、本根による撹乱を受けた可能

性もあり、埋土との区別がはっきりとしなかった。左袖部は粘土質上を芯材とし、その上にシル ト質上を

貼 り付ける形で構築されたいた。

<煙道部・煙出部 >割 り貫式と思われる煙道をもっている。底面は一旦立ち上がった後やや下がり気味で

煙出部に至る。煙出部の底面は、わずかに掘 り込まれその上に土師器甕の破片が散乱していた。煙道部の

埋土には、 くすんだ焼土粒が含まれている。

週物 (図 169。 170、 写真図版124。 125)

82～85は酸化炎焼成の不でいずれも、ロクロ痕以外の器面調整は持たない。また、底部切り離し技法が

わかるものは全て回転糸切りである。86は還元炎焼成の不である。還元不足のため胎土はくすんだ色調を

為している。87～ 89は酸化炎焼成のロクロ成形の甕である。87・ 88は ロクロ痕以外に器面調整を持たず、

89に は外面にヘラケズリが施されている。90は酸化炎焼成、非ロクロ成形の養である。日縁部の調整は内

外面ともにヨヨナデ、胴部内面はヘラナデ調整が、外面にはヘラケズリが全体に施されている。

時期 出土遺物から9世紀後半以降に存在していた遺構であると考えられる。

第9号住居師 (IC6b住 )

遇橋 (図 19、 写真図版12)

(位置)調査区内の最も西側、斜面の手前に位置する。第7号 。第8号住居跡とは東北東にそれぞれ15m、

19mの距離を置き、第10号住居跡とは東南東に8mの距離を置く。

(埋土)黄褐色上を含む黒褐色土主体だが、南東隅は宅地工事のため西壁は木根により撹乱されており、堆

積状況は明瞭ではない。

(平面形)北東隅は隅丸を呈しているが、全体の平面形は把握できなかった。 (規模)不明である。

(壁)北壁及び東壁は直立気味に外傾している。壁高は24cm X 29cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。西側にやや傾斜し、固く締まっている。

(柱穴)検出されなかった。 (土坑)検出されなかった。 (カマド)残存していない。

遇物 (図 170、 写真図版125)

出土遺物は土師器甕 1点のみである。901ま酸化炎焼成、非ロクロ成形である。摩滅がひどく器面調整は

内面にわずかにヘラナデ痕が見える程度である。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第10号住居跡 (IC8d住 )

週幅 (図 20、 写真図版 13)

(位置)第 8・ 9。 11号の3棟の住居跡に囲まれる形で存在する。第 8号住居跡とは東北東方向に1lm、

第9号住居跡とは西南西に8m、 第11号住居跡とは南南東に4mの距離を置く。

(埋土)黄褐色土ブロックを含む黒色土主体。排水による汚水の浸食を受け埋土全体が変色している。

(平面形)隅丸長方形であったと思われる。 (規模)2.80m前後X3.40m前後

(壁)北壁は配水管工事、東壁は宅地造成のための工事により削平されている。西壁及び南壁は直立気味に

外傾している。壁高は7cm～ 19cmで ある。
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L‐ 78000m
Aトー

仏玉 8‐ g)

1 10YR2/3 黒褐色 シルト 黄褐色土小プロックをまばらに含む。
2 10YR2/3 黒褐色 ンルト 黄褐色土粒をまばらに合む。
3 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。炭化材ごくわずか含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色土と黄褐色土との混土
6 10YR3/2 黒褐色 シルト 黄褐色土粒をわずかに含む。地山崩落土。
7 10YRν2 黒褐色 粘土質ンルト 黄褐色土プロックをまばらに含む。撹乱?

図19 第 9号住居跡

0          ■50          2m

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。西方向に緩やかに傾斜している。 (柱穴)検出されなかつた。

(土坑)住居跡北東隅と思われる位置に貯蔵穴と思われるものが 1基検出された。規模、平面形は60cm X

83cmの楕円形を呈し、深さは最大で20cmを測る。

(カマ ド)<位 置 >東壁南東隅寄り<主軸方向>N-105° 一 E

<本体 >そ のほとんどが削平されてお り、袖部の芯材として使用されたと思われる半頭大の礫のみが残存

している。なお、カマ ドの主軸方向は、この礫を右袖部と判断して求めた推定値である。

<煙道部・煙出部 >煙出部の小ピットのみ残存し、煙道部は削平されている。小ピットは径33cmの 円形を

呈しており、埋土下位には焼土粒を含んでいる。
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Aト

lAA B―ど)
1 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 黄褐色土プロックを全体に含む。
2 Ⅲ�R4/3 にぷい黄褐色 粘上質シルト 地山崩落上。黒缶十プロックまばら。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをわずかに含む。
4 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 黄褐色土プロッタをまぼらに含む。

L‐ 78 00om

卜 引

子 ≒BY帥
ぽゴをξど害む

「

色土プロック
 覇

2 10YR4/1 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐
色土粒をまばらに含む。

0          ■50          2m

黒褐色 ンル ト 黒褐色土粒を
まばらに含む。にぶい黄褐色上

粒わずか。

黒色 シルト にぶい黄褐色土
プロックをまばらに含む。焼土
粒を微量含む。

L‐ 77900m
Cトー   ー引 C′

酔

ｙ

ｌ

０

１

2  10YR2/1

図20 第 10号住居跡

週初 (図 170、 写真図版 125。 126)

92は酸化炎焼成のイである。底部切り離し技法は回転糸切りである。93・ 94は酸化炎焼成の甕で、ロク

ロにより成形されている。94はさらに胴部外面の上半部ヘラナデ、下半部にヘラケズリが施されている。

95は還元炎焼成の甕で、ロクロにより成形され、胴部外面にヘラケズリ、内面にヘラナデが施されている。

時期 出土遺物から9世紀後半以降に存在していた遺構である可能性が高い。
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第11号住居断|(IC7o住 )

週幅 (図21、 写真図版14)

(位置)第 19号住居跡を北北東方向に、第19号住居跡を南南東方向にみる.。 前者とは4m、 後者とは6m

の距離を置く。なお、この住居跡は第26号上航と重複している。

(理土)上部は黒褐色上、下部は黒色土主体i部分的―に撹乱を
―
受けている。

(平面形)不明 (規模)3,15“ X(不明)

(壁)東壁は宅地基礎工事により削平されている。北壁及び西璧は外傾(南壁は緩く外傾している。壁高は、

8～ 13omである。

休面)Ⅲ層下の粘上層を床画とする。

(柱穴)南東隅から1基、西壁の上抗内から1基計2.基検―出された。前者は床面から―検出され、後者は理土

申に掘り込みがあった力業遺構に伴うかどうかは不明である。

(土坑)検出されなかつた。

ψマド)検出されていない。

通輸 出土.しなかつた。
時期 不萌|である。

と言78お00m
Aト

0         1150        P“

鱈謡あ捐韓
-2 10YR2/1 黒色 チ潔

卜慧盤継亀報誰怠ユ
°筆ブロツタ裕と,

図21 第 11号住居跡
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L‐ 78200m
Aトー 0          1:50         2m

|

体―κ 8-g)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土プロックを全体に含む。
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色上プロックをまばらに含む。1層より暗い。

図22 第 12号住居跡

第12号住居跡 (IC7h住 )

遇橋 (図 22、 写真図版 15)

(位置)調査区の南西隅に位置し、第H号住居跡とは北北東に13m、 第 19号住居跡とは北東方向に3mの
距離を置く。なお、この住居跡の東側の一部が宅地造成のため削平されている。

(埋土)褐色土プロックを含む黒褐色土主体。部分的に撹乱を受けている。

(平面形)隅丸長方形 ?(規模)2,70m× 3.35m

(壁)南壁及び西壁が残存。どちらも緩 く外傾しており壁高は8cm～ 17cmで ある。

(床面)Ⅳ b層上の礫層を床面とする。 (柱穴)検出されなかった。 (上坑)検出されなかった。

(カマ ド)検出されなかった。

(その他)他の住居跡のカマ ドがほとんど東壁に設置されていることから、本遺構もカマ ドが削平された竪

穴住居跡として扱ったが、実際には、住居跡ほどの規模をもつがカマ ドのもたないいわゆる住居状遺構で

ある可能性もある。
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遇物 出上しなかつた。

時期 不明である。

第13号住居障 (Ⅱ D2a住 )

週橋 (図 23、 写真図版 15)

(位置)第31号住居跡を東方向に、第

14号住居跡を南東方向にみる。前者

とは9mほ ど、後者 とは8mほ どの

距離を置 く。なお、この住居跡の北

東隅と南西隅は配水管工事のため撹

乱を受けている。

(埋土)褐色土混じりの暗褐色土主体。

部分的に黄褐色土ブロックが入る。

(平面形)隅丸長方形と思われる。

(規模)2.60m前 後 X2.30m

(壁)残存している部分は全て直立気

味に外傾 している。壁高は 1lcm～

17cmで ある。

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

(柱穴)検出されなかつた。

(土坑)検出されなかつた。

(カマ ド)住居跡の北東隅の撹乱部と

その東側に焼土粒が散在 していた。

本遺構に伴うものでありこの位置に

カマ ドがあつた可能性がある。

週物 (図 171、 写真図版 126)

96は酸化炎焼成の郷である。器面

調整はロクロ痕のみで、底部切 り離

し技法は回転糸切 りである。97は還

元炎焼成の甕である。外面はヘラケズリ、内面はヘラナデ調整されている。98は磨石である。埋土からの

出上で流れ込みの可能性がある。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第14号住居隣 (Ⅱ D4c住 )

遇構 (図 24、 写真図版 16)

(位置)第 13号住居跡と北西方向に 9m、 第31号住居跡と北方向に10m、 第 4号住居状遺構と東方向に16

mの距離を置 く。また、本遺構の南西部と第 15号住居跡の北東部が重複している。埋上の状況から、本遺

構の方が新しいと思われる。

Ｆ
＝
Ｎ
∞

〇
〇
〇
ヨ

∞

イ
Ｉ
Ｉ

し‐78000m
Aト

lA‐N B― B′ )
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 黄褐色土小プロックをわずかに含む。
2 10YR3/3 黒褐色 シルト 褐色上粒をまばらに含む。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 ンルト 黄褐色土プロック。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 地山崩落上。
S 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土粒を全体に含む。2層に似る。
6 10YR5/3 1こ ぶい黄褐色 シルト 黄褐色上プロック。
7 10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト 黒褐色土と黄褐色土との混土。

O          ■50         2m

図23 第 13号住居跡

①
D
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Ｉ
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上
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A庄
77900m

引 A

L‐ 77700m
C卜

卜A・ B―ご)
i 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト
2 10YR2/2 黒福色 粘土質シルト

ー引C′

にぶい策褐色土粒をまばらに含む。

にぶい黄褐色土イヽプロックを全体に含む。

D庄7■700m tt σ EF・ 70硫引 g

争η 5YR5/6明赤褐色 締まりのある
燃焼部焼土。焼土真好。

与:1整自自:饉与与三菖ξ言雲与::言:: よ紀μ 重
図24 第 14号住居跡

No PPl PP2 PP3

径 cm

深さcln 34
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(埋土)にぶい黄褐色上を含む黒色土主体。部分的に撹乱を受けている。

(平面形)不明 (規模)北壁は4,98m、 東・南・西側は不明。

(壁)残存する部分は全て外傾している。壁高は5～ 16cmで ある。

(床面)Ⅲ 層上の粘土層を床面とする。撹乱部を含めて凹凸がある。

(柱穴)3基 検出された。いずれも主柱穴と思われる。柱穴間の距離はPPlと PP3が 30m、 PP2と

PP3が 3.31mで ある。

(土坑)燃焼部焼上の右脇から 1基、左脇から 1基、計 2基検出された。前者をPit l、 後者をPit 2と して

記述する。Pit lの規模は107cm× 101cmの ほぼ円形で、深さは最大で32cmを 測る。Pit 2の規模は

70cm× 72cmの不整円形で、深さは最大で27cmを測る。

(カマ ド)<位 置 >東壁北東隅寄 り?<主軸方向>不明

<本体 >燃焼部焼上のみ残存。規模は50cm× 55cmの楕円形で、厚さは最大で 12cmを 測る。焼成は良好で

ある。

遺物 (図 171・ 172、 写真図版126・ 127)

99～ 102は 酸化炎焼成、内面黒色処理された邦である。底部切 り離し技法は、摩滅のため明瞭でないも

のもあるが、全て回転糸切 りであると思われる。103・ 104は 内面黒色処理されない郷である。 104の底部

切 り離し技法は回転糸切 りである。 105は酸化炎焼成、 rIク ロ成形の甕である。日縁部は内外面ともヨコナ

デ、胴部は外面にヘラケズリ調整されている。106は退元炎焼成の大甕の胴部破片である。外面はタタキロ、

内面には当て具痕が見られる。

時期 出土遺物から9世紀後半に存在していた遺構である可能性が高い。

第15号住居跡 (Ⅱ D4d住 )

遺橋 (図 25、 写真図版 17)

(位置)第 13号住居跡を北西方向にみる。その距離は9mである。また、本遺構の北東部と第 14号住居跡

の南西部が重複している。前述したように、埋上の状況から本遺構の方が古いと思われる。

(埋土)黒褐色土主体。埋土に黄褐色上が入ることもあつて撹乱部との判別が明確ではない。

(平面形)不明 (規模)南壁は4,85m、 その他については不明。

(壁)残存する南壁は外傾しており、壁高は4持 10cmで ある。

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。撹乱部を含めて多少凹凸がある。

(柱穴)検出されなかった。 (上坑)検出されなかつた。

(その他)本遺構も第 12号住居跡と同様、カマ ドが削平された竪穴住居跡として扱ったが、実際には、住居

跡ほどの規模をもつがカマ ドのもたないいわゆる住居状遺構である可能性がある。

遺物 (図 172、 写真図版126・ 127)

107～ 110は酸化炎焼成の邪である。107・ 108は 内面黒色処理され、109・ HOは黒色処理されていな

い。底部切 り離し技法は、摩減のため不明瞭なものもあるがその他は全て回転糸切りである。111,112は

埋土からの出上である。 Hlは掻器で縁辺部がわずかに二次加工されている。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。
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L‐ 77900m
Aトー

黒褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色土プロックをまば
らに含む。焼上粒炭化材が微量混入。

図25 第 15号住居跡

第16号住居跡 (EE4b住 )

週橋 (図 26、 写真図版 18)

(位置)調査区南西隅に位置し、第 14・ 15号住居跡とは北方向に37m、 第 17号住居跡とは東北東方向に5

mの距離を置く。なお、本遺構は第46・ 47・ 48号土坑と重複している。第46・ 47号土坑は床面からの検

出であり本遺構に伴う可能性があるが、ここでは別遺構として後述する。また、第48号土坑が埋土上から

の堀 り込みであることから本遺構の方が古い。

(埋土)暗褐色上、黒褐色土主体。部分的に炭化材が入る。南東隅が削平されている。

(平面形)隅丸長方形 (規模)5,30m× 4.30m

呵〕
陣
Ｈ
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灰黄褐色 粘土質ンルト
含む。

黒褐色 粘土質ンルト
クわずか。

黒褐色 粘土質シルト

学P よs

にぶい黄福色土粒を焼土粒をわずかに

炭化材をわずかに含む。黒色上小プロッ

にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。

:((Ξ
):

―
―
一

∞

底
Ｏ
ｏ
め

ヽ
卜
＝
コ

A虐宥60°m

B―B)
10YR3/3

10YR2/2

10YR4/2

10YR3/2

10YR3/2

暗褐色 シルト 黒色土粒を全体に含む。にぶい黄褐色
土プロックをまばらに含む。炭化材をわずかに含む。
黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土小プロックを全
体に合む。焼土粒わずかに含む。

L‐ 77400m
C卜 ―引 C

L‐ 77400m
Dト       ーー引 D

(G∞
1 10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶ

い黄褐色土粒を全体に含む。

(D―D)
1  10YR2/2

2 10YR3/3

3 10YR6/3

黒褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色土
粒をまばらに含む。

暗褐色 粘上質ンル ト 黒褐色土プロッ
クをまばらに含む。
にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土
プロックまばら。掘りすざ?

0           ■50          2m

第 16号住居跡
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(壁)残存する部分は全て外傾し、壁高は5～ 17cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。平坦で締まりがある。

(柱穴)検出されなかった。

(土坑)東壁寄 り中央と住居跡中央部に2基検出された。前者をPit l、 後者をPit 2と して記述する。P■ 1

は径70cm前後のほぼ円形を呈し、深さは最大で 15cmを 測る。Pit 2は径65cmの 円形を呈し、深さは最大

で30cmを測る。

(そ の他)住居跡北壁側に幅約1.2m、 深さ約20cm程度の浅めの掘 り込みがみられた。周溝または作業場で

あるとも考えられるが、詳細は不明である。また、カマ ドが検出されなかつたことから、本遺構も住居状

遺構である可能性がある。

遇物 (図 172・ 173、 写真図版 127)

H3～ H8は酸化炎焼成、内面黒色処理されない邪である。底部切 り離し技法がわかるものは全て回転糸

切 りである。 H5のみ底部にヘラによる再調整が見られる。 H9は還元炎焼成の奏の胴部破片である。外面

はタタキメ、内面はカキメ調整されている。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第 17号住居跡 (Ⅱ E6b住 )

遺橋 (図 27、 写真図版 19)

(位置)第 16号住居跡と第 18号住居跡にはさまれる形で存在する。前者とは6m、 後者とは3mの距離を

置く。なお、カマ ドの右袖下から第52号土坑を検出した。重複関係から、本遺構の方が第52号土坑よりも

新しい。

(埋土)黒色上、黒褐色土主体。西側及び南側には撹乱部が入る。全体としてはレンズ状に堆積していたと

思われる。

(平面形)隅丸方形 (規模)4.51m× 3,95m

(壁)残存する部分は全て外傾し、壁高は5～ 19cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。多少凹凸があり、また、西方向にやや傾斜し下がる。

(柱穴)PPl、 PP2の 2基検出された。いずれも主柱穴と思われる。PPlと PP2の 距離は2.65mで

ある。

(土坑)1号 カマ ド左脇から 1基、 2号カマ ドの右脇から 1基、計 2基検出された。前者をPit l、 後者を

Pit 2と して記述する。Pit lの 規模は径64cmの ほぼ円形を呈 し、深さは最大で 15cmを 測る。Pit 2は

62cm× 70cmの 楕円形を呈し、深さは最大で21cmを 測る。カマ ドと土坑の位置関係から、Pit lは 1号カ

マ ドと、Pit 2は 2号カマ ドが使用された際の貯蔵穴と思われる。

(その他)住居床面より西寄 りに南北に縦列する形で柱穴状ピットが 3基検出された。うち、 2基は底面に

平らな石を敷いている。本遺構に伴うものか、または、本遺構よりも古いものかについては埋土からは判

断できなかった。

(カマ ド)東方向に2基縦列するような形で検出された。最も東側に位置するものを 1号カマ ド、西側に位

置するものを2号カマ ドとして記述する。残存状況から、 1号カマ ドは立て替え拡張に伴つて構築された

ものと思われる。よって、 1号カマ ドは2号カマ ドより新しい。
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カマド(cm)

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 煙
出
部

径

幅 幅 深 さ

〕

十

１

に

Ｉ ‐‐

Ｎ

Ｎ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

日

No PPユ PP2

径 cm

深さし‐77600m
Aトー

(C―C)
l 10YR2/1 黒色 シルト褐色土粒をまば

らに含む。

lA玉・B― g)

1 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土粒を全体に含む。
2 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR2/2 黒褐色 ンルト 焼土粒 焼土プロックをまばらに含む。

E卜些
77500mし‐77400m

Cトー     ー引 C

D世 7&Ю Om

引 ビ
士 LもYR271吾

農土/蛍と上の割合勢 、 固く第52号土坑         締まる。
上質シルト 黒色土粒

ダ  21∝
R3″
蚕緑号 1こ誉き。袖部構築上。

5YR4/6褐色 燃焼都焼上。焼成やや良。
レト 褐色上粒まばら

3 7)YR2/3 
黒褐色 シ′4 1(    
に含む。

F洋″お°Om
5 10YR2/1霧

争きらだ答懲。幅最義柔呈rク
ー 引 F

，岬］嘲］］

ば
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

の
Ｌ
２
３
４
儀 §g:ξし,t書會宮:gをξ急ヨ:會ξ£彗:? 夕

F磁

報 鍬 罐 釧 踊 狂 柳 財 郷 釣 。

::?長消湧?冨琶
色ンをや
善
湧Ξ尋警ξttζをζξF据

塊雰化露み捕,転哀P。
6 10YR3/2 黒褐色 ンルト 黄褐色土プロックをまばらに含む。
7 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。

O           L50          2m

図27 第 17号住居跡
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01号カマド<位置>東壁中央から1.30m南東隅寄り<主軸方向>N― HO° 一E
<本体 >残存状況は比較的良好で、支脚、袖部、燃焼部焼土が残存する。支脚には半頭大の礫を使用してい

る。左袖部は粘土質土にシルト質上を貼 り付け、右袖部は礫を芯材としてその周辺にシル ト質上を貼 り付け

ている。燃焼部焼土は29cm× 37cmの楕円形を呈し、厚さは最大で 6cm、 焼成は比較的良好である。

<煙道部・煙出部 >到 り貫式と思われる煙道をもつ。底面は、燃焼部焼土付近から水平に延び、一旦40°

の角度で下がった後、煙出し部に向かつて徐々に上がる。燃焼部焼上に近い埋上には、焼土ブロックが入る。

02号 カマ ド<位置 >東壁中央から南東隅寄 り、 1号カマ ドより約 lm西寄 り<主軸方向>N-95° 一 E

<本体 >袖部の一部と燃焼部焼上が残存している。左袖部はシルト質上で、右袖部は礫を埋め込みその周辺

にシル ト質土を貼 り付ける形で構築されている。燃焼部焼土は径33cmのほぼ円形を呈し、厚さは5cm前

後、焼成は比較的良好である。

遺物 (図 173・ 174、 写真図版 127・ 128)

120～ 124は酸化炎燒成の野である。 120の み内面黒色処理されている。底部切 り離し技法が分かるもの

は全て回転糸切 りである。125。 126は 内面黒色処理された高台付邪である。いずれも、底部は回転糸切 り

後高台部を貼 り付けている。 125は その際につまみ上げた部分をヘラによって装飾し、 126は再調整してい

る。 127は非ロクロ成形、砂底の甕である。内面はヘラナデ、外面はナタケズリ様のケズリによる調整が施

されている。 128～ 130は ロクロ成形の甕である。 12Sに はロクロ痕以外に日縁部にヨコナデ、胴部にヘラ

ケズリ調整がされている。131・ 132は 還元炎燒成の甕である。 (同一個体か ?)いずれもロクロ成形の後

外面にヘラケズリが施されている。

時期 出土遺物から9世紀後半に存在していた遺構であると考えられる。

第18号住居障 (Ⅱ E7c住 )

遣橋 (図 28。 29、 写真図版20)

(位置)調査区の南端に位置し、第 17号住居跡と西北西方向に3mの距離を置く。

(埋土)褐色土を含む黒褐色土主体。含まれる褐色土の割合によって上・下部に細分される。下部に入るに

従って褐色上の割合が増える。また、部分的に撹乱部が入る。

(平面形)隅丸台形 (規模)5,28m× 4.25m

(壁)直立気味に外傾する。壁高は6～28cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。平坦で締まりがある。

(柱穴)6基 検出された。北側に4基位置するのは建て替え拡張のためか ?北西隅に位置するものをPPl、

同様に北東隅をPP2、 南東隅をPP3、 南西隅をPP4、 北西寄 りで PPlよ り中央部に位置するものを
PP5、 北東寄 りでPP2よ り中央部に位置するものをPP6と して記述する。各柱穴間の距離はPPlと

PP2が 2.25m、  PP2と PP3が 3.61m、  PP3と PP4が 1,77m、  PP4と PPlが 3.65m、 PP
5と PP6が 1,87m、  pp6と PP3が 2.93m、  PP4と PP5が 3.12mで ある。

(土坑)カマ ド右脇から 1基、カマ ドから中央部寄 りに 1基計 2基検出した。前者をPit l、 後者をP■ 2と

して記述する。Pit lの規模 。平面形は55cm× 64cmの楕円形を呈し、深さは最大で 16cmを 測る。P■ 2は

径が90cmの 円形を呈し、深さは最大で27cmを測る。

(そ の他)南壁に周濤と思われる深さ7cm前後の掘 り込みがみられた。
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l.10N/3 84Bt ンルト 符色上粒をまぼらに合む。

多灘 諄鎮警伴腟奔サ纏 蘊難。

:簿離幹I殿葦―:3ξ与争工転蒻

L―″.300m
Cトー    ー引ぜ
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1.10YR2/8 暴働色 |ツルト 薫褐色iブ歯|ックをまばらに合と。
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与i翅懃期 攪鞘

図28.第 1碍佳居跡(1)

カマドleml

本

体

長 さ 98 煙
琶
都

長 さ 38 僻

鍬
径 40 .

幅 91 幅 28 深さ 19

Nδ PPl PP2 PP3 PP4 PP5 pp6

径 cln 28 25 26 14 16 と4

深さeln ・３ 9 19 28 27
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(E― E )
1 75YR4/6
2  10YR3/2

3  10YR3/2

4 10YR2/3

5  10YR2/1

6  10YR3/2
7 75YR3/2
8 10YR2/1
9 10YR3/2
Ю 10YR2/3

■ 10YR2/3

し‐77500m
E「――

禦霧色 悠上質ラ9雫
土
擢哀言後捨笹壁夢吉ヶ捗馨ぎ悪唇,こ含む。

箪落毯
ブ
羅上警う辱t。 にぶい黄褐色土ブロックを全体に含む。焼

董指色
わ
悪空掻ε々ネ 吹き上げられた焼土粒をまばらに含む。炭

螢笹
を
焦至警ラ命雫
。
焼土プロックを含む。貢褐色土粒をわずかに

婁霧色 粘土質ンルト 焼土粒をまばらに含む。
最雹
色
粘主筈)ル筆
土
製亀雹笙歩倉

'多

をわずかに合む。
最帽色 慈生善シ持十

粒た家言整揺a望移ロック及び 黒色土プロ
ックをまばらに合む。 9層 よりやや暗い。

焉響急。 
上質シル ト 焼土プロック 黄押色上ブロックをわずか

図29 第 18号住居跡 (2)

(カマ ド)<位 置 >東壁中央より0.5m南東隅寄 り<主軸方向>N-120° 一 E

<本体 >袖部と燃焼部焼上が残存している。左袖部はシル ト質、右袖部は粘土質上で下部が構築されてい

る。燃焼部焼土は、27cm X 33cmの 楕円形を呈し、厚さは最大で 5cm、 焼成は比較的良好である。

<煙道部・煙出部 >割 り貫式と思われる煙道をもつ。底面は、一旦40度の角度で下がつた後凹凸をもちな

がら煙出部に至る。煙出部は40cm× 47cmの 楕円形を呈し、煙道部底面から8cm程度掘 り込まれた小ピッ

トを伴う。煙道部埋土は黒色土・黒褐色土主体で、焼土粒が入る。

遺物 (図 174、 写真図版 129)

133～ 135は 内面黒色処理されない酸化炎燒成の不で、いずれもロクロ痕以外は器面調整は持たない。ま

た底部の切 り離し技法は全て回転糸切 りである。 136。 137は 内面黒色処理された高台付不である。 136の

内面は摩滅しており器面調整は不明である。底部は回転糸切 り後ヘラにより丁寧に再調整されている。 137

の内面にはヘラミガキが施されている。138は還元炎燒成の邦である。139～ 14Hま酸化炎燒成の甕である。

器面調整は摩減のため不明である。14Hよロクロ成形されている。142は退元炎燒成の甕の胴部破片である。

内面調整は当て具痕、外面調整はタタキロである。

時期 出土遺物から9世紀後半の遺構である可能性が高い。

第 19号住居跡 (IC8g住 )

遺橋

(位置)第 H号住居跡を北北西方、向に、第 12号住居跡を南西方向にみる。前者とは6.5m、 後者とは3.5m

の距離を置 く。住居跡のほとんどは宅地造成のために削平され、住居跡北西部床面と思われる踏みしめら

れた上がわずかに残 り、地山との境界を示していた。竪穴住居跡が存在していた可能性がある。遺構配置

図にのみその範囲を示した。

遣物 (図 175、 写真図版129)

143・ 144は酸化炎焼成、内面黒色処理された不である。 143の底部切り離し技法は回転糸切りであり、

その後胴部下端と底部に再調整が施されている。

時期 出土遺物から平安時代の遺構である可能性が高い。

と‐77400m
Fトーー       ーー引F

鶴
fiFlBYR3/2 黒褐色 シル ト 褐色土粒をまばらに含む。袖部

構築上。

::子評聯B興亀色
シ
慈生質ひ孵ギ
焼
差也笙警要暮唇た含む。

袖部構築土。

0          150         2m
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第20号住居跡 (IB9b住 )

遇橋 (図 30、 写真図版21)

(位置)調査区北側の道路北壁際から検出された4棟の住居跡のうち最も西側に位置する。第 4号住居を南

西方向に、第21号住居跡を東方向に見る。前者とは1lm、 後者とは3mの距離を置く。また、本遺構は第

166号 。第 167号陥し穴状遺構と重複しており、 2基の遺構の埋上を床面の一部としている。

(埋土)黒色土と黒褐色上を主体とする。上位には褐色土粒を多く含み、層下位に入るに従つてその割合が

少なくなる。全体としてはレンズ状の自然堆積の様相を示している。なお、耕作上が部分的に深 く入 り込

んでいる箇所がある。

(平面形)隅丸長方形 (規模)3.98m× 3.17m

(壁)外傾し立ち上がっている。壁高は14～ 28cmで ある。

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。ほば平坦で締まりがある。

(柱穴)床面から2基検出された。位置・規模ともに主柱穴とは考えにくく遺構に伴うかどうかは不明である。

(上坑)カマ ド右脇から検出。規模・平面形は70cm X 80cmの 楕円形であり、深さは最大で 18cmを測る。

埋土上位には焼土粒を中位には炭化材が入る。

(カマ ド)<位 置 >東壁中央より0.55m南 東隅寄 り<主軸方向>N-110° 一 E

<本体 >残存状況は良好で袖部、支脚と燃焼部焼上が残存している。袖部は左右合わせて 10個前後の角礫

に粘土質土を間に埋める形で構築されている。支脚は粒径 15cm前後の礫を使用している。燃焼部焼土は、

40cm× 48cmの楕円形で厚さは最大で 5cmを測る。焼成は良好である。

<煙道部、煙出部 >煙道部上部の一部が削平されており掘 り込み式か割 り抜き式かは不明である。底面は

45° の急角度で一旦立ち上がった後水平になる。また、煙道部の延長線上には煙出部の底面と思われる小

ピット状の掘 り込みが見られた。小ピットの埋土にはくすんだ焼土粒が含まれている。

遣物 (図 175・ 176、 写真図版 129～ 131)

145～ 147は酸化炎焼成の郷である。145。 146イま内外面黒色処理されている。ヘラミガキは内面にのみ

施されている。 147は 内面黒色処理されていたと思われるが、再加熱を受け内黒ではなくなつている。

148・ 149は還元炎焼成の郷である。148は還元不足のため酸化炎焼成の郷と,た色調である。151～ 154

は酸化炎焼成の甕である。150。 151いずれも外面がヘラケズリ調整されている。151は小型の甕とした。

152は 日縁部がヨコナデ調整、内面胴部はヘラナデ調整されている。153はの日縁部は152と 同様ヨヨナデ、

胴部外面はヘラケズリ、内面はヘラナデ調整されている。 154は胴部外面にヘラケズリ・内面にヘラナデ調

整がされている。 155は還元炎焼成の甕である。外面はカキロ調整、内面には当て具痕が見られる。

時期 出土遺物から9世紀中頃から後半の遺構であると考えられる。

第21号住居師 (Ⅱ Blb住 )

週摘 (図 31・ 32、 写真図版22)

(位置)第20号住居跡と第22号住居跡にはさまれる形で存在する。第20号住居跡とは西に3m、 第22号住

居跡とは北東に2mの距離を置く。本遺構は第 170号陥し穴と重複し同遺構の埋上を床面の一部としている

ほか、第 1号墓坑にカマ ド煙道部の一部が削平されている。

-49-



カマド(cm)

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 煙
出
部

径

幅 幅 深 さ 5

第 166号 陥し穴

中｝雛孵一　　　ｐｐ２◎

∞

一Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
■

ｍ

畠

Ｏ
ｏ
卜

∞
卜
＝
ｎ

lA A ・8-8)
1 10YR22
2  10YR2/3
3  10YR2/1
4 10YR2/2
5  10YR2/1
6  10YR2/1
7 10YR2/2

色
色
　
色
　
　
色

褐
褐
色
褐
色
色
褐

黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒

シルト 褐色上粒をわずかに含む。植根をわずかに含む。
シルト にぶい黄褐色土プロックを全体に含む。
シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
シルト 3層 に似る。褐色土粒の割合がわずかに少ない。
シルト 褐色土粒をわずかに含む。
シルト 褐色土粒をとくわずか含む。地屋崩落上。
シルト 褐色上粒をまばらに含む。固く締まる。

L‐ 78600m
Cトー

黒褐色 ンルト 禍色土粒をまばらに合む。
黒褐色 ンルト 褐色土プロックをわずかに含む。
焼土粒をわずかに含む。

黒褐色 ンルト 黒色土との混土。径5mm程度の
炭化材含む。

暗褐色 シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。

黒褐色 ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。
固く締まる。

黒褐色 シルト 礫の堀り方。締まりあまりなし。
橙色 ンルト 燃焼部焼土。
灰黄褐色 シ,レト 黒褐色上粒との混上。地山層?
明褐色 シルト 黒褐色土との混土。天丼部崩落

L=78700m
D卜_ ―引」 一引 E

し‐78600m
Eトー

(C‐C)
1  10YR2/3
2 10YR3/2

3  10YR2/2

4  10YR3/3

(E‐E)
1 10YR2/2

10YR3/2
■5YR7/6
10YR4/2
子5YR5/6

土。
10YR2″  黒褐色 ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。

袖部構築上。

10YR3/2黒 褐色 粘土質シルト 袖部構築土。
10YR3/2 黒福色 粘土質シルト 礫の堀り方。

0           ■50          2m

(D―D)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色上粒をまばらに含む。固く締まる。
2 10YR3/3 暗褐色 ンルト 黒掲色土との混土。
3 10YR3/2 黒褐色 ンルト 焼上粒をまばらに含む。
4 10YR2/2 黒褐色 ンルト 7 5YR5/6明褐色の焼土粒を全体に含む。
5 10Y贈 /2 黒褐色 シルト 7 5YR6/8橙色焼土粒をわずかに含む。
6 10YR32 黒褐色 シルト 7 5YR6/8橙色焼土塊をまばらにに合む。
7 10YR2β  黒褐色 シルト くすんだ焼土粒を全体に含む。
8 ■5YR7/6 橙色 シルト 燃焼部焼土。固く締まる。焼成良好。
9 10YR3/2 黒褐色 ンルト くすんだ焼土粒をまばらに合む。

図30 第20号住居跡

No PPl PP2

径 cm

深さcm
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(埋土)埋上の約1/2が撹乱されていた。残存する埋土は黒色土・黒褐色土主体で上位は褐色土粒を多く含

み下位に入るに従つてその割合が少なくなる。

(平面形)隅丸長方形 (規模)3.83m× 4.25m

(壁)全て外傾している。壁高は24cm～47cmで ある。

(床面)Ⅱ 層下の粘土層を床面とする。平坦であったと思われるが床面に締まりがなく堀 り方との境界が明

疎ではなかつた。     _

(柱穴)PPlか らPP6の 計6基検出された。うちPPl～ PP3ま でが主柱穴であると思われる。柱穴

間の距離はPPlと PP2が 2.05m、 PP2と PP3が 2.84mで ある。

(土坑)カマ ド右脇から 1基検出している。規模は67cm× 69cmの ほば円形を呈し深さは最大で 14cmを 測

る。土坑埋上には焼土粒、炭化材が含まれている。

(炭化材)焼失に伴う炭化材と焼土が確認された。材は中央部から北 。東・南の三方向に概ね放射状に広が

る状態で検出された。角材と思われるものが多 く材質は全てクリである。焼土は南東隅から検出された。

焼成はあまり良くない。

(カマ ド)<位 置 >東壁中央部より約 1.30m北東隅寄 り<主軸方向>N― H9° 一 E

<本体 >左袖部と燃焼部焼上が残存している。袖部は、残存状況が良 くなくその位置を把握するにとどま

った。燃焼部焼土は30cm× 35cm楕 円形を呈し、深さは2cm程度で、焼成はやや良である。

<煙道部・煙出部>底面は一旦30° の角度で立ち上がりその後水平となる。煙道部東側の約2/3は第 1号墓

坑に削平されており、煙出部の底面が残存するのみで詳細は不明である。

遺物 (図 176～ 178、 写真図版 131～ 133)

156は酸化炎焼成、内面黒色処理された邦である。外面胴部下端及び底部は回転糸切り後ヘラにより再調

整されている。157～ 164は酸化炎焼成の黒色処理されない不である。全て底部切り離し技法は回転糸切り

で 159・ 160,163・ 164の底部はその後ヘラにより再調整されている。 165。 166は 内面黒色処理された

高台付lThで ある。いずれも底部は回転糸切り後、ヘラで再調整されている。166の高台部は欠損している。

167は内面黒色処理されない高台付邦である。日径が21cm前後と他の高台付郷と比較して大振りである。

168・ 169は還元炎焼成の郷である。いずれも還元不足のためくすんだ色調を為している。168は墨書土器

であり「い」と思われる文字が外面に書かれている。170・ 17Hよ酸化炎焼成、ロクロ成形の甕である。

170は 口縁部がヨヨナデ、外面胴部がヘラナデ調整されている。 171は 内面がヘラナデ調整されている。

172～ 174は非ロクロ成形の奏である。いずれも口縁部はヨコナデ調整されている。胴部は172の外面はヘ

ラナデ、内面はハケメ、173は内外面ともにヘラナデ調整されている。174は 内面にヘラナデ調整が見られ

る。175は鉢とした。非ロクロ成形で、内面はハケメとしたが、その調整は粗く、底部には凹凸がかなりあ

る。

時期 出土遺物から9世紀後半の遺構であると考えられる。

第22号住居障 (Ⅱ B2b住 )

遇情 (図 33、 写真図版23)

(位置)第21号住居跡を南西方向に第23号住居跡を南東方向に見る。前者とは1.5m後者とは5mの距離を

置く。また、第 1号墓坑と172号 。第173号陥し穴状遺構と重複している。埋土の状況から同墓坑より本遺

構の方が古いと考えられる。
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メ
第 170号 陥し穴

No PPl PP2 PP3 PP4

径 cm

深さCm 34 42

L‐ 78500m
Cトーー     引 C

低ッ(・ B―ご)
1  10YR2/2
2 10YR2/1
3  10YR2/3
4 10YR2/2
5 10YR2/2
6 1CIYR2/1
7 1CIYR2/3

L‐ 78500m
Dトー ー引」

引 A

窪雹最圭急?蛋きち雇魯管
る。

焼
鴇宮そを≧

`洛

盤笙争晟王継念と
燃焼部焼土。焼成やや良。

「
50          2m

L‐ 78800m
AI――

黒褐色 ンル ト 褐色土粒を全体に含む。植根を含む。
黒色 ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。
黒褐色 シル ト 黒色土との混土。
黒褐色 シル ト 黒色土粒をまばらに含む。地山崩落上。
黒褐色 シルト 固く締まる。カマ ド天丼部崩落土 ?
黒色 シル ト 褐色土小プロックを全体に含む。地山崩落土。
黒褐色 シルト 褐色土プロックを全体に含む。

L‐ 78500m
Eトー

甲iCttYR2/1 遷農の廃化務を管吉皆t巽ま醍
mm

2 75YR4/4褐 色 シルト 燒土フロック。黒
褐色上紅をわずかに含む

ユ:礎評聯 興色 シ好ヽ 乗掘色圭1線登走
。

を全体 に含む。

カマド(cm)

黒色 シル ト にぶい黄褐色土
プロックを含む。
褐色 シル ト 黒褐色土との混
土。
黒色 シルト 褐色土粒をわず
かに合む。

図31 第21号住居跡 (1)

争瑞YR22黒褐色シルト
2 10YR2/3 黒褐色 シルト

::i綸曾範シ影キ|
くわずか含む。

6 ■5YR5/6赤 褐色 シルト
0

(D―D)
1  10YR2/1

2  10YR4/4

3  10YR2/1

No PP5 PP6

径 cm

深さcm

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 煙
出
部

径

幅 幅 深 さ
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焼上粒の範囲

炭化材の範囲

炭化材の範囲

図32 第21号住居跡 (2)

(埋土)黒色土・黒褐色土主体。上部は褐色上がプロック状に入る。層下位に入るに従つて黒色上の割合が

多くなる。全体としてはレンズ状の自然堆積の様相を示している。

(平面形)隅丸方形 (規模)3.05m× 3.08m

(壁)直立気味に外傾している。壁高は27～ 32cmである。また、第172号陥し穴埋上を壁面としているが

特に固めた様子は見られなかつた。

(床面)Π 層下の粘土層を床面とする。ほぼ平坦で全体に締まりがある。 (柱穴)検出されなかつた。

(土坑)カマド右脇、住居南東隅と思われる位置から1基検出された。規模は45cm× 89cmの不定形で深さ

は最大で16cmを測る。

(カマド)<位置>東壁ほぼ中央<主軸方向>N― H5° 一 E

<本体 >燃焼部焼上のみが残存している。規模は35cm× 43cmの橋円形を呈し、厚さは最大で5cmを測る。

焼成良好である。

<煙道部・煙出部 >部分的に今より抜いたと思われる煙道である。底面は30° の角度で立ち上がり、その後

煙出部底面に向かつて下がる。煙出部は径48cmの円形を呈し、フラスコ状に検出面から53cm掘 り込まれ

ている。また、東壁際には円礫が配してある。
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カマド(cm)

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 117 煙
出
部

径 49

幅 幅 深 さ

げ
＝
『
∞

∞
〇
〇
ｇ

∞
一Ｉ
Ｉ
Ｉ

船
?SO

黒色土と褐色土との混上。褐色土プロックを全体に含む。
褐色土粒をまばらに含む。 1層 より黒色上の割合多い。
褐色土プロックをわずかに含む。 2層 より暗い。
粘土質シルト 褐色土どプロック状のにぶい黄褐色土との

黒色土プロック。
黄褐色土プロックをわずかに含む。
掲色土粒をまばらに合む。
褐色土小プロックをまばらに合む。

第 174弓
陥し穴

第 173号 臨
し穴

引 A

Ｃ
　
　
　
ｏ
ご

報

（αく

第
１
；
墓
坑

A虐櫛 Om

(C―C)
1 10YR2/1 黒色 シルト 黒掲色土との混土。
2 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロック

を含む。
3 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色土ブロックをわず

かに含む。
4 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色上プロッ

クを全体に含む。

L‐ 78700m
Dト

L‐ 78500m
E卜  _引 E

一

|ヽw( B―ご)
1 10YR2/2
2 10YR2/1
3 10YR1 7/1
4 10YR4/3

5  10YR2/1
6  10YR1 7/1
7  10YR2/1
8 10YR2/3

黒褐色 ンルト
黒色 ンル ト
黒色 シル ト
にぶい黄褐色

混土。

黒色 ンル ト
黒色 シル ト
黒色 シル ト
黒褐色 シルト

(D‐ D′ )

1 7 5YRV6
2 10YR3/2
3  10YR2/2
4  10YR2/2
5  10YR2/3
6  10YR3/3
7  10YR2/3
8 10YR3/2
9 10YR2/1

(E―E)
1 7 5YR5/6明褐色 シルト 燃焼部焼

上。焼成良好。黒褐色土粒をわずかに含
む。

図33 第22号住居跡
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遇物 (図 178、 写真図版133)

176・ 177は酸化炎焼成、内面黒色処理されない不である。底部切り離し技法は回転糸切りである。178

(179と 同一個体)は酸化炎焼成の甕で、胴部下端がヘラケズリ調整されている。

時期 出土遺物から9世紀後半以降の遺構であると考えられる。

第23号住居跡 (Ⅱ B3c住 )

遇橋 (図 34、 写真図版24)

(位置)調査区北側の道路北壁際から検出された4棟の住居跡のうち最も東側に位置する。第23号住居跡を

北西方向に見る。なお、住居の約 1/2と 思われる部分は調査区外東側に延びている。

(埋土)黒色土、黒褐色土主体。下部に入るに従つて混入する褐色土粒の割合が増える。撹乱によって削平

されている部分が多いが、レンズ状に堆積していたと思われる。

(平面形)不明 (規模)5.31m× ?

(壁)西壁は外傾して、南北壁は直立気味に外傾して立ち上がっている。壁高は10cm～ 28cmで ある。

(床面)E層下の粘土層を床面とする。 (柱穴)床面北側から 1基検出された。径は21cm、 深さ43cmであ

る。また、住居外西側に 1基検出された。住居に伴うものかどうかは不明である。

(土坑)焼土南側から3基検出された。それぞれPit l～ Pit 3と して記述する。Pit lの 規模・平面形は

76cm× 85cmの楕円形を呈し、深さは最大で27cmを測る。P■ 2は38cm× 58cmの不整円形で、深さは最

大で10cmを測る。同じくPit 3は 12cm× 35cmの楕円形を呈し、深さは最大で12cmを測る。いずれの上坑

も埋上に焼土粒が入る。

(カマド)検出されなかつたと考えているが、本遺構の平面形が極端な隅丸長方形である可能性はある。そ

う仮定すれば後述する炉の焼上がカマドの燃焼部焼上であり煙道が調査区外に延びていることになる。後

の調査結果を見て判断したい。

(その他)検出された部分の南東隅寄りから燃焼部焼上が検出された。周辺を礫で囲まれており炉的に使用

されたものと思われる。燃焼部焼土は32cm× 57cmの不整円形で厚さは最大で5cmを測る。

週物 (図 179、 写真図版 133・ 134)

180～ 182は酸化炎焼成の杯である。182のみ内面黒色処理されない。180の底部切り離し技法は回転糸

切りで再調整されていない。183・ 184は高台付邦で、183は内外面黒色処理されている。底部は回転糸切

り後ヘラで再調整されている。なお、高台部は欠損している。 185・ 186は酸化炎焼成の邦である。いずれ

も還元不足のためくすんだ色調である。187～ 190は酸化炎焼成、非ロクロ成形の甕である。日縁部が残存

しているものはいずれもヨヨナデ調整されている。 187・ 190の胴部はケズリ調整されている。188は 内外

面ともヘラナデ、189は外面にヘラナデ、内面はハケメ調整されている。

時期 出土遺物から9世紀後半の遺構であると考えられる。

第24号住居跡 (Ⅱ B3g住 )

遇橋 (図 35,36、 写真図版25)

(位置)調査区北側の集落の中央東寄りに位置する。第23号住居跡を北に第 1号住居状遺構を北東方向に第

6号住居跡を西方向にみる。それぞれ 14m、 3m、 17mの距離を置く。

(埋土)黒褐色土・黒色土主体。上部は混入する褐色土の割合が多い。
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No PPl PP2

径 cm

深さcm 43

Ｆ
，
Ｎ
∞
Ｎ
０
０
ヨ

∞
下
―
―

◎
ＰＰ２

c卜_とf78600m ―引 C

Fトーとξ
78600m

一 引 F′

lF F´ )

1 10YR2/3 黒褐色 シルト
2 10YR6/6 橙色 シルト

にはいる。
3 10YR3/2 黒褐色 ンルト

0           ■50         2m

F

調
査
区
外

(C―C)
l 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色上粒をまばらに含む。横色焼土粒を

わずかに含む。
2 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色上粒をわずかに含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土との混土。
4 10YR2/1 黒色 シルト 径5mm程度の炭化材を含む。焼土粒をわ

ずかに含む。

L‐ 78400m
Dト   ーー引」

曽

(D―D)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐

色土との混上。焼

土粒をわずかに含

む。

L‐ 78700m
Eトー  ー引 E′

…

(E― E´ )

1 10YR2/2 黒褐色 シルト 径
5mm程度の炭化材、
焼土粒を全体に含む。

図34 第23号住居跡

lAtt B‐ g)

1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。植根を含む。
2 10YR2/2 黒4B色 シルト 褐色土小プロックを全体に、にぶい黄褐色土

プロックをわずかに合む。
3 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。地山崩落上。
4 10YR2/1 黒色 シルト 3層 に似る。地山崩落土?

7 5YR6/6橙色焼上粒(塊 )を 全体に含粒む。
燃焼部焼土。焼成やや良。黒褐色土わずか

焼上粒をわずかに合む。
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No PP3 PP4 pp5 PP6 PP7 PP8 pP9 PP10

径 cm 40

深さcm 8 24

pPll PP12 PP13 pp14 PP15 PP16 PP17

44

8 24

ｍヽ
十Ｉ
Ｉ
Ｉ

第 187号 陥し穴

‐
‐
‐
一

ｍ

ｇ
Ｏ
ｏ
卜

∞
卜
＝
『

lAI B‐ g)

1 10YR22 黒褐色 シルト
2 10YR2/3 黒褐色 シルト
3 10YR2/1 黒色 シルト
4 10YR3/2 黒褐色 シルト
5 10YR3/2 黒褐色 ンルト
6 10YR3/3 暗褐色 ンルト
7 10YR2/3 黒褐色 ンルト
8 10YR2/2 黒褐色 ンルト

褐色上粒を全体に合む。回く締まる。

掲色上プロックをまばらに含む。
褐色土粒をわずかに含む。
にぶい黄褐色土粒をまばらに合む。地山崩落土。
褐色土の割合が 3層 より多い。
褐色土粒とにぶい黄褐色土との混土。
褐色上粒をまばらに含む。

黄褐色土プロックを含む。地山崩落土。

図35 第2侶 住居跡 (1)

カマド(cm)
本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 108 煙
出
部

径

幅 幅 深 さ
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c‖=78600m

l ЮYR〃2吾
拒魯む/ル

ト 径5mm程度の焼土粒をまば

ζi l]鵡握
 暴景§字 
慈善ンル耳
に
然線義牲考払継亀;冷

4 10YR2/2昏
鰻學。 
上質シルト 1層に似る。焼土粒を

F庄7a40名
「

(F‐ F )

1 10YR2″  黒褐色 シルト 小礫 炭化
物をわずかに含む。

2 10YR2/3 黒褐色 ンルト 小礫をわず
かに含む。

L‐ 78600m
Iトーー

し‐78500m
Dトー      ー引 」

(D‐D)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト 小礫 炭化物

をわずかに含む。
2 10YR2/3 黒褐色 ンルト 小礫をわずか

に含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい

黄褐色土プロックを含む。

し‐78300m
Gトー   ー引 C

(C‐ C)
1 10YR2/3黒褐色 シルト 小礫 炭化

物をわずかに含む。

し‐78300m
Eトー      ー引 E′

黒褐色 シルト にぶい褐色上
プロックをまばらに合む。礫層
を底面とする。

L‐ 78400m
Hトー      ー引 H

褐色 砂質ンル ト 径 10mm
前後の黄褐色土粒を含む。
黒褐色 ンル ト 小礫をわずか
に含む。

3 10YR2/3 黒禍色 ンルト 2層 に似る。
小際の割合が多い。

L‐ 78300m
]|―――      ―-lJ

磯

2 10YR2/3

明赤褐色 ンル ト 橙色と焼土
粒との混上。焼成良好。
暗褐色 粘土質シル ト くすん
だ焼土粒を含む。カマ ト廃葉後
の埋め戻した土か ?

0           1:50          2m

は

１

μＭ
ｒ

ｉ

くＨ
．
ｉ

(1-1)

1 10YR2/3 黒褐色 シルト 住居内埋上。

:1韓影:露藍健与;顕霧羮駿麓藁とt笞愁̈ヵマ下廃案

図36 第2縄 住居跡 (2)

(平面形)隅丸長方形 (規模)4.97m× 6.80mで あり本遺跡内では最大規模の竪穴住居跡である。

(壁)直立気味に立ち上がる。壁高は15～ 30cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘上層を床面とする。土坑など住居跡の床面を掘 り込んだ遺構はⅣ b層 (礫層)を床面と

する。

(柱穴)PPl～ P P17の計 17基の柱穴が検出された。うちPPl、 PP2の 2基が主柱穴と思われるが、
住居東側には主柱穴と思われるものを特定できなかった。柱穴間の距離は290cmである。

(上坑)Pit lか らPit 4の計 4基検出された。Pit l・ 2はカマ ド脇の土坑である。Pit lは カマ ド左脇北東隅
に位置し、規模は95cm× 152cmの楕円形で深さは最大で 14cmを 測る。Pit 2は カマ ド右脇に位置し、規模

は70cmの ほぼ円形を呈し深さは最大で20cmを 測る。以下Pit 3は径61cmの 円形・深さは23cm、 Pit 4は

69cm×49cmの 楕円形・深さは15cmで ある。

(カマ ド)<位 置 >東壁中央から1.lm北東隅寄 り<主軸方向>N-103° 一 E
<本体 >Pit lの 上に焼上を伴う土塊が検出された。袖部と思われる部分が残存することから、カマ ドを破

棄する際に移動したと思われる。まって、支脚・燃焼部焼土と思われるものが残存しているが、人為的に
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動かされている可能性がある。支脚には径 15cm程度の礫を用いている。燃焼部焼土は径約35cmの 不整円

形を呈し、厚さは最大で 6cmを測る。焼成は良好である。

<煙道部・煙出部 >上部が削平されており、掘 り込み式か弯Jり 抜き式かは不明である。煙道の底面は 15°

の角度で緩やかに立ち上がった後に水平になりそのまま煙出部に至る。煙出部は開口部は径50cm前後の橋

円形で東側は底面に向かつてフラスコ状に広がっている。煙出部底面は、煙道部底面から約 15cm掘 り込ま

れている。

遺物 (図 180～ 182、 写真図版 134～ 137)

191～ 195は酸化炎焼成、内面黒色処理された郷である。いずれも底部切り離し技法は回転糸切りである。

193は胴部下端から底部にかけて、194は底部にのみヘラによる再調整が見られる。196～ 200は酸化炎焼

成、内面黒色処理されない郷である。底部切り離し技法は全て回転糸切りである。201～ 205は高台付郷で

ある。201は 内外面を黒色処理され、底部は201は 回転糸切り後のヘラによる再調整が明瞭である。202・

203は 内面のみ黒色処理されている。206～ 210は還元炎焼成の邦である。206・ 207は還元不足のためく

すんだ色調を為している。底部の切り離し技法がわかるものは全て回転糸切りである。211～ 215は酸化炎

焼成、非ロクロ成形の甕である。2H～ 213の 日縁部はヨコナデ調整され、213・ 215の胴部外面は口縁部

方向にヘラケズリ調整されている。214胴部外面はヘラケズリの後にヘラナデ調整、内面はヘラナデ調整さ

れている。216は酸化炎焼成、ロクロ成形の甕である。ロクロ痕以外には器面調整は見られない。217は還

元炎焼成の大甕のである。外面はカキメ調整、内面には当て具痕が見られる。218は箸置きといわれている

耳皿である。カマド右脇土坑付近から出上した。内外面ともに黒色処理され、底部は回転糸切り後ヘラミガ

キ様に再調整されている。219は土錘で長さ4.9cm、 重さ18.7gである。220・ 221は床面から出上した石

器である。220は磨石、22Hよ石皿と思われ1/2弱は欠損している。222は刀子と思われる。223は 中央か

ら先端部にかけて螺旋状に捻れている。用途は不明である。

時期 出土遺物から9世紀後半の遺構であると考えられる。

第25号佳居跡 (Ⅱ Bli住 )

遺橋 (図 37・ 38、 写真図版26)

(位置)第 6号 。第 7号 。第24号

6m、 5m、 10mの距離を置く。

ている。

。第26号住居跡に四方を囲まれるような形で存在している。それぞれ 7m、

なお、本遺構は第 191号 。第 192号陥し穴を切 り、埋上の一部を床面とし

(埋土)上部黒褐色土、下部黒色土主体。下部に入るに従つて含まれる褐色上の割合が増える。

(平面形)隅丸方形 (規模)4.74m× 4.68m

(壁)外傾して立ち上がる。壁高は 7～ 26cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。中央部がややせ り上がる。

(柱穴)PPl、 PP2の 2基検出されている。主柱穴かどうかは不明である。柱穴間の距離は3.15mで あ

る。

(上坑)Pit l～ Pit 6ま で計 6基検出されている。Pit lは 75cm× 98cmの 精円形を呈し、深さは最大で

21cmを 測る。Pit 2はカマ ド右脇に位置する。規模洋/5cm X 103cmの 楕円形を呈し、深さは最大で25cm

を測る。Pit 3は40cm× 45cmの 楕円形を呈し深さは最大で26cmを 測る。Pit 4～ 6は掘 り込みが浅いこと

から堀方である可能性もあるが土坑とした。P■ 4は径49cm、 P■ 5は径37cm、 Pit 6は 径48cmの 円形を呈

-59-



No PPl PP2

径 cm

深さcm

T

L‐78300m
Dトー     ー 引 」

∵:イとYR2/1 黒色 ンルト 炭化材をわずか

2 10YR2/3 
三εヨtンとまば振僣督悪揮

色

3 10YR3/2 黒褐色 ンルト 橙色焼土
粒をわずかに含む。

4 10YR3/3 建握§ば音ときむ耳
色焼土

１
１
■
ｍ

日
Ｏ
ｏ
め
∞
卜
＝
『

し‐78500m
Aトー

lA A  B‐ B′ )
1  10YR2/3 黒褐色 シル ト Ⅱ層と黒褐色土との混上。にぶい黄褐色上プ

ロックをまばらに含む。
黒色 ンル ト 褐色上粒をまばらに含む。
黒色 シル ト 褐色上プロックをまばらに含む。 2層 に似る。
黒色 粘土質シル ト 黒色土と褐色土との混上。炭化材まばら
に合む。
にぶい黄褐色 粘上質シル ト 黄褐色土プロック。
黒色 ンルト 褐色上粒をわずかに含む。
黒褐色 粘土質ンルト 黄褐色土小プロックをまばらに含む。
地山崩落土。

10YR2/1 黒色 シルト 焼上粒をわずかに含む。
10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土小プロックを全体に含む。4層に似る。
10YR2/2 黒褐色 シルト 1層に似る。黒褐色上の割合が多い。
10YR2/1 黒色 シルト 3層 に似る。やや暗いか?
10YR2/2 黒色 シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
10YR2/1 黒色 シルト 褐色上プロックをわずかに含む。
10YR2/2 黒褐色 ンルト 黄褐色土粒を全体に含む。
10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をわずかに含む。
10YR2/2 黒褐色 シルト 黄褐色土プロックを全体に含む。

―引 A

２

３

４

　

５

６

７

　

８

９

Ю

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

10YR2/1
10YR2/1
10YR2/1

10YR4/3
10YR2/1
10YR2/2

し‐78200m
Cトー ―引 C

黒禍色 シル ト 褐色上
との混土。焼土粒 炭化
材わずかに含む。

黒褐色 シルト 褐色土
との混土。 1層 より明る

黒褐色 ンルト 焼土ブ
ロックをわずかに含む。

(C―C)
1  10YR2/2

2  10YR2/2

3  10YR2/3

図3フ 第25号住居跡 (1)

カマド(cm)
本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 煙
出
部

径 43

幅 幅 深 さ
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g庄 7&200名 g

黒褐色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色土プロックをまばらに合
む。

黒禍色 ンルト 褐色土との混上。
黒福色 シルト 褐色土粒 焼土粒をわずかに含む。
暗褐色 シルト 焼土プロックをまばらに含む。カマ ド破棄の
際に移動した土か?

橙色 シル ト 黒褐色土プロックわi部分的にはいる。
黒褐色 ンル ト 褐色土粒をわずかに含む。
黒褐色 シル ト 6層 に似る。褐色上の割合多い。
にぶい黄褐色 ンル ト 撹乱層? 黒色上をわずかに含む。
黒褐色 ンル ト 黒褐色土とにぶい黄褐色土との混上。
黒褐色 シルト くすんだ焼上プロックをわずかに合む。
にぶい褐色 シルト 黒褐色土との混土。焼土塊。
黒褐色 シルト 10層 に似る。焼土プロックの割合多い。
黒褐色 シル ト 焼土粒をまばらに合む。
黒褐色 ンル ト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。
黒禍色 ンルト くすんだ焼土粒を含む。固く締まる。
黒色 ンル ト くすんだ焼土プロックをまばらに含む。
暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色土と暗褐色土との混上。
黒褐色 シル ト 暗褐色土粒をまばらに含む。

Gド82期 G′

L‐ 78800m
Jト

(J■ )

1 10YR6/8 橙色 シルト 燃焼部焼土。黒褐色土プロックが部分
的にはいる。

10YR4/4褐 色 粘上質シルト 焼土プロックをわずかに含む。
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 地山。
10YR2/1 黒色 ンルト 袖部貼り付け上。
10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト くすんだ焼土粒をまばらに含

む。
10YR3/3 暗褐色 シルト 焼上プロックをまばらに含む。
10YR5/4 にぶい黄掲色 粘土質シルト 3層 に似る。地山層?

ｍ引Ｌ〓ト
L‐ 78 20om
Hトー    _引 H

磯
;瑞 Y瑚 2§

号:土
餘 ま暮骨笹

竹 イト R駆

尋ξョナ

≫鮎 ク躍 探

2 ЮYR2/2

黒褐色 シル ト 褐色上
との混上。焼土粒をまば

らに含む。

黒色 シル ト 褐色土粒
をわずかに合む。

(F― F )

1  10YR3/3 暗褐色 シルト 橙色焼
土プロックをまばらに合

む。

し‐78500m
I卜

(1-1)

1  10YR2/8

2 10YR2/2
3 10YR2/2
4 10YR3/3

5  10YR6/8
6 10YR2/2
7 10YR2/2
8  10YRS/3
9  10YR2/3
10 10YR2/2
11 7 5YR5/4
12 10YR2/3
13 10YR3/1
14 10YR2/2
15 10YR2/2
16 10YR2/1
17 10YR3/3
18 10YR3/2 ♀  中o 甲

図38 第25号住居跡 (2)

し、深さはそれぞれ 6cm、 5cm、 7cmで ある。

(カマ ド)<位 置 >南壁中央より08m南東隅寄 り<主軸方向>N-180° 一 E

<本体 >袖の一部と燃焼部焼上が残存している。左側には袖を構築していたと思われる礫が掘 り方を伴っ

て残存している。右側は礫を芯材としその周辺に粘土質土を貼 り付けている。焼土粒を含む範囲は80cm×

85cmの ほば円形を呈しているが、黒褐色土粒が混じる部分と、焼成が良好である部分とに分けられる。焼

土粒が構築礫の下にまで入 り込んでいることから、燃焼部焼土は図版に示した範囲よりも狭かったと思わ

れる。焼成良好な部分の深さは最大で 4cmを測る。

<煙道部・煙出部 >上部が削平されているため、掘 り込み式か割 り抜き式かは不明である。底面は約 5°

の角度で緩やかに立ち上がった後水平になり煙出部に至る。煙出部は32cm× 45cmの精円形を里し、約

13cmの 掘 り込みを持つ。

遺物 (図 182・ 183、 写真図版 137・ 138)

224～ 227は酸化炎焼成、内面黒色処理された郷である。224の底部は再調整されているため切 り離し技

法は不明である。225～ 227の底部切り離し技法は全て回転糸切 りである。228～ 232は酸化炎焼成、内面

黒色処理されない邦である。いずれもロクロ痕以外の器面調整を持たない。底部切 り離し技法がわかるも

のは全て回転糸切 りである。233・ 234は酸化炎焼成、非ロクロ成形の甕である。233は輪積痕が明瞭な砂
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底土器である。外面にはヘラケズリ、内面にはハケメ様の粗い調整が施されている。234は 日縁部ヨコナデ、

胴部にはヘラナデ調整が施されている。

時期 出土遺物から9世紀後半の遺構であると考えられる。

第26号住居齢 (Ⅱ C2a住 )

遺橋 (図 39、 写真図版27)

(位置)第 25号住居跡と北西方向に4mの距離を置 く。また、第27号住居跡と南西隅で重複している。埋

土の状況から本遺構の方が新しいと思われる。

(埋土)黒褐色土・黒色土主体。下部に入るに従つて褐色土粒の割合が増える。全体としてはレンズ状の自

然堆積の様相を示す。

(平面形)隅丸方形 (規模)4.19m× 4.01m

(壁)直立気味に立ち上がる。壁高は14cm～ 33cmで ある。

(床面)Ⅲ 層上の粘土層を床面とする。ほぼ平坦で固く締まる。

(柱穴)PPl～ PP3の 3基検出された。柱穴間の距離は、 PPlと PP2が 2.05m、 PP2と PP3が

3.01mで ある。

(上坑)カマ ド両脇から3基、その他住居内に 2基、計 5基検出された。P■ 1～ Pit 5と してそれぞれ記述

する。Pit lは カマ ド左脇に位置する。規模は50cm× 76cmの楕円形を呈し、深さは最大で30cmを 測る。

Pit 2・ 3はカマ ド右脇に位置する。前者はカマ ド袖部があつたと思われる箇所に位置することから、カマ

ド構築の際の掘 り込みである可能性がある。規模は径50cm、 深さは最大で 7cmを 測る。Pit 3は 60cm×

62cmの 円形を呈し深さは最大で30cmを測る。Pit 4は 105cm X 128cmの 橋円形を呈し、深さは最大で

27cmを測る。P■ 5は住居内北西隅に位置する。規模は40cm× 48cmの 楕円形で深さは最大で 14cmを測る。

(カマ ド)<位 置 >南壁中央より1.Om南東隅寄 り<主軸方向>N-190° 一 E

<本体 >袖の一部 。支脚・燃焼部焼土が残存している。左袖部はシル ト質上を固めて構築されている。支

脚には棒状の礫が用いられている。また、支脚礫の上には土師器不が伏して置かれていた。支脚の高さの

調節のためか ?燃焼部焼土は44cm× 50cmの楕円形を呈し、深さは最大で 9c印を測る。焼成は良好である。

<煙道部・煙出部 >前述した住居と同様で、掘 り込み式か今↓り抜き式かは不明である。底面は60° の急角

度で立ち上がった後水平になり煙出部に至る。煙出部は径45cmの 円形を呈し、円筒状に煙道部底面より約

40cm掘 り込まれている。煙道埋土上部にはくすんだ焼土粒が、下部には焼土粒がまばらに入る。

遺物 (図 183・ 184、 写真図版138・ 139)

235～ 242は酸化炎焼成、内面黒色処理された郷である。底部切 り離し技法がわかるものは全て回転糸切

りである。うち236・ 238は切 り離し後にヘラで再調整されている。なお、本遺構からは酸化炎焼成、内面

黒色処理されない邦は破片で約 3個体分出上している。243は還元炎焼成の野である。底部切 り離し技法は

回転糸切 りで、還元不足のためくすんだ色調を為す。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第27号住居陣 (Ⅱ Cla住 )

遇橋 (図 40、 写真図版28)

(位置)第26号住居跡、第28号住居跡と重複している。本遺構の北東部を第26号住居跡に切られ、第28号
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No PPl PP2

茎 cm

深さcm

ド(cm)

本

体

長 さ 煙
道
部

長さ 1107
煙
出
部

径

幅 幅 143 深 さ

L‐78500m
Aトー

―
―
―
工
∞

ｇ
ｏ
ｏ
η
∞
卜
＝
コ

り
　
明か含む。中蝉

【坤拶ぃ　含む。中色上′‐、プロックを色‐を′ょ、プロックを中“”弾

鶴
欄
　
　
櫛
６

カ
，レトハ〃沙
，レト，レト

髄一中朧離一一

熙
黒
黒
　
　
果
黒

引

磁
醐

醐

Ｒ‐ ７

Ｒ‐ ７
醐

醐

弔

ＯＹ
ＯＹ
ＯＹ

ＯＹ
ＯＹ
∝

ＯＹ

κ

‐
‐

‐
‐

‐
‐

‐

体

１
２
３

４
５
６

７

c洋78300m し‐78200m
Eトー―引 C ―引 E

L‐78400m
Gトー ―引 G

(C―C)
I  10YR2/1

2  10YR3/2

3  ,OYR4/3

4  10YR2/2

5  10YR4/3

熟色  ンル ト にぶ い黄 43色 Il粒 を
ば ら、焼
「
粒 炭化物わずかに含む。

黒 14色  粘 fi質 ンル ト にぶ い羮襴
色 にブロ ック】大に人る。
にぶい黄襴色  粘 に質 シル ト 21W
に似 る。にぶい資欄色 にの割合多い。
,熱榔 0 シル ト 樹色 にと熙襴色 に

にぶ い黄 IBtt IP L質 ンル ト ぷ色
に粒をわずかに命む。

(E― E)
1  10YR3/2

2  10YR3/2

3  10YR3/3

と‐78
F卜

黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐
色土プロック、炭化物全体に含む。

黒褐色 粘上質ンル ト にぶい黄掲
色土ブロックを全体に含む。

暗褐色 粘土質シル ト 2層 に似る。
にぶい黄褐色上の割合多い。

100m
― 引 F

黒褐色 シルト 下部にくすんだ焼土ブロックを多く
含む。
黒褐色 ンルト くすんだ焼土粒をまばらに含む。
黒色 ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。
黒褐色 ンルト 1層に似る。くすんだ焼土粒をわず
かに合む。
黒色 ンルト 住居埋土。黒色土と黒褐色土との混土。
黒褐色 シルト 5YR4/4焼上ブロックをまばらに含
む。
黒掲色 ンルト 5YR5μ 焼上粒をとくわずか含む。
黒褐色 ンルト 7 5YR7/6橙色焼土プロックを全体
に含む。
黒褐色 シルト 支脚礫の掘り方。焼上粒をわずかに
含む。
橙色 砂質ンルト 燃焼部焼土。燒成良好。

(G‐ C )
1  10YR2/3

10YR2/2
10YR2/1
10YR2/3

10YR2/1
10YR2/2

10YR2/2
10YR2/2

10YR2/2

5YR7/8

し‐78200m
Dトー     ー引 0

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю
ＳΨ
Fぉ
YRV2置
堡9口り歩辱暫態とに各幾

浅褐

図39 第26号住居跡

0             ■50            2m
|

ば

１

ケ1監婉ξ魯脅を身をど、監とヤう害τケ極
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|

住居跡の北西部を切る。 3棟の新旧関係は、第28号住居跡が最も古く次いで第27号、第26号住居跡が最も

新しい遺構である。

(埋土)黒褐色土主体、上部は H層 との混土。中～下部に入ると褐色土粒、にぶい黄褐色土粒の割合が増え

る。全体としては自然堆積の様相を示している。

(平面形)隅丸長方形 (規模)2.53m× 360m

(壁)どの壁面も外傾して立ち上がる。壁高は27cm～ 35cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面としほぼ平坦である。全面に掘 り方を持ち、黒褐色土とにぶい黄褐色上の混

上を主体として床面を構築している。

(柱穴)検出されなかつた。 (土坑)検出されなかつた。

(カマ ド)<位 置 >南壁ほぼ中央 <主軸方向>N-187° 一 E

<本体 >燃焼部焼上のみが残存している。規模は30cm X 33cmの 不整円形で、厚さは最大で 4cmである。

焼成良好な橙色焼土粒である。

<煙道部・煙出部 >掘 り込み式か割 り抜き式かは不明である。底面は約30° の角度で立ち上がった後水平

になり煙出部に至る。煙出部は底面より約 8cm掘 り込まれている。

遺物 (図 184、 写真図版 139)

244は酸化炎焼成、内面黒色処理された14hで ある。底部切 り離し技法は回転糸切 りで、再調整はされてい

ない。245は還元炎焼成の郷である。底部切 り離しは回転糸切 り、その後ヘラにより粗い調整が施されてい

る。246は酸化炎焼成、ロクロ成形の甕である。日縁部はヨコナデ、内面調整はヘラナデである。247は還

元炎焼成の甕の破片を硯に転用した猿面硯である。長さ12cm前後、厚さは1.Ocmで緩やかに外傾している。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第28号住居跡 (Ⅱ Clb住 )

遇橋 (図41、 写真図版29)

(位置)重複した 3棟の住居跡のうち最も南側に位置する。第27号住居跡に北西部の壁を切られている。よ

って本遺構の方が古い。また、第56号土坑に南壁の一部を第212号陥し穴にカマ ド煙道部の一部を切られ

ている。

(埋土)上部は暗褐色土主体。中～下部に入るとにぶい黄褐色上の割合が増える。他の住居跡の埋土と堆積

の様相が異なり、どの層も黒褐色土とにぶい黄褐色土との混土が主体となっている。

(平面形)隅丸方形 (規模)2.56m× 2.45m

(壁)北 。南 。西壁は外傾して東壁は緩やかに外傾して立ち上がる。壁高は9～ 17cmで ある。

(床面)ほぼ中央から北側と南側に分かれるように段差がある。北側が低 くその差は8cm前後である。

(柱穴)検出されなかつた。 (土坑)検出されなかつた。

(カマ ド)<位 置 >東壁南東隅寄 り<主軸方向>N-125° 一 E

<本体 >残存していない。

<煙道部・煙出部 >撹乱により煙道部はほとんど残存していない。煙出日と思われる柱穴状小ピットが検

出された。規模は径40cm円形を呈し、深さは35cm、 煙道部底面からは15cm掘 り込まれている。埋土中に

は各層に焼土粒・焼土ブロックが入る。

<そ の他 >本遺構の周辺にくすんだ焼土粒を埋上に含む小土坑が検出されたため煙出日と想定している。
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馨
∽
鞄

(C― C´ )

1  10YR4/3
2  10YR2/3

3  10YR2/2

4 10YR2/2

5 注記なし。
6 10YR2/1
7 10YR2/2

カマド(cm)

し‐78300m
Cトー

し‐78400m
一引 c Aト ー

にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 黒褐色土との混土。
黒褐色 粘土質シル ト くすんだ焼土プロツクをまば
らに含む。
黒褐色 粘土質シルト 褐色上プロックをまばらに含
む。くすんだ焼土粒をわずかに合む。
黒褐色 粘土質ンル ト 3層 に似る。焼上粒をごくわ
ずか含む。
4層 と同じか?
黒色 シル ト 黒褐色土との混上。黒色上の割合多い。
黒褐色 シル ト くすんだ焼上粒をまばらに含む。煙
道天丼部崩落上。
にぶい黒褐色 ンル ト にぶい黄褐色土粒をまばらに
含む。焼土プロックをごくわずか含む。
暗褐色 シル ト 黒褐色上粒をまばらに含む。
黒色 シル ト にぶい黄褐色土プロックを全体に合む。
黒褐色 シル ト にぶい黄褐色土粒をまばらにに合む。
にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 黒褐色上粒をわずかに
含む。
黒褐色 粘土質ンル ト 7 5YR5/6明褐色、焼土プロッ
クをわずかに含む。
にぶい黄褐色 シル ト 炭化材 焼土プロックをまば
らに含む。カマ ド手前の掘 り込み部。
橙色 ンル ト 黒褐色土、褐色土粒をまばらに含む。
焼成良好。

図40 第27号住居跡

しかし、カマド本体や燃焼部焼上が残存していないこと、煙道の方向が住居壁面と直角になっていないこ

となどから、煙出日と想定したのは別遺構で、本遺構は住居状遺構となる可能性がある。

週物 (図 184、 写真図版139)

出土土器は248の酸化炎焼成、非ロクロ成形の甕 1点のみである。外面はヘラケズリの後胴部下端にヘラ

lAA B― g)

1 10YR3/2 黒褐色 ンルト Ⅱ層と黒褐色上の混土。撹乱部分的に入る。
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色上、褐色上プロックを全体に合

む。
3 ЮYR2/2 黒褐色 シルト 褐色土をまばらに含む。2層より暗い。
4 ЮYR3/2 黒褐色 シルト 2層 に似る。黄褐色上の割合多い。
5 10YR2/2 黒褐色 シルト 黄褐色上と黒褐色土との混土。煙道部埋土?
6 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土プロックをわずかに合む。
7 10YR2/1 黒色 シルト 6層に似る。地山崩落土。

８

　

９

Ю

ｌｌ

ｌ２

　

‐３

　

‐４

　

‐５

10YR2/2

10YR3/3
10YR2/1
10YR2/2
10YR4/3

10YR2/3

10YR4/3

7 5YR5/6

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 103 煙
出
部

径 40

幅 幅 深 さ
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本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 煙
出
都

径 40

幅 幅 深 さ

カマド(cm)

c洋お300m A畔‐7&400m

仏‐A Bg)
1 10YR3/3 晴褐色 ンルト 表土と黒褐色上との混土。褐色上の割合多い。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色上との混土。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。
4 10YR2/2 黒褐色 シルト 3層に似るが、黒褐色上の割合多い。

0              1150              2m

図41 第28号住居跡

ナデ調整されている。内面はハケメ調整だが、雑な感がある。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第29号住居跡 (Ⅱ C7c住 )

週橋 (図 42、 写真図版30)

(位置)本遺跡内で検出された竪京住居跡の中で最も東側に位置する。第 2号住居状遺構とは北西方向に、

3.5mの距離を置く。

(埋土)黒色土・黒褐色土主体。上部は褐色上を粒状に含み、下部に入るに従ってブロック状となり含有率

Ｆ
＝
Ｎ
∞

ヽ
〇
〇
ヨ

∞

Ｔ
Ｉ
Ｉ

ケ与飩離 彙福呂彰休 騒圭夢舗グを括募票に盈 2

ユ:IB罵握 昌億瞥
色
し影ィ
ト
焼量経完寺ふ?撮圭歩ロックとゎ

:縛/呼籐球簿評聟
ち

9 注記なし

第212号

第212号陥し穴

。キ「鞘
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が増す。全体としてはレンズ状の自然堆積である。

(平面形)隅丸方形 (規模)3.88m× 3.52m

(壁 )北壁は直立気味に、その他の壁は外傾して立ち上がる。壁高は25cm～ 35cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。平坦で固く締まる。

(柱穴)住居内から 1基、周辺から3基検出された。住居周辺の柱穴が遺構に伴うかどうかは不明である。

(上坑)カマ ド右脇から 1基検出された。約78cmの ほぼ円形で深さは最大で 18cmを 測る。

(カマ ド)<位 置 >南壁南東隅寄 り<主軸方向>N-162° 一 E

<本体 >残存状況は良好で、袖部・支脚土器・燃焼部焼上が残存している。袖部は礫を芯材としその周辺

にシル ト質土を貼 り付けている。さらに、その上に礫と礫間に須恵器・土師器甕の破片を貼 り付ける方法

で構築されていた。支脚には棒状の礫が用いられている。燃焼部焼土は径約48cmの 円形を呈し厚さは最大

で 6cmで ある。焼成は良好である。

<煙道部・煙出部 >割 り抜さ式の煙道である。底面は20° の角度で立ち上がり水平になつた後に煙出部に

至る。煙出部は径50cmの ほば円形で、検出面からは20cm、 煙道底面からは7cm掘 り込まれている。

(その他)カマ ド脇の土坑南側に階段状の張 り出しが見られた。出入 り日か棚として利用した可能性がある

が、土坑の機能を加味すると後者の可能性が強いと思われる。

週物 (図 184・ 185、 写真図版 139)

249は酸化炎焼成、内面黒色処理された不である。底部切 り離し技法は回転糸切 りで再調整されていない。

250・ 251は酸化炎焼成、内面黒色処理されない杯である。250の底部はわずかに切 り離した痕が見えるが

摩減のため技法等詳細は不明である。251の底部切 り離し技法は回転糸切 りである。252は鉢とした。ロク

ロ成形であり、底部切 り離し技法は回転糸切 りである。253は酸化炎焼成、非ロクロ成形の甕である。外面

は単位の大きいヘラケズリ、内面はヘラナデ調整されている。

時期 出土遺物から9世紀後半の遺構であると可能性が高い。

第30号住居跡 (Ⅱ C6b住 )

週情 (図43、 写真図版31)

(位置)第 29号住居跡と14mの距離を置き、北北東の方向に見る。また、本遺構の西・南側には柱穴群が

位置している。なお、第64号土坑と本遺構は重複している。新旧関係は不明である。

(埋土)上部が削平され残存していない。

(平面形)隅丸長方形か?(規模)4.12m?× 4,72m9

(壁)残存していない。

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。全面に掘り方を持ち、固く踏みしめられていた。

(柱穴)PPl～ PP6の 計6基検出された。位置・深さからPPl～ PP3が 主柱穴であると思われる。

柱穴間の距離はPPlと PP2が 2.50m、 PP2と PP3が 4.15mである。

(土坑)住居の南東隅と思われる位置からPit l、 Pit 2の 2基検出された。Pit lは58cm× 120cmの不定形

で深さは最大で32cmを 測る。埋土内には焼土粒・焼土塊が含まれている。Pit 2は 80cm× 81cmの ほぼ円

形で深さは最大で34cmを測る。

(カマ ド)残存していない。

(そ の他)本遺構は上部のほとんどが削平されており、明瞭ではないものの固く踏みしめられた貼り床と思
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No PPl Pp2 PP3 PP4

径 cn 49

深さcm 17

∞

一―
―
―

ＰＰ２⑥

〓
ｏｏヾ
∞卜＝莉‐‐．ぃ

躍◎

L‐78400m
Aトー

‖
‐78400m

―引ヽ

撹乱

lAκ 3‐g)
1 10YR2/2黒 褐色 シルト
2 10YR2/2黒 褐色 シルト

む。
3 10YR2/2 黒褐色 シルト

に合む。
4 10YR2/1 黒色 ンルト
5 10YR2/1 黒色 シルト
6 10YR2/1 黒色 ンルト

山崩落土。
7 10YR1 7/1 黒色 ンルト

褐色上粒をまばらに含む。
褐色上プロックを全体に含

褐色土小プロックをわずか

2層より褐色上の割含少ない。
褐色土粒をわずかに含む。
褐色土粒をわずかに含む。地

褐色土粒をわずかに含む。

一引」
L‐78300m
Dトー

黒褐色 シル ト
黒色 ンル ト
に合む。
黒色 ンル ト
黒褐色 シル ト
黒色 ンル ト
黒色 シル ト
黒色 ンル ト
に含む。

7 5YR5/6 明褐色 ンルト 燃焼部焼土。焼成良好。黒褐色
土粒をわずかに合む。

引 C

褐色土粒をまばらに合む。
褐色土粒、くすんだ焼土粒をわずか

5YR4/6焼土粒をまばらに含む。
くすんだ焼土粒をまばらに含む。
にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
くすんだ焼上粒をわずかに含む。
にぶい黄褐色土粒、焼土粒をまばら

(D―D)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 袖部貼り付け土。
2 10YR2/1 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土との混土。

固く締まる。
3 10YR2/1 黒色 シルト 4B色土プロックを全体に合む。

カマ ド(cm)

0          上50          2m

図42 第2鍔 住居跡

本

体

長 さ 煙
道
部

長 さ 煙
出
部

径 47

幅 幅 深 さ
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No PPl PP2 PP3 PP4 PP5 PP6

径 cm

深さcm 43 14

L‐78000m
Aトー

摯甘 OYR2れ 黒色 シル ト 褐色土粒、焼上粒をまば
らに含む。

2 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色上プロックをまば
らに含む。

3 10YR3/3 暗褐色 シ,レト 褐色土プロックを全体
に含む。

4 1CIYR3/2夢
爆塁体だ皆患。 

ぷヒ墳 褐色土プロッ

5 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土プロックを全体に
含む。焼上塊が下部に入る。

黒褐色 シル ト 黒色土との混土。褐色土粒微量。
黒福色 シル ト 褐色土プロックをまばらに含む。
黒褐色 シル ト 黒色土との混土。撹乱部?
黒色 ンル ト 径30mm前後の褐色土プロックを全
体に含む。

黒褐色 シル ト 鉄分を含む褐色土プロックが帯状
に入る。

黒褐色 シル ト 褐色土粒をわずかに合む。
0          1150         2m

L‐78000m
Bト 一引 B

図43

(B―
g)

1 10YR2/2
2  10YR2/2
3  10YR3/2
4  10YR2/1

5 10YR2/3

6 10YR2/2

第30・B住居跡
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われる部分が地山との境界を示していた。貼 り床が施された部分を住居の一応の範囲として掲載している。

週物 (図 185、 写真図版 139。 140)

254・ 255は 酸化炎焼成の郵である。254は 内面黒色処理され、底部切 り離し技法は回転糸切 りである。

255は 回転糸切 り?後ヘラにより底部が再調整されている。256は還元炎焼成の郷である。底部切 り離し技

法は回転糸切 りである。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第31号住居跡 (Ⅱ C4j住 )
遇摘 (図44、 写真図版31)

(位置)第 3号住居状遺構を北東方向に、第 13号住居跡を西方向に第 14号住居跡を南西方向に見る。それ

ぞれ、 2m。 9m。 10mの距離を置く。

(埋土)上部 。南東部約1/2が削平されており、最下層の黒褐色上のみ残存する。

(平面形)不明 (規模)3.22m× ?

(壁)残存している部分は外傾して立ち上がる。壁高は4～ 9cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。ほぼ平坦である。

(柱穴)床面と思われる部分から11個 の柱穴が検出された。新規の柱穴も含まれていると思われ本遺構に伴

うかどうかは不明である。

(土坑)北東隅から 1基、南東隅から 1基検出された。前者をPit l、 後者をPit 2と して記述する。Pit lは

径62cm前後のほば円形を呈し、深さは、最大で26cmである。また、中央部に柱友状の小ピットを伴って

いる。Pit 2は87cm× 95cmの楕円形を呈し、深さは最大で32cmを測る。

(カマド)<位置>東壁中央より0.5m北東隅寄り<主軸方向>不明
<本体 >燃焼部焼上のみ残存する。上部のほとんどが削平されわずかにその範囲を示す程度残存していた。

径21cmの ほば円形であり、焼成現況は不良であった。

<煙道部・煙出部 >煙道らしき掘り込みはあったが、柱穴状小土坑に切られている部分が多く詳細は不明

である。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。
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No PPl PP2 pP3 PP4

径 cm

深さcm 40

PP5 PP6 PP7 PP8 PP9

34

pp10 PPll

L‐ 77900m
Aト

45
―引 A

L‐77800m
DI一 引 Dl

争缶心島毛ル羅響患。ン
ルト

2 10YR4/3伝奇罷覆揺号。
一 引 c

褐色上、にぶい黄褐色上プロックをまば

粘土質ンルト 黒禍色土との混土。貼り床

黒色 ンルト 褐色上粒をまばらに含む。
暗褐色 ンルト 褐色土プロック、黄褐色
土プロックを全体に含む。

(D―D)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土プロッ

クをまばらに含む。
2 10YR4/4 褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわず

かに合む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土

粒をまばらに含む。

0           1:50          2m

(C―C)
1  10YR2/2
2  10YR3/3

10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。
10YR3/3 晴褐色 シルト 桂穴埋め土?褐色上との混

土。

図44 第31号住居跡
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2.住居状遺橋と出土遺物

標準的な住居跡ほどの規模で、明瞭なカマ ド施設をもたないものを住居状遺構として報告する。 5棟検

出された。A区から検出された4棟のうち2棟は平安時代のもの。他 3棟は時期不明である。

第 1号住居状遣橋 (Ⅱ B5g住 )

週欄 (図 45、 写真図版32)

(位置)第24号住居跡を第 3号溝勁を隔てて南西にみる。2.5mの距離を置く。

(埋土)黒褐色上、黒色土主体。にぶい黄褐色上の割合から若干差異が見られる。残存している埋上の状況
から、レンズ状に自然堆積していたと思われる。

(平面形)隅丸方形 (規模)3.58m X3.70m

(壁)直立気味に立ち上がる。壁高は 7～ 19cmで ある。

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。ほぼ平坦である。配水管工事のため東西に撹乱が入っている。

(柱穴)PPl～ PP4の 4基検出されている。主柱穴であるかどうかは不明である。
(土坑)検出されなかった

遇物 (図 185、 写真図版 140)

257は 酸化炎焼成の内外面ともに黒色処理された邦である。258も 内外黒色処理された高台付郷である。

底部は回転糸切 り後ヘラで再調整されている。高台部は欠損している。259,260は還元炎焼成の郷である。
259は還元不足のためくすんだ色調である。いずれも底部切 り離し技法は回転糸切 りである。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第2号住居状週補 (Ⅱ B6b住 )
週情 (図 46、 写真図版33)

(位置)第29号住居跡を南東方向に見る。3.5mの距離を置く。また、本遺構は第 3号溝跡に住居西端を切

られている。

(埋土)黒褐色土主体。下部に入るに従って含まれる褐色上の割合が増える。全体としてはレンズ状の自然

堆積の様相を示す。

(平面形)隅丸方形 (規模)3.32m× 3.19m

(壁)外傾しながら立ち上がる。壁高は15～ 20cmで ある。

(床面)Ⅲ層下を床面とする。ほぼ平坦であるが、南壁の一部に高まりがある。

(柱穴)検出されなかった。 (上坑)検出されなかつた。

(その他)住居中央部から南壁に高まりがある。焼土粒を含み高さは約15cmである。その性格など詳細は

不明である。

週物 (図 186、 写真図版140)

261・ 262は酸化炎焼成の郷である。261は内面黒色処理されており、底部切り離し技法は回転糸切りで

ある。262の底部にはわずかに回転糸切り痕が見える。263は内面黒色処理されない高台付邦である。底部

は回転糸切り後にヘラで再調整されたものと思われる。264～ 267は酸化炎焼成の甕である。264は非ロク

ロ成形で日縁部はヨヨナデ、胴部はヘラナデ調整さ施ている。265～ 267は ロクロ成形され、265は成形後
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lAツ( B―g)
1 10YR2/2黒 褐色 ンルト にぶい黄褐色土プロックを全体に

合む。
2 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色上粒をまばらに含む。
3 10YR2/3黒 褐色 シルト 褐色土粒を全体に合む。地山崩落

上。

丞

0          ,50         2m

図45 第 1号佳居状遺構

に日縁部がヨコナデ調整されている。267の底部には回転糸切り痕がわずかに残る。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第3号住居状遇情 (EC5,住 )

遇橋 (図47、 写真図版34)

(位置)第 31号住居跡と南西部で隣接している。距離は2mである。

(埋土)上部が削平され残存していない。

(平面形)不明 (規模)3.22m X?

(壁)残存していない。

No PPl PP2 PP3 PP4

径 cm

深さcm 9 11 6
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L‐ 77900m
Aトー

lA‐A,
1 10YR2/1 黒色 ンルト 径5mm程度の炭化材を

まばらに合む。
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 灰褐色土との混上。黒

褐色上の割合多い。

2m0               1150

図4フ 第 3号住居状遺橋

(床面)Ⅲ層下の粘土層を床面としていたと思われる。

(柱穴)数基検出されたが、配列が不規則で遺構に伴うかどうかは不明である。

(土坑)検出されなかつた。

(その他)本遺構は上部のほとんどが削平されており、掘 り方の一部と思われる部分が残存していた。よっ

て、この位置に住居状が存在していた可能性はあるが詳細は不明である。また、西壁中央北寄 りに焼土塊

を伴う掘 り込みが見られた。深さはおよそ 7cmである。本遺構に伴うものか、また、その性格等は不明で

ある。

遇物 出上しなかつた。

時期 不明である。

第4号佳居状遺槽 (Ⅱ D8b住 )

遭橋 (図 48、 写真図版34)

(位置)第 31号住居跡を西北西方向に、第 14号住居跡を西南西方向に見る。距離はそれぞれ 15m。 14mで

ある。竪穴状遺構の中で最も東側に位置する。

(埋土)上部が削平され下層の黒褐色上が残存する。埋土には褐色上がプロック状に入る。

(平面形)隅丸長方形 (規模)3.28m× 3.58m

(壁)残存している部分の南北壁は外傾して、東西壁は緩 く外傾して立ち上がる。

(床面)Ⅲ 層下の粘土層を床面とする。ほぼ平坦である。

(柱穴)合わせて、 17個の柱穴が検出されているが、配列が不規則で遺構に伴うかどうかは不明である。

(土坑)検出されなかった。

遇物 出上しなかつた。

時期 不明である。

No PPl PP2 pP3 PP4 PP5

径 cm 44

深さcm 46
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褐色土プロックをまばらに含む。
濤埋土?黒褐色土粒をまばらに含む。
シル ト 黒色土との混土。黄褐色上がプロック

にぶい黄褐色土との混土。

0              1:50             2m

図48 第 4号住居状遺構

PP12 
④

PP13

No PPl PP2 PP3 PP4 PP5 PP6 PP7 PP8 PP9 PP10 PPll PP12

径 cm 24 43

深さcm 7

PP13 PP14 PP15 PP16 PP17

48
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L‐78800m
Aトー

lAA B‐ g)
1 10YR2/1 黒色 シルト 炭化物粒極微量含む。
2 10YR3/4暗 褐色 粘土質シルト 黒色上ににぶい黄褐色上プロックかなり高い割合

で含まれる。
3 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土極少プロック全体まばらに合む。
會:I艦握語梱琶慈生善シ伊(鶏箋謡鰺玄需

ロツク全体まばらに含む。     。       1:50      2m

図49 第 5号住居状遺橋

第5号住居状週橋 (Ⅱ AOe住 )

週捕 (図 49)

(位置)飛び地の西側に位置している。第 10号濤跡と重複。

(埋土)黒褐色土主体。にぶい黄褐色土小ブロックをまばらに合む。

(平面形)橋円形か?(規模)3.16m× ?

(壁)南壁については削平されているため立ち上がりは確認できなかった。残存状況が比較的良好な東西壁

は外傾して立ち上がっている。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

(柱穴)検出されなかった。 (土坑)検出されなかつた。

(その他)床面から縄文土器が出上したことから住居状遺構として記載したが、土坑または撹乱層である可

能性もある。

週物 底面から縄文土器の細片が 2～ 3点出上した。

時期 不明である。
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3.土坑と出土遺物

第1号土境

週橋 (図 50、 写真図版36)

(位置)調査区北側の第 1号住居跡 (Ⅱ A2f住 )の東壁を切る。この住居に伴う可能性もあるが撹乱のた

め東側の壁の立ち上が りが明瞭ではなく、また、遺構に伴うと考えた場合、住居跡の平面形が多少歪むこ

とから別遺構とした。

(埋土)上位はにぶい黄褐色土を含む黒色上を基調とし、下位はにぶい黄褐色土と黒褐色上の混上である。

(平面形)不整楕円形 (規模)116cm× 95cm(深さ)16cm

(壁)東壁は直立気味に、西壁は緩 く外傾する。 (底面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

遇物 出上しなかった。

時期 不明である。

第 2号土境

週橋 (図 50、 写真図版36)

(位置)第 1号土坑同様、調査区北側の第 1号住居跡 (HA2f住 )の東壁を切る。埋土上位からの検出で

あることから本遺構の方が、第 1号住居跡より新しい。

(埋土)黒色土主体。自然堆積の様相を示す。

(平面形)不整楕円形 (規模)129cm× 73cm(深さ)30cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (底面)Ⅲ 層上の粘土層を床面とする。

遇物 出土しなかつた。

時期 不明である。

第3号土境

週橋 (図 50、 写真図版36)

(位置)HA18区 に位置し、第36号、第39号号陥し穴を切る。形状から陥し穴状遺構とも考えられるが、

他のグリッドでは長方形 (橋円形)の陥し穴状遺構の方が溝状の陥し穴状遺構より古いこと、他の長方形

(楕円形)の陥し穴状遺構の一群から距離を置 くことを根拠として、土坑として記載した。

(埋土)上部は黒褐色上、下部は黒褐色土と暗褐色土との混土。最下部には第36号陥し穴状遺構の埋土が

入る。

(平面形)楕円形であつたと思われる。 (規模)80cm前後×50cm前後 (深さ)46cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 出上しなかつた。

時期 不明だが縄文時代か ?

第4号土境

週橋 (図 50、 写真図版36)
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(位置)第 3号住居跡床面から検出。また、第 70号陥し穴に切られる。よって、本遺構は第70号陥し友、
第 3号住居跡よりも古い。

(埋上)黒褐色上を基調とし、下部は粘性が強い。 3層は地山崩落土、 4、 5層は第70号陥し穴の埋土と思
われる。

(平面形)楕円形 (規模)80cm× 62cm(深さ)44cm

(壁)ゃゃ内反するように立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 出土しなかった。

時期 縄文時代の遺構と思われる。

第 5号土境

週橋 (図 50、 写真図版37)

(位置)Ⅱ Blc区 ～ⅡB2c区 の 2グ リッドに位置する。また、第22号住居跡と隣接している。
(埋上)黒色土、黒褐色土主体。下部には 7層に似たにぶい黄褐色土と黒褐色土との混上が入る。 7層は木
根による撹乱層か ?

(平面形)楕円形 (規模)168cm× 136cm(深 さ)30cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅱ 層下の粘土層を床面とする。

遇物 土師器細片が埋土中位から出上している。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と思われる。

第 6号土境

週橋 (図 50、 写真図版37)

(位置)第 5号住居跡床面から検出。第 5号住居跡に伴う可能性がある。

(埋土)黒褐色土、暗褐色上を基調とする。

(平面形)長楕円形 (規模)205cm× 92cm(深さ)19cm

(壁)外傾するように立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物  1個体分の上師器甕片が出土している。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第 7号土境

週橋 (図 50、 写真図版37)

(位置)第 6号土坑同様、第 5号住居跡 (IB9f住 )床面から検出し、同住居跡に伴う可能性がある。ま
た、本遺構は第91号陥し穴を切つている。

(埋土)黒褐色上を基調とする。一部配水管工事により撹乱を受けている。

(平面形)円形 (規模)径 101cm(深 さ)13cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

遇物  (図 186、 写真図版 140)

甕 2個体分の上師器細片と礫石器が 1点出土している。 156は 円形の礫石器の一部である。凹石か ?

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。
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第8号土境

遇橋 (図 50、 写真図版37)

(位置)第 6, 7号土坑同様、第 5号住居跡 (IB9f住 )床面から検出し、同住居跡に伴う可能性がある。

(埋土)黒色上、黒褐色土を基調とする。埋土中部に焼土塊が入る。下部は粘性の強い黒褐色土。

(平面形)ほぼ円形 (売見模)80cm× 75cm (深 さ)24cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

(そ の他)埋土上位から焼上が検出されたことで、炉的に使用された遺構と当初考えたが、さらに掘 り込み

があることから、断定はできず詳細は不明である。

週物 (図 186、 写真図版 140)

269～ 271は酸化炎焼成の甕である。269は 内外面とも日縁部にヨヨナデが施され、胴部は外面がケズ リ、

内面がヘラナデにより器面調整が施されている。270。 271は ロクロ成形により、その他の器面調整は施さ

れていない。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と思われる。

第9号土境

遇槽 (図 51、 写真図版38)

(位置)第 5号住居跡 (IB9f住 )東壁際から検出。

(埋土)褐色土混じりの黒色上を基調とし、焼土粒、焼土ブロックが入る。

(平面形)不整円形 (規模)74cm× 70cm(深さ)31cm

(壁)外傾して立ち上がる部分と内傾して立ち上がる部分がある。

週物 (図 187、 写真図版 141)

土師器甕が 1点のみ出上している。272は酸化炎焼成の甕で非ロクロ成形である。日縁部は内外面ともヨ

コナデ、胴部は外面はナデ、内面はハケメ調整が施されている。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と思われる。

第 10号土境

遇橋 (図 51、 写真図版38)

(位置)IB9f区 に位置し、第86号陥し穴の南端部を切る。

(埋土)上部は黒色土、下部は灰黄褐色土主体。下部埋土には木根が入り、撹乱を受けている。

(平面形)楕円形 (規模)65cm× 45cm(深さ)45cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかつた。

時期 不明である。

第 11号土境

遺摘 (図 51、 写真図版38)

(位置)IB9f区 に位置し、第87号陥し穴の南端部を切る。

(埋土)にぶい黄褐色土を含む黒褐色土主体。下部に入るに従つて粘性が強 くなる。
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(平面形)楕円形 (規模)80cm× 60cm(深さ)35cm

(壁)外傾しながら立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。

第 12号上境

週橋 (図 51、 写真図版38)

(位置)IBOf区 、第 162号、 163号陥し穴の間に位置している。本遺構の北端は基礎工事により削平さ

れている。

(埋土)にぶい黄褐色土混じりの黒褐色上。

(平面形)橋円形 (規模)66cm× 45cm(深さ)19cm

(壁)緩 く外傾しながら立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 出土しなかった。

時期 不明である。

第 13号土境

遇構 (図 51、 写真図版39)

(位置)IB8f区 、第 5号住居跡 (IB9f住 )の南壁際に位置する。

(埋土)にぶい黄褐色土を含む黒色上、黒褐色上を基調とする。

(平面形)橋円形 (規模)75cm× 65cm(深さ)27cm

(壁)緩 く外傾しながら立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

遺物 出上しなかった。

時期 不明である。

第14号土境

遇橋 (図 51、 写真図版39)

(位置)IB9f区 に位置し、第5号住居跡 (IB9f住 )の南東隅を切る。
(埋土)上部は黒色土、下部は粘性の強い黒色土主体。自然堆積の様相を示す。

(平面形)不整橋円形 (規模)171cm× 63cm(深さ)33cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 出土しなかった。

時期 不明である。

第15号土境

週襦 (図 51、 写真図版39)

(位置)IBOg区 に位置し、第6号住居跡 (IB9g住 )と 南西方向に2mの距離を置く。
(埋土)上部は黒色上、下部は粘性の強い黒褐色上を基調とする。

(平面形)楕円形 (規模)124cm X 97cm(深 さ)34cm
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(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ 層上の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。

第 16号土境

週槽 (図 51、 写真図版39)

(位置)IB08区 に位置し、第94号陥し穴と重複。

(埋土)上部は黒色土主体。下部にはいるにしたがって褐色上の割合が増え、色調が明るくなる。

(平面形)楕円形であったと思われる。 (規模)100cm前後 X51cm(深 さ)46cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

遇物 出上しなかった。

時期 不明である。

第17号上境

遇構 (図 52、 写真図版40)

(位置)第 6号住居跡 (IB98住 )床面から検出、住居内北壁際に位置する。第 6号住居跡に伴う遺構の

可能性がある。

(埋土)上部は黒褐色土主体、下部は黒褐色土混じりの灰黄褐色土主体。

(平面形)ほぼ円形 (規模)55cm× 51cm(深さ)1lcm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

遺物 (図 187、 写真図版 141)

酸化炎焼成の不・甕、退元炎焼成の壺がそれぞれ 1点ずつ出上している。273は 内面黒色処理されない土

師器郷である。底部の切り離し技法は回転糸切りである。274は非ロクロ成形の上師器甕である。摩減のた

め調整は外面にヘラナデを施した痕がわずかに見られる程度である。275は長頸壷の胴部破片である。外面

にはナデの器面調整が施されている。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第18号土境

週橋 (図 52、 写真図版40)

(位置)第 17号土坑同様、第6号住居跡 (IB98住 )床面から検出、第6号住居跡に伴う遺構の可能性が

ある。

(埋土)にぶい黄褐色土粒混じりの黒褐色上を基調とする。下部に入るにしたがって粘性が強くなる。埋土

上位にはわずかに焼土粒が入る。

(平面形)円形 (規模)59cm× 55cm(深さ)28cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 土師器細片が数点出上している。

時期 検出状況、出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。
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第19号土境

週構 (図 52、 写真図版40)

(位置)第 17、 18号土坑同様、第 6号住居跡 (IB9g住 )床面から検出、西壁際に位置する。本遺構も
同住居に伴う可能性がある。

(埋土)上部は黒褐色土主体、下部は黒褐色土混じりの灰黄褐色土主体。

(平面形)楕円形であつたと思われる。 (規模)100cm前後×56cm(深 さ)13cm

(壁)直立気味に外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 出土しなかった。

時期 不明である。

第20号土境

週欄 (図 52、 写真図版40)

(位置)第 17～ 19号土坑同様、第6号住居跡 (IB9g住 )床面から検出、住居内南東隅寄りに位置する。
本遺構も同住居に伴う可能性がある。

(埋土)上部に灰黄褐色土、下部に黒褐色上が入る。下部には焼土粒、災化材が入る。

(平面形)円形 (規模)74cm× 72cm(深さ)20cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 酸化炎焼成の内面黒色処理されていない不の破片が数点出上している。
時期 検出状況、出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第21号土境 (R D50)

遇欄 (図 52、 写真図版41)

(位置)第 6号住居跡 (IB9g住 )床面から検出。第20号土坑から約 lm南西寄りに位置する。本遺構も
第6号住居に伴う可能性がある。

(埋土)上部は黒色土主体。下部は黒褐色上を含む黄褐色土主体。上部は人的な埋め戻しの様相を示す。

(平面形)楕円形 (規模)104cm× 87cm(深さ)53cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週初 出上しなかった。

時期 検出状況から平安時代かそれ以前の遺構であると思われる。

第22号土境

週欄 (図 52、 写真図版41)

(位置)IB9h区 に位置し、第6号住居跡の南壁から約 lmの距離を置く。また、第99号陥し穴と重複。
(埋土)上部は黒褐色土、下部はにぶい黄褐色上を基調とする。一部木根による撹乱を受けている。

(平面形)橋円形であったと思われる。 (規模)<長軸は不明>× 73cm(深 さ)16cm

(壁)北壁は直立気味に外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。
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第23号土境

週幡 (図 52、 写真図版41)

(位置)IB9i区 に位置する。

(埋土)黒褐色土粒を主体とする、底面から壁際に立ち上がるように焼土塊が入る。

(平面形)円形 (規模)41cm× 40cm(深さ)1lcm

(壁)直立気味に外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 (図 187、 写真図版141)

上師器郷が数点、須恵器片が数点出上している。276・ 277は酸化炎焼成の内面黒色処理されない邦であ

る。底部切り離し技法はいずれも回転糸切りである。278は還元炎焼成の甕の胴部破片である。内面はカキ

メ、外面にはタタキメが施されている。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第24号土境

遇構 (図 52、 写真図版41)

(位置)IBOi区 、第23号土坑の1.5m東に位置する。
(埋土)黒褐色土粒を主体とする、底面から壁際に立ち上がるように焼土塊が入る。

(平面形)楕円形 (規模)80cm× 58cm(深さ)10cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

(その他)埋土、焼土塊の入り方、出土遺物等、第23号土坑と類似する点が多く、同時期に存在していた遺

構である可能性が高い。

週物 (図 187、 写真図版141)

土師器邦が4点出土している。279は 内外面ともに黒色処理された酸化炎焼成の邦である。280は 内面に

黒色処理が施されている。281・ 282は 内面黒色処理されない不である。底部切り離し技法は全て回転糸切

りである。281の底部は回転が弱かつたため糸切り痕の間隔が大きくなつたものと思われる。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第25号土境

週橋 (図 53、 写真図版42)

(位置)IC6e区 に位置し、第H5号陥し穴の北東端上部を切る。
(埋土)上部は黒褐色土、下部はにぶい黄褐色土主体。2層は木根によって撹乱をうけた汚れた地山層か ?

(平面形)楕円形であつたと思われる。 (規模)102cm× 82cm(深さ)27cm

(壁)直立気味に外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

遇物 出上しなかった。

時期 不明である。

第26号土境

週情 (図 53、 写真図版42)

(位置)IC7e区 、第H号住居跡西壁際に位置する。第H号住居跡床面からの検出し、西側を柱穴状ピ
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ットに切られていることから、同住居跡より古い遺構であると思われる。

(埋土)上部は黒褐色上、下部は黒色土主体。

(平面形)楕円形 (規模)89cm× 53cm(深さ)24cm

(壁)残存する東壁は外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

避物 出上しなかった。

時期 不明である。

第27号土境

遺橋 (図 53、 写真図版42)

(位置)IC7f区 ～ IC7g区 に位置する。

(埋土)黒褐色上を基調とする単層である。

(平面形)はば円形 (規模)82cm× 66cm(深さ)12cm

(壁)直立気味に外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 出土しなかつた。

時期 不明である。

第28号土境

週橋 (図 53、 写真図版42)

(位置)HCle区 に位置する。

(埋土)上部は黒色上、下部は黒褐色土粒混じりのにぶい黄褐色土。

(平面形)楕円形 (規模)107cm× 84cm(深さ)15cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかつた。

時期 不明である。

第29号土境

週欄 (図 53、 写真図版43)

(位置)ID7a区 に位置する。

(埋土)黒褐色土粒を主体とする。

(平面形)楕円形 (規模)62cm× 48cm(深さ)1lcm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅳ b層上の礫層を底面とする。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。

第30号土境

週摘 (図 53、 写真図版43)

(位置)ID8a区 に位置する。

(埋土)黒褐色上を基調とする。
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(平面形)橋円形 (規模)123cm× 103cm(深 さ)15cm

(壁)外傾 し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 土師器細片が十数点出上している。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第31号土境

遣橋 (図 58、 写真図版43)

(位置)ID9a区 に位置する。

(埋土)黒褐色土主体、焼土粒を全体に含む。特に、底面から壁際にかけて入る焼土は固く締まっている。

(平面形)ほぼ円形 (規模)78cm× 76cm(深さ)24cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅳ層上の礫層を床面とする。

遇物 出土しなかった。

時期 不明だが、第23号・24号土坑と埋上の状況が類似していることから平安時代の遺構の可能性がある。

第32号土境

週橋 (図 53、 写真図版43)

(位置)Ⅱ D2b区 、第 13号住居跡の lm南に位置する。

(埋土)焼土粒、炭化材を合む黒褐色上が主体である。

(平面形)長楕円形 (規模)198cm× 71cm(深さ)16cm

(壁)直立気味に外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

追物 出上しなかった。

時期 不明である。

第33号土境

遇悟 (図 54、 写真図版44)

(位置)Ⅱ D2b区 ～HD2c区 に位置する。
(埋土)上部がかなり削平されていると思われる。残存している部分は上部黒色土、下部は色調の異なる黄

褐色土主体で、人為的に埋め戻された様相を示す。

(平面形)隅丸台形 (規模)165cm× 107cm(深 さ)10cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。

第34号土境

週橋 (図 54、 写真図版44)

(位置)IDOc区 に位置する。

(埋土)黒褐色土主体。6層は掘り過ぎか?
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(平面形)ほぼ円形 (規模)径209cm(深さ)38cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかつた。

時期 不明である。

第35号土境

遇摘 (図 54、 写真図版44)

(位置)Ⅱ Dlc区 に位置する。

(埋土)黄褐色土混じりの黒色土主体。

(平面形)楕円形 (規模)l Hcm× 83cm(深さ)19cm

(壁)緩 く外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 (図 187、 写真図版 141)

出土遺物は土師器郷が 1点 (283)のみである。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第36号土境

遇橋 (図 54、 写真図版44)

(位置)Ⅱ Dld区 に位置する。

(埋土)黒褐色土主体の単層。

(平面形)精円形 (規模)77cm× 54cm(深 さ)8cm

(壁)緩 く外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下上の粘土層を床面とする。

遺物 出土しなかつた。

時期 不明である。

第37号土境

遇橋 (図 54、 写真図版45)

(位置)Ⅱ D2c区 に位置する。

(埋土)上部は黒色土主体。下部及び壁際に黄褐色上が入る。

(平面形)楕円形 (規模)l Hcm× 80cm(深 さ)17cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遺初 出上しなかった。

時期 不明である。

第38号土境

週構 (図 54、 写真図版45)

(位置)Ⅱ Dlc区、ⅡDld区、ⅡD2c区、ⅡD2d区 の4グリッドの中間点に位置する。

(埋土)上部黒色上、下部黒褐色土主体。一部撹乱を受ける。

(平面形)隅丸方形に近い。 (規模)191cmX 181cm(深 さ)22cm
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(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物  (図 188、 写真図版 141)

上師器郷が 2点、高台付邪 1点の他土師器片が数点出上している。284・ 285は酸化炎焼成の内面黒色処

理された土師器郷である。284の底部の切 り離し技法は回転糸切 りである。287は 内面黒色処理されない高

台付郷である。底部は回転糸切 り後ヘラにより粗い調整が施されている。

時期 出土遺物より平安時代の遺構であると思われる。

第39号土境

遺橋 (図 54、 写真図版45)

(位置)Ⅱ D3c区 に位置する。

(平面形)楕円形 (規模)104cm X 82cm(深 さ)14cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遺物 (図 188、 写真図版 141)

土師器不 (288)が 1点のみ出土している。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第40号土境

週橋 (図 54、 写真図版45)

(位置)HD3e区 に位置する。

(埋土)上部は黒褐色土、下部は色調の異なる黄褐色土主体。

(平面形)長方形 (規模)138cm× 63cm(深さ)38cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。

第41号土境

遣橋 (図 55、 写真図版46)

(位置)Ⅱ D4e区 に位置し、第140号陥し穴を切る。
(埋土)上部は黒色土、下部は粘性の強い黒褐色土主体。

(平面形)楕円形 (規模)127cm× 94cm(深さ)22cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇初 出上しなかつた。

時期 不明である。

第42号土境

週摘 (図 55、 写真図版46)

(位置)Ⅱ D3h区 に位置し、第144号陥し穴を切る。
(埋土)上部黒褐色上、下部は黒色土主体。
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(平面形)楕円形か ?(規模)<長 軸は不明 >× 48cm(深さ)30cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。

第43号土境

週橘 (図 55、 写真図版46)

(位置)Ⅱ D4j区に位置する。東側を柱穴状ピットに切られる。
(埋土)上部は黒褐色土、下部は粘性の強い黒色土主体。

(平面形)楕円形 (規模)94cm× 70cln(深さ)24cm

(壁)直立気味に外傾する。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 出土しなかつた。

時期 不明である。

第44号土境

遇橋 (図 55、 写真図版46)

(位置)Ⅱ E5a区 に位置する。

(埋土)褐色土ブロックを含む黒褐色土主体。

(平面形)楕円形 (規模)119cm× 96cm(深さ)17cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 (図 188、 写真図版 141・ 142)

小コンテナ0.5箱分の上師器が出上している。286は酸化炎焼成の内面黒色処理された杯である。底部の

切 り離し技法は回転糸切 りである。289。 290は 内面黒色処理されない土師器郷である。292～ 294は酸化

炎焼成の甕である。292は小型の甕でロクロによって成形されたものである。底部の切 り離し技法は回転糸

切 りである。298は非ロクロ成形の甕で内面にはヘラナデ、外面にはケズ リが施されている。294は ロクロ

成形の後胴部外面にヘラナデの調整が施されている。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第45号土境

週橋 (図 55、 写真図版47)

(位置)Ⅱ E6a区 に位置する。

(埋土)黒褐色土主体で、焼土粒 。炭化材をまばらに含む。検出面では、焼土粒が ドーナツ状に円形を呈し

ていた。

(平面形)橋円形 (規模)158cm X 101cm(深 さ)15cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 出土しなかった。

時期 不明だが、第23・ 24・ 31号土坑と堆積状況が似ていることから平安時代の遺構の可能性がある。
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第46号土境

遇橋 (図 55)

(位置)第 16号住居跡 (Ⅱ E4b住 )床面から検出。同住居跡に伴う可能性がある。

(平面形)円形 (規模)63cm(深 さ)20cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遺物 出土しなかった。

時期 不明だが検出状況から平安時代かそれ以前の遺構と思われる。

第47号土境

週橋 (図 55、 写真図版47)

(位置)第 16号住居跡 (Ⅱ E4b住 )床面から検出。同住居跡に伴う可能性がある。

(埋土)下部には黒褐色土粒混じりの粘性の強い黒色土粒を含む。

(平面形)楕円形 (規模)133cm× H Ocm(深 さ)15cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 出上しなかった。

時期 不明だが検出状況から平安時代かそれ以前の遺構と思われる。

第48号土境

週橋 (図 55)

(位置)第 16号住居跡 (Ⅱ E4b住 )床面から検出。同住居跡に伴う可能性がある。
(平面形)円形 (規模)68cm× 64cm(深さ)41cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 出上しなかった。

時期 不明だが検出状況から平安時代かそれ以前の遺構と思われる。

第49号土境

週摘 (図 56、 写真図版47)

(位置)Ⅱ E4b～ HE4c区 に位置する。
(埋土)褐色上、黄褐色土混じりの黒褐色土主体。4層は木根による撹乱層か?

(平面形)楕円形 (規模)108cm× 94cm(深 さ)13cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 出土していない

時期 不明である。

第50号土境

週橋 (図 56、 写真図版47)

(位置)Ⅱ EOc区、コEOd区、ⅢElc区 、ⅢEld区の4グリッドの中間点に位置する。
(埋土)黒色上、黒褐色土主体。埋土下部から床面にかけて炭化材、焼土塊を含む部分がある。
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(平面形)円形 (規模)278cm(深 さ)20cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅳ層上の粘上層を床面とする。

週物 (図 189、 写真図版 142)

小コンテナ0.5箱分の上師器と2個体分の須恵器の破片が出上している。295～ 297は酸化炎焼成の邪で

ある。295。 296に は内面黒色処理が施され、2971こ は施されていない。298は還元炎焼成の邦で焼成は良

好である。299～ 301は酸化炎焼成の甕である。299は 非ロクロ成形で内面黒色処理されてお り、内外面と

もに日縁部にヨヨナデが施されている。300。 301は ロクロ成形されており300は その後に内面にヘラナデ

調整が施されている。302は還元炎焼成の大甕の日縁部破片である。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると考えられる。

第51号土境

遺欄 (図 56、 写真図版48)

(位置)Ⅱ EOd区 に位置し、第 160号陥し穴を切る。

(埋土)褐色土を含む黒褐色土主体。

(平面形)円形 (規模)66cm(深 さ)37cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層及び第 160号陥し穴埋上。

週物 出土しなかった。

時期 不明である。

第52号土境

週橋 (図 56)

(位置)第 17号住居跡 (EE6b住 )2号 カマ ド袖部下から検出。

(埋土)締まりのある黒色土主体。

(平面形)不整円形 (規模)77cm× 64cm(深さ)18cm

(壁)緩 く外傾して立ち上がる。 (床面)Ш層下の粘土層を床面とする。

週物 出土しなかつた。

時期 検出状況から平安時代かそれ以前の上坑であると思われる。

第53号土境

週橋 (図 56、 写真図版48)

(位置)Ⅱ B6f区 に位置する。調査区北側の道路の下からの検出である。

(埋土)黒褐色土主体。含まれる褐色上の割合から2層に細分される。 3層は 植根による撹乱層か ?

(平面形)楕円形 (規模)100cm× 93cm(深さ)17cm

(壁)緩 く外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 土師器片が数点出土した。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。
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第54号土境

遇槽 (図 56、 写真図版48)

(位置)第 53号土坑と同様ⅡB6f区 に位置する。

(埋土)上部は黒色上、下部は暗褐色土主体。下部に入るに従って褐色土の割合が増える。

(平面形)楕円形 (規模)119cm× 83cm(深さ)39cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。部分的にⅣ b層を床面としている。

遇物 出上しなかった。

時期 不明である。

第55号土境

週橋 (図 56、 写真図版48)

(位置)Π Clc区 に位置する。第28号居跡の南壁を切る。よって本遺構の方が新しい。

(埋土)黒色土主体。焼土ブロックを含む。

(平面形)ほぼ円形 (規模)72cm× 67cm(深さ)33cm

(壁)直立気味に立ち上がる。 (床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

週物 酸化炎焼成の内面黒色処理されない土師器不の破片が数点出上している。

時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第56号土境

遇構 (図 56、 写真図版49)

(位置)Ⅱ C2e区～ⅡC3e区 の2グリッドの中間点に位置する。

(埋土)上部が削平され、下層の黒褐色土のみ残存する。

(平面形)円形 (規模)径90cm(深 さ)6cm

(壁)残存する部分は外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅳ層下の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかつた。

時期 不明である。

第57号土境

遇構 (図 57、 写真図版49)

(位置)Ⅱ C3e区～EC4e区 に位置する。第6号溝跡に北端上部を切られる。

(埋土)黒褐色土主体。含まれるにぶい黄褐色土の割合によって6層に細分される。全体としてはレンズ状

の自然堆積の様相を示す。

(平面形)橋円形 (規模)285cm× 185cm(深 さ)60cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅳ a層上の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。
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第58号土境

週橋 (図 57、 写真図版49)

(位置)HC3f区 ～EC4f区 の2グ リッドの中間点に位置する。
(埋土)上部が削平され、下層の黒色上のみ残存する。

(平面形)楕円形 (規模)150cm× 104cm(深 さ)1lcm
(壁)残存する部分は緩やかに外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 出土しなかった。

時期 不明である。

第59号土境

週橋 (図 57、 写真図版49)

(位置)Ⅱ C4g区 内北西部に位置する。
(埋土)上部が削平され、下層の黒褐色上のみ残存する。

(平面形)ほば円形 (規模)66cm× 62cm(深さ)1lcm
(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 出上しなかった。
時期 不明である。

第60号土境

週橋 (図 57、 写真図版50)

(位置)Ⅱ C8h区の柱穴群内に位置する。
(埋土)上部が削平され、下層の黒褐色上のみ残存する。

(平面形)ほぼ円形 (規模)径57cm(深さ)10cm

(壁)残存する部分は緩く外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 酸化炎焼成の郷の破片が数点出上している。
時期 出土遺物から平安時代の遺構であると思われる。

第61号土境

週摘 (図 57、 写真図版50)

(位置)99年度調査区最南端であるⅡD7c区 に位置する。
(埋土)黒色土・黒褐色土主体だが、埋土中位に固く締まったにぶい黄褐色上が入る。

(平面形)不整円形 (規模)291cm× 248cm(深さ)39cm
(壁)緩 く外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅳ a層下の粘土層を床面とする。

(柱穴)土坑の壁面やその周辺から十数基の柱穴が検出された。配列が不規則であることなどから遺構に伴

うかどうかは不明である。

週物 出土しなかった。

時期 不明である。
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第62号土境

週橋 (図 57、 写真図版50)

(位置)飛び地であるⅡA8e区 に位置する。Ⅲ層上面から検出。円形にプランが見えた。

(埋土)黒色土ににぶい黄褐色土ブロックを混入する。

(平面形)ほぼ円形 (規模)径85cm(深さ)23cm

(壁)緩 く外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

週物 出土しなかつた。

時期 不明である。

第63号土境

遇幡 (図 58、 写真図版51)

(位置)Π C8i区 に位置する。第 9号溝跡に伴うと思われる土坑である。

(埋土)上部は黒褐色土主体、中部に水の作用を受け変色したと思われる灰黄褐色上が入る。最下層は黒褐

色土と砂質の灰黄褐色上の混上が入る。全体としてはレンズ状の自然堆積の様相を示している。

(平面形)ほぼ円形 (規模)320cm× 318cm(深さ)61cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

(そ の他)本遺構は豊富に湧水することから丼戸跡であると思われるが、溝が本遺構から遠ざかるに従つて

標高が高くなっていることから、その用途はため池である可能性もある。

週物 (図 57、 写真図版49)

304。 305は土坑埋土から出土した酸化炎焼成の邪である。流れ込みによるものか ?

本遺構に伴うと思われる清跡に柱材が数本残存している。 (詳細は第 9号溝跡の欄に記載 )

時期 出上した柱材の年代から近 。現代の遺構であると思われる。

第64号土境

週橋 (図 58、 写真図版50)

(位置)Ⅱ C6f区 ・ⅡC7f区 ・ΠC68区 ・ HC7g区 の 4グ リッドにまたがる形で存在する。また、

第30号住居跡の北東部を切つていたと思われる。

(埋土)上部・下部は黒褐色土主体。中部に水の作用を受け変色した褐灰色が入る。全体としてはレンズ状

の自然堆積の様相を示す。

(平面形)楕円形であつたと思われる。 (規模)592cm× 538cm(深 さ)85cm

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅳ c層の砂層を底面とする。

(その他)本遺構は豊富に湧水すること、本遺構に伴うと思われる溝跡が数本検出されていることから丼戸

跡である可能性がある。

週物 本遺構に伴うと思われる柱穴群に柱材が数本残存している。

時期 出上した柱材の年代から近 。現代の遺構であると思われる。
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2  10YR3/2

A― A

館
RD60
灰黄禍色 粘土質シル ト 黒色
上小プロックをまばらに合む。

黒褐色 粘土質シル ト 灰糞褐
色上との混土。焼上、炭化材を

とくわずかに含む。

Ａ

０

て
2♀

議第長紀舟粒誓ま岳音偕暮む争
土粒、
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A                   A

L=78900m
A― A

し=78400m
A                 A

F2写s沫どぁ 黒褐色 シル ト に熱 黄`
褐色土粒をまばらに含む。

2 10YR6/3 にぶい黄橙 粘土質ンルト
灰黄褐色土との混土。

A卜二二聖望堅型______引 天

(第 28号土坑)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 黒褐色土との混土。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 黒褐色土

粒をまばらに含む。

A             A

(第 26号土坑)
1  10YR2/2

2  10YR2/1

3  10YR4/3

黒褐色 シルト 褐色上
プロックを全体に合む。
黒色 シルト 褐色上ブ
ロックをまばらに含む。
にぶい黄褐色 粘土質シ
,レ ト。

し‐78300m
A            Д

(第 27号土坑)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶ

い黄褐色土粒をまばら

に含む。

し=78000m

て

2早

誌 乳 黒褐色 ンルト 黄褐

色土粒をまばらに含む。

軍
3♀

翻 黒褐色シルト焼土プロッ
クをわずかに含む。2 ЮYRV3怪
埜継霧掘學ヵ。ときぷ。

褐

図53 土坑 (4)

Aトーーー~――一――一――一―一引 A

(第 30号上坑)
1 10YR2/3 黒褐色 ンルト 黄褐

色土プロックをまばら

に合む。

o           ■50         2m
s31ξ::を目言]とョをi 慈gとこ:ξi
::|:と岳多:量羹含ごケ:魏堕誠ξ
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郷○

Ａ

ｏ

Ａ

。

L=73000m L‐ 77.300�
L‐ 77900m

Aトーーーーーーーーーーーーー引 A A卜

~~~~―

一 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 ― 一 ― ― ― ― 一 ― ― ― ―
引

Å

A― A

s3報専盈忌:こζξ宮患::g怠子;ツ奮

与÷藍::量gを宮言聾雷:
g言言:tBヽと:二

:;i::::急

!::::

甲3雷蒲発
2 10YR2/2

二::8¥翻 ζ
5 iOYR6/3
6 10YR4/2

L■ 78100m

/
oA

し‐78700�
A― X

悌

“

号土功
1.10YR3/2 黒褐色 シルト
黄褐色土粒をまばちに含むも

A卜里 更 聖 哩 里 _______引 A

:3醒 :塾
gttζ診1警霙

A― A

L‐77900m
A― 天

図54 土坑(5)

Ａ

。

躍
ヨ
阜融  黒色 シルト 褐色土|プロッ

2.10YR32魚籠賄婆挽卜節
色土との混土。

(第40号土翔
1 10YR3/2

2 10VR3/2
3 10YR4/2

4 10VR4/3

5, 10YR4/21

黒褐色 ンルト にぶい黄褐色主小プロツクを全体に

長菖狛色 絲二質ラ→∵糞燻琶ホジ宮夕夢を伝亭禁た
含む。
にぶい黄褐色 粘土質シルト 明褐色土粒をまばらに
含む。
灰黄褐色 粘土質シルト 明褐色土粒をまばらに含む。

僻 39号土

"簡面注記なし。
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鞘騒藤凝

A― A

(第 46号上坑)
断面注記なし。

0 1:50

第144号陥し穴

]1藍霊:鰯
4 10YR4/3重

描雹菫縄肇ま複古茫き筈♪

A卜±圭聖翌聖上_____― ―引 A

A卜と王坐型迎ェ______引 A

L‐77 40om

Aトー生三二1型堅塑と_______引A
L‐77900m
A― A

し‐77500m

Ａ几れにに【　　ャＡ。

桂穴状P止

L‐ 77700m
Aトーーーーーーーーーーーーーー引 A

て予:S牒どん番置暮む/幾主塊を各想「ば

Ａ

　

　

。

Ａ

Aトーーーーーーーーーーーーーーーーー引 A

(第 47号上 F■ l
l 10YR4/3 にぶい資福色 猪上質シル ト 黒

色上粒をまばらに含む。

桂穴状Pi 第47号土坑

A卜二三生奎堅型______― ―――――引A

図55 土坑 (6)

(第 48号土

"断面注記なし。

1444号土

"断面注記なし。
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６
跨
ハ
〉

し=77500m
A― バ

黒褐色 シル ト 褐色上、黄褐
色土プロックをまばらに含む。

黒褐色 シルト 褐色上粒をま
ばらに含む。
にぶい褐色土 粘土質シル ト
黒褐色土プロックをまばらに合

む。
10YR3/2 黒褐色 粘上質ンルト 木根に

よる撹乱?

L‐77300m

(第 50号土坑)
1  10YR2/1
2  10YR3/2
3  10YR2/3
4 10YR2/1
5  10YR2/3
6 10YR3/2

7  10YR2/3

(第 51号土坑)
1  10YR2′3

2  10YR3/2

黒褐色 シル ト 褐色
土粒をまばらに合む。

黒褐色 ンルト 褐色
土プロックをまばらに

含む。

A卜±亘二堅聖些________引 A

黒色 ンル ト 褐色土プロックをまばらに合む。
黒褐色 粘土質シル ト 黒色土との混土。
黒褐色 粘土質ンル ト 炭化材をまばらに含む。
黒色 シル ト 炭化材をまばらに含む。
黒褐色 シル ト 黒色土との混土。
黒褐色 ンル ト 炭化材を含む。褐色土プロック
をわずかに含む。
黒褐色 ンルト 黄褐色土プロックをまばらに合
む。炭化材をわずかに含む。

A            氏 A             Å

(第 53号土坑)
1  10YR2/2

2  10YR2/3

3 10YR3/3

褐色 シル ト 褐色土粒をわずかに
含む。
黒福色 シル ト 褐色土プロックをま
ざらに含む。
瞥褐色 ンルト 植根力

'部
分的にはい

る。黒褐色土粒をわずかに含む。

寧
54翻
ゝ黒色ンルト混入物ほとんどな
し。

2 10YR3/4 
夢督ラク嘗差羅と皆患。 

色上小
3 10YR3/3 
窮季象に箕き重挙火な。 

色上に
4 10YR3/2 
蚕押量色笙芳覇き焦峯ゃ豪員F似

5 10YR2/2 
蚕鬱タ 
シルト 混入物ほとんど

6 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 鶴色上に
7 10YR3/4 需藉芭

に
籍皇善びんR。 褐色上ノ

ロックをまばらに含む。

A            X

(第 55号上坑 )
1  10YR2/1

し‐78100m
A― A

図56 土坑 (7)
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黒褐色 シルト 褐色土粒をわず
かに含む。

(第 56号土坑)
1  10YR2/2

シル ト 褐色土プロックを
、焼上プロックをわずかにに
　
ｏ

色

体

む

黒

全

含

A                A

(第 49号土坑)
1  10YR2/2

2  10YR3/2

3  10YR5/3

(第 52号上坑)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をまばらに含

む。
2 1CIYR2/1 黒色 粘土質シルト 黒褐色土プロッ

クをまばらに含む。

0           ■50         2m



Ａ

０

A             バ
い
Ｌ

rS翻` テ9ま籐普た答写争土ブHッ

と③む

A卜」二生登聖■_引ト

脚 離皇と孫建。
熱ユ黒

管子議線

争1躙
4 10YR2/3

S.10YR3/2

6 10Y蒔/3

1.10YR3/ど 黒福色 シルト福色土プロッ
タをまばらに含むっ

黒色 ンルト 暗挿色主/H′ク、褐色土撤 炭化物粒をまば
―

長麓壇黄緑皇資夢″雫ツt芸ャ、姜据琶圭う?サナと喜ばらに合

副鞠越齢魏能夫る
[豊還暑監;:す転ξ麓題

需格色 粘主要ンルト にぶい策裕色土小ブロックを全体に合
と。

洋
糧

L・ 73800m

ta61号土翔
1 10YR2/2
2 10YR4/3

9 10YR2/3
4、 10YR2/1
5  10YR2/1

梅魚十ノロッタをよばらに含む,
粘土質シルト 黒再色上との選上。口く

1層に似る。褐色土の割合少ない。

経驚 至:蕩禽雹生ブロッタをま

お
◎

◎

今

⑮

心

Ａ
　
　
　
　
　
鱒

L=781500m
A― A

悌 62■土翔
1 10YR3/2

黒褐色 |ンルⅢ
にぶい黄褐色

締ま
―
る。

黒褐色 シルト
慕色 シ″ト
黒色 シルト
ばらに合む。

露電垂0琵甫ラをまはほだ督
な。下瘤はその割合

"増
えるぉ

壁面土は暗褐色上でグライ化し

て iヽる。

図57 土筑(3)

―

 i!____ぃ
__‐―――‐‐‐‐‐‐‐‐――‐‐‐‐!!|       

「
!!!………………………‐‐‐――――‐‐‐‐‐‐!:ll
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A            A

m 守P長辞ЪA黒 色 ンルト 褐色土粒をまばらに

&滸M聯言詠騨
B卜_」壁二生聖聖生_____一 ―一――――――一―一―一―一――一引 B

宇
6歳
靭

2  10YR3/2

3  10YR2/3

4 10YR2/1

5  10YR4/2

6  10YR3/2

7  10YR4/2

曇暑魯らし毒零/筵どm写亀蓬五;々途
ク

魯誹毎三書第ィ
ト褐雹三をτことな

茂箋宿琶
°
粘土質 シル ト 水の作用を受

紫宿亀
し
轟上自移ルト 灰黄褐色上との

遅著笹隻粒準妾騒 音化夫る

'層

に似 る。

O          L50          2m

◎

○

◎

(第 64号土坑)
1  10YR3/1

2 ЮYR4/1

3  10YR2/1

黒褐色 粘土貿シル ト 褐色土粒、粒径30mm程度
の礫をまばらに含む。

褐灰色 粘土質ンル ト 5Y5/1灰 色土プロックを全
体に含む。

黒褐色 粘土質シルト 5Y5/1灰 色上プロックをま
ばらに含む。

0          1■ 25         2m

図58 土坑 (9)。 清跡 (1)
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4.掘立柱建物跡と出土遺物

週槽 (図 59、 写真図版35)

(位置)ECla区 、ⅡClb区 、 EC2a区 、 EC2b区 の4グ リッドにわたって配置されている。
(規模・構造・方向)北北東―南南西5.15m2間、西北西―東南東4.05m2間 の規模をもち、建物方向は
N-14° 一 Eである。  _

(柱位置・柱間)柱位置は矩形に配置されている。柱間はPl― P2:2.25m、 P2-P3:2.01m、 P
3-P4:2.80m、  P4-P5:2,32m、  P5-P6:2.18m、  P6-P7:1.91m、  P7-P8:
2.65m、 P8-Pl:2.35mで 多少ばらつきがある。

(掘 り方・柱痕)掘 り方は径48cm～ 102cmの 隅丸方形または隅丸長方形を呈し、深さは、柱痕が22cm～

40cm、 掘 り方の底面まではH cm～ 24cmで ある。埋土は締まりのある黒色土・黒褐色土とにぶい黄褐色土

との混上である。

週物 Plの 埋土上位から土師器片が数点出上した。

時期 出土遺物から平安時代の建物跡である可能性が高い。

PNO. 掘り方径 深 さ 柱痕径 PNO. 掘り方径 深 さ 柱痕径

1 74× 72 38 20× 17 5 64× 63 33 26× 23

2 92× 82 37 47× 42 6 67× 53 40 27× 26

3 71× 68 22 40× 37 7 71× 60 30 26× 22

4 102× 65 25 42× 41 8 48× 46

規模は、両端柱穴の柱痕の中心を、柱痕が不明なものは掘 り方の底部の中央を計測している。また、「深

さ」は、検出面から柱痕の底面までを計測した値である。
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限 .⑥

誌
⑤

Ａ

０

鰯◎

◎

A卜と堂空⊇堅迪生__→バ Pl注記
1 10YR3/1

2 10YR4/3

3 10YR3/1

陥名と発:§静卜ょ曇
偶色上蔵を全体に含むょ

黒色 シルト にぶい責褐色土プ

g言

:ヨ§ヨ,ヨ専
承に曇得自壱

P2注記
1  10YR2/1

2  10YR5/3

3  10YR2/1

図59 掘立柱建物跡
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5.陥 し穴状遺構と出土遺物

し‐78900m
8

8-B _A

明褐色上粒をまばらに含む。

黒色粒をわずかに含む。

黄褐色土との混土。

黒色土粒をわずかに含む。

にぶい黄褐色土粒をわずかに

シルト 黒色土粒をわずかに

にぶい黄褐色粒をわずかに含

粘土質シルト 黒色上粒をわ

にぶい黄褐色土粒をわずか

黒褐色 ンルト 黒色粒をまばらに含む。
黒褐色 シル ト 地山との混上。
黒褐色 ンル ト 黒色粒をわずかに合む。
にぶい黄褐色 ンルト 黒色粒をまばらに
含む。
黒褐色 シル ト 黒色粒をわずかに含む。
3層 に似る。
黒褐色 シル ト にぶい黄褐色土との混土。
2層 に似る。
にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土と
地山との混上。
黒色 粘土質シル ト にぶい黄褐色土粒
をまばらに含む。
黒色 粘土質ンル ト 黄褐色土粒をわず
かに含む。
灰黄褐色 粘土質シル ト 黒褐色土粒 暗
赤褐色土粒を含む。
黒色 粘土質シル ト にぶい黄褐色上プ
ロックをまばらにふ くむ。

黒褐色 シル ト 黒色土プロックをわずかに
合む。
黒色 ンル ト にぶい黄褐色土粒をまばらに
含む。
灰黄褐色 粘上質ンルト 暗赤褐色土粒をま
ばらに含む。
黒褐色 ンル ト 灰黄褐色土粒をまばらに含
む。
灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土との混上。
黒褐色 砂質シルト 灰黄褐色土プロックを
まばらに含む。

O         r60        2m

く

。A
(第 1号陥し穴)
1  10YR1 7/1
2  10YR3/2
3  10YR3/2
4 10YR3/2

10YR2/1

10YR4/3

10YR2/1

10YR5/3

10YR1 7/1

黒色 シルト
黒褐色 シル ト
黒褐色 ンル ト
黒褐色 ンル ト
2層 に似る。
黒色 シル ト
含む。
にぶい黄褐色

合む。

黒色 ンルト
む。
にぶい黄褐色
ずかに含む。
黒色 ンルト
に含む。

し‐78800m
B

8-B

(第 2号陥し穴)
1  10YR2/2
2 10YR3/2
3 10YR3/2
4  10YR4/3

5 10YR3/2

6  10YR3/2

7  10YR4/3

8 10YR1 7/1

9 10YR1 7/1

Ю 10YR4/2

川  10YR1 7/1

し=78800m
B

8-8-A

oA

図60 陥し穴状遺橋 (1)

(第 3号陥し穴)
1  10YR3/2

2 10YR2/1

3  10YR4/2

4  10YR3/1

5  10YR4/2
6 10YR3/1

遺  構  名 第 1号陥 し穴 第2号陥し穴 第3号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

形
　
状

平 面 形 濤状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形  (横)V字状 〈縦) 台形 (横 )V字状 (縦)逆台形  (横)V字 状

規

　
模

開口部径 416× 32cm 394× 30cm 324× 24cm

底 部 径 445× 9cm 415× 6cm 255X llcm

深   さ 83cm 69cm 37cm

長 軸 方 向 N-5° 一W N-3° ―W N-75° ―W

埋 土
上部は黒色上。中部はにぶい黄褐色■、下
部に粘性の強い黒色上が大る。

上部～中部に黒色t景悟色と、中部～下部にに
ぷい責将色土、卜部に林性の強い黒色上わ

`入
る。

具褐色柱主体、下部の5、 6層 は砂粒が入る。

瞑 面 ほぼ平IH ほぼ平坦 両端に段差あり

分 類 AⅢ 2 AⅢ 2 A12
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調査範囲外  。
B

し‐78800m
Aトーー B― B

Ao

Ao

し‐78800m

軍

4尾
陥 β 黒髄 ンルト に熱 鶏ヽ 盤 プロツクをまばらに合

む。

10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト 黒褐色上との混上。

|:¥畳:握  量彊色 韓圭詈シ影ヽ 薫糧羅キ姜名橿土歩ロックをま
ばらに含む。

10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含
む。

10YR3/1 黒褐色 粘上質シルト 砂粒をわずかに含む。
10YR4/2 灰黄褐色 ンルト 黄褐色土との混上。
10YR3/2 黒褐色 シルト 黒禍色上粒をわずかに含む。
10YR4/2 灰黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色土小プロツクをまばら

に含む。

。 A

OB

し‐78800m
Aトーーーーーーーーーーー 8-B一 A

(第 5号陥し穴)
1 10YR3/1 黒褐色 ンルト 黒色プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色上粒をきくわずかに含む。
3 10YR2/1 黒色 ンルト 黒褐色上プロックをまばらに含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土プロックをまばらに含む。
5 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 黒色土プロックを全体に含む。

OA

(第 6号陥し穴)
1 10YR3/1 黒褐色 ンルト
2 10YR2/3 黒褐色 ンルト
3 10YR3/2 黒褐色 ンルト
4 10YR5/4 にぶい黄褐色
5 ЮYR2/1 黒色 シルト

暗褐色上との混上。

黒色土プロックを含む。締まり強。

灰黄褐色上を着干含む。

シル ト 黒褐色土との混土。
にぶい黄褐色上プロックをわずかに含む。

Aトーーー B-8

O        L60        2m

図61 陥し穴状遺橋 (2)

遺  構  名 第4号陥し穴 第5号陥し穴 第6号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝 状

断 面 形 (縦)長方形? (横 )V字状 (縦 )台形  (横)V字状 (縦 )台形  (横)V字状

規
　

模

開日部径 400cm前 後X32cm 239× 22cm 280× 18cm

底 部 径 380cm前 後×9cm 248× 10cm 302X5cm

深   さ 75cm 40cm 49cm

長 軸 方 向 N-63° ―W N-5° ―E N-2° ―E

埋 土
黒褐色土とにぶい黄褐色上が交互に入る。
最下層は粘性の強い黒褐色土。

黒色土と黒褐色土主体。にぶい黄掲色とは
ほとんど入っていなtち

上部は黒褐色と、中部ににぶい黄褐色t、

最下層に粘性の強い黒色とが入る。

底 面 ほば平坦 北方向へ微傾斜 ほぼ平坦

分 類 A?2 AⅢ 2 AШ 2
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し‐78 800m             B

A― B-8-☆

A。

: ＼

(第 7号陥し穴)
1  10YR4/3
2  10YR4/2
3  10YR3/3
4  10YR2/2
5  10YR3/2
6  10YR2/1
7  10YR3/1
8 10Y贈/1
9 10YR3/2
10 10YR4/2
■ 10YR3/1
12 10YR4/3

(第 3号陥し穴)
1  10YR2/1
2 10YR3/2
3  10YR2/1
4 10YR3/2
5 10YR3/1
6 10YR4/3
7  10YR2/1
8  10YR4/2

にぶい黄褐色 シル ト。
灰黄褐色 ンルト 黒褐色上をまばらに含む。
暗褐色 シル ト 黄褐色上プロックをまばらに含む。
黒褐色 シル ト 黒色上をまばらに含む。
黒褐色 シルト 黒色土小プロックをわずかに含む。
黒色 シルト にぶい黄禍色土粒をわずかに含む。
黒褐色 シルト 褐色土との混上。
黒褐色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。
黒褐色 シルト 黒色土とにぶい黄褐色土との混土。
灰黄褐色 シルト 黒褐色土プロックを全体に含む。
黒褐色 粘土質シルト 灰黄禍色土との混土。
にぶい黄褐色 砂質シルト 黒褐色土との混上。地山層?

黒色 ンルト 黒褐色土との混土。
黒褐色 ンルト 黒褐色上プロックをわずかに含む。
黒色 ンルト にぶい黄褐色土粒をこくわずかに含む。
黒褐色 シルト 黒褐色土粒をごくわずかに合む。
黒褐色 粘土質シルト 晴赤褐色土粒をわずかに合む。
にぶい黄禍色 粘上質シルト 黒褐色土との混上。
黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに合む。
灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をこくわずかに含む。

A     B~ぼ ~A

。

『

  ≦

A。         。バ

OB

AttB中 ぼ     Å
(第 9号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘上質ンルト
2 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト

1層 より暗い。

褐色上プロックをまばらに含む。

掲色土プロックをわずかに含む。

陥 し穴状遺橋 (3)
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遺  構  名 第7号陥 し穴 第8号 陥し穴 第9号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係 撹乱部除去後検出。

形
　

状

規
　
模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形  (横)V字状 ? (縦 ) 台形 (横 ) U字状 (縦 )逆台形  (横)U字 状

開口部径 278× 25cm 290× 29cm 299× 21cm

底 部 径 285× 13cm 296× 24cm 275× 10cm

深   さ 51cm 44cm 31cm

長 軸 方 向 N-8° ―W N-15° 一W N-4° ―E

埋 士
崩落土あり。上部は黒褐色主主体。中部から下部
にわ1,て黒褐色土と灰黄褐色土の混とが入る。

上部は黒色上、景掲色と主体。中部にに熱演
掲色上が最下層に粘性の強い黒色上が入る。

粘性の強い黒褐色土が主体。下部のみ残存
力.?

底 面 平坦 ほぼ平坦 南方向に微傾斜

分 類 AⅢ 2 AⅢ 3 A13

図62



丞

A

。8
し‐78700m

―

B― B

(第 10号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト
2 10YR3/2 黒褐色 シルト

3  10YR4/3 にぶt'黄褐色
はぼ同じ。

4 10YR1 7/1 黒色 ンルト

黄褐色土粒をわずかに含む。

黄褐色土との混土。黒褐色上の割合多

粘土質シル ト 黒褐色土との混土。割合

黒褐色土との混上。

J丞

し‐78700m
OB

B― B― A

(第 11号陥し穴)
1  10YR3/3
2  10YR4/3
3  10YR4/2
4  10YR4/3

5  10YR4/2

黒禍色 ンルト 黄褐色土プロックをわずかに合む。
にぶい黄褐色 シルト 黒色土粒をわずかに合む。
灰黄褐色 ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
にぶい黄褐色 シルト 黒褐色に灰黄褐色土小プロック
を含む。

灰黄褐色 粘土質シルト 黄褐色土小プロックを含む。
地山層?

6 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黄褐色土との混土。地山層。

ス
OB

を             さ

OB

し‐78800m
A           B_8            ☆

(第 12号陥し穴 )

!|li学忘ヨ: 3ξヨ黄をと
曽
孝邑B`;常
逢
魯魯暮三与§ζiざらに含

む。

5 10YR守2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒掲色土プロックをまばらに
含む。

0        ■60        2m
|

図63 陥し穴状遺構 (4)

遺  構  名 第 10号陥し穴 第 H号陥し穴 第 12号陥し穴

写 真 図 版 54

況
係

状

関

出

複

検

重 第 11号陥し穴と南端が重複。 第 10号陥し穴と北端が重複。

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形  (横)V字状 (縦 )台形  (横)U字状 (縦)逆台形  (横 )U字状

規
　
模

関口部径 201× 55cm (不 明)× 19cm 300× 15cm

底 部 径 168× IIcm (不明)× 10cm 285× 10cm

深   さ 48cm 33cm 35cm

長 軸 方 向 N-17° 一E N-18° 一E N-15° 一E

埋 土
上部黒褐色と、中部ににぷい責褐色上が
最下層に粘性の強い黒色上が入る。

L部は晴欄色 L 中部～ ド部に無也
「
を台

んたにぶい資Xltt Lが 人る。「
位からVAI文

に肝深鉢の用冊破川(309)出 L。

上部～中部は黒褐色主主体。最下層に黒褐
色■を含んだにぶい貨掲色土が入る。

底 面 南南西方向に微傾斜。 南南西方向にややせ り上がる。 南南西端がせ り上がる。

分 類 A12 AⅢ 3 A13
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第27号陥し穴

L‐ 78700m

(第 13号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 暗禍色土プロックをまばらに含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 黒色上粒をまばらに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色上との混土。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色上粒をわずかに含

む。
6 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

(第 15号陥し床)
1 10YR3/3 黒褐色 シルト 黄褐色土プロックをわずかに合む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト 黒色粒を全体に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 ンルト 黄褐色土ブロックをまばらに含む。
4 10YR3/1 黒褐色 粘土質ンルト 黄褐色土との混上。
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黄褐色土プロックをまばらに合

む。

o          r60         2m

黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
黒色 シルト 黒禍色土との混土。

曇糧色 慈生醤シ尋や
粒た二∴豊藩笹皇建をごくゎずか含

む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色土粒をわずか

6 10YR4/3 に哀言姜褐色 黄褐色土と黒褐色土との混上。黄褐色上の
割合多い。

悪|18罵握 蟹覆目
色
 雑圭詈シ彬
～
 憂邑笙争豊藉笹上つ嘗ぅクをわ

ずかに含む。

融:i8ミ飛:俯  気増雹
黄
懇呈質ψt雫
シ
κよぃ晏糧琶圭経窪乞事オiに暮愁:

B― B― A

Å

ｏ

Ａ

。

第 16号陥し穴

B

B― B一 A

疎
ψ
郭
酔
″

踊

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

ＯＹＲ

伸
Ｌ
２
３
４

し‐78700m

Ａ

ｏ

B
L‐ 73700m

― B-8-A

図64 陥 し穴状遺橋 (5)

第27号
Hhし穴理■

遺  構  名 第 13号陥し穴 第 14号陥し穴 第 15号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況

重 複 関 係

弔27号 IfHし穴を本遺構が切つて t

る。
第 16号陥 し穴と重複。

形

　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 〈縦)台形  (横)V字状 (縦)台形  (横)U字状 〈縦)台形  (横)V字状

規

模

開口部径 420前後 X35cm 351× 40cm 195× 23cm

底 部 径 430X12cm 379× 30cm 206X14cm

深   さ 78cm 68cm 40cm

長 軸 方 向 N-77° 一W N-66° 一W N-82° 一E

埋 土
黒色主主体。南側に崩語土と思われる混土

が入る。最下層は粘性が強い。

上部に黒掲色土と貰褐色と。その下に黒協色とと

によい黄褐色上が交互に入る。最下層は具褐色上。

上部ににぶい黄褐色土。中部に黒褐色とが

入る。最下層は粘性の強い黒褐色土。

底 面 多少凸凹がある。 ほぼ平坦 平坦

分 類 A■ 2 AⅢ 3 AⅢ 2
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第 14号陥し穴

を     丞

(第 16号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 黒色粒を全体に含む、
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒色粒を全体に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 シルト 黄褐色土との混土。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色土との混上。
6 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
7 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色上プロックをまばらに含

む。

(第 17号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 黒色土プロックを全体に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土と黄禍色土との混上。

褐色上の割合多い。
3 10YR32 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに合

む。
5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒色土粒を全体に含む
6 10YR3/3 黒褐色 粘土質シルト 黒褐色土との混土。

Ao(⊆
亜 重

=≡

重 ⊃
)。 A

B

B-8生 ____引 A

AttB一  

『
_A

L‐ 78700m

黄

(第 18号陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色

らに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト

粘土質シル ト 黒褐色土プロックをまば

黄褐色上プロックをわずかに含む。

o        l:60        2m

図65 陥し穴状遺構 (6)

遺  構  名 第 16号陥し穴 第 17号 陥し穴 第 18号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重 第 14号陥し穴と重複。

形

　
状

平 面 形 濤状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形  (横)U字状 (縦 ) 台形 (横)U字状 (縦)台形  (横)U字状

規
　

模

開回部径 280× 24cm 318X35cm 250× 19cm

底 部 径 260X14cm 335× 27cm 255X13cm

深   さ 41cm 52cm 31cm

長 軸 方 向 N-4° 一E N-4° 一E N-14°  一E

埋 土
黒褐色主主体。にぶい黄褐色土を含む層が
交互に入る。

上下部は黒褐色上、にぶい黄褐色主主体だ力k
いずれの層も混土で境界がはっきりしなtち

にぶい黄褐色上の下に黒掲色とが入る。上
部が肖I平され中下部のみ残存?。

底 面 両端方向にややせ り上がる。 両端方向にややせ り上がる。 北北東方向に緩やかに傾斜。

分 類 A13 AⅢ 3 AⅢ 3
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し‐78800m

(第 19号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をまばらに合む。新規溝跡埋上。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色上プロックをまばらに含む。
4 10YR3/3 暗褐色 ンルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR4/4 褐色 シルト 黒褐色上小プロックをまばらに含む。
6 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色上粒をまばらに含む。
7 10YR3/4 暗褐色 粘上質シルト 黒褐色土小プロックをわずかに

含む。
8  10YR3/4

9 10YR4/3

10 10YR4/4

暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。 7
層より晴い。
にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含
む。

褐色 粘土質シルト 褐色土と黒褐色上との混土。

≦

B-8-A

し‐73700m
A          B            B― Å

ξ
21尋

専チ:)弓曇ャキき落官 稼こ曽5号阜チ鼻落を三急彗:標alと
な 10YR4/2炭姿褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまぽらに含む。

し‐78700m

(第 21号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト

む。

3 10YR5/3 にぶい黄禍色
ばらに含む。

4 10YR4/3 にぶい黄掲色
む。撹乱都?

にぶい黄褐色土との混土。

にぶい黄褐色土プロツクをまばらに含

粘土質ンル ト 黒褐色上小プロツクをま

粘上質シル ト 黒褐色上粒をわずかに含

0        ■60       2m

遺  構  名 第 19号陥し穴 第20号陥し穴 第21号陥 し穴

写 真 図 版

検 出 状 況

重 複 関 係

形

状

規
　
模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形  (横)V字状 (縦)台形  (横)U字状 (縦)不定形  (横 )V字状

開日部径 280X32cm 370× 29cm 280X33cm

底 部 径 272X15cm (不明)× 22cm 272X10cm

深   さ 55cm 29cm 45cm

長 軸 方 向 N-4°  一E N-9° 一E N― ,7° ―E

埋 土
上部は景色■及び黒協色と、中部は暗褐色土主

体。下部は具褐色土花を含むにぶい黄褐色土。

上部に黒色土。に乱墳褐色とをはさみ、最下層
に粘性の強い灰賞褐色tが入る。

上部黒褐色土、下部に黒褐色土地を含む。にぷい

貨褐色上が入る前者とを受けている可能性あり。

底 面 ほぼ平坦であったと思われる。 不 明 両端方向にややせ り上がる。

分 類 AⅡ 3 AⅣ 2

図66 陥し穴状這構 (7)
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Ｘ

瓜

。

A
な                な

ξ

2i髯

ュィ;1 畳魯色孝とと9身黒
雫魯言ζ皇:盲毯呈1准ぶぃ黄福

色上粒を含む。

し‐78800m
A― B― B― A

■W_揺

(第 25号陥し穴)
1  10YR2/1
2 10YR2/1
3 10YR2/1

4  10YR4/2
5  10YR4/2
6  10YR1 7/1
7  10YR2/1
8  10YR2/1

A
。A

。8

し‐78800m

A卜~~B― B― A

(第 23号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色土プロックをわずかに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒色土プロックをまばらに含む。
3 10YR2/1 黒色 シルト。
4 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト。 ・
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄掲色土との混土。
6 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土をまばらに合む。

℃ 攣 qq

OB

L‐ 78700m
A-8-8´ 引 A

Ａ

Ａ

。

L‐ 78800m
Aトーーーーー 8-B引 Å

(第 24号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。表

土?

2 10YRV3 暗禍色 シルト。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 暗赤褐色上プロックをわずか

に含む。
4 10YR3/2 黒褐色 ンルト 灰黄褐色土プロックをまばらに含む。
5 10YR2/3 黒褐色 シルト 褐色土粒をまばらに合む。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
7 10YR3/2 黒褐色 粘土賢シルト 黒色粒をまばらに含む。

黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
黒色 シルト にぶい黄褐色土粒含む。 1眉より暗い。
黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をこくわずか含む。 1
層より明るい。
灰黄褐色 粘土質ンルト 黒色プロックをまばらに含む。
灰黄褐色 粘土質シルト 黒色粒をまばらに含む。
黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をこくわずか含む。
黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色との混上。
黒色 粘土質ンルト 灰黄褐色土プロックをまばらに含
む。

0        ■60       2m
|

遺  構  名 第 22号陥し穴 第 23号陥し穴 第 24号陥し穴 第 25号陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形

状

平 面 形 溝状 長方形 長方形 長方形

断 面 形 (縦)台形  (横)U字 状 (縦)長方形  〈横)U字 状 (縦)逆台形  〈横)U字 状 (縦)長方形  (横)U字 状

規

　

模

開口部径 206X21cm 133× 55cm 154X55cm 178× 55cm

底 部 径 221× 16cm 130× 41cm 136X33cm 165X37cm

深   さ 58cm 45cm 65cm 68cm

長 軸 方 向 N-86° 一E N‐-70°  一 E N-89° 一E N-90° ―E

埋 上
上部は黒褐色と、中部に灰黄褐色土が入り
最下層に粘性の機い異色とが入る。

上部は累色土。中部はにぶい貰褐色と黒褐色土
との温土。下部に粘との強い黒欄色土が入る。

上部に黒褐色と、灰黄褐色土をはさみ下部
は黒褐色土が占める。最下層は粘性が強t、

上部は黒主主体。中部以下はにぶい資褐色
をはさみ黒褐色土が入っていたと思わ翼を
る。上部から深鉢の胴部破片(310)出 ■。

底 面 ほぼ平坦 ほぼ平坦 ほぼ平坦 配石有り。ねし穴を墓坑に転用したものか?ほぼ平担。

類分 AⅢ 3 CⅡ 3

図6フ 陥し穴状遺構 (8)
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A

0天

し‐78700m 。8

黒色 シル ト 暗褐色土粒をまばらに含む。
黒色 ンル ト 暗褐色土との混土。
暗褐色 ンル ト 黄褐色土プロックをまばらに含む。
灰黄褐色 粘土質ンル ト 黒褐色上プロックをわずかに
含む。

灰黄褐色 粘土質ンル ト 黄褐色上との混土。
黒褐色 粘土質ンル ト 黄褐色土との混土。
黄褐色 粘土質ンル ト 黒褐色土粒をまばらに含む。地
山崩落土。

AI――~~―――――― B          8-X
B―引 A

(第 26号陥し穴)
1  10YR2/1
2 10YR2/1

3  10YR2/1
4 10YR2/2

5  10YR4/3

黒色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに含む。
黒色 シルト 黒褐色土粒をとくわずかに含む。 1層 よ
り暗い。
黒色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに含む。
黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに含
む。
にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまば
らに合む。
黒褐色 シルト。
黒色 シルト。

(第 27号陥し穴)
1  10YR2/1
2  10YR2/1
3  10YR3/3
4 ЮYR守2

5  10YR4/2
6  10YR3/2
7  10YR5/6刀

洵

し呻政織

oA

L=78700m

AトーーB-8-引 A
西

(第 29号陥し穴)
注記なし

92緑魯′1言£
「
gをと13自彗:?与3そ二::3::i::i含

:|II寺尋矛: 3長岳婁者警
ト
シ抒↑
い
目悟gと争は§皇をど二掌争をζ

9 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土プロックを全体に含む。 0            1:60          2m

第 13号陥し穴埋土

遺  構  名 第 26号陥し穴 第 27号陥し穴 第 28号陥し穴 第 29号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検
重

本遺構が第 13号陥し穴に切られる。
本遺機の方が古い。

形
　
状

平 面 形 橋円形 橋円形 橋円形 橋円形

断 面 形 (縦)長方形 (横)U字 状 (縦)逆台形 ? (横 ) 不明 (縦 )逆台形  (横)U字 状 (縦)不定形  (横)U字 状

規
　

模

開日部径 171× 50cm 不明 195× 95cm 140× 58cm

底 部 径 148X41cm 不明 159× 65cm 120× 44cm

深    さ 62cm 52cm 48cm 39cm

長 軸 方 同 N-85・ ― E N-70° ―W前後 N-48° 一W N-25° ―E

埋 土
上部は黒色主主体。中部以下はにぶい黄褐色
土の下に黒掲色上が入ると思われる。

上部は黒楊色主主体。中部に灰寅掲色とと灰貰悟色を
はさみ。粘性の強い地山との温上が最下層に入る。

黒色と、黒掲色主主体。にぶい黄褐色土が

プロック状に入る。

底 面 平坦 不明 ほぼ平坦

分 類 B13 BI? BⅣ 3

図68 陥し穴状遺構 (9)
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<

(第 30号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト
2 10YR4β にぶい黄褐色
3 10YR1 7/1 黒色 ンルト

含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色
5 10YR5/3 にぶい貢褐色

む。

黒褐色土小プロックをまばらに含む。

シルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
にぶい黄褐色筒地プロックをわずかに

シルト 黒色土プロックをまばらに合む。
粘土質シルト 黒禍色土粒をまばらに含

L=78700m

軍
3!湧
資翻 黒色 シルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。

2 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色土粒をまばらに合む。

二:IB¥盈影:羅 捩R黄落笹
卜
粘重蟹9カ雫

を
貫宿色上粒をわず力■こ含む。

5 10YR守2 灰黄褐色 粘上質ンルト 黄褐色土との混上。
6 10YR3/2 黒褐色 シルト 黄褐色土プロックをまばらに含む。3層

より明るい。

看:I]¥晨なチ: 矮藩橿
色粘竺善夢χイト黒霧琶呈走誓色守五学妖唐暮と。

粘性強い。

し‐78700m

第21弓

陥じ穴

図69 陥し穴状遺橋(10)

し‐78700m
Aトー B― B―引A

(第 32号陥し穴)
l ЮYR2/1 黒色 ンルト。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 ンルト 灰黄褐色土との混土。色調は地

山に似る。
3 10YR1 7/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄禍色上粒をまばらに含む。
5 10YR3/1 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。4

層に似る。

6 10YR3/2 黒褐色 シルト 灰黄褐色土粒をまばらに含む。

0         1:60        2m

<

L‐ 78700m

遺  構  名 第30号陥し穴 第31号陥し穴 第32号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

形
　

状

平 面 形 橋円形 楕円形 橋円形

断 面 形 (縦)逆台形 ? (横 ) U字状 (縦 )逆台形  (横)U字状 ? (縦)不定形  (校)U字状

規
　
模

開日部径 200cm前 後×70cm前後 155X103cm 155X102cm

底 部 径 180cm前後 X60cm前後 100× 67cm 139× 48cm

深   さ 22cm 50cm 53cm

長 軸 方 向 N-12° 一E N-1° 一E N-48°  一E

埋 土
上下層ともに黒色土とにぶい貰褐色■との混
土。下層はにぶい責褐色ととの割合が多い。

上部黒色と、中部に乱Ⅲ黄悟色上主体、最下層の

粘性の強い晴褐色とが入る。

上部は黒趾 とにぷい黄褐色土。中部から下部
にかけては黒褐色主主体。

底 面

`ま

ぽ平埋 ? ほぼ平坦 平坦

分 類 BIV3
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／

颯

黒色  ンル ト にぶい黄褐色土粒 をまばらに含 む。
にぶ い黄褐色  粘土質 ンル ト 黒色上 プロ ックをわずかに
含む。
にぶい糞褐色  粘土質 ンル ト 黒色上 プロ ックを含む。 2
層 よ り暗い。
にぶい黄褐色  粘上質 ンル ト 黒色粒 をこ くわずか含む。
黒褐色  粘土質 シル ト。
にぶい黄褐色  粘上質シル ト 黄褐色上 プロックを全体 に
含む。
にぶ い黄褐色  粘土質 ンル ト 黄褐色土プロック。
にぶ い黄褐色  粘上質シル ト 黄褐色上粒 をわずかに含む。
にぶ い黄褐色  粘土質シル ト 黄褐色土プロ ックをわずか
に含む。
にぶい黄褐色  粘上質 シル ト 黄褐色上プロ ックをわずか
に含む。

⊆ 重 重 ≧
筆 )。

瓜

し‐78700m
Aトーーー8-3-― →A

7-注記なし

(第 35号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 黒色土粒をわずかに合む。
3 10YR3/2 黒褐色 ンルト 黄褐色土プロックをまはらに合む。
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 黄褐色上プロックをわずかに含む。
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含

む。
6 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒褐色土との混土。

図70 陥し穴状遺構 (11)

L‐ 78700m

―

B-3-A

(第 34号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 黄褐色上プロックをまばらに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含

む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土粒をわずかに含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黄褐色土と黒褐色土との

混上。
5 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 地山崩落上?

第 3号土坑

L‐ 78500m

L‐ 78700m

(第 33号 陥じ京)
1  10YR2/1
2  10YR5/3

3  10YR473

4 10YR5/3
5  10YR2/3
6  10YR4/3

7 10γ R5/4
8 10YR5/3
9 10YR4/3

10 10YR4/3

(第 36号陥し穴)
1 10YR3/4 暗褐色 ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。

Oκ

B― B―引 A

0         ■60       2m

遺  構  名 第33号陥し穴 第34号陥し穴 第35号陥し穴 第36号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 30号 土坑 と重複。本遺構の方が
古い。

形
　
状

平 面 形 楯円形 長方形 楕円形 濤状

断 面 形 (縦)逆台形 (横 )U字 状 (縦)長方形  (横 )U字状 (縦)長方形  (横)皿形 (縦)長方形  (横)V字状

規
　
模

開口部径 185× 72cm 156× 45cm 148X62cm (不明)X33cm

底 部 径 168× 44cm 140× 35cm 124X38cm (不明)× 21cm

深    さ 57cm 61cm 50cm 68cm

長 軸 方 向 N-67° 一E N-71・  ―E N-37° ―E N-48° ―W

埋 土
上部黒色土プロックを含むにぶい蓑褐色と。中
部に黒褐色とが入り、下部はにぷい蓑褐色土。

上部は黒色上、下部に行くに従つてにぶい責掲色
上の群合が増える。

黒褐色主主体。下部の層は粘性が強t、 上部が第3号■坑に切られ、最下層の暗掲色
上のみ記録に残る。

底 面 ほぼ平坦 平坦 逆茂本痕と思われる副穴2個両端に有する 平 坦

分 類 C13 A■ 2
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L=78800m
A― B― B

し‐78600m

第41号陥し穴 (第 37号陥し穴)
1  10YR4/3
2 10YR3/3

3  10YR3/4

にぶい黄褐色 ンルト 褐色土 黒褐色土との混上。
暗褐色 粘土質ンル ト 褐色土 黒褐色土との混土。
者の割合多い。

暗褐色 ンル ト 褐色上プロックをまばらに含む。

後

≦

。AA。

(第 38号 陥し穴)
1  10YR3/2

第36号陥し穴      D

A諄電呻 ぼ    A

OB

B― B一 A

図71 陥し穴状遺構 (12)

ξ
31尋

絨惰雷亀色 慈室醤5掃二蓬そ量≒畜をヨこ:♭ BI子かに
含む。

4 10YR3/1 黒褐色 粘土ンルト にぶい黄褐色上プロックをまばらに

S10YR4/2良 宴指色 粘土質ンルト にぶい黄橙プロックをわずかに

6 10YR5/3 倉雲iヽ黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをわずか
に含む。

専:|‖4ヒ冷 ξ§得ヨ号言
・
9ごζとと3i言g阜魯こぞ:gBⅢ

含む。

黒褐色 シル ト 黄褐色土小プロックをまばらに含
む。

黒褐色 シル ト にぶい黄褐色上粒をまばらに合む。
黒褐色 シル ト にぶい黄褐色土プロックをまばら
に含む。

黄褐色上 ンル ト 黄褐色上プロック。
灰黄褐色 粘上質シル ト 地山崩落土 ?
黒褐色 粘土質シル ト 黄褐色土との混上。

o        l:60        2m

10YR3/1
10YR3/2

10YR5/6
10YRS/2
10YR3/2

適 構 名 第37号陥し穴 第38号陥し穴 第39号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複
検
重

南東端を第 41号 陥 し穴 に切 られ
る。第40号陥し穴を切る。

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形 ? (横 )V字状 (縦)逆台形  (横)V字状 (縦)逆台形  (横)V字状

規
　

模

開口部径 (不 明)X38cm 458X30cm (不明)X28cm

底 部 径 (不 明)X25cm 431X9cm (不 明)× 9cm

深    さ 54cm 68cm 72cm

長 軸 方 向 N-57° 一W N-7° 一E N-8° 一E

埋 土
上部は褐色土 黒褐色主主体の混土。3層は下
部だわk粘性はそれほど強くない。

黒褐色土主体。貰褐色とをプロック状 紅状に
含む。

員得色とと責掲色土が上部から下部にかけて交

互に入る撮下層は粘性がさほど強くない黒色土。

底 面 ほぼ平坦 両瑞方向にせ り上がる。 北側がやや下がる。

分 類 A12 A12 A12
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第37号陥し穴

L‐78600m

B                 (第 40号陥し穴)
1  10YR2/2
2 10YR5/3

B― B― A   3 ЮYR4/3

10YR5/6
10YR3/2

。 A

図フ2 陥し穴状週構 (13)

黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに合む。
にぶい黄褐色 粘上質ンル ト 黒褐色土粒をわずかに合む。
にぶい黄褐色 粘上質ンル ト 黒色上プロックをわずかに
含む。

黄褐色 粘土質ンル ト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
黒褐色 粘土質ンル ト 黄褐色土小プロックをまばらに含
む。

し=78500m
Aトーーーーーーーーーーーー B_B一 引A

(第 41号陥し穴)
1 10YR7/3 にぶい貢橙色 粘土質ンルト 撹乱か?
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上小プロックをわ

ずかに含む。
3 10YR3/1 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土との混上。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土との混上。
5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 灰黄褐色上粒をわずかに

含む。
ЮYR5/2 灰黄褐色 粘上質ンルト 黒色粒をまばらに含む。
10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト 黄褐色土との混上。

第40号陥し穴

A

OB

L=78600m
Aトーーーーーーーーーー B-3-A 蚕

4i民

為シa)§§ョ茜重
笹を主醤01,幕梱量著百量シ含;夢彗ζl:]を

°

4 注記無 し

0        ●60        2m

遺  構  名 第 40号陥 し穴 第 41号陥し穴 第 42号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重 第 37号陥し穴に北部を切られる。

形

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形  (横 )V字状 (縦)長方形  (横)U字 状 (縦 )逆台形  (横 )U字 状

規

　
模

開日部径 (不 明)X41cm 206× 28cm (不 明)× 25cm

底 部 径 (不 明)X17cm 189X18cm (不明 )× 20cm

深   さ 53cm 52cm 57cm

長 軸 方 向 N― ― E N-17° ― E N-31° 一 E

埋 土
上部に黒褐色と、中部ににぶい寅褐色土が入
る。最下層は竹性の強い黒褐色と。

上部に黒褐色と、中部には厚めに貰褐色上が入
る。最下層は粘性の強い黒褐色土。

上部に景褐色と、最下層には黒色土または黒裾
色土が入っていたと思われる。。

底 面 逆茂本痕と思われる副穴 1個有す 多少凸凹がある。 ほぼ平坦。

類分 A12 AⅡ3 A13

-118-



Ａ

ｏ

(第 43号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色上粒をまばらに含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黄褐色土プロックまばらに合む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黄褐色土ブロックを含む。2層

より暗い。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 褐色上粒をわずかに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
6 10YR3″  黒褐色 ンルト 褐色上粒をわずかに含む。

A型 8- 
『

―

A

o8
し‐78700m

Aトーーーー B-3-A

Ao 。 A

A      B一   
『 ―

A

。A
(第 44号陥し穴)
1  10YR1 7/1
2 10YR1 7/1
3 10YR2/1
4  10YR4/3

5 10YR3″
6 10YR5/2
7 10YR2/1

黒色 シルト。
黒色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに合む。
黒色 ンルト 黄褐色土プロックをこくわずか合む。
にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色土プロックをまばらに
含む。

黒禍色 ンルト 黒色上との混上。
灰黄褐色 粘土質ンルト 黒色粒をまばらに含む。
黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色上との混土。

黒褐色 シル ト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
黒褐色 ンル ト 黄褐色土プロックをまばらに合む。
黒渇色 シル ト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 黒褐色土プロックを全体に
含む。

(第 45号 IffEし 穴)
1  10YR2/2
2  10YR3/2
3 10YR3/2
4 10YR4/3

0        ■60        2m

図73 陥し穴状週橋 (14)

遺  構  名 第43号陥し穴 第44号陥し穴 第45号陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状
関

出
複

検
重

形

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形  (横)V字状 (縦)逆台形  (横)V字状 (縦)逆台形  (横 )V字状

規
　

模

開口部径 194× 28cm 182× 38cm 295× 25cm

底 部 径 221× 16cm 162X14cm 268X13cm

深   さ 61cm 62cm 44cm

長 軸 方 向 N-18° 一E N-87・ ―W N-22° 一E

埋 土
上部黒褐色と、中部は黄褐色土と暗褐色との

豆層。最下層は粘性がさほど強くない。

上部は黒色主主体。中部に灰賞褐色土が入り、最
下層に粘性の強い具色とと貨褐色上の混と入る。

上部は黒褐色土、中部は暗褐色主主体。最下層
に粘性の強いにぷい貰褐色土力i入る。

底 面 ほぼ平坦 平坦 ほば平坦

分 類 AⅢ 2 A12 A12
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A牛 ~ぼ ~ズ

A    8-J一 A

陥霧
ヽ
ヽ
ヽ
、
、

第

　

Ａ

Ao

第53号陥し

L‐73800m
AI-8-B~A

(第 46号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色土との混土。にぶい黄褐色土プロック

含む。
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色粒をまばらに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をこくわずか含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄福色土との混上。
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色上プロックをまばらに合む。
6 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト 黄褐色上小プロックをまばらに合む。

(第 47号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 黒色土プロックをまばらに含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまばらに

含む。わずかに砂粒含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト 黒色上プロック、黄褐色土プロック

含む。

(第 48号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ン,レト にぶい黄褐色上プロックをわずかに含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒色土プロックをわずかに合む。
3 10YR1 7/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をごくわずか含む。

0         ■60        2m

図フ4 陥し穴状週構(15)

遺  構  名 第46号陥し穴 第47号陥し穴 第48号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 53号 、第57号 、第 58号 、第 59
号、陥し穴と重複。

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形  (横)V字状 (縦 )台形  (横)V字双 (縦)逆台形  (横)W字状

規

　
模

開回部径 292X33cm 300cm前後×24cm 280cm前 後 X43cm

底 部 径 279× 12cm 300cm前 後×7cm 267X9cm

深   さ 58cm 60cm 79cm

長 軸 方 向 N-26° 一E N-30° ―E N-21°  一E

埋 土
上部は黒色上。中部は黒褐色土主体。最下

層に粘性の強い黒色とが入る。

上部は黒色上、黒掲色土主体。にぶい黄褐
色土をはさみ、最下層に黒褐色とが入る。

上部黒褐色と、灰黄褐色土をはさみ最下層
は粘性の強い黒色土。

底 面 平坦 南西側にせ り上がる。 ほぼ平坦。

分 類 A12 AⅢ2
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ξ
413角

▼:)昌電魯 軍と宮y号早
土
嘗ζ魯室ぞ:ξ急:己彗とF宮虐&

り暗い。

し‐78700m
A― B-8-A

(第 50号陥し穴)
1 10YR2/1 黒褐色 シルト にぶい黄褐色上粒をわずかに含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土プロックをわずかに合む。
4 10YRV3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに合む。
5 10YR2/1 黒色 粘土買ンルトにぶい黄褐色土粒をまばらに合む。地山層?

≦

OB

A牛 8-  
『 ―

天

(第 51号陥し穴)
1  10YR2/1
2 10YR2/1
3  10YR4/3
4  10YR4/3
5 10YR3/2
6 10YR3/2
7 10YR3/1
8  10YR3/1

9  10YR4/3
Ю 10YR3/2
■ 10YR2/1
12 10YR4/3
13 10YR2/1

黒色 シル ト
黒色 シル ト
にぶい黄褐色

にぶい黄褐色

黒褐色 ンルト
黒褐色 ンル ト
黒褐色 ンルト
黒褐色 ンル ト
るい。

にぶい黄褐色

黒褐色 シル ト
黒色 シル ト
にぶい黄褐色

黒色 ンル ト

暗褐色上プロックを25%～ 30%含む。
暗褐色土プロックを10%程度含む。
シルト 黒褐色土プロックをわずかに含む。
シルト 黒褐色上プロックをまばらに含む。
にぶい黄褐色土粒を若干含む。

黒褐色上粒を若千含む。

灰黄褐色土粒をわずかに含む。

灰黄褐色土粒をまばらに含む。 7層 より明

ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
10YR3/1黒 褐色土との混土。
にぶい黄褐色上を若干含む。

粘上質シルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
黒褐色土小プロックをまばらに含む。

0        
「
60        2m

図75 陥し穴状遺構 (16)

遺  構  名 第 49号陥し穴 第 50号陥し穴 第 51号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重 第 52号陥 し穴を切る。

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)長方形  (横 )V字峡 (縦)台形 ? (棋 )V字状 (縦)不定形  (横 )V字状

規

　
模

開口部径 304× 43cm 241× 27cm 246X38cm

底 部 径 290× 7cm 233× 13cm 267× 17cm

深    さ 57cm 65cm 62cm

長 軸 方 向 N-9° 一E N― ― E N-7° ― E

埋 土 黒褐色土主体下層は粘性が強い。
上部は黒色主主体。灰黄褐色上をはさみ粘

性の強い黒褐色上が最下層にはいる。

上部は黒色上、中部は黒褐色主主体。にぶ
い黄掲色上をはさみ最下層に黒色上が入る。

底 面 南端へ傾斜 し下がる。 ほぼ平坦。 平坦。

分 類 A■ 2 AⅢ 2 AⅣ 2
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oA

第47

Aド三坐型聖ヒ__B_げ _A 卜785110n
本卜‐0

翻騒爛訛謹。
hや YR3/2ラ

響岳七植手
要シルト 暴色土との混上。索指韓 プロッ

2 10YR3/1 黒褥色 粘上質シルト。
3 10YR4/2 にぶい薫褐色 粘上質|シルト 慕褐色熱 をわずかに合む|

殖山
'

′   OB´

Aμ望生型堕生一―――___‖ A

管 t離 深 黒色 シルト 綿 L■との遺 。
2.10YR3/2黒褐色 ンルト 10YR3/1黒褥色土と分混上。.
3 10YR3/2 黒褐色 粘■策シルト 10YR3/1暴縛色土プロッタを

合む。

陣SS号陥し対
注鑑なし。RD15に切ら益て|】る。

O         16t1       2m
i

遺 構  名 第52号陥し穴 第53号賄し穴 第54号陥し穴 第

“

号陥し穴

孝 真 図 版 63 63

督壌蟄深 第49号陥し穴
に切られる。 ヨ&二子撃姜4七柱ま寺す1'持:と鑽。 第54号陥し穴に引

`部

を切られる。

形

状

平 面 形 濤状 餓 長方形 稿円形

断 面 形 (縦 )逆台形 は )V学状 (trl不定形  (櫛 V字状 lal逆台形 llel」字状 鶴 )長方形 ? は )不明

親

懐

開日部径 272X39cm 141X21cm 148×55m 130X87cn

底 部 径 261X16cm 132× 10cm 120来28cn 120cm前後x38cm

深   さ 66●m 49cm 77cm 30cm

長 軸 方 向 N工 7♂
―
―W N-7ド ーW N-74・ ―E N-16° ―E

埋 土
七盤 蒋
t・ 櫛` 齢 肋 韓 康ヽ 獨 下部の粘性の碑 1黒撮色上のみ残

―
税

熾 鑢 織 1.「

‐T都1騨韓 。郎

底 面 東側正 醐 穂 。 北西側がやや下がる。 平壇 不明

分 類 A12 AV2 C13 不明

図76 陥し穴状遺橋 (17)

-122-



廃X
乱

第48号陥し穴

第47号陥し穴

L‐ 78700m

(第 56号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をプロック状に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 黒褐色上プロックをまばらに合む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黄褐色土プロックをまばら

に含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色土と黄褐色土と

の混土。

第 48号陥し穴埋土

色
　
　
ｏ

褐

色

む

黒

黒

含

(第 58号陥し穴)
1  10YR4/2
2  10YR4/3
3  10YR3/1

4 10YR4/2

5 10YR3/2
6 10YR5//2
7  10YR4/2

(第 59号陥し穴)
1  10YR2/1
2  10YR2/1
3  10YR4/2
4  10YR3/1
5  10YR3/2
6 10YR3/2
7 10YR2/1

8  10YR3/2

灰黄褐色 シル ト 黒褐色上小プロックをわずかに合む。
にぶい黄褐色 粘土質シル ト 黒色上をわずかに合む。
黒褐色 シルト 灰黄褐色上プロック小プロックをわず
かに含む。
灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをわずかに
合む。
黒褐色 粘土質シルト 黒色上をわずかに含む。
灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をこくわずか含む。

A                  A

(第 57号陥し穴)
1  10YR2/2
2 10YR2/1

ンル ト 黒色上プロックをまばらに含む。
ンル ト にぶい黄褐色土プロックをわずかに

L‐ 78800m

黒色 ンル ト 黒褐色土プロックをまばらに合む。
黒色 ンル ト 黒褐色土プロックをまばらに合む。
灰黄褐色 粘土質シル ト 黄褐色土プロック。黒褐色土合む。
黒褐色 粘上質シルト 暗褐色上わずかに含む。
黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土まばらに含む。
黒褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをわずかに含む。
黒色 粘土質シルト 黒褐色土プロックまばら。2層 に
似る。
黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をごくわずか含
む。

0        160       2m

遺  構  名 第56号陥し穴 第57号陥し穴 第58号陥 し穴 第59号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重
第52号陥し穴に切られる。 第53号陥し穴を切る。 第48号陥し穴に切られる。 第48号陥し穴に切られる。

形

状

平 面 形 惰円形 不明 柏円形 楕円形

断 面 形 (縦 )長方形 ?(横 )Y字状 不明 (縦)長方形  (横 )V字状 (縦)逆台形  (横)V字状

規
　

模

開日部径 H2X60cm前 後 H Ocm前後×〈不明 ) 121× 55cm前後 149× 92cm

底 部 径 53× 16cm 100cm前後 X(不明 ) 108× 25cm 140cm前後×41cm

深    さ 76cm 22cm 67cm 46cm

長 軸 方 向 N-69° 一W N-15° 一E N-82° ―E N-71・ ―W

埋 土
上部は景色と、累褐色主主体。中部～下部に入るに

従つて貫4B色上の割合わ1増える。最下層は粘性強。
黒色主体。、下部のみ残存か? 上部は黒樗色主主体。中灘～下部は灰貫褐包上主体。

下穏にはいるに従つて灰賞褐色上の前含力増える。

上部は黒色土主体。下部はレンズ状に黒褐
色土が入る。

底 面 面端がせ り上がる。 不明 西側がやや上がる。 底面に配石有 り。

分 類 土坑の可能性 もある。 B12

図フ7 陥し穴状遺構 (18)
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込
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と‐78700m
Aトー B― B―引 A

〈第60号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR2/1 黒色 ンルト 黒褐色土との混上。
4 10YR3/2 黒褐色 ンルト 10YR3/1黒褐色土との混土。
5 10YR3/1 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。2

層に似る。

Ａ

ｏ

10YRV2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土との混上。
ЮYRV2 黒褐色 粘上質シルト 黒色土 砂粒がわずかに混入。
10YR3/3 暗褐色 粘土買ンルト 暗褐色土粒をわずかに含む。

Ａ

ｏ

AttB-8     Å

(第 62号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色上をごくわずか含む。
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土との混土。
3 ЮYR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
4 ЮYR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色との混上。

L幸 78500mA― B-8-A

(第 61号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土プロックをわずかに合む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト 褐色上プロックをまばらに含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
4 10YRν2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色土粒をわずかに含む。

ホリスギ
。8

AttB― ビ

ー

A

(第 63号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい責褐色上プロックをまばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 褐色土と黄褐色土との混土。
4 10YR2/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土粒をごくわずか含

む。

o            l:60           2m
|

Ａ

ｏ

週 橋 名 第60号陥し穴 第61号陥し穴 第62号陥し穴 第63号陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重 複武炉と重複。本遺構の方が古い。 複式炉 と重複。本遺構の方が古い。

形
　

状

平 面 形 情円形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)長方形 (布飛) U字状 (縦 )長方形  (横)V字状 (縦)台形  (横)V字状 (縦 )不 明  (横)V字状

規

　
模

開日部径 151× 61cm 223× 28cm 263× 28m 240cm前後×41cm

底 部 径 131X37cm 203X14cm 261× 13cm 220cm前後 X16cm

深   さ 65cm 60cm 61cm 76cm

長 軸 方 向 N-66° 一E N-19° 一E N-18° 一E N-29° ―E

埋 土
上部黒色主主体。中～下部は黒褐色主主体。
粘性は徐々に強くなる。

上部は黒色土主体。中～下部は粘性の強い

黒褐色土と暗褐色とが互層を為している。

L部は黒色■主体。中～下部は粘性の強い

黒掲色主主体。

上部は具褐色土主体。中部ににぶい黄褐色土
が入り、最下層に粘性の強い黒褐色上が入る。

底 面 平坦 ほぼ平坦 両端にせり上がる。 凸凹がある。

分 類 B13 AⅡ 2 AⅢ 3 不明

図フ8 陥し穴状遺橋 (19)
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L‐ 78500m
B

B-8-A

3-B・
―
A

(第64号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト
2 10YR3/1 黒褐色 シルト
3 10YR3/2 黒褐色 シルト
4 10YR4/3 にぶい黄褐色
5 10YRS/3 にぶい黄褐色

にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
にぶい黄褐色土粒をわずかに合む。
にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
粘土質シルト 黒褐色土と黄褐色土との混土。
シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。

L‐78700m
Aトー

Ao 第65号陥し穴

L‐ 78700m

(第 65号陥し穴)
断面注記なし

(第 66号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色上との混土。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
4 10YR3/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色上との混上。
5 断面注記なし

0        1:60        2m

図フ9 陥し穴状週橋 (20)

第64号陥し穴

道  構  名 第 64号陥し穴 第 65号陥し穴 第 66号陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 65号陥し穴と重複。 第 64号陥 し穴と重複。

形

状

平 面 形 溝状 濤状 橋円形

断 面 形 (縦)不定形  (横)V字状 (縦)逆台形  (横 )V字状 (縦)逆台形 ? (横 )U字 状

規

　
模

開口部径 328X44cm (不明)X27cm (不明)× 62cm

底 部 径 331× 18cm (不明)X13cm (不明)X54cm

深   さ 81cm 79cm 58cm

長 軸 方 向 N-22° ― E N-88° 一 E N-87° 一 E

埋 土
上部黒色と、中部黒褐色主主体。最下層に粘性
の強い黒褐色■と貫褐色上の混土が入る。

上部黒色土。下部は粘性の強い黒褐色主主
体。

底 面 南西側にややせ り上がる。 ほぼ平埋。 平坦。

類分 AIV2 A12 B13
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Ａ

。

Ａ

ｏ

し‐78500m
Aトーーー~-8-3

A“ 8-  
『

引 A

(第 67号陥し穴)
1 10Y贈 /1 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土プロックを全体に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をごくわずかに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土との混土。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土プロックをまばら

に含む。
5 10YR3/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄禍色上をわずか。砂粒をわ

ずかに混入。

与
6:ξ

:ぢ:)]g亀鼻:gaヨ▼″査:ξど:二g三:与そ:ξξiをと
る。

A“ B― ぼ

―

天

(第 69号陥し穴)
l ЮYR2/3 黒褐色
2 10YR3/2 黒褐色
3 10YR4/2 灰黄褐色

t・ 。

4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 10YR5/3に ぶい黄褐色上プ
ロックを含む。

5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばら
に含む。

6 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒色上プロックをまばらに含む。

シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに合む。
ンルト にぶい黄褐色上プロックをまばらに含む。
粘土質ンルト 黒褐色土プロックをわずかに含

0         1:60       2m

図80 陥し穴状遺構 (21)

遺  構  名 第67号陥し穴 第68号陥し穴 第69号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状
関

出
複

検
重

第3号住居跡床面から検出

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形  (横)V字状 (縦 )不定形  (横 )U字状 (縦)逆台形  (横)U字状

規
　

模

開日部径 267× 39cm 221× 24cm 211× 35cm

底 部 径 239× 9cm 223X14cm 195× 25m

深   さ 60cm 48cm 58cm

長 軸 方 向 N-33° 一E N-23° 一E N-34° ―E

埋 土
上部は黒褐色主主体。中部に灰貨褐色上をは

さみ、最下層に粘性の強い黄褐色とが入る。

上部は鼻掲色主主体。中部は灰貢褐色土。

下部は粘性の強い黒色土。

上部は黒褐色土主体。中～下都は灰貴褐色と、にホ

い費褐色主主体。最下層は黒色とプロック入る。

底 面 ほぼ平坦 両端にせ り上がる。 北東側にせ り上がる。

分 類 AⅣ 3 A13
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AttB_ぼ

一

A

8-B 
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A
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OB

A鼻 8-  
『

一

A

(第 70号陥し穴)
1  10YR2/2
2  10YR守 2
3  10YR3/2
4 10YR5/3

5 10YR3/2
6 10YR5/2
7  10YR6/3

黒褐色 ンル ト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
灰黄褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
黒褐色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色土粒を全体に合む。
にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 黒褐色土プロックをまばらに
含む。

黒褐色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色土との混上。
灰黄褐色 粘上質ンル ト 黒褐色土粒をごくわずか含む。
にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土小ブロックをまばら
に含む。

(第 71号 陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色プロックをわずかに合む。
2 10YR73 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色小プロックをまばらに

含む。
10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに

含む。
10YR6/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに合む。
10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上プロックをまばらに

含む。

(第 72号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 黒褐色土プロックをわずかに合む。
2 10YR3/1 黒褐色 ンルト にぶい貢褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
4 10YR3/1 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロック含む。2層

に似る。

o           l:60         2m

図81 陥し穴状遺構 (22)

第 3号住居跡

遺  構  名 第70号陥し穴 第71号陥 し穴 第72号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重
第3号住居跡床面から検出 第3号住居跡床面から検出

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 濡状

断 面 形 (縦)逆台形 (横 ) U字状 (縦)台形  (横)V字状 (縦)長方形 (横)V字状

規
　
模

開日部径 200cm前 後 X30cm 268× 26cm 272× 25cm
底 部 径 172X12cm 275× 9cm 259× 9cm
深   さ 47cm 52cm 96cm

長 軸 方 向 N-44°  ―E N― ドーW N-79°  一E

埋 土
上～中部黒褐色主主体。最下層は粘性の強
い黒褐色■混しりのにぶい黄褐色i。

黒褐色土とにぶい黄褐色上 にぶい黄橙色土
が互層を成す。全体に粘性が強い。

上部黒色と、黒褐色主主体。灰黄褐色上をはさ
んで、最下層に粘性の強い黒褐色■力i入る。

底 面 全体に凸凹がある。 両端にややせ り上がる。 ほば平坦。

分 類 A13 AⅢ 2
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(第 73号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR3/1黒 褐色土との混土。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘上質シルト 黒褐色上との混土。にぶい黄褐色

土粒を含む。
10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
10YR4/1 褐灰色 粘土質ンルト 褐色土プロックを含む。汚水により

変色している。

(第 74号陥し穴)
1 10YR3/1 黒褐色 ンルト 黒褐色上プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 灰黄褐色土との混上。
3 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト にぶい黄禍色土プロックをまばらに含

む。

(第 75号陥し穴)
1 10YR1 7/1 黒色 シルト 黒褐色土との混土。
2 10YR3/1 黒褐色 粘土質ンルト 灰黄褐色土との混上。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 灰黄褐色土小ブロックをわずかに含

む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 明褐色土粒をまばらに含む。
6 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒色土プロックを全体に含む。

L‐78600m
Aトーーーーー 3

―

B― A

X
ち          ,1

卜     B― ぼ

一

A

:   丞

肺      み A

L‐78800m
Aトーーーーーーーーー B-8-A

0        1:60        2m

陥し穴状遺橋 (23)

遺  構  名 第73号陥し穴 第74号陥 し穴 第75号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

複式炉 と重複。本遠構の方が吉い。

形

状

平 面 形 溝状 溝状 濤状

断 面 形 (縦)長方形  (横)V字状 (縦)台形  (横 )V字状 (縦 )不定形  (横)V字状

規
　

模

開日都径 227X34cm 242× 21cm 269× 41cm

底 部 径 215× 15cm 256X8cm 285X IIcm

深   さ 59cm 62cm 67cm

長 軸 方 向 N-55° 一E N-79° 一W N-19° 一E

埋 土
上部は黒褐色土、中部は灰貰掲色上。最下層は

黒褐色上であったと思われるrJl変色している。

上～申部は黒掲色土。最下層は粘性の強い

景色上。

と都は黒色土。中部は黒傷色土とにぷい衰褐色

上が新層的に層を成す。最下層は粘性が強い。

底 面 段差があり北西側が下がる。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

分 類 AⅡ 2 AⅢ 2 AⅣ 2

図82
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し‐78500m

を電に重三重重≧三≡三≡≡長≡≧主≡≡三褒
め ざ

OB

―

B           A

む                             を
B

L‐ 78800m
l-8_8

L‐ 78800m
AトーーーーーーーーーB― B― A

A

図83 陥し穴状遺構 (24)

(第 76号陥し穴)
1 10YR3/1 黒褐色 ンルト。
2 10YR4/r2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上との混土。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 灰黄褐色土との混上。
4 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 灰褐色土粒をまばらに合む。
5 10YRS/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をごくわずか含む。

(第 77号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに合む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト 黒色土プロックをわずかに含む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
5 10YR2/1 黒色 粘上質ンルト にぶい黄褐色上粒をまばらに含む。

黒色 シルト 黒褐色土との混上。
暗褐色 シルト 黒褐色土小プロックをわずかに含む。
黒褐色 粘土質シルト 黒色土小プロックをまばらに含む。
灰黄褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上プロックをまばら
に含む。
黒褐色 粘土質ンルト 灰黄褐色土プロックをまばらに含む。
黒褐色 粘土質ンルト 灰黄褐色上粒をわずかに含む。
にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをわずかに
含む。
にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをわずかに
含む。地山か?

0         1:60       2m
|

ス

Ａ

。
(第 78号陥し穴)
1 10YR2/1
2 10YR3/3
3  10YR3/2
4 10YR4/2

5  10YR3/1
6  10YR3/1
7 10YM/3

8 10YR5/3
第79号 陥し穴

遺  構  名 第76号陥し京 第77号陥し穴 第78号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

第79号陥 し穴 とは距離が近いが重
複はしていない。 (壁が崩落 )

形

　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦 )台形 (横)V字状 (縦)不定形  (横 )V字状 (縦 )長方形  (横)V字状

規

模

開日部径 379X43cm 270× 41cm 224X42cm

底 部 径 366X16cm 251X13cm 214× 17cm

深   さ 70cm 78cm 51cm

長 軸 方 向 N-74° 一E N-33° 一E N-85° ―E

埋 土
上部は黒褐色土。中部～下部に灰 にぷい黄
掲色土DI入 り、最下層は粘性の強い黒色土。

黒色土 黒掲色と灰黄褐色と にぶい責褐色
とが互層を成す。全体的に粘性が強い。

上部は黒色上、中部は黒褐色と主体。最下
層にあまり締まりのない灰黄褐色上が入る。

底 面 両端に同かってせ り上がる。 平埋。 中央部が盛 り上がる。

分 類 AⅢ 2 A3V2 A12
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(第 79号陥し穴)
1  10YR2/1
2  10YR2/1
3 10YR3/2

4 10YR3/2

5  10YR3/1

黒色 シルト 黒褐色土との混上。
黒色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色上プロックをまばらに含む。
黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに合
む。

黒禍色 粘上質ンルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに含
む。
黒禍色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

(第 80号陥し穴)
1  10YR3/1
2 10YR4/3
3  10YR3/2

4 10YR4/3

5 10YR3/2

図84 陥し穴状遺構 (25)

覆景R黄褐色 シ好ギ
い

重橿琶圭夢Eし 多をま書省に魯憲:

黒褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色土プロックをわずかに
含む。

にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上プロックをまばらに
含む。

黒褐色 粘土買シル ト にぶい黄褐色土との混上。

o        l:60       2m

(第 81号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに

含む。

3 10YR5/3 にぶい黄禍色 粘土質ンルト 黒褐色上との混土。
4 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト にぶい貫褐色土との混土。
5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒を全体に含む。

遺  構  名 第79号陥し穴 第30号焔 し穴 第81号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 78号 陥 し穴 とは重複 していな
い。 (壁が崩落 )

形

状

平 面 形 濤状 溝状 濤状

断 面 形 (縦)台形 (検)V字状 (縦)台形  (横)W字状 (縦)台形  (被 )W字状

規

　
模

開日部径 230× 25cm 199× 24cm (不明)× 27cm

底 部 径 239X9cm 218X10cm 185X12cm

深   さ 60cm 50cm 56cm

長 軸 方 向 N-3° ―E N-38° ―E N-34° 一E

埋 土
上部は黒色土。中～下部に灰 黒褐色主主体。
下層に行くに従つて粘性わ強くなる。

黒褐色■とにぶい賞褐色とわi互層を成す。下
層は粘性nt強い。

上部は黒色■黒掲色主主体。中部ににぷⅢ黄褐
色生が入り撮下層に常性の強い景褐色とが入る。

底 面 南方向に緩やかに下がる。 両端がややせ り上がる。 北東部がせ り上がる。

分 類 AⅢ 2 AⅢ2 A12
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(第 82号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト 黒色土粒をわずかに含む。
2 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色土との混上。
3 10YR4/2 灰貢褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色上ブロックをまば

らに含む。

丞
Ａ

ｏ
(第 83号陥し穴)
1  10YR3/2
2  10YR4/3

3  10YR6/3

4 10YR3/2

語捩黒黄落笛

卜

粘量豊う彬て

ま

量亀低皇駐をこくゎずか

倉雲iゝ黄糧色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含

薫指色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロックをまば
らに含む。

L‐ 78900m

L‐78500m

Al―~~~-8-B

1掛A〕:魯暑琶亀粘と書§押に昌侵宣壱砦ζ;:子チを3群
らに含む。

与

8:こ

与!:)三ξi昌ζ:質と:官し,ヽ
い
言:::与:;;を二:3i:

含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色
ЮYR6/3 にぶい黄橙色

に含む。

10YM/3 にぶい黄褐色
らに含む。

10YR3r2 黒褐色 粘土買シル ト
砂粒が混入。

粘土質ンルト 黒褐色土粒をこくわずか含む。
粘土質ンルト 黒褐色土小プロツクをまばら

粘土質シルト にぶい黄橙色プロツクをまば

にぶい黄橙プロックを全体に含む。

0            1:60           2m

図85 陥し穴状週橋 (26)

遺 構 名 第82号陥し穴 第83号 陥し穴 第84号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重

第95号陥し穴と重複

形
　
状

規

模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)長方形 (横)U字 状 (縦)台形  (横 )U字状 (縦)逆台形  (模)V字状

開口部径 385× 22cm 249× 25cm 300X25cm

底 部 径 376X15cm 266X17cm 289× 8cm

深   さ 64cm 55cm 52cm

民 軸 方 向 N-8° 一E N-17° 一E N-33° 一E

埋 土
上部は黒色土黒掲色土、中部はにぷい黄褐色

主体。最下層は粘性が強く黒褐色土が混しる。

黒欄色土と灰黄褐色土 にぶい貰褐色とが互層

を成坑 下層に入るに従つて粘性が強くなる。

上部黒褐色土。中～下部は黒褐色土とにぷ

い黄掲色土との混土。全体に粘性が強い。

底 面 南方向に緩やかに下がる。 北方向がややせ り上がる。 ほぼ平坦。

分 類 AⅡ 3 A■3 A12
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(第 35号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR守2 灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに

含む。
3 10YR6/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土との混上。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色上をわずかに合む。

(第 86号陥し穴)
1 10YR6/3 にぶい黄褐色 シルト 黒褐色上との混上。
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR2″  黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上粒をまばらに

含む。
10YR6/3 にぶい黄橙色 粘上質ンルト 灰黄褐色土との混上。
10YR5/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒色土粒をごくわずか含む。
10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土との混上。
10Y贈/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色土との混土。

(第 87号 陥し穴)
1 10YR1 7/1 黒色 シルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR3/1 黒褐色 粘上質ンルト。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばら

に含む。
4 10YR2/2 黒褐色 粘上質シルト 黒褐色土プロックをまばらに

含む。

<
第 10号土坑

OB

L‐ 78600m
AttB-3

L‐ 78600m
A           B-8-A

o         ■60       2m
|

図86 陥し穴状遺構 (27)

第H号上坑

遺  構  名 第35号陥 し床 第86号陥 し穴 第87号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)長方形 (横)V字状 (縦)台形  (横)U字状 (縦)不定形  (横 )V字状

規
　

模

開日部径 385× 31cm 270× 21cm 304X38cm

底 部 径 212X14cm 270X19cm 308X10cm

深    さ 51cm 65cm 65cm

長 軸 方 向 N-6° ―E N-3・ ―E N-18°  一E

埋 土
上部は黒褐色と。中部は色調の異なる貰褐色土
の混土。最下層に粘性の強い黒褐色がはいる。

上部は黒褐色■。中～下部は貰褐色上が主体。
最下層に粘性の強い黒褐色土わ次る。

上部は黒色上 黒褐色主主体。灰黄褐色上をは
さみ、粘性の強い黒褐色とが入最下層に入る。

底 面 ほば平坦。 南方向がせ り上がる。 南端がせ り上がる。

分 類 AⅡ 2 AⅢ 3 AⅣ 2
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図87 陥し穴状遺橋 (28)

(第 88号陥し穴)
1 10YR3/2 黒掲色 シルト 黒色土小プロックをまばらに含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまばらに含

む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘上質シルト 地山に似る。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
5 10YR42 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
6 10YR2/2 黒褐色 ンルト。

(第 89号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに合む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。

(第 90号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色上との混上。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土小プロックをまばらに含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土との混土。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 黒褐色上との混上。
6 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土粒をごくわずか含む。
7 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土プロックをまばらに含む。

0         1:60        2m
|

遺  構  名 第88号陥し穴 第39号陥し穴 第90号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

第96号陥し穴と重複。

形

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)長方形 (横 )V字状 (縦 ) 台形 (横 ) V字状 (縦 )不明  (横 )V字状

規
　

模

関日部径 235X18cm 298X31cm (不明)× 31cm

底 部 径 216X7cm 300X14cm (不明)X10cm

深   さ 55cm 54cm 47cm

長 軸 方 向 N-77・ ―E N‐―I° 一E N-54° 一E

埋 土
上部は黒褐色土。中部は灰黄褐色主主体。最
下層は粘性の余り強くない黒褐色上。

上部景褐色上、中部にぶい賞褐色土主体。最
下層にお性の強い黒褐色土わi入る。

上部黒色土、中部は色調の具なる賞褐色主主

体。下部に黒色土と黒褐色上の混上が入る。

底 面 両端がせ り上がる。 両端がややせ り上がる ほぼ平坦。

分 類 A12 AⅢ 2 A?2
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国88 陥し穴状遺構―伊9)

遺  1構1 名 欝

"号
陥し穴 492号路1疎 第93B臨疎

写 真 口 厳

況
係
球
獨
“
軽
擦
重 藉鞠 拌出。 鏑1も,上城に切られおむ

．‐形

状

平 面 形 融 卓口,1大 

―

溝魂

断 面 形 韓 )逆台形 (検)υ事状 (驚)台形  lall v争状 ⑭ 逆台形  lel眸 状

規
―
模

開口部鶴 314Xユ9cm 325X38cm 821X26cm

底苺 笹 308× llcm 342X■ 3o麓 31j8X7cm

深. さ 41cm 87m 54oln

長 射 方 向 N-25'―E N‐21・ ■E N■1げ ―E

理 土
螂 継 ■ 櫛 熱 豊 魂 翻窺縮融評職ttti キ絲 就職殿 摯景

底 画 申典郵小耳中|る● 質路がせ,上,お、 再璃″やや■,上がみ

分 類 A13 AH2 AII12
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L‐ 78700m
L‐78500m

第 5号住居跡埋土  第86号陥し穴

(第 94号 陥し穴)
1 10YR22 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土小プロックをわずかに

含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含

む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色を全体に合む。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土小プロックをま

ばらに含む。

氷

(第 96号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土プロック、にぶい黄褐色土

粒まばら。
4 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色上プロックをまばらに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄禍色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。

(第 95号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含むる

:il:¥超盈優嚢糧亀 韓圭憂シ子しヽ 景糧巳圭母室念寧振倉彗と。

怠:li学遥チ: 昌暑B黄毒三§ξl点シ振gを暮毒:言善三:顧奢に暮惑:
7 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

BA

ξ

9〔

離 影a)吾景徹黄落告
卜
粘鶉 排 蕉

わ
認 寵 多 ロックをまばらに合

ょ8M菖指色穂圭詈シ休 に封壌掘色圭レ宮,ケF婁雹■プロッ
6 10YR3/2室 倉琶

°
粘土質ンル ト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。

L‐ 78600m
Aトーー B― B 一引A

Fttq4号陥し穴

, 第84号陥し穴

し‐78500m

遺  構  名 第94号陥し穴 第95号陥し穴 第96号 陥 し穴 第97号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

第5号住居跡床面から検出。 第84号陥し穴に切られる。 第90号陥し穴 と重複。

形
　
状

平 面 形 濤状 長方形 楕円形 楕円形

断 面 形 〈縦)逆台形 (横)U字状 (縦 )長方形  (横)U字状 (縦)逆台形  (横 )U字状 (縦)不定形  (横)U字以

規
　

模

開日部径 162X45cm 145× 58cm 152× 75m 144× 70cm

底 部 径 151× 32cm 129× 39cm 140m前後×53cm 120× 48cm

深   さ 44cm 48cn 44cm 59cm

長 軸 方 向 N-88° ―W N-68° 一E N-42° ―E N-81° ―W

埋 土
上部黒褐色上、中部灰黄褐色主主体で、最下
層に粘性の強い黒褐色土が入る。

上部黒褐色土主体。中部は灰黄褐色土と黒
掲色上の混土。下部は粘性の強い黒褐色土。

黒褐色土主体。理土右側は撹乱の可能性あ
り。

黒褐色主主体。にぶい黄褐色土が部分的に

入る。

底 面 逆茂木根と思われる副穴 1個有。 はぽ平坦 ほぼ平坦 東側に段差有 り。

分 類 BⅣ3

図89 陥し穴状遺構 (30)
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図90 陥し穴状遺構 (31)

(第 98号陥し穴)
1  10YR3/2
2 10YR3/2
3  10YR5/3

4 10YR5/3

5 注記なし

黒禍色 シル ト 黒色土プロックをまばらに含む。
黒禍色 シル ト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 灰黄褐色土粒をまばらに
含む。

にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含
む。

し‐78500m

〈第99号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をまはらに合む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 灰黄掲色上との混土。
3 注記なし

(第 100号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土ブロックをまば

らに含む。
3 10Y贈 /2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含

む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色土粒を全体に含む。
5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに合む。

0        1:60        2m

遺  構  名 第98号陥 し穴 第99号陥し穴 第 100号陥 しA

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形
　

状

規

　
模

平 面 形 積円形 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不定形 (横)U字状 (縦)逆台形  (横)V字状 (縦 )長方形  (横 )V字 状

開口部径 150X49cm 321× 23cm 239× 35cm

底 部 径 131× 1lcm 317× 6cm 222X13cm

深   さ 52cm 53cm 56cm

長 軸 方 向 N-40°  一E N-10° ―W N-38°  ―W

埋 土
上部は黒褐色土、下部はにぶい黄褐色主主
体。木根による撹乱受ける。

黒色■ 黒褐色主主体。最下層は粘性の強
い黒褐色土。

黒色土粒 黒褐色土粒とにぶい黄褐色上が
互層を成す。最下層は粘性が強い。

底 面 中央部に副穴 1個有 り。 北側に副穴有 り。 平坦

分 類 BIV3 A12 AⅡ 2
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Ａ

ｏ

Ａ

ｏ

B

AttB― ぼ

―

A

A

B

L‐ 78800m
Aトーーーーーーーーーーー 8-B― A

ξ
lli尋

とを
穴
,豊暑琶 とと憂ラ,1黄モ曇i豊亀會こ懲壊:患を十:暮憩:

4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト

忌1協半盈評ち浸餐宿ゴ越醤クルト
に
量培雹里患考解撮き巻む。

(第 102号 陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上プロックをまばらに含

む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をごくわずか含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。

(第 103号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上プロックをまばらに含

む。
10YR5/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上粒をまばらに合む。
10YRS/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土小プロックを含む。
10YR5/3 にぶい受褐色 粘土質ンルト 黒褐色上小プロックをわずかに

含む。
10YR4/2 灰黄禍色 粘土質ンルト 黒褐色土小プロックをまばらに含む。
10YR2/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土との混上。

0         1:60       2m

図91 陥し穴状遺橋 (32)

遺  構  名 第 101号 陥し穴 第 102号 陥 し穴 第 103号陥し穴

写 真 図 版 74

検 出 状 況
重 複 関 係

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦 )長方形 (横)V字状 (縦)不定形  (横)V字状 (縦 )台形  (横)V字 状

規

模

開日部径 254× 23cm 278× 31cm 308× 39cm

底 部 径 235× 9cm 280 X llcm 345× 16cm

深   さ 70cm 77cm 65cm

長 勅 方 向 N-42° 一 E N-20° 一 E N-7° ― E

埋 土
上部鼻掲色と、中部は色調の異なる灰黄褐色土
主体。下部は黒褐色土と黄褐色土との混土。

上部中央から下部にかけて黒褐色上
が入る。他 とは入 り方が異なる。

黒悟色主主体。4 5 6層 は木根による撹
乱か?

底 面 はば平坦 北瑞がせ り上がる 両端がややせ り上がる

分 類 AⅡ 2 AIV2 AⅢ 2
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し‐78400m
Aトーーーーーーーーー B-8-A

丞

OB

し‐78500m
トーーーー 8-B― A

し‐78 200m            oB
A― B-8-A

(第 104号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。

(第 105号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに合

む。
3 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト にぶい黄笹プロックを全体に含

む。
5 10YR6/3 にぶい黄種色 粘土質シルト 灰黄褐色との混土。
6 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土との混土。
7 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色土プロックをまばらに含

む。

丞

(第 106号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト
2 10YR守3 にぶい黄褐色

む。
3 10YR6/3 にぶい黄橙色

む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをわずかに合

む。
10YRS/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばらに含む。
10YR4″  灰黄褐色 粘土質シルト 黒色土プロックをまばらに含む。
10YR6/3 にぶい黄糧色 粘土質ンルト 黒褐色上プロックをわずかに含

む。

にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばらに含

粘上質シルト 黒褐色土プロックをわずかに含

0         ■60        2m

陥し穴状遺構 (33)

遺  構  名 第 104号陥 し穴 第 105号陥し穴 第 106号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不定形 (横)V宇 状 (縦 )長方形  (横)V字状 (縦 )逆台形 (横 ) V字状

規

　

模

開日部径 279X30cm 278× 59cm 300× 45cm

底 部 径 288× 1lcm 280X12cm 287X14cm

深   さ 38cm 81cm 76cm

長 軸 方 向 N-12° ―E N-14° ―E N-17° 一E

埋 土
黒褐色主主体。最下層に粘性の強いにぶい

賞褐色土が入る。

上部景掲色土 中部にぶい黄褐色主主体。
下部はにぶい黄褐色土に黒褐色土が入る。

上部黒掲色土。中～下部は色調の具なる具褐
色とプロックが入った黄褐色とが層を成す。

底 面 多少凸凹がある。 ほぼ平坦。 ほぽ平坦であったと思われる。

分 類 AⅣ 2 AⅡ 2 A12

図92
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し‐78400m
AトーーーーB-8-A

(第 107号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色上粒を全体に含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 黒褐色土との混土。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに

含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 褐色土と黄褐色土との混

土。
6 10YR2/3 黒褐色 粘上質ンルト 褐色土小プロックをまばらに合

む。

OB

し‐78300m
AI__B― B― A

(第 108号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄掲色土プロックをわず

かに含む。

し‐78200m
AI―――――一B― B― A

(第 口0号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘上質ンルト 黒色土粒まばら、黄褐色土粒を

全体に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト 粘性のある灰黄褐色土との混土。
4 10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。

0        1:60        2m

A

Å

ｏ

粘上質ンル ト にぶい黄褐色土粒をごくわずか

粘土質シルト にぶい黄褐色との混土。

す

(第 109号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色

含む。
2  10YR3/2 黒褐色

(第 HO号陥し穴)
1 10YR2″  黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土粒まばら、黄褐色土粒を

全体に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト 粘性のある灰黄褐色上との混上。
4 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。

遺  構  名 第 107号陥 し穴 第 108号陥 し穴 第 109号陥し穴 第 HO号陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状
関

出
複

検
重

形

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦 )台形 (横)U字状 (縦)逆台形  (検)不明 (縦 )逆台形  (横 )U字状 ? (縦)逆台形 ? (横 )U字状

規
　

模

開口部径 150X36cm 116× 28cm 179X31cm (不明)X36cm

底 部 径 162× 28cm 109× 25cm 170X22cm (不 明)X33cm

深   さ 57cm 1lcm 28cm 38cm

長 軸 方 向 N-80° 一E N-79° ―E N-83・ ―E N-89° 一W

埋 土
上部は黒褐色土、中部は色調の異なる黄褐色

主主体。最下層は粘性の強い黒褐色■。

上部が肖I平され、最下層の粘性の強い黒褐

色上のみ残存する。

上部が肖1平され、下部の粘性の強い黒褐色土

はこぷい黄褐色と含む。)のみ残存する。

黒褐色主主体が、下部は土質が砂状になつ
ている。

底 面 東側に傾斜 し上がる。 ほば平坦 ほば平坦 不明

分 類 AⅢ 3 AⅡ ? A13 A?3

図93 陥し穴状遺構 (34)
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B

L‐ 78100m

A-8-B― ―――
・
天

(第 Hl号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR4/1 褐灰色 粘土質ンルト 汚れた地山層?

。齊
OB

し‐78200m

A卜 B― B― A

な          む
OB

し‐78300m
Aトーーーー 8-B_A

(第 H2号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。

0瓜

ト

A卜上萱空笙里聖■_____B

(第 114号聴し刃
1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒色上プロックをまばらに含

む。

黒色土小プロックをごくわずか

にぶい黄褐色土プロックをわず

B

―

B一 瓜

(第 H3号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト

含む。
2 10YR3/1 黒禍色 粘土質シルト

かに合む。

0        ■60        2m

掘りすぎ

遇  構  名 第 111号陥 し穴 第 H2号陥し穴 第H3号 陥し穴 第 H4号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)長方形 (横)U字状 (縦)長方形  (横)V字状 (縦)逆台形  (横)不明 (縦)不定形  (横)U字状

規

　
模

開日部径 165× 22cm 249× 22cm 141X38m 292X27cm

底 部 径 155× 19cm 239X5cm 124× 25cm 285X20cm

深   さ 32cm 32cm 25cm 23cm

長 軸 方 向 N-41°  一 Vヽ N-44°  一E N-82° 一W N-40° 一E

埋 土
上部が肖1平され、最下層の黒褐色上のみ残
る。粘性は強くなし、

上部が肖!平され、最下層の黒褐色土のみ残
る。

黒褐色主主体。上部削平され、下部のみ残

存。

上部が肖1平され、最下層の灰黄褐色土 (黒色

土入る)のみ残存する。

底 面 ほぼ平坦 凸凹有 り。 中央部に副穴 1個有する。 南西側がやや上がる。

分 頬 AⅡ 3 AⅡ 2 BⅡ ? AⅣ 3

図94 陥し穴状遺橋 (35)
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。B野

L=78 30om
8-8-A
表土?

(第 H6号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上をまばらに含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに合

む。
3 10YR2/3 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄橙色との混土。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。

地山層 ?

。8

L‐77800m
8-B― A

(第 118号陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上粒を全体に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土との混上。

0        1160       2m

L‐78100m

A
。A     。

し‐78400m
A-8-B― ――――――――――――――――呵 A

〈第H7号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色土プロックをわずかに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上プロックをわず

かに含む。

3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含
む。

4 ЮYR5/2 灰黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色土粒をまばらに合む。

図95 陥し穴状遺構 (36)

A― B― B一引A

〈第H5号陥し穴)
1 10YR3/1 黒褐色 粘上質シルト
2 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト

む。
3 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト

にぶい黄褐色との混上。
にぶい黄褐色土をごくわずか含

黒褐色土粒をまばらに合む。

黒色上粒を全体に含む。

遣 槽 獨 第 H5号陥し穴 第 H6号陥し穴 第 H7し陥し穴 第 H8号陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重 第25号上坑 と重複。

形

　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 〈縦)逆台形 ?(検 )V字状 (縦)逆台形 ? (横 )V字状 (縦)不定形 (横 ) V字状 (縦)逆台形  (横)U字状 ?

規

　
模

開口部径 (不 明)× 39cm 277× 36cm 335× 48cm 314× 21cm

底 部 径 (不 明)× 1lcm 227× 17cm 317× 20cm 301X16cm

深   さ 49cm 53cm 63cm 22cm

長 軸 方 向 N-64° 一E N-30° ―E N-33°  一E N-19° 一E

埋 土
上部は黒褐色と、中部は灰黄褐色主主体。最
下層は粘性の強い黒褐色土。

黒褐色土とにぶい黄褐色土お
'互
層を成す。

最下層は砂粒が混入。

上部黒色上、中部黒褐色主主体。最下層は、
灰黄褐色上の割合が多い。

上部が削平され、下部のにぶい黄褐色とと

最下層の黒褐色上のみ残存する。

底 面 ほぼ平坦 ほば平坦 南西方向に傾斜し下がる。と凹有り 両端がわずかにせり上がる。

分 類 A?2 A12 AⅣ 2 A13
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A

弔半
A。   こ=―   。A

OB

AttB―   

『 ―

A

型 喝

―

B一 A

(第 119号 陥し穴)
1 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 若千砂粒が混入。

(第 121号 陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

に含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

にぶい黄褐色土プロックをわずか

にぶい黄褐色土との混土。

第 119号 陥し穴
第120号 陥し穴

oA

し‐78000m

OB

8-8-A

(第 120号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘上買ンルト 黒禍色上小プロックをまば

らに含む。

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土粒を全体に含む。

差

虫
A。

OB

l´‐78000m
AI― B― B一 Å

(第 122号 陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色上プロックをわずかに

含む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘上質ンルト 黒色土粒をわずかに含む。
3 10YR2/1 黒色土 粘土質ンルト にぶい黄褐色との混上。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色上粒をまばらに含む。

o         160       2m

遺  構  名 第 H9号陥し穴 第 120号陥し久 第 121陥 し穴 第 122号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状
関

出
複

検
重

第 120号陥し穴に切られる。 第 H9号陥し穴を切る。

形

状

平 面 形 溝状 濤状 溝状 溝状

断 面 形 (縦 )逆台形 ? 〈横 ) 不明 (縦)長方形  (横)V字状 (縦 )不定形  (横 )U字状 (縦)不定形  (横)U字状

規
　

模

開日部径 210cm前 後 X13cm 313× 17cm 165× 22cm 168X20cm

底 部 径 195cm前後 ×5cm 307× 9cm 156X18cm 168X13cm

深   さ 12cm 18cm 31cm 33cm

長 軸 方 向 N-58° 一E N-25° 一E N-40°  一E N-48・ ―E

埋 土
上部が剤平され、下部ににぶい黄褐色■と

最下層の黒褐色とのみ残存する。

上部が削平され、中～下部の層が残存。下部はに

ぶい貢褐色上の下に粘性の強い黒揚色とが入る。

上部が肖1平され、下部ににぶい黄協色土混

しりの黒褐色とのみ残存する。

上部が剤平され、中～下部の層が残存する。どの層

も比較的粘性が強く、最下層は黒褐色とのみ入る。

底 面 ほぼ平坦 段差があ り北側が下がる。 多少凸凹がある。 南西側が落ち込む。

分 類 AI? AⅡ 2 AⅣ 3 AIV3

陥し穴状遺構 (37)図96

-142-



む                                  む

OB

AttB~J一 A

OB

AttB~ぼ
一

瓜

甲

1〔

な祀 比

穴

量色粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

2 25YR8/2灰黄褐色 粘土質シルト.黒褐色粒プロックをまばらに
含む。地山層?

第 125号 陥し穴

128号 陥し穴

L‐ 78000m
A-8-B

―
A

Ao

(第 123号陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色

に合む。

2 ЮYR5/3 にぶい黄褐色
砂粒が混入。

3 10YR4/2 灰黄褐色上
山層?

粘土質ンルト 黒色土プロックをわずか

粘土質ンルト 黒色土小プロックまばら

粘土質シルト 黒色土粒まばらに含む。地

X

5帝i撒監 岳黄糟羞
質
蓮笙善ン絆
｀
重糧呈恙を宅畢赤稚亀

第 125号 陥し穴 28号賄し穴

0          1:60         2m
|

(第 125号 陥し穴)
1 10YR3/2 黒禍色 粘土質シルト

む。

2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト
に含む。

粒径 5mm程度の礫をわずかに含

にぶい黄褐色土プロックをまばら

128号陥し穴

遺  構  名 第 123号陥し穴 第 124号陥 し穴 第 125陥 し穴 第 126号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 126号、第 128号 陥し穴と重複。 第 125号陥 し穴、第 128号陥 し穴

と重複。第 125号より新 しい。

形
　
状

平 面 形 溝以 溝状 濤状 溝状

断 面 形 (縦 ) 逆台形 (横)V字状 ? (縦)逆台形  (横)V字状 ? (縦 )逆台形  (横 )V字状 ? (縦)逆台形  (横)不明

規
　
模

開日部径 272× 21cm 188X17cm 252X19m 134X23cm

底 部 径 255× 13cm 180× 10cm 226× 9cm 123X12cm

深   さ 21cm 6cm 17cm 9cm

長 軸 方 向 N-41° ―E N-46°  ―E N-56° 一E N-76° ―E

埋 土
上部が削平され、最下層のにぶい寅褐色土
のみ残存する。

上部が削平され。下部のみ残存。最下層は黒
色土混じりの灰黄褐色上。粘性は強い。

上部が削平さ撤 下部の黒褐色とのみ残る。 上部が削平され、下部のみ残存。最下層は
にぶい黄褐色■。

底 面 ほぼ平坦 ほぼ平坦 ほぼ平坦 両瑞がせ り上がる。

分 類 A13 A12 A12 AⅡ ?

図97 陥し穴状遺構 (38)
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ｏ

第 125号 陥し穴

L‐ 78000m
A― B― B― A

(第 128号陥し穴)
1 10YR2//2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色上粒をわずかに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
4 10YR守3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒色土小プロックを含む。

2層 より暗い。

OB

L‐ 78 0oom
Aトーー 8-B― A

(第 130号 陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土ブロックをまばら

に含む。
10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土フロックをまばら。
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒禍色土粒をわずかに含む。
10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばらに合

む。
10YRV2 灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色との混上。
10YR2/1 黒色 粘土質シルト 黒褐色上との混上。

0       1〔 60       2m

。8

L‐ 78000m
A         B-8-引 天

(第 127号 陥し穴)
1 10YR3/1 黒褐色 砂質ンルト
2 ЮYR3/2 黒褐色 砂質ンルト

粒径 lmm程度のEkをわずかに含む。
黄褐色土との混上。

Ⅸ

し‐77800m
AトーーーーーーーーB-8-A

(第 129号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘上質シルト 褐色土と黒褐色上との混上。
3 10YR2/3 黒褐色 シルト 粒径2mm程度の礫をわずかに含む。
4 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。

Ａ

。

Ａ

ｏ

遺 構 名 第 127号陥し穴 第 128号陥し穴 第 129陥 し穴 第 130号陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状
関

出
複

検
重

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝 状 溝状

断 面 形 (縦 )逆台形 (横 ) 不明 (縦)台形  (横)V字状 (縦)台形  (横)U字状 (縦)逆台形 ? (横 )U字状

規

　
模

開日部径 170× 21cm 152X31cm 160X20m (不明)X34cm

底 部 径 151X15cm 167X13cm 167X15cm (不 明)× 14cm

深   さ 7cm 30cm 28cm 57cm

長 軸 方 向 N-77°  ―E N-41° ―E N-25° 一E N-67° ―E

埋 土
ほとんどが肖I平され、最下層の一部が残る。
底面である際層の上にわずかに埋上が残る。

黒褐色土とにぶい黄褐色上が互層を成す。
全体に絡性が強い。

黒褐色主主体。木根に撹乱され層位が明確
ではない。

最下層に粘性の強い黒色上が入る。上部～

中部は撹乱または大為的な埋め戻しか?

底 面 ほば平坦 中央やや北よりせ り上がる。 南西方向に傾斜し下がる。 ほば平坦。

分 類 A?2 AⅢ 2 AⅡ 3 A?2

図98 陥し穴状遺構 (39)
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≦
幸 妻 )む

噂洋

〈第131号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色上ブロックを全体に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘上質ンルト。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばら

に含む。
10YR3/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄橙プロックを、まばらに

含む。
10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト にぶい黄橙色土との混土。

A― B _A

B

L‐ 78100m
AI――――――― B― B― A

(第 133号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
2 10YRν2 黒褐色 ンルト にぶい黄橙色土粒を全体に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘上質シルト にぶい黄橙色土粒を全体に含む。
4 10YR3/2 黒禍色 粘土質シルト にぶい黄橙色土粒をわずかに含む。

小礫わずか。
5 ЮYR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土粒をまばらに合む。
6 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。

OB

L‐ 78 00om

Aトーー B― B― 引 A

(第 132号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をごくわずか含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土小プロックを全体に含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含

む。
6 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をこくわずか合

む。
7 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をとくわずか含む。
8 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上粒をわずかに含む。
9 10YR73 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをごくわ

ずかに含む。
10 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土小プロックを合む。

桂穴状ph

し‐77700m
小 トーーーーー 8-B― A

(第 134号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに合む。
2 10YRV2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに合む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色上粒をまばらに含

む。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土プロックをわずかに含む。

2層 より暗い。

0        160       2m

し‐79800m

翼

遺  構  名 第 131号陥し穴 第 132号陥し穴 第 133陥 し穴 第 134号陥 し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 視 関 係

形
　
状

平 面 形 濤状 楕円形 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形 (横)Y字状 (縦)不定形  (横)ピーカー形 (縦)台形  (横)V字状 (縦)不定形  (検 )U字状

規

　
模

開日部径 242× 66cm 11l X46cm 227X26m 273X15cm

底 部 径 221X18cm 134× 38cm 242X13cm 297× 10cm

深   さ 71cm 60cm 58cm 26cm

長 軸 方 向 N-78°  ―W N-38° ―W N-57° ―E N-74°  一E

埋 土
上部は黒褐色主主体。中部ににぷい賞褐色とが

入り、最下層に砂粒の混入した黒褐色土が入る。

上部は黒褐色とと灰黄褐色土の混主主体。
最下層は黒褐色土混じりのにぶい黄褐色■。

上～中部は黒褐色主主体。、中～下部は粘性
が強い。6層 は地山との境が明確でない。

上部は景褐色土、中部はにぷい黄褐色主主体。

最下層に黒褐色土わt入る詰性はどの層も強い。

底 面 中央西寄 りから両端へ上がる。 ほぼ平坦 ほぼ平坦 段差をつけながら東に傾斜し下力iる 。

分 類 AII BIV3 AⅡ2 AⅣ 3

陥し穴状選構 (40)図99
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OB

L‐78000m
A         B-8イ

ー

A
:;ii阜とを
穴
こ曇II彗著宮 想三営9号早

上
旨ζttζ;うこ与

'3と

ねに含
4 10YR1 7/1 糸色 粘土質シル ト 灰黄褐色土プロックをまばらに含む。

欧/
Ａ

。

L‐ 77400m
AトーーーーーーーーーーーB― B― A

(第 136号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに合む。
2 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土プロックをまばらに含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
5 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土プロックをわずかに含む。

(第 137号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒欄色土小プロックをわずかに

含む。

4 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
5 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土小プロックをまばらに

含む。

6 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに合む。

にぶい黄褐色プロックをわずかに含む。

にぶい黄褐色土プロックをわずかに含

し‐77700m
A~B~B~A

0        ■60        2m

図100 陥し穴状週構 (41)

第 137号陥

遺  構  名 第 135号陥し穴 第 136号陥し穴 第 137号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形
　
状

　

規
　
模

平 面 形 濤状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形  (横)V字状 (縦)逆台形  (横)U字 状 (縦 ) 逆台形  (横)V字状

開口部径 284X35cm 239X17cm 177× 28cm

底 部 径 296× 12cm 222X10cm 156X13cm

深   さ 68cm 50cm 59cm

長 軸 方 向 N-63° 一E N-72° 一 E N-36° 一E

埋 土
上部は黒色土。中部によい貨褐色■、最下
層に粘性の強い黒色土が入る。

上部は黒褐色土主体。中部～下部は黒褐色
土混しりのにぶい黄褐色土。

上部は黒褐色土、中～下部はにぷい貰褐色
主主体。全体に粘性が強t、

底 面 両瑞力
`わ
ずかにせ り上がる。 東側に微傾斜 し下がる。 北西側に傾斜 し下がる。

分 類 AⅢ 2 A13 AⅣ 2
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仄

(第 138号陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色
2 10YR2/2 黒褐色 シルト
3 10YR5/4 にぶい黄褐色
4 10YR2/1 黒色 ンルト

ンル ト 褐色土プロックをまばらに含む。
褐色土粒をまばらに含む。

粘上質シル ト 黒色土と黄褐色土との混上。
黄褐色土プロックをまばらに含む。

Ａ

ｏ

Ａ

ｏ て
と
♀]鷲 ど 量褐色 ンルト に熱 熱ゝ LILプ ロッ

クを全体に合む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土

小プロックを全体に合む。

3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 灰黄褐色
土粒をまばらに含む。

4 10YR4/2 灰黄褐色 粘上質シルト 黒禍色土粒を
わずかに含む。

5 10YR4/3 にぶい費褐色 粘土質シルト 黒色土粒
をわずかに含む。

6 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色上粒を全体
に含む。

7  10YR4/2

8  10YR6/3

灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色
土粒をわずかに合む。
にぶい黄橙色 粘上質ンルト 黒褐色土
粒をわずかに含む。

L‐ 77900m
A-8-3-A

て
11:畏

鼈姥
穴
量褐色 粘土質シルト に熱 齢 色土粒め ずかに含む。

:|li:影  々:3得息:ζ:号:警 :雲弓3急g宮::´夕::|:::§ ::
0        ■60       2m

図101 陥し穴状遺橋 (42)

OB

B             B― A

OB

8-3

L‐ 77800m

L‐ 77700m

遺  構  名 第 138号陥し穴 第 139号 陥し穴 第 140号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形
　

状

規
　

模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形  (横)V字 状 (縦)長方形  (横)V字状 (縦)台形  (横)U字 状

開日部径 285× 25cm 446X28cm 281× 30cm

底 部 径 271X10cm 428× 15cm 286× 13cm

深   さ 49cm 60cm 46cm

長 軸 方 向 N-82° 一W N-50° 一 E N-72° ― E

埋 土
上部はにぶい貰褐色と。中部はにぶい黄褐色土、
黒褐色■との混五 最下層は粘性は強くな子、

上部は黒褐色上。中部にぶい黄褐色主主体。
最下層に粘性の強い黒褐色土入る。

上部は景色出 中～下部はにぶい支褐色とと黒色

上が互層を成魂 最下層は粘性の強い黒銚

底 面 中央部がせ り上がる。 南東側に微傾斜し下がる。 北西側に傾斜 し下がる。

分 類 A12 AⅡ 2 AШ 3
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A

L‐77300m
Aトーー Bトーーーーーー→B生____引 A

A卜±三生翌聖咀 B

(第 143号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト 黒褐色土プロックをまばらに含

む。
3 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色土粒をわずかに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト プロック状に黄褐色上を

含む。
6 10YR4r/2 灰黄褐色 粘土質ンルト。
7 10YR2/1 黒色 粘上質シルト 黒褐色土との混土。

A

し‐77400m
A― B― B

寧
14急

謎 た

穴
【熱 、黄褐色 シルト 黒褐色土プロックをまばらに含

む。
2 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色上ノロックをまばら

に含む。

AttB― B

(第 144号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をわずかに含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土粒をこくわずか含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄禍色土粒をまばらに含む。
4 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。

0        ■60       2m
1

Ａ

ｏ

(第 141号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト
2 ЮYR2/1 黒色 シルト
3 10YR2/2 黒褐色 シルト
4  10YR5/4 にぶヤゝ黄褐色

かに含む。
5 10YR2/1 黒色 ンルト
6 10YR5/4 にぶい黄褐色
7 10YR52 にぶい黄褐色

む。

黄褐色土プロックをまばらに含む。

褐色土粒をまばらに合む。

黄褐色土プロックをまばらに含む。

粘土質ンル ト 黒褐色上プロックをわず

黄褐色土粒をまばらに含む。

粘上質シル ト 黒色上粒をまばら含む。
粘土質シル ト 黒褐色土粒をわずかに含

第144与 陥し大

道  構  名 第 141号陥し穴 第 142号 陥し穴 第 143号陥し穴 第 144号 陥 し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

第 144号 の陥 し穴を切る。本遺構
の方が新 しい。

第 143号陥し穴に切 られる。本遺
構の方が古い。

形

状

平 面 形 溝承 溝状 濤状 溝状

断 面 形 (縦)不定形 (横)U字 状 (縦)長方形  (横)U字状 (縦)台形  (横 )U字 状 (縦)逆台形  (横)V字状

規

　

模

開日部径 174× 32cm 281X18cm 317× 21cm 318X22cm

底 部 径 131× 23cm 269× 12cm 296× 19cm 300× 9cm

深   さ 42cm 21cm 62cm 35cm

長 軸 方 向 N-89° ―W N-57° 一 E N-59° 一 E N-56° 一W

埋 土
上部は黒色土 黒褐色と。中部はにぶい黄
褐色主主体。最下層は地山崩落上が入る。

上部が削平され、下部のにぶい黄褐色土が
残存する。。

上部は黒褐色土、中～下部にはにぶい賞褐色
建 体。最穏 に粘性の強螺 仕 以 る。

上～中部は景褐色ととにぶい黄褐色土力切百を成
丸 最下層は黒格色土混じりのにぷt】難聰出

底 面 段差があり西側に下がる。 東側がゃゃせ り上がる。 ほぼ平坦 南東方向に傾斜し下がる。

分 類 A?3 A■ 3 A13 A12

図102 陥し穴状週構 (43)
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し‐77700m

:八

AトーーーーーーB― B― Å

(第 145号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに合

む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト

褐色土プロックわずか。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト

む (雲雲 ≡ 重 要 ≡ ヲ な

OB

し‐77600m
Aトーーーーーーーー B― B― 瓜

(第 147号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト 黒色土粒をわずかに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土プロックをまばら

に含む。
3 10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに合

む。

L=77700m

黒色土と黒褐色土との混土。黄

掲色上粒をわずかに含む。

(第 146号 陥し穴)

をi li学ミラ: 冨電魯 髯と曽し影ヾ
い
藉憬黒妾掲色主り写9夕をまば

らに含む。
4 10YR守3 にぶい黄褐色 粘上質ンル ト 黒褐色土粒をわずかに含

む。
5 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含

む。
6 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含

む。
7 10YR1 7/1 黒色 粘上質ンルト にぶい黄褐色上プロックをまば

らに含む。

B-8-引 A

む

L=77600m
Aトーーーーー B-8-A

0        ■60        2m

ζXA

911i写患を
穴
;自急言韓!警;ョ誓[:真自言g常ヨ:3うと§を:
らに含む。

5 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色との混上。わずかに
砂粒混入。

遭  構  名 第 145号陥 し穴 第 146号陥し穴 第 147号陥 し穴 第 148号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形 (横)V字状 〈縦)長方形  (横)U字 状 (縦 )台形  (横)U字 状 (縦 )逆台形  (横)U字 状

規
　
模

開日部径 283× 25cm 264X20cm 272X19cm 225× 20cm

底 部 径 262× 7cm 260× 12cm 278 X llcm 218× 10cm

深   さ 46cm 66cm 36cm 37cm

長 軸 方 向 N-25° 一W N-86° 一W N-89° ―E N-77° 一 E

埋 土
黒褐色土主体。最下層は粘性の強い黒褐色
土。

上～中部は黒褐色ととにぶい黄褐色■約1互

層を成す。最下層は粘性の強い黒褐色上。
上部爛雫礎 艦 に熱 舶 をはさ次
最円冒に剰既』働次る。粘脇よどの百も鞠、

上部は景褐色土、中～下部は灰貰掲
'十

主体。最

円詈は粘性の強い黒褐色土。

底 面 中央やや南寄 り傾斜 し下がる。。 ほぽ平坦。 ほぼ平坦 南東側にやや傾斜する。

分 類 A12 AⅡ 3 AⅡ 3 AⅢ 3

図103 陥し穴状遺構 (44)

-149-



を   要く聖《＜
κ。

L‐ 77300m
A           B― B― A

==|⇒,|
→〕rt
1奉゛

L‐ 77400m

OB

B-3-A
桂穴埋上

(第 150号陥し穴)
1 10YR6/3 にぶい黄橙色 砂貿シルト 黒褐色土粒をわずかに合む。

(第 149号 陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 ンルト

む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色

にぶい黄褐色土プロックをまばらに含

砂質ンル ト 黒褐色土粒をわずかに含む。

ひ        む

L‐ 77400m
A「
~~~~―-8-B 

―

☆

(第 151号 陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土と黄褐色土との

混上。黒禍色上の割合多い。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 1層 より黄褐色上の割合

多い。

3 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 褐色上をまばらに含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土プロックをまばらに含む。

本

ｏ

Ａ

ｏ

了半

B

L‐ 77300m
Aトーーーー 3-B― 引 A

〈第152号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト
2 1 0YR4rr3 にぶい黄褐色

山層?

にぶい黄褐色上プロックをまばらに含む。

砂質ンルト 黒色土粒をわずかに含む。地

? 呼0 押

遺  構  名 第 149号 陥し穴 第 150号陥 し穴 第 151号陥し穴 第 152号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
柱穴状ピットと重複。断面の一部が

切られる。

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形 (横)U字 状 (縦 )逆台形  (横)U字 状 (縦)不定形 (横)U字 状 ? (縦 ) 逆台形 (横)U字 状 ?

規
　
模

開口部径 146X18cm 302X16cm 216× 22cm 185X17cm

底 部 径 115X12cm 297X12cm 203X16cm 174X13cm

深    さ 17cm 35cm 18cm 17cm

長 軸 方 向 N-5° 一 E N― 〕 ― E N-76° 一E N-49'一 W

埋 土
上部が削平さオk下部の黒褐色上のみ残る。
粘性はさほど強くなtち 2層は掘りすぎか?

にぷい貰褐色主主体。地山との境界線が明
瞭ではない。

上部お剤平さな 中～碍駒残乱 Iこ■地
却下 に紳め憮 i的 次る。

上部わllHJ平 さオk下部のみ残存。2層は掘りすき
飼 繊 祝

底 面 ほぽ平坦。 有端に凹凸有。 ほぼ平坦 商東方向に傾斜し下がる。

分 類 A13 A13 AⅣ 3? A13?

図104 陥し穴状遺橋 (45)
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(第 153陥 し穴)
1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト
2 10YR2/2 黒褐色 シルト
3 10YR3/2 黒褐色 ンルト

黒色土小プロックをわずかに含む。
にぶい黄褐色上粒をわずかに含む。
黒色土粒をわずかに合む。

A~B―   

『

一

A

。A

B′

A“ B― B

桂穴状ph

―

κ

(第 154陥 し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR3/2 黒禍色 粘上質シルト 黒色土粒をまばらに含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土紅をまばらに含む。2層 に似る。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色土と黄禍色土との混上。

黒褐色上の割合多い。

(第 155陥 し穴)
1 10YR4/2 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上粒をまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土プロックをまばらに合む。
5 10YR2/1 黒色 粘土買シルト 黄褐色土プロックをわずかに含む。

0           1160           2m

¬

谷

―

む

OB

AttB― ぼ
―
大

≦

図105 陥し穴状遺橋 (46)

遺  欄  名 第 153号陥し穴 第 154号陥し穴 第 155号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

形

状

規

模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)長方形 (横)U字 状 ? (縦 )逆台形  (横)V字 状 (縦)逆台形  (横 )V字状

開口部径 294× 20cm 280cm前後×28cm 183X21cm

底 部 径 289× 18cm 261× 13cm 168× 9cm

深   さ 10cm 53cm 51cm

長 軸 方 向 N-57° 一 E N-58° 一E N-7° ―E

埋 上
上静 哺呼され 下部の競 協 最下層の黒褐色
とは粘性はさほど強くなt、

黒得色主主体。最下層は黒褐色土とにぶい

黄褐色土の混上。。

上部はにぶい貫褐色土、下部は黒褐色■と黒色と

ヨホ。1ヽず初 層も粘七は強1、

底 面 ほぼ平坦。 北東方向にせ り上がる。 ほぽ平坦。

分 類 AⅡ 3? A12 A12
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A
Ａ

ｏ

L=77600m
AI――――――一 B-3´

―

A

(第 157陥 し穴)
1  10YR2/1
2  10YR3/2
3  10YR4/3
4 10YR2/2
5  10YR4/3
6  10YR2/1

黒色 シル ト 褐色土粒をまばらに含む。
黒褐色 シル ト 褐色土プロックをまばらに含む。
にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土と黄褐色土との混上。
黒褐色 粘土質ンル ト 褐色土プロックをまばらに合む。
にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
黒色 粘土質シル ト 褐色土粒をまばらに含む。

翠

瓜

。

状pit

o8

BI-8′
―

瓜 軍
1旱

:陥″ 黒色 シルト に熱 導霊褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 黄褐色土プロックをまばらに含む。
3 10YR2/2 黒禍色 シルト 褐色土プロックまばら。 1層よりやや暗い。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに合む。

o          l:60          2m

苓轟妻
小乞   《三三≡

桂
B´

し‐77600m
A卜~~~~― ― B― B

L=77600m

―引 瓜

図106 陥し穴状週橋 (47)

(第 156陥 し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をわずかに含む。植根含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒褐色土と暗褐色土との混上。黒褐色

上の割合多い。

3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色土プロックをまばらに含む。

遺  構  名 第 156号 陥し穴 第 157号 陥し穴 第 158号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形

　
状

規

　
模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形 〈積)V字状 (縦)逆台形  (横)U字 状 (縦)逆台形  (横)V字状

開口部径 183× 22cm 173cm前 後×27cm 348× 55cm

底 部 径 186× 8cm 161X10cm 326× 7cm

深   さ 43cm 59cm 68cm

長 軸 方 向 N-33° 一W N-83° ―E N-70° ― E

埋 土 黒褐色土J猛 下部は粘性あ畿1ち
上～中部は黒色ム 黒褐色とJ札 1こH境謂庖
土をはさみ最円唇的 黒ヽ色土入る。

上部は黒色ム 中～下部は黒褐資十十偽 粘性は

やや有。

底 面 ほぼ平坦。 東側に微傾斜 し下がる。 東側に微傾斜し下がる。

分 類 A12 A13 AXl
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A
Ａ

ｏ

OB

L‐ 77500m
Aトーーーーーーーーーーー B― B―L‐ 77600m

Aトーーーーー B― B

(第 159号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 黄褐色上粒をまばらに含む。

ξ鰻卦ラざ
OB

L=77500m
A時 8-B― A

(第 161号 陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト 黄褐色上との黒褐色土との混上。
2 ЮYR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに合む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに合む。
4 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色上粒をまばらに含む。

(第 160号 陥し穴)
1 10YR42 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒を全体に合む。
2 10YR2/1 黒色 粘上質シルト 黄褐色上粒をわずかに含む。

し‐78600m
A        B― B― A

(第 162号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土小プロックをまばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒禍色土粒をわずかに含む。
4 10YR6/2 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。地

山に似る。
5 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上小プロックをわずかに

合む。
6 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土ブロックをまばらに含

む。砂粒が若千混入。

0           1160           2m

OB
第51号上坑

遣 橋 名 第 159号 陥し穴 第 160号陥し穴 第 161号陥し穴 第 162号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関
出
複

検

重 第 51号土抗に切られる。

形

状

平 面 形 溝状 濤状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形 (横)V字状 (縦 )逆台形  (横)V字状 (縦)長方形 (横 )V字状 (縦 ) 台形  (横)V字 状 ?

規
　

模

開日部径 318× 42cm 303X27cm 133× 20cm 194X32cm

底 部 径 278X10cm 281X6cm 125× 10cm 163X17cm

深   さ 86cm 86cm 66cm 57cm

長 軸 方 向 N―-87・  一ヽE N-59° 一W N-21・ ―W N-43° 一 E

埋 土
上部は黒褐色主主体。灰黄褐色土をはさみ最
下層に粘性の強い黒色土力次る。

中～下部が残存。灰褐色土の下に粘性の強
い黒色土が入る。

上部イ課 0+キ艦 万嘩絶止をはさん点 最刊詈
に糾め徹 環佳助次る。

上部は黒褐色主主儀 にぶい貰協色上をはさみ、

下部に黒褐色土力次る。

底 面 平坦。 北西部がわずかにせ り上がる。 ほぼ平坦 ほは平坦。

分 類 A12 A12 AⅡ 2 All1 2

図10フ 陥し穴状遺構 (48)
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し‐78700m
B― B― A

む  (三三三::::::こここ三三三二三三ΞΞiす
巡`ゝ
を

し‐78200m
Aトーーーーー B― B

A卜二 生 坐 型 聖 上 ___B_B― A

図108 陥し穴状遺構(49)

(第 163号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含

む。
10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土との混上。
10YR3/1 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含

む。
5 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をとくわずか含む。

(第 164号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
2 10VR4/3 にぶい黄禍色 粘土質ンルト 黒色土ブロックをまばらに含む。
3 10YR6/3 にぶい黄橙色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土プロックをまばらに合

む。
5 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。
6 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上との混上。
7 10YR5/3 にぶい黄掲色土 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまばらに

含む。

軍

1♀

:謎 ♂ 量褐色 シルト に熱 熱ヽ 笠 粒をまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土との混上。
3 10YM/2 灰黄橙色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上粒をまばらに含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土小プロックをまばらに

含む。

5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
6 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄橙プロックをまばらに合む。

0        ■60        2m

遺  構  名 第 163号陥し穴 第 164号 陥し穴 第 165号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形
　

状

規

　
模

平 面 形 溺状 溝状 溝状

断 面 形 (縦 )台形 (横)V字状 (縦)不定形  (横)U字 状 (縦 ) 不定形 (横)V字状

開日都径 270× 28cm 262× 38cm 279× 30cm

底 部 径 282X14cm 245× 15cm 265 X llcm

深   さ 62cm 62cm 63cm

長 軸 方 向 N-28° 一 E N-27° ―W N‐-39°  ―W

埋 土
上部は黒色土 黒将色土ヨ率。中部に灰貰褐色と
が入り、最円腎は精性の強い黒褐色上。

L―中部は黒色工 騨 趾 とに燕'軸 1

互層を茂先最用冒催辞離生と期確土蠣L
黒褐色土と灰褐色とめ垣層を成魂 最刊唇は粘性

の強い黒褐色土。

底 面 南西部に微傾斜し下がる。 中央部に副穴 1個有。 ほぼ平坦。

分 類 AⅡ 2 AⅣ3 AⅣ 2

-154-



:     
Чくくくミ【

AI L i8 700m8-BttA

(第 166号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色上をこくわずかに含む。
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 褐色上粒をわずかに含む。
3 ЮYR3/2 黒褐色 シルト 掲色上粒をまばらに含む。
4 ЮYR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒との混土。
5 10YR3/3 暗褐色 粘上質シルト 黒色土粒をまばらに含む。
6 10YR5μ  にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色土粒をわずかに

含む。

し‐78700m
Aトーーーー B― B一 A

〈第168号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに

含む。
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト 褐色上との混上。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずか

に合む。粘性強い。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロックを

わずかに含む。

A     B― ざ

一

A

B-8-A

(第 167号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 4B色上粒をまばらに含む。
2 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR2/3 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに合む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒との混上。
6 10YR2/1 黒色 粘上質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに

含む。

し‐78600即

J く

(第 169号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR3/4 暗褐色 シルト 黒褐色土との混上。暗褐色上の割合が

多い。
4 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄掲色土粒をまばらに含む。

0           ,60          2m
|

遺  構  名 第 166号 陥し穴 第 167号 陥し穴 第 168号陥 し穴 第 169号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重 第 20号住居跡と重複 第 20号住居跡 と重複。
第 1号溝跡と重複。溝跡に上部を切
らオじる。

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 潜状

断 面 形 (縦 ) 台形 (横)U字 状 (縦 )台形  (横)U字 状 (縦 ) 台形 (横)U字 状 (縦 )逆台形  (横)V字状

規
　

模

開日部径 146× 28cm 262× 28cm 165X29cm 283× 44cm

底 部 径 164× 26cm 276× 24cm 185× 22cm 274X15cm

深   さ 63cm 46cm 65cm 53cm

長 軸 方 向 N-122° ― E N-164° 一 E N-169° ― E N-21° 一 E

埋 土
黒色土 黒褐色土とにぷい黄褐色■わ翻冒を
成す。下層は粘性力歌 t、

黒色土 黒褐色土とにぶい黄褐色上が互層
を成す。最下層に粘性の強い黒色とが入る。

上部黒色土 黒凪 中部にぶヤ瑣栂色とJ馬
最円冒に粘性の秘 Ⅲ黒的 択る。

上部黒掲色主主偽 最下層に粘性の強い鼻色土入
る。にぶい貧褐色とがあまり入らな,、

底 面 ほぼ平坦。 ほぼ平埋。 北側がやや上がる。 中央から両端にせ り上がる。

分 類 AⅡ 3 All1 3 A皿 3 A12

図109 陥し穴状遺橋 (50)
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L‐ 78600m

図110 陥し穴状週構 (51)

Bトーーーーー B― A

(第 170号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト 黒色土と褐色土との混土。木根による

撹乱を受ける。
3 10YR2/2 黒褐色 シルト 2層 に似る。褐色上の割合が多い。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含

む。
5 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 褐色土粒をわずかに含む。

(第 171号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をまばらに合む。植根わずかに含む。
2 10YR2/3 黒褐色 ンルト 褐色土小プロックをまばらに含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色土との混土。暗褐色上の割合多
4 10YR4/3 にぶい黄掲色 粘土質シルト 黒褐色上プロックをまばらに合

む。
5 10YR2/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
6 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をまばらに含む。

第 174号 陥し穴

第 178号 陥し穴

第22号住居跡

A型 8-8-A

(第 173号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土粒 プロックを層上位に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土との混土。にぶい黄掲色

上の割合多い。
3 10YR2お  黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土との混上。黒色上の割

合多い。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土との混土。2層 に似る。
5 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土との混土。3層に似る。

0         1:60        2m

。A

L=78600m
AI――――一-8-B― A

(第 172号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土プロックをまばら

に含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR2/1 黒色 粘上質シルト 褐色土粒をわずかに含む。粘性強い。

竺

遺 構 名 第 170号 陥し穴 第 171号陥し穴 第 172号 陥し庶 第 173号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 20号住居跡、第 1号墓抗と重複。
上部を切られる。

第 21号住居跡、第 1号墓抗と重複。
上部を切られる。

第 22号住居跡と重複。南側の上部
を切られる。

第22号住居跡煙道部、第 1号墓抗に切られ

る。第174号 陥し穴との新旧関係は不明。

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形 (横 )U字状 (縦)台形  (横 )V字状 (縦)長方形 (横 )V字状 ? (縦)不定形  (横 )V字状

規
　

模

開日部径 312× 35cm 291× 42cm 182× 55cm 195× 29cm

底 部 径 335× 25cm 323X10cm 176× 16cm 187× 10cm

深    さ 82cm 35cm 58cm 62cm

長 軸 方 向 N-132° 一 E N-137° ― E N― 113・ ― E N-15° 一 E

埋 土
上部鼻色土 黒褐■十ヤ艦 下層はにぶい黄
褐色上の下に粘性の強い黒色土が入る。

上部黒褐色主主体。下層は粘性が強く、黒
褐色上の下ににぶい貰褐色上が入る。

上部露印誕五J猛 あつたと思材しる。最円冒
部に細効憮 環仕助次る。

黒褐色土 黒色土とにぶい貰褐色上が互層を成
筑 最下層は絡性の強い黒褐色土。

底 面 ほぼ平坦。 南側に向かつて下がる。 ほぼ平坦。 南側がやや下がる。

分 類 AⅡ 3 AⅢ 2 AⅡ 2 AⅣ 2
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B― B― ☆

(第 174号陥し穴)

:| |1学善|1 3ξョ婆者警と 写:g与阜阜雪::З:を括會こ:云
4 ЮYRV3誓

撮亀土

“

土質シルト 醜 瑣褐色上との混上。3層

5 ЮYR4β
懸幾
墳褐色土 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに

A… 8-g_A

(第 175号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土ブロックをまば

らに含む。
3 ЮYR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土プロックをまば

らに含む。
4 10YR3/1 黒褐色 ンルト 褐色土小プロックをわずかに含む。
5 10YR3/2 黒褐色 シルト 5層 に似る。褐色上の割合が多い。
6 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土小ノロックを全体に含む。

し‐78800m

撹乱

又 __' _

(第 177号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土プロックをわずかに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土粒を全体に含む。
3 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色上プロックをわずかに含む。
4 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 黒色土プロックをわずかに含む。
5 10YR3/4 暗褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土ブロックをまばらに

含む。

A

L‐ 78800m
Aトーーーーー B― B         A

n

L‐ 78700m

ト
ル
ル
　
色
　
ル
　
ル
色
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ル
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色
暗
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い
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色
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褐
や
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る
褐
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褐
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黒
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似
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黒

穴

狙卸卸〕　即　即　】騨脚

悌
Ｌ
２
３
　
■
　
５
　
６
７
８

褐色土粒をまばらに含む。
黒褐色上プロックをまばらに含む。
褐色土プロックをわずかに含む。 1層 より

シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。地山に

褐色土と黒褐色土との混土。褐色上の割合

褐色上粒をわずかに合む。
ンルト 黄褐色プロック。
にぶい黄褐色上粒をわずかに含む。

遺  構  名 第 174号 陥し穴 第 175号 陥 し穴 第 176号 陥し穴 第 177号 陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重
第 173号陥し穴と重複。新旧関係
は不明。

第 177号の陥 し穴と重複。本遺構
の方が新 しい。

第 176号陥 し穴 と重複。本遺構の
方が古い。

形

　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 長方形

断 面 形 (縦)長方形 (横)V字状 (縦 )台形  (横)V字状 (縦 )逆台形  (横)V字状 (縦)長方形  (横 )U字 状

規

　
模

開口部径 325× 34cm 245X36cm 207X37cn 154× 52cm

底 部 径 299X12cm 267X13cm 176× 1lcm 148X36cm
深   さ 67cm 65cm 70cm 67cm

長 軸 方 向 N-105° 一 E N‐-48°  一E N-20° 一 E N-110° 一 E

埋 土
上部黒色主主体。中部はにぶい黄掲色土。
下部に入るに従つて黒褐色上の割合増える。

黒色土 黒褐色主主体。にぶい黄褐色上が
ほとんど入らなヤち

黒色土 黒掲色主主体。プロック状ににぶい
黄褐色とが入る。

黒色土 具褐
'十

主体。下部に入るに従つて粘性
わ14く なる。

底 面 ほぼ平坦。 両端がややせ り上がる。 南側に段差をつけて上がる。 ほぼ平坦。東側に逆茂木朧痕 1基有。

分 類 A■ 2 AⅢ 2 A12 C13

図 111 陥 し穴状E~橋 (52)
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し‐78700m
A-3-B~引 A

(第 178号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色上微量混入。

::|1学譴佐 ほ亀雹蜜奪星とし1雫場をきこヨξ争歩をま岳看た巻む。
6 10YR2/1 黒褐色 ンルト。

A      B― y_A

A     B中 ぼ

一

A

(第 179号 陥し穴)
1 10YR2/3 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロックわずか。
2 10YR3/3 贈褐色 粘土質シルト にぶい黄禍色土プロックまばら

に入る。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色土との混上。
4 10YR4/2 灰黄褐色土 粘上質シルト 黒褐色土との混土。
5 10YR4/2 灰黄褐色土 粘上質ンルト 黒褐色土との混上。

…

B― B

alii三ζを
穴
g§

:笞承!古与阜三1宮ξttζぞ::をを猛募承た含
む。

6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土、にぶい黄褐色土との混

7 ЮYR2/1董也 粘土質シルト 隠 墳褐色土粒をわずかに含む。
粘性強い。

o         ●60        2m

(第 180号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト
2 10YR3/3 暗褐色 シルト

暗褐色土プロックをまばらに含む。

黒褐色土プロックをまばらに含む。

遺  構  名 第 178号 陥し穴 第 179号 陥し穴 第 180号 陥し穴 第 181号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重
第 1号墓抗と重複。北側上部を切ら
れる。

第 1号濤跡と重複。北側上部を切ら
オしる。

第 1号溝跡と重複。北側上部を切ら
れる。

形

状

平 面 形 長方形 濤状 濤状 溝状

断 面 形 (縦 )逆台形 (横)U字 状 (縦)不定形  (横)V字状 (縦 )逆台形  (横)U字 状 (縦)台形  (枝)V字状

規
　

模

開日部径 145× 48cm 247× 27c耐 275X21cm 273X30cm

底 部 径 137× 38cm 249 X llcm 268X12cm 335X17cm

深   さ 67cm 62cm 47cm 53cm

長 軸 方 向 N-168° 一 E N-16° 一 E N-14° 一 E N-87° ― E

埋 上
黒色土 黒褐色主主体。にぶい黄褐色生は
わずかに入る。

上部は黒褐色主主体。下部は粘性の強い灰
黄掲色と褐色■との混土。

黒tB色■と暗褐色上が互層を成す。にぶい

黄褐色とは入らない。

にぶい貢褐色土ましりの黒色土 具格色主主
体。最下層に粘性の強い黒色土入る。

底 面 両端がややせり上がる。副穴 1基有c ほぼ平坦。 ほぼ平坦 ほぼ平坦。

分 類 C13 AⅣ 2 A13 A皿 2

図112 陥し穴状遺橋 (53)
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し‐78500m
B-8-A

A型 3-ぼ      瓜

(第 182号陥し穴)
1 10YR2/3 黒褐色 シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト にぶい黄禍色上粒をまばらに含む。
3 10YR3/3 晴褐色 ンルト 黒褐色土との混上。
4 10YR3μ 暗褐色 ンルト 小礫をまばらに含む。水の作用を受け

くすんだ色調を為す。

(界 183号 陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロックをまば

らに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色土との混上。
3 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト 褐色土ブロックをまばらに含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をまばらに含

む。
5 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 暗褐色上ブロックをまばらに含む。

し=78600m
トーーーーーーーーーーーーB

―

B― κ

し‐78500m
トトー B― B

(第 184号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土プロックをわずかに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 黒色土粒わずかに含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒色土とにぶい黄褐色土との混土。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 3層 に似る。にぶい黄褐色上の割合

が多い。

5 ЮY贈/2 黒褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土との混上。黒褐色上
の割合が多い。

(第 185号 陥し穴)
1 10YR1 7/1 黒色 ンルト 褐色上粒をごくわずか含む。
2 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黄褐色土プロック。
4 10YR3/4 暗褐色 粘土質ンルト 黒色上との混土。ほぼ同じ割合。
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土との混土。
6 10YR2/2 黒褐色 粘上質シルト 黒色土との混土。黒色上の割合 5層

より多い。

7 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 混入物ほとんどなし。

0        ■60        2m

遣 構 名 第 182号 陥し穴 第 183号陥し穴 第 184号 陥し穴 第 185号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 1号、第 2号溝跡と重複。北側の
上部を切られる。

第 1号、第 2号溝跡 と重複。南側の
上部を切られる。

木根による撹乱を受ける。境界が明
瞭でない。

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 濤状 ? 溝状

断 面 形 (縦 )不定形 (横 )V字状 (縦 ) 不定形  (横 )V字状 (縦 )不明 (横)U字 状 (縦)不定形  (横)V字状

規

　
模

開日部径 301× 25cm 273X24cm (不 明)X48cm 262X38cm

底 部 径 300X13cm 273X10cm (不明)× 42cm 263X10cm

深   さ 47cm 42cm 61cm 47cm

長 軸 方 向 N-125° ― E N-135° 一 E N― HO° 一 E N-16° ― E

埋 土
黒褐色土 暗褐色主主体。全体に水の作用を
受1)変色している。

上部は黒褐色土主体。下層はにぶい貰褐色
上の下に粘性の強い黒色上が入る。

に出 境個色とましりの黒飢 累褐色とJ猛
黒褐色土 黒色土主体。にぶい蓑褐色土力堀入し
ない。最下層部は粘性の強い黒色土。

底 面 東方向に上がる。 ほぼ平坦。 東方向に上がる。 ほぼ平坦。

分 類 AⅣ 2 AⅣ 2 不明 AⅣ 2

図113 陥し穴状遺構 (54)
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AI L 78 500m

図¬14 陥し穴状遺橋 (55)

(第 187号陥し穴)
1 10YR22 黒褐色 シルト。
2 10YR2/1 黒色 シルト 褐色上まばらに入る。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 褐色土と黒色土との混上。
4 10YR4/4 褐色 粘土質ンルト 黒色土微量混じる。
5 10YR2/1 黒色 ンルト 混入物ほとんどなし。

し‐78600m

(第 189号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト。
2 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒色上を全体に含む。
5 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 黒色上を全体に含む。
6 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土を全体に含む。

ヽ

し‐78600m
A-8-B― 引 Å

(第 186号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土プロックをごくわずか含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 鉄分を含む。
3 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 黒色土との混土。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土との混土。粘性強い。

Ａ

ｏ

A… B― ぼ

一

A

Slii三ヒを

穴

官暑琶と
ル
恵土響

'ラ

｀
を
:書を標3:悟色呈古罰含多

4 10YR1 7/1 黒色 粘土質シル ト 混入物ほとんどなし。

B― B

遺  構  名 第 186号 陥し穴 第 187号 陥し穴 第 188号陥し穴 第 189号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 24号 住居跡と重複。南側上部を
切られる。

第 3号住居跡と重複。北側の上部を
切られる。

形

状

平 面 形 溝状 溝】大 溝状 濤状

断 面 形 (縦 )不定形 (横)V字状 (縦 )逆台形  (横)V字状 (縦)逆台形 (横)V字 状 (縦 )不定形 (横)V字状 ?

規
　
模

開回部径 154X45cm 317× 32cm 258× 33cm 292X32cm

底 部 径 147× 6cm 300× 16cm 241 X llcm 293× 9cm

深   さ 42cm 40cm 45cm 63cm

長 軸 方 向 N-3° 一 E N-19° ― E N-28° 一E N-100° 一 E

埋 土
黒色と 黒掲色主主体。にぶい黄褐色土わ現
入しない。

黒色と 黒褐色土主体。にぶい黄掲色とが
混入しない。

黒色土 異栂色とJ猛 に熱撃謁會止力激 し
なtち

黒色土 黒褐色土主体。にぷ辮 色土か堀入し
な,ち

底 面 南方向に上力Sる 。 ほば平坦。諫層を底面とする。 南方向に上がる。礫層が底面。 ほぼ平坦。礫層を底面とする。

分 類 AⅣ 2 A12 A12 AⅣ 2
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第25号住肉土坑

(第 190号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒全体に微量含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土と褐色土との混上。
3 10YR2/2 黒褐色 粘上質シルト 褐色土小プロックをわずかに合

む。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 褐色土小プロックを全体に含む。
5 10YR3μ 暗褐色 粘土質シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
6 10YR2/1 黒色 ンルト 混入物ほとんどなし。

L‐ 78400m
A卜~~~~― ―――一 B-3-A

AttB― B     Å

(第 191号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上がプロック状に入る。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上がまばらに入る。
3 10YR3″  黒褐色 ンルト 黒色上ににぶい黄褐色上プロックが入る。
4 10YR4海  にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色上がわずかに入る。
5 10YR2/3 黒褐色 ンルト 3層 に似る。にぶい黄褐色土プロックわず

か 。

6 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 4層 に似る。4層 よりやや暗
7 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 地山に似る。
8 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 3層 に似る。にぶい黄褐色土をこく

わずか含む。

AttBI― J一 A

L‐ 78400m
A        B~-3 -A

(第 192号 陥し穴)
1 10Y鴎 /2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上がプロック状に

入る。
2 10YRり3 にぶい黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上に微量黒

色上、褐色土入る
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含

む。
4 10YR守3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 2層に似る。
5 10YR3″  黒褐色 粘土質ンルト 3層 に似る。

(第 193号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 暗褐色土プロックわずかに含む。。
2 10YRV2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土と暗褐色上との混上。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色上をまばらに含む。
4 10YR3海 暗褐色 粘上質シルト。
5 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色上がわずかに入る。

0        
「
60        2m

遺  構  名 第 190号 陥し穴 第 191号 陥し穴 第 192号陥し穴 第 193号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
新規柱穴と重複。柱穴北側は陥し穴
ではなく柱穴の掘り方か?

第 25号住居跡床面から検出。住居
内土抗に北側上部を切られる。

形

状

平 面 形 溝状 溝状 濤状 溝状

断 面 形 (縦 )不定形 (横 )V字状 (縦)台形  (横 )V字状 (縦 ) 台形 (横)U字 状 (縦)台形  (横)V字状

規

　
模

開日部径 290X35cm 224X34cm 270X19cm 269× 57cm

底 部 径 294X9cm 246 X llcm 276X10cm 278X18cm

深   さ 57cm 56cm 45cm 87cm

長 軸 方 向 N-13° 一 E N-21° 一E N-19° ― E N-18° 一 E

埋 土
黒色土 黒褐宜十ヤ代 にぶい黄褐色土粒混
入しない。

黒褐色ととにぷ 璃確に世力雹層韓 。最刊習
イ脚 強い異魅

剛駆土とI口

“

域撤望♭切冒鱒 、最羽冒
は柵効叡 剰ヽ確止

上部黒掲色上、中部に熱 )辮笠 卦 。最礎
に粘性の強い黒色上が入る。

底 面 北根1に 凹凸が有る。 ほぼ平坦。 わずかに両端がせり上がる。 ほば平坦。

分 類 A?2 AⅢ 2 AШ 3 AⅡ 2

図115 
‐
陥し穴状遺構 (56)
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B室 里 k

し‐78460m

(第 194号 陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。
2 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。暗褐色土混じる。
3 10YR3/4 暗褐色 粘土質ンルト 黒色上、にぶい黄褐色土プロック

微量含む。
4 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 3層に似る。 黒色上の割合多い。
5 10YR4/4 褐色 粘土質シルト にぶい黄禍色上と黒色土との混上。
6 10YR2/1 黒色 ンルト 混入物ほとんどなし。

A― B_B一 A

(第 196号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色上粒をまばらに含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒色上との混上。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土と黒色土との混上。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒色上がわずかに入る。地

山に似る。
6 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土小プロツクがわずかに入る。

L‐78500m
AトーーーB-8-A

(第 195号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 禍色土粒、小礫をわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土と黒色上の混土。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 褐色土小プロックをまばえに含む。
4 10YR2/1 黒色 シルト にぶい褐色土粒をわずかに合む。

B― B― 氏

AttB― B― バ

軍

1早

Iξ祀 サζ

穴

Iこぶ t、黄褐色 粘土質シル ト 黒褐色上との混土。にぶい

黄褐色土はプロック状に入る。
10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒がわずかに入る。
10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒色上をわずかに含む。
10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒色上がまばらに入る。
10YR2/1 黒色 シルト 混入物ほとんどなし。

0        1:60        2m

陥 し穴状遺構 (57)

-162-

遺  構  名 第 194号陥 し穴 第 195号陥し穴 第 196号陥し穴 第 197号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

新規柱穴に切られる。
第198号 陥し穴と重視。本遺構の方が新し

形

状

平 面 形 濤状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形 (横)V字状 (縦)台形  (横)V字状 (縦)台形 (横)V字 状 (縦)不明 (横)V字状

規

模

開口部径 261× 51cm 208X37cm 225X48cm 262X27cm

底 部 径 273X10cm 235 X llcm 260X14cm 258× 1lcm

深   さ 67cm 53cm 73cm 63cm

長 軸 方 向 N-14・ ―E N-88° 一 E N-89'― E N-16° ―E

埋 土
黒色土 黒褐FL十主体。最下層は粘性の強い
黒餃 。

黒色■ ,黒褐色主主体。にぶい賞掲色■は
最下層の黒色土にわずかに混入する。

黒髄 止 嘩 性 佳 偽 最穏 1諭働 豫 県
弘

上部は黒色と。中部わ恢黄褐五十■札 最下層に

粘性の強い黒色土入る。

底 面 ほぼ平坦。 中央部から両端方向に下がる。 東側に向かつてやや下がる。 ほぼ平坦。

分 類 A皿 2 AⅢ 2 A■ 2 AⅣ2

図 116



8

む            蓉

A+B― ぼ

―

A

し‐78300m
Aトーーーーー 8_8-A

(第 198号陥し穴)
1 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 褐色土粒、炭化物わずかに含む。
2 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色上粒をわずかに合む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色上との混土。
4 10YR2/1 黒色 ンルト 黒色上のプロック。

L‐ 78400m

Aトーー B― B

(第 199号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒わずかに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上わずかに入る。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色土とにぶい黄褐色土との混

上。
4 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 3層 に似る。やや暗い色調を為す。
5 10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色上がまばらに入る。
6 10YR3/3 暗褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色上と黒色上との混土。
7 10YR3/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。

L‐ 78400m
AトーーーーーB― B              A

(第 201号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 暗褐色上をごくわずか含む。
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト 暗褐色土をまばらに含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒色上をわずかに含む。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上をわずかに含む。
5 10YR3/1 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上をわずかに合む。

Ａ

。

(第 200号陥し穴)
1 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト

福色土粒まばら。

2 10YR2/2 黒褐色 粘上買シルト

にぶい黄褐色土と黒色上の混土。

にぶい黄褐色上がわずかに入る。

o        160       2m

ぎ

遺  構  名 第 198号 陥し穴 第 199号 tFaし穴 第 200号 陥し穴 第 201号 陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

第 197号陥 し穴 と重複。本遺構の
方が古い。

第 27号住居床面から検出。

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不明 (横)V字状 (縦)台形  (横)V字状 (縦)台形  (横)不明 (縦)台形 (横)Y字状

規

　

模

開日部径 175× 23cm 254X30cm 260×  (不明) 224X33cm

底 部 径 195X9cm 272× 8cm 291X9cm 246 X llcm

深   さ 51cm 61cm 48cm 68cm

長 軸 方 向 N-35° ―E N― ― E N-14・ ― E N-1° 一 E

埋 土
黒色主主体。にぶい黄褐色上の下に最下層
の黒色とが入る。

黒褐色■とにぶい黄褐色土との混上が主体。
HLA下層の埋上のみ記録。最下層に粘性の強
い黒褐色土力扶る。

黒色土 黒褐■十ギ偽 灰貰褐飢 の下、最羽g

に粘性の強い黒褐色土入る。

底 面 ほぼ平坦。 ほぼ平 IH。 南側がやや上がる。 ほぼ平坦。

分 類 AⅣ2 AⅢ 2 AⅢ 2 AⅢ l

図117 陥し穴状週構 (58)
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L‐ 78300m
A― B― B

(第 202号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 晴褐色土ブロックをわずかに含む。
2 10YR3/4 褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色土と黒色上の混上。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色、褐色上粒をまばら

に含む。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土、褐色土粒をまばらに

含む。
5 10YR2β  黒褐色 粘土質ンルト 灰黄褐色土との混土。
6 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色、褐色土粒をまばら

に合む。
7 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上をまばらに合む。

し‐78300m
Aトー 8-B´

―
Å

(第 204号陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒色土をわずかに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

褐色土粒入る。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土と黒色土との混土。
4 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト 混入物ほとんどなし。

L‐ 78300m
Aトーー B― B          天

(第 203号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色上プロックをわずかに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土と暗褐色土との混土。
3 1 0YR4rr3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒色上がわずかに入る。
4 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をごくわずか含む。

B

L‐ 78300m
A― B― B― A

(第 205号陥し穴)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土との混上。
2 10YR2胞 黒禍色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土との混土。
3 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト にぶい衰褐色土粒をまばらに合む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
5 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上との混上。黒褐色

上の割合多い。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上の混土。
7 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

O        ■60        2m

八

遺  構  名 第 202号 陥し穴 第 203号陥し穴 第 204号 陥し穴 第 205号陥し穴

写 真 図 版 94

況
係

状

関

出
複

検

重

形

状

平 面 形 溝状 溝状 情円形 溝状

断 面 形 (縦)台形 (横)V字状 (縦 )不定形  (横)不定形 (縦)逆台形  (横)U字 状 (縦 ) 台形 (横 )Y字状

規

　
模

開口部径 309× 45cm 21l X 45cm 140× 65cm 174× 52cm

底 部 径 321× 9cm 219× 17cm 120X41cm 21l X 18cm

深    さ 89cm 53cm 75cm 82cm

長 軸 方 向 N-175° ―E N-18° ―E N-93° ―E N-4° 一E

埋 土
黒褐色と黒色上 にぶい黄褐色上が交互に
入る。最下層はにぶい黄褐色土。

上部黒色■、中部にぶい黄智色主主体。最
下層に粘性の強い黒色土が入る。

下層のみ記録。黒褐色土とにぶい黄褐色上
の混上の下に、粘性の強い黒色とが入る。

にぷい黄褐色土と黒色土 黒褐色上が互層を
成す。最下層は粘性の強い黒色土。

底 面 中央部が下がる。 は 1ま平坦。 中央がせ り上がる。 両端がせ り上がる。

類分 AⅡ 2 AⅣ 2 B13 A皿 1

図118 陥し穴状遺構 (59)
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(第 206号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 木根が多量に入る。
2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 黒色土と暗褐色土との混上。黒色

上の割合多い。
3 ЮYR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒色上がわずかに入る。
4 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒色土との混土。ほぼ同じ割合。
5 10YR3/4 暗褐色 粘土質ンルト にぶい黄禍色土と黒色土との混上。
6 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上粒をまばらに含む。
7 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色上をこくわずか含む。
3 ЮYR2/1 黒色 粘土質シルト 混入物ほとんどなし。

B

し‐78300m
トーーー B― B― A

(第 207号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 上部に木根を多く含む。にぶい黄褐色上ブ

ロックをまばらに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 晴褐色土と黒色上との混上。
3 10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト 暗褐色土との混上。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 暗褐色土との混土。3層に似る。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土をわずかに含む。
6 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土をわずかに含む。

L‐78400m
Aトーー B― B― A

(第 209号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 暗褐色上プロックをまばらに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒色土をわずかに合む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 崩落土?
4 10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト 黒色上をまばらに含む。
5 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒色上をまばらに含む。

0        1:60        2m

<
Bく 《

し‐73200m
A― B-8´

―

A

(第 208号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 暗褐色土との混土。にぶい黄褐色土ノロッ

クを含む。
10YR2/2 黒褐色 ンルト 暗褐色土をまばらに含む。1層に似る。
10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト 暗褐色上を全体に含む。
10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上粒がわずかに入る。
10YR3/4 暗褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上粒をまばらに含む。
10YR3/3 暗褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色上粒がわずかに入る。

遺  構  名 第 206号 陥し穴 第 207号陥し穴 第 208号 陥し穴 第 209号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重

形
　

状

平 面 形 惰円形 溺状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不定形 〈横)Y字状 (縦)台形 (横)V字状 (縦)不定形 (横)V字状 (縦)不定形  (横)V字状

規
　
模

開日部径 170× 93cm 207× 44cm 188× 38cm 179× 33cm

底 部 径 168X21cm 234X14cm 188× 14cm 183X12cm

深    さ 73cm 77cm 51cm 63cm

昆 軸 方 向 N-4V― E N-7・ ―E N-0° 一 E N-0° 一E

埋 土
黒色土 黒褐色土主体。部分的ににぶい黄褐
色と力次る。最円冒は粘性の碑 環鑑 。

黒色土 黒褐色主主体。にぶい黄褐色上の
下、最下層に粘性の強い黒褐色土力こ入る。

にぷt導訥雛壁と位を含た茂環串駐生と帷
施

上部黒色上、中部にぶt域褐■十ギ偽 最下層に

粘性の強い暗褐色■力択る。

底 面 はぽ平坦。 中央部下がる。 はぽ平坦。 ほぼ平坦。

分 類 BⅣ l A皿 2 AⅣ 2 AⅣ 2

図119 陥し穴状遺構 (60)
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L‐78400m
Aト ーーーーー B― B― A

(第 212号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 禍色上プロックをわずかに合む。
2 10YR2/3 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色上小プロックをわずかに含

む。

3 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄禍色土プロックをまばらに含む。
4 10YR2/1 黒色 シルト 混入物ほとんどなし。
5 10YR3/3 晴褐色 ンルト にぶい黄褐色土粒を全体に含む。
6 10YR4/3 にぶい黄禍色 粘土質シルト 褐色上粒、黒色上をわずか

に含む。

7 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 混入物ほとんどなし

A

A     B~ぼ ~A

(第 2H号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト 暗褐色土と黒色土との混上。黒色上の

割合多い。

10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒色上との混上。黒色上の割合多い。
10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 贈褐色土と黒色土との混。ほぼ同じ割

合。

10YR3/4 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上をわずかに含む。
10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上がわずかに混じる。
10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色上をまばらに含む。

L‐78300m

舎        を
B

L‐ 78300m
Aトーー 8-8-A

k

s21i]:を

穴

ζttg黄をと宮影
手ミ
色
落魯三尋をξ息:格暮巻
を

に含む。

必

Ａ

。

0        1160        2m

て
213晶
堰比

穴
量色 シル ト に熱 】黄褐t■粒、褐色桂、月 卵 極微量合

:||1学影 そ 言:鳥黄髯ζ
曽
慈tgjヨ 鳥

ヨ
言ξ言自ζと三

'::ヨ

とき色

入る。

遺  構  名 第 210号 陥し穴 第 2H号 陥し穴 第 212号 陥し穴 第 213号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 惰円形

断 面 形 (縦 )長方形 (横)V字状 (縦)不定形 (横)U字 状 (縦 )逆台形 (横)V字状 (縦)逆台形 (横)V字状

規
　

模

開日部径 142× 35cm 252× 21cm 224× 34cm 125× 65cm

底 部 径 136× 16cm 255X 13cm 223X9cm 90X44cm

深    さ 51cm 41cm 72cm 58cm

長 軸 方 向 N-82° 一E N-88° 一 E N-26° 一 E N-90° 一E

埋 土
上部は黒色上、中 下部は黒禍色土 暗褐色
主主偽 にぶい黄褐色はわずかに入る。

にぶい黄褐色土を含んだ黒褐色主主体。最
下層は粘性の強い黒褐色土。

上鱒 猛 1こキ 雷ゞ抱吐の下 (最刊団
に粘伯笏m環概勤択る。

上部黒色上 下部は景褐五十■代 両喘に崩落土
と思われるにぷヤ墳褐とと力扶る。

底 面 両端がわずかにせり上がる。 ほぼ平坦。 南側に段差があり上がる。 両端がややせ り上がる。

分 類 AⅡ 2 AⅣ 3 A12 B12

図120 陥し穴状遺構 (61)
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■78300“
AttB~ぼ

一

A

乞:酬離辮業♂継養デ譜
｀
重窪隻謎蕉織い 214号監し刃

1, 10YR2/1 舞部ヨ ラ
'レ

ト
すかに合tp.

争器賜i驚 謗
～に含む。

4 10YR2/3 黒褐色 シルト

Ａ

ｏ

Ａ

０
Ａ

０

い7&301Jm

卜 78 3oO韓

Aトーーーーーーー B― げ

―

A

乞!弼鵡舞景き
い
勢や絶縄 とど蒋身ぎ翔遊彗静らに議

3 10YR3/3 暗褐色 猶主質シルト tiふぃ資褐色上プロウク,褐色土粒
言将主ち,

4 10YR3/4 暗褐色
―
粘土質ンルト 黒色とをわすかに合む。

s 10YR4/3 に本■負編色 精土質シルト 晴裾偽土をまばうに含む|
0          1,60         2m

蜘 螂

幣擢講争怒悪竃色≧議慢諸
にぶい資欄色土粒含むゃ

B― す

―

A

寧
2穂
誰 鳥 色
"卜
に� 横Xtlt小カ ッあ ずj】崎 携

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒色土とにぶい裁褐色土と島

二11認筋
―
藤 罐 瞥 越 器 淋

卜
越 登 解 雛 答む

`5.10YR3/2 黒縛色土 粘土質シルト 混入物はとんどなし,

遺  構  名 第214号罐し穴 第 215号陥|し穴 第彦16毒臨し穴 第217号罐し穴

写 真 園 版 97

検 出 状 況
量 複 関 係

第

'15号
陥し穴と―重密と本遺構の

方が新しい。
第 2141号陥し穴と重複ェ本遺格の
方が古しヽ

形
・
状

平 面 形 袴円形 繊 滞状 BLR

断 面 形 (幾)逆台形 破 )V字状 tthl逆台形  lej V宇4? (紳 台杉 lell v字 哄 韓〉御夕 (櫛 V勢

親

凛

開口部径 1551X.86cn 296X51Cm 263メ 48cm 286× 710m

底 部 径 140X SScln 234*14cm 287× 1lcn 312X15o“

深  さ 36cm 79cm 70cm 81c�

長 軸 万 ロ N-89'― E N工 108・ 工E N-70° ―E N-49° ―E

埋 上 議議芦
【醸鯉 螂々 脇 即

“

鯰ett,輔種蟻猛黛酪 itぷ域
櫛圏酌状る。

底 面 韓 鞠 獣 地騨報い 0るむ 菓側が籍やかに上がるぉ ほは平退。 ほぼ平選。

分 類 B12 A■2 AⅡ彦 AⅡ 2

図 121 陥し穴状遺構(62)
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AttB―   

『
     A

A― B_ぼ

一

A

(第 220号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土粒、褐色土粒をわずかに

含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘上質ンルト 黒色上とにぶい黄褐色上との混

土。
3 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色上粒をわずかに含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒色土わずかに含む。

B_B         A
し‐78300m
A

(第 218号陥し穴)

ち:|:導電先 羅暑色 慈生質9帰士
ブ
足蛍憮婁錢雹皇揚宮,歩をまばら

に合む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 2層 よりやや暗い。

怠1韓雄善,目暑g黄毒三§し|:シ[鍵看自三毒Bξ〔![雖

(第 219号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒、

含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色 粘上買ンルト

かに入る。

にぶい黄褐色土粒をこくわずか

黒色土との混上。掲色土粒わず

L=78200m
A― B― B生_____引 A

(第 221号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。植根をわずかに含む。
2 10YR2/3 黒褐色 ンルト 褐色土小プロックをまばらに含む。
3 10Y贈 /3 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色上との混上。暗褐色上の割合多
4 10YR守3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまばらに合

む。
5 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに合む。
6 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上粒をまばらに合む。

0        1:60        2m

遺  構  名 第 218号 陥 し穴 第 219号陥し穴 第 220号陥し穴 第 221号陥し穴

写 興 図 版

諷
係

状

関

出

複

検

重

形

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形 (横)V字状 (縦 ) 台形 (横)V字状 (縦)台形 (横)V字状 (縦)長方形 (横 )V字状

規
　
模

開日部径 275× 64cm 396X46cm 266× 41cm 218× 45cm

底 部 径 316× 17cm 312× 12cm 283X12cm 208× 18cm

深   さ 79cm 76cm 65cm 68cm

長 軸 方 向 N-71・ ―E N-63° 一 E N-32° ―E N-108° 一 E

埋 土
上部は黒色土 黒褐任十ギ体。にぶい黄褐色
■の下、最下層に粘性の強い黒褐色土力次る。

黒禍色と灰黄褐色土お垣層を成す。
黒負十ギ偽 に乱蹟掴監阻 しり黒箇つ＼
最刊酢群甜眩務い黒壁 力次る。

黒褐色土とにぶい賞褐色土わ壇層を成す。最下層
は黒褐色i泣を合んだにぷい貢褐色土。

底 面 両端がやや上がる。 両端がやや上がる。 ほぽ平坦。 東側がやや上がる。

分 類 A皿 2 AⅢ 2 AⅢ 2 AⅡ 2

図122 陥し穴状遺橋 (63)
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AttB十
一

B引 A

L‐78300m
AI――一一―――一 B

L‐78300m

(第 222号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土小プロックをわずかに合む。
2 10YR守2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒色土との混上。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質ンルト 褐色の砂質土と灰黄褐色土と

の混土。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト わずかに褐色土粒を含む。

(第 223号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 暗褐色上、にぶい黄褐色土わずかに合む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土泣をわずかに含む。
5 10YR2/2 黒褐色 シルト 混入物ほとんどなし。
6 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をごくわずか含む。

掘りすぎか?

(第 224号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をわずかに合む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色上をわずかに含む。
3 10YR3μ  暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上プロックをまばら

に含む。
4 10YR4/4 褐色 粘土質シルト 3層 に似る。にぶい黄褐色土粒の割

合多い。
5 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。

―

B― A

Aトーーーーーーーーーーーーーーーーー 8-B′

―

A

o        ■60       2m

図 123 陥 し穴状遺橋 (64)

遺  構  名 第 222号 陥し穴 第 223号陥し穴 第 224号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

南西部約V2撹乱を受けている。

形
　

状

規
　

模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦 ) 不明 (横)U字 状 (縦 )逆台形  (横)V字状 (縦)逆台形  (横)U字 状

開日部径 (不明)× 28cm 362× 43cm 330X29cm

底 部 径 (不明)× 20cm 287X19cm 351× 20cm

深   さ 58cm 80cm 68cm

長 軸 方 向 N-32° 一 E N-107° ― E N-117・ ― E

埋 土
上部黒色土。下部は砂質のにぶい貰欄色■

主体。

上部は黒色土主体。にぶい黄協色上の下に

粘性の強い累色上入る。

上部黒色土、下部は暗褐色主主体。にぷい

黄褐色上が全体にまばらに入る。

底 面 ほぼ平坦。 多少凹凸がある。 ほぼ平坦。

分 類 A?3 A12 AШ 3
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む
A~B―   

『
―

A

(第 225号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 暗褐色土との混土。褐色土粒をわずかに含

む。
2 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土プロックを全体に

含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒色土わずかに入る。
4 10YR3/2 黒褐色 シルト 1層に似る。
5 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 2層 に似る。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
7 10YR3/2 黒禍色 粘土質シルト 黒色土とにぶい黄褐色土との混上。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 5層に似る。

む     .)な
B

し‐78200m
A― B― B         A

(第 227号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 黄褐色土プロック、褐色土粒をわずかに含

む。
2 10Y昭 /2 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土とにぶい黄褐色土との混上。
3 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロック入る。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒色上わずかに入る。
5 10YR3/3 暗褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土と黒色土との混土。

黒色上の割合やや多い。
6 10YR4/2 灰褐色 粘土質シルト 黒禍色土粒をごくわずか含む。
7 10YR4/4 褐色 砂質ンルト 混入物ほとんどなし。掘りすざか?

し‐78200m

図124 陥し穴状遺構 (65)

8-B          A

A

L‐78100m
Ar――――

一
、B― B            A

0        1:60        2m

Ａ

。

(第 226号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 暗褐色土粒わずかに合む。
2 10YR3/3 黒褐色 粘上質シルト 暗褐色上プロックをまばらに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上粒をわずかに含む。
4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上粒をまはらに含む。3

層より暗い。
5 10YR4/2 灰黄禍色 粘土質ンルト 黒色上が筋状に入る。

暇
2i識

辛T当色 ンル ト にぶい黄褐色土との混上。褐色土粒カ ック状に

ヨ瞳/覇蟻翼馨寡踵ど

遺  構  名 第 225号 陥し穴 第 226号陥し穴 第 227号 陥し穴 第 228号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重

形

状

平 面 形 溝状 溝状 潤状 溝状

断 面 形 (縦 ) 台形 (横)Y字状 (縦 )台形  (横)V字状 (縦 ) 台形 (横 )V字状 (縦 ) 台形 (横 )V字状

規
　

模

開国都径 265× 58cm 231X27cm 204× 37cm 239× 49cm

底 部 径 283× 29cm 328 X IIcm 255X12cm 268× 13cm

深   さ 85cm 82cm 81cm 69cm

長 軸 方 向 N-120° ― E N-123° 一 E N-128° ― E N-122° ― E

埋 土
上部は黒色土 黒協色土主体。にぶい黄褐
色上の下に粘性の強い黒褐色とが入る。

上部は黒色と、中～下部は黒色土 黒褐色
土を含む灰黄掲色主主体。

上部は黒色土 黒褐色土主偽 下部はにぶい
黄褐色上の下に粘性の強い暗褐色が入る。

上部は黒色土三角 中部は混亀 最下層は粘性の

強I環褐色上

底 面 ほは平坦。 中央から南側に段差がある。 両側がせ り上がる。 中央部がやや下がる。

分 類 AⅡ 3 AⅡ 2 AⅢ 2 AⅢ 2
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繹 嘩 8~B~A

L‐78000m

(第 229号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色土プロックを含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をわずかに含む。
4 ЮYR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄禍色土プロックをわずかに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上、にぶい黄褐色上がブ

ロック状に混じる。
6 10YR2/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

(第 230号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色土との混上、褐色土プロックをまばらに

含む。
10YR2/3 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土との混土。
10YR2/1 黒色 シルト 径20mm程度の褐色土プロックをまばらに含む。
10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 鉄分を含む褐色上をプロック状にまばらに含

む。
10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 暗褐色土との混上。4層に似る。
10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 褐色土プロックを全体に含む。

(第 231号陥し穴 )
1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 黒褐色上をわずかに含む。
2 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色上ブロックを含む。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。粘性強い。
4 ЮYR2/3 黒褐色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。

B-8'一 A

A      B~y_氏

図125 陥し穴状遺構 (66)

遺  縛  名 第 229号 陥し穴 第 230号陥し穴 第 231号陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

形
　
状

規

　
模

平 面 形 溝 双 濤状 溝状

断 面 形 (縦 ) 台形 (横)U字 状 (縦)台形 (横)U字 状 (縦 ) 台形 (横)U字 状

開日部径 182X24cm 301× 26cm 318X16cm

底 部 径 209× 15cm 312X16cm 330× 17cm

深   さ 52cm 48cm 34cm

長 軸 方 向 N-125° ― E N-134° 一 E N-125° ―E

埋 土
上部黒色土 黒褐■十ギ塩 にぷmの 下
最下層に黒褐色土力状る。

上～中部は黒色土 黒tB色主主体。最下層
は粘性の強い灰黄褐色■。

黒掲色土 晴掲h十主体。にぶt岐褐色土は含ま
なtヽ。

底 面 北西部がやや上がる。 北西部がやや上がる。 ほぼ平壇。

分 類 AШ 3 All1 3 AⅡ 3
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し‐78100m
Aトーーーー B-8-天

し‐78000m
Aトーーー B― B´

―

A

(第 232号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 暗褐色土粒を全体に含む。炭化物粒ま

ばらに含む。
10YR3/2 黒褐色 シルト 暗褐色上との混土。
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒色土との混土。
10YR2/3 黒褐色 ンルト 1層に似る。
10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 黒色上がわずかに混じる。

B

し‐78200m
Aトーーーーー B-8-A

(第 234号 IfrEし 穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土ブロック、炭化物粒をわずかに合

む。
2 10YR2/3 黒褐色 ンルト 褐色土粒を全体に含む。
3 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR守3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 褐色土粒を全体に含む。
5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒色上をわずかに含む。
6 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに含む。
7 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒色上をごくわずか含む。

図126 陥し穴状遺橋 (6フ )

(第 233号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 暗褐色土との混土。
2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 黒色土とにぶい策褐色土との混

上。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 2層 に似る。黒色上の割合多ヤち
4 10YR4/3 にぶい黄禍色 粘土質ンルト 黒色上少量含む。

し‐78400m
Aトーーーーー B-8-A

(第 235号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土プロック、褐色上粒を全

体に含む。
10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土と黒色土との混土。
10YR2/2 黒褐色 ンルト 2層 に似る。黒色土少量含む。
ЮYR4/2 灰黄褐色 砂質ンルト 黒色土少量含む。
10YR4/1 灰褐色 砂質ンルト 黒色土こくわずか含む。
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上をわずかに含む。

崩落土?

0           1:60          2m

選  構  名 第 232号陥し穴 第 233号 陥 し穴 第 234号陥し穴 第 235号 陥 し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不定形 〈横)U字 状 (縦)不定形 (横)V字状 (縦)台形  (横)Y字状 (縦 )不定形  (横)V字 状

規
　

模

開日部径 194X35cm 157× 34cm 218× 43cm 208X32cm

底 部 径 165X10cm 136× 14cm 216× 8cm 206X13cm

深   さ 53cm 59cm 83cm 72cm

長 軸 方 向 N-133° 一 E N-124° ―E N-140° 一E N-93° 一 E

埋 土
黒褐色■とにぶい黄褐色上が互層を成す。
最下層は砂質のにぶい黄褐色土。

黒色土 黒褐色土とにぶい黄楊色上が互層
を成す。最下層は砂質のにぶい黄褐色土。

上部は黒色土主体。黒色土の最下層に粘性
の強い灰黄褐色上が入る。

上部黒褐色土主体。砂質の灰責褐色上の下に

粘と質のにぶい賞褐色とが入る。

底 面 ほぼ平坦。 北西部に段差があ り上がる。 ほぽ平坦。 東側が下がる。

分 類 AⅣ3 AⅣ3 AEll AⅣ 2
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J  丞

射 ЮYRV3憲
伊
色 粘土質シルト 醜 墳髄 土カ ックをわずか崎

:||li懃 §:吾:才ζぅ,章を言ξ:g:B:i:[:き ,。

(第 236号陥し穴)
l ЮYR1 7/1 黒色 ンルト

む。
暗褐色土小プロック、褐色土粒をわずかに合

(第 237号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 砂粒状の褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒色上粒をわずかに合む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 小礫をわずかに合む。
4 10YR4/2 灰黄褐色 ンルト 黒褐色上粒をわずかに含む。

(第 238号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR守3 にぶい黄褐色 砂質ンルト 小礫をまばらに含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 黒褐色上粒をまばらに含む。

A
(=

Ａ

ｏ

X
B

A。        '訟

L=77900m
A        B-3

0        1:60       2m

図12フ 陥し穴状遺構 (68)

―

B― ざ

―

バ

ι‐77900m
A_B-8-ハ

遼  構  名 第 236号 陥し穴 第 237号 陥し穴 第 238号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状
関

出
複

検
重

撹乱により上部削平。下部のみ残
存。

撹乱によ り上部削平。下部のみ残
存。

形
　
状

規
　

模

平 面 形 濤状 溝状 溝状

断 面 形 (縦 )台形 (横)V字状 (縦)不定形 (横)U字 双 (縦)不定形 (横)U字 状

開日部径 273× 38cm 159X14cm 316× 19cm

底 部 径 279× 17cm 173× 9cm 325X12cm

深   さ 77cm 43cm 43cm

長 軸 方 向 N― ― E N-130° 一 E N-10ド ー E

埋 土
上部は黒色土Jな。灰蓑褐色上の下にシルト質の
黒色と。そのさらに下に砂質の暗褐色土力次る。

上部は黒色土。砂質のにぶい黄褐色上の下
に灰黄褐色とが入る。

上部具色と主体。砂質のにぶい賞褐色上の下にシ

ルト質の灰貰掲色土力次る。

底 面 ほぼ平坦。 東南方向に徐々に上力まる。 ほぽ平坦。

分 類 A皿 2 AⅣ 3 AⅣ 3
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3.10YR4/2 魔黄褐色 措土質ンルト 本の作用を受け変色。黒褐色上

粒わずむ電Aトーーーー B― B′

―

A

A
ユニξf二重ま斑∋ oA
簾 分た朗 肇報

図128 陥し穴状遺構(09J

Si‖阜著́ :横ョ竜魯キを圭翻 子ヨ首ぞ身を亭言をとの前砂

4.研R2/2熱|とブ慕 巌 質ル ト 加 ―にはる.本の作用標 確

も,6R/2写

'こ

踏 荘筆 力 ヽ 4雛似挫 卿 紗 な

6. 5YR2′1 黒色 粘土質シ″卜 '卜の作用を受け 育く変色してい乱

道  串  筈 第

'39■
陥し穴 第 240号聴し穴 第241号陥し穴

写 真 図 版

汎
係

状
関
出
懐
模
重

協出により上離則平,下部つみ森
機

博出により上部割平ぉ下部の,残
乱

形

状

　

，
堀

壌

平 面 形 絆 郡 報

断 面 形 1韓)台形 は)V響 (碑 攣 彰 tal u字状 lal不荘影 lel y=襟

閉口部径 ■62X13cれ 196×■3cm 397× 28cm

底1部 径 173X7cm 182-× 5cm 405 X IIcm

深   さ 38c� 44ёm 52cm

長 軸 方 向 N‐ 122'一 V N-4SP工 E N―-91・ ―E

埋 土 :鯉
触 な

1翼協議薪憾母肯と里奏粋士
コ籠鰤 ン繍 謎帥藝

ほ 面 ほぼ平坦お ほぼ平胤 東方向に級 ぐ擦斜する。

分 類 AH, A18 AⅣ2
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Ａ

ｏ

AttB―

(第 242号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロック、褐色土粒をま

ばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色上粒を全体に合む。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい硫黄褐色土との混土。黒褐

色上の割合多い。
4 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 3層 に似る。にぶい黄褐色土の

割合がやや多い。

な
 く壬≡≡垂≡妻摯

ゝ
び

L=78200m
A― BI_B・

―

A

(第 243号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロック、褐色上粒をまばらに

含む。

liと彪た
 s農
魯黄ξ与1粘:ミ帯曇ほ:三そこまぞ::會ξβヨ急に似

10YR4/3 
に競ぢ言

禍色 粘土質シル ト 黒褐色土粒を全体に含む。 3層

1継解協た
 暑二概きま
也 繕登轡59雫
土
量亀由笙亀堰宴落乞盈暑岳伊8。

10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土との混土。

AttB― J一 A

(第 245号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 黒褐色土との混土。にぶい黄褐色土プロックま

イまら。
2 10YR4/3筑

督多言押
色 ンルト 黒褐色土との混上。にぶい黄褐色上の

]惜絨静ゝ慈ξ宮シ与雫撰尋Ei憲 脅ヽ魏与ヨ掌雄殺
0           1:60          2m

Ａ

０

Ａ

０

(第 244号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロック、暗褐色土粒をま

ばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒色土との混土。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに

合む。鉄分含む。

AttB― ぼ_

第 3号溝跡

天

図129 陥し穴状遺構 (70)

遺  構  名 第 242号 陥し穴 第 243号 陥 し穴 第 244号陥 し穴 第 245号陥 し穴
写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 濤状 溝状

断 面 形 (縦 )逆台形 (横)V字状 (縦)不定形 (横)V字状 (縦)台形 (横 )V字状 (縦)台形 (横)V字 状

規
　
模

開口部径 309X36cm 198X36cm 205X43cm 227× 28cm
底 部 径 289X9cm 14cm 241X18cm 238× 1lcm

深   さ 69cln 68cm 54cm 36cm
長 軸 方 向 N-62° ― E N-93° ―E N― H7° ―E N-135° 一B

埋 土
黒色■・黒褐笹十主体。によい貰褐色■との
趾 の下に黒褥佳ヒカ次る。

黒色土 黒褐色土とにぶい黄褐色上が互層
を成す。最下層は砂質の灰黄褐色土。

上部黒色土ヨ馬
`コ

H璃爾胞止の下に粘性の強
ぃ黒a十あ次る。

累色■とにぶい鶏 佳L力tEEEを成売 齋 層は
粘性の強tttL LD次 る。

底 面 中央部がやゃ下がる。 ほぼ平坦。 両端がゃゃせ り上がる。 南西部がせ り上がる。

分 類 AⅣ 2 AⅣ 3 A工 2 AⅢ 2
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A

し=78100m
AトーーーB-8-A

(第 246号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土粒をまばに含む。鉄分微量に含む。
2 10YR2/2 黒褐色 ンルト 褐色土粒をわずかに合む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土プロックをまば

らに含む。
4 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色上、にぶい黄褐色土との混

土。

。 A

(第 247号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
3 10YR2/1 黒色 シルト 暗褐色土との混土。
4 10YR2/2 黒褐色 ンルト 3層 に似る。晴褐色上の割合多い。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
6 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。

L‐ 78200m
Aトーーーーーーー 8-B~A

A型 8-ぼ
一

A

A。

し=78100m
A― B― B生_____― ―引 A

(第 248号陥し穴)
l ЮYR2/1 黒色 ンルト 褐色土プロックを、まばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックを全体に含む。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色土との混土。鉄分微量。
4 ЮYR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上をまばらに含む。

て
21]祀
F量 色 ンルト に熱 端` 飢 プロック、掲盤 粒をまばらに
含む。

:| |1学専才: :富言§::量ウ怠3ζ与与阜曇:言ヨgぞ::;::クがま
ばらに入る

6 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上粒をまばらに含む。4
層に似る。

o           l:60

遣 構 名 第 246号 陥し穴 第 247号陥し穴 第 248号 陥し穴 第 249号 陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検
重

形
　

状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)長方形 (横)V字状 (縦 )逆台形 (横)V字状 (縦)逆台形 (横 )U字 状 (縦)不定形 (横)V字状

規
　

模

開日部径 179× 40cm 292X43cm 208× 29cm 192× 36cm

底 部 径 15cm 253 X llcm 200× 20cm 185X15cm

深   さ 43cm 77cm 47cm 57cm

長 軸 方 向 N-99° 一 E N-90° 一 E N-146°  ― E N-152・ ― E

埋 土
上部は累色土 黒褐色■主体。にぶい黄掲色
との下、最下層に粘性の強い黒褐色上が入る。

上部は黒色土 黒褐
'キ

主体。にぶい黄褐色
上の下、最下層に粘性の強い黒色土が入る。

上部は黒色土 黒協色とヨ札 最刊冒ににぷI瑣

馳 力次る。

上部は黒色上、中部はにぶい貰褐色主主体。最下

層には粘性の機t潔褐色土力択る。

底 面 わずかに段差がある。 中央がややせ り上がる。 中央が下がる。 ほば平坦。

分 類 AⅡ 2 A12 A13 AⅣ 2

図130 陥し穴状遺構 (71)
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L‐78100m
~B~3~A

Ａ

ｏ

(第 250号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土わずかに入る。
2 10YR2/3 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土との混土。褐色上粒まばら。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒色土をまばらに含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色上をわずかに含む。
5 10YR守2 灰黄褐色 粘土質シルト 黒色上をわずかに含む。
6 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土と黒色土との混土。2

層に似る。

(第 251号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに含む。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土ブロックを全体に含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上粒をまばらに含む。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒色土をわずかに含む。

L‐78100m
Aトィーーーーー B― B― A

L‐ 77900m
A― B― B― バ

Bく

(第 252号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト
2 ЮYR4/3 にぶい黄褐色
3 10YR4/3 にぶい黄褐色
4 10YR2/1 黒色 シルト
5 10YR3/3 暗褐色 ンルト

黒色土 にぶい黄褐色土との混土。
粘土質ンル ト 黄褐色上プロックに合む。
粘土質シル ト 黒色土粒をまばらに含む。
にぶい黄褐色上粒をまばらに合む。
にぶい黄褐色土との混土。

o        ■60       2m

図131 陥し穴状遺構 (72)

遺  構  名 第 250号陥し穴 第 251号陥し穴 第 252号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形

状

規

　
模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)台形 (横)V字状 (縦 )台形 (横 )V字状 (縦)長方形 (横 )U字 状

開日部径 252X36cm 204X35cm 185× 24cm

底 部 径 255X9cm 214X10cm 171X14cm

深   さ 56cm 57cm 31cm

長 軸 方 向 N-98° ― E N― H8° 一E N-170° 一 E

埋 土
上部黒色土、中部はにぷい黄栂色と主艦 最下屠
に粘性の強t端褐佳ヒカ次る。

に熱 瑣御生 を含ス純 .需駐壁主転
上部は黒色土、にぷⅢ貢褐色上の下は2唐に男1れ

最下層はにぶい黄褐色■と暗褐色上の混土。

底 面 多少傾斜がある。 北西部がやや傾斜する。 ほぼ平坦。

分 類 AⅢ 2 AⅡ 2 AⅡ 3
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B
L‐77900m
Aトーーーー B― B

(第 253号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 黒色土プロックをまばらに含む。
2 10YR守2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土との混上。

(第 254号陥じ穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土との混土。
3 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
5 10YR4/2 灰黄褐色 粘上質シルト 水の作用を受け変色している。
6 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。

(第 255号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土プロックをまばらに合む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
4 10YR4/r3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色土粒をわずかに含む。

0        ■60        2m

L‐77800m
A              B― B

L‐77800m
AトーーーーーーB― B― A

遼  糖  名 第 253号陥し穴 第 254号 陥し京 第 255号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 255号陥し穴と重複。本遺構の
方が新しい。

第 254号 陥し穴と重複。本遺構の
方が古い。

形

状

規

　
模

平 面 形 濤状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不明 (検 )V字状 (縦)台形 (横)U字 状 (縦)台形 (横)U字 状

開日部径 (不 明)× 33cm 357× 18cm 223X22cm

底 部 径 (不 明)X15cm 385X12cm 235× 15cm

深   さ 51cm 52cm 46cm

長 翰 方 向 N-107° ― E N-163° 一 E N-101° 一 E

埋 土 上部は新規柱穴に切られ下部のみ焔
他の陥じAと埋上の状況力探なる。lLmと
の卦効・?下部呻 下巳驚髄」)拭る。

黒色上とにぶい黄褐色土力IE層を成す。最下層に

はにぷい華島色土。

底 面 西側がせ り上がる。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

分 類 A?2 AⅢ 3 AⅢ 3

図132 陥し穴状遺構 (73)
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A… 8-ぼ

一

A

(第 256号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 禍色土プロックをまばらに含む。
2 10YR3/2 黒褐色 ンルト 褐色土プロックをまばらに、鉄分微量

含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 褐色上プロック、黒褐色

土プロックわずか。

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 3層 に似るが、黒褐色土
が筋状に入る。

10YR2/2 黒褐色 粘上質シルト 褐色土粒をわずかに含む。

L‐ 77800m
AトーーーーB― B― A

L‐ 77800m
AトーーーーB― B― A

(第 257号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 黒褐色土粒をまばらに含

む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。
4 10YRS/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 暗褐色上ノロックをわず

かに含む。
5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土との混土。
6 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 灰黄褐色土との混土。

A

にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
にぶい黄褐色土との混土。

粘土質シル ト 黒褐色土との混土。
粘土質シル ト 黒褐色土粒をわずかに含

にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。

粘土質ンルト 黒褐色土粒をわずかに合

Ａ

ｏ
Ａ

ｏ

(第 258号陥し穴)
1 10YR2″  黒褐色 ンルト
2 10YR32 黒褐色 ンルト
3 10YR5/3 にぶい黄褐色
4 10YR5/4 にぶい黄褐色

む。
5 10YR2/1 黒色 シルト
6 10YR3/2 にぶい黄褐色

む。

淫 照 B十

一

ぼ
―
A

(第 259号陥し穴)
1 10YRy2 黒褐色 シルト 赤褐色上プロックをまばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに含

む。
3 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。

o           l:60          2m

遺 構 名 第 256号 陥し穴 第 257号陥し穴 第 258号賄し穴 第 259号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状
関

出
複

検
重

形
　

状

平 面 形 溝状 濤状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)逆台形 (横)V字状 (縦 )長方形 (横 )V字状 〈縦)長方形 (横)U字 状 〈縦)長方形 (横)U字 状

規

　
模

開日部径 258X33cm 162× 25cm 195× 25cm 217× 29cm

底 部 径 234X18cm 161× 12cm 186X15cm 204X19cm

深   さ 52cm 49cm 52cm

長 軸 方 向 N-108° 一 E N― H7・ ― E N― ― E N-122° 一E

埋 土
上部は黒色土 黒褐■十ギ体。にぶい黄褐色
上の下、郡 層に粘性の強t県褐仕 L力択る。

黒色土 黒栂色ととにぷし▼摯龍」)畷 を成
丸 最円雷は欄Ч房餌環褐色上

黒色土 黒褐色土とにぷIゞ雷にと力琶層を成

魂 最刊唇は1これ 貰ヽ縛色七

上部は黒褐th十ギ体。にぶい貰褐色上の下、最下

層に粘性の強t環住ヒう次る。

底 面 麒馳 南束方向にやや下がる。 ほぼ平坦であったと思われる。 ほぼ平坦。

分 類 A12 AⅡ 2 AⅡ 3 AⅡ 3

図133 陥し穴状遺構 (74)
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(第 260号陥し穴)
L‐77800m
A卜十一~~十~~~8-3生 __引 A    ち:|]¥謡慮語福色韓圭憂彰好ヽ蜜据琶圭ごΣ造空ζ全体に含む。

L‐77700m
Aトーーー 3-IB― A

AttBttJ一 A

(第 261号陥し穴)RZ85
1 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR2/1 黒色 粘上質シルト 褐色土粒をわずかに含む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色上粒との混上。
5 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
6 10YR2/1 黒色 粘土質シルト にぶい黄褐色上粒をわずかに含む。5層

に似る。

(第 262号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上粒をまばらに含む。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 赤褐色プロックを含む。
4 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに合む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒を全体に合む。
6 10YR2/2 黒褐色 粘上質ンルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

Ａ

ｏ

0        1:60        2m

図134 陥し穴状遺橋 (75)

遺  構  名 第 260号 陥し穴 第 261号 陥し穴 第 262号 陥し宏

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重

形
　
状

規
　
模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不明 (横)U字状 ? (縦)長方形 (横)V字状 (縦 )逆台形  (横)V字状

関日部径 (不 明)X14cm 175× 38cm 228X30cm

底 部 径 (不明)X8cm 163× 26cm 210X10cm

深    さ 50cm 56cm 44cm

長 軸 方 向 N-135° 一E N-132° 一E N-140° 一 E

埋 土 黒褐色主主体。全体に粘性は強し、
上～中部は黒色土 黒褐色土とにぶい黄掲色
土力切唇を成す。蘇 層は粘性の強t環色土。

黒色■ 累褐色土とにぶい貰褐色■が互層
を成す。最下層は粘性の強い黒褐色土。

底 面 不明 ほぼ平埋。 ほぼ平坦。

分 類 A?3 AⅡ 2 A12
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L‐77800m
A卜____B― B― A

Ａ

。

Ａ

ｏ

L‐ 77700m

(第 263号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土との混土。
2 10YR守3 にぶい黄褐色 砂質ンルト 黒褐色土粒をわずかに含む。
3 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒色土粒をわずかに含む。
5 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土入る。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質ンルト 黒褐色土との混上。
7 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上プロック入る。
β 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色上粒をまばらに含

む。
9 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色土との混土。

L‐77800m
A-8-B

(第 264号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 褐色土粒、鉄分を含む赤褐色土粒をま

ばらに含む。
10YR4/4 褐色 シルト 褐色土プロック。
10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 混入物なし。
10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 粘性がやや強い。黒褐色

土粒まばら。
10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をごくわずか含む。
10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 地山に似る。

L‐77800m
Aトーーーーーーー B―

―
B

(第 266号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
2 10YR4β  にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒をまばらに含む。
3 10YRV3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土と黒褐色土との混

上。
4 10YR3″  黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をまばらに合む。
6 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む。
7 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土との混土。

o        l:60        2m

Ａ

ｏ

Ａ

ｏ

(第 265号陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト 福色土との混上。にぶい黄褐色土

周辺に入る。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 黒褐色土粒まばら。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 鉄分を含む、赤褐色

土との混上。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 黒褐色土粒をわずか

に含む。
5 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土プロックをわずかに含む。

遺  構  名 第 263号 陥し穴 第 264号 陥し穴 第 265号 陥し穴 第 266号 陥 し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重
第 265号 陥し穴 と重複。本遺糖の
方が新しい。

第 264号 陥し穴と重複。本遺構の
方が古い。

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 濤状

断 面 形 (縦)不明 (横 )U字 状 〈縦)逆台形 (横)U字状 (縦)不定形 (横 )V字状 (縦 )不定形 (横 )U字 状

規

模

開回部径 360前後 X22cm 298X29cm 238× 41cm 329X26cm

底 部 径 341× 12cn 266× 19cm 231× 20cm 315× 19cm

深   さ 47cm 52cm 60cm 52cm

長 軸 方 向 N― H7° ―E N-127・ ― E N-18° 一E N-22° ― E

埋 土
黒色土 黒褐色ととにぶい黄褐色土力週彊を
成す。最下層は暗褐色■と黒褐色上の混土。

黒色土 黒褐色■と灰黄褐色上が互層を成
す。

上部黒褐H十■体。にぶい黄掲色上の下に黒

色土が入る。

黒色土とにぶい黄褐色土の互層を成す。最下層は

粘性の強い黒色土。

底 面 東方向にやや下がる。 南東方向に傾斜し下がる。 画面がややせ り上がる。 ほぼ平坦。本は近 現代の杭である。

分 類 A?3 A13 AⅣ 2 AⅣ 3

図135 陥し穴状遭構(76)
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第 15号吼
獣
Ⅷ

L=78500m

A-3-3-A

(第 267号陥し穴)
1 10CY2/1 緑黒 粘土質シルト 黒色上に約 lcm緑灰色土(壁

面上)小プロック全体まばらに少量含む。
2 ?5GY4/1 暗オリープ灰 粘上質ンルト 緑灰色土(壁面上)に

黒色土少量含む。割合6:4。
3 25GY2/1 黒色 粘土質シルト 黒色上に極微量5mmの緑灰

色土(壁面上)小プロックまばらに含む。

L‐78900m
A― B-3-A

寧

2澱
滋 亀 褐色 砂質粘土 鉄分多くグライ化 している。水路に近い所

では、層と層の上に見られる。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色上に黒色土
混じる。

3 10YR2/1 黒色 シルト 黒色上に極微量にぶい黄褐色土含む。

(第 268号陥し穴)
1 10YR2/3 黒褐色 粘土質ンルト 黒色土とにぶい黄褐色土と

の混含上。
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色上に黒色土が

混じる。割合6:4。
3 10YR2/1 黒褐色 粘土質ンルト 黒色上ににぶい黄褐色土ブ

ロック少量含む。

0        ■60        2m

遺  続  名 第 267号陥し寅 第 268号陥しA 第 269号 陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

第 3号墓抗 第 14号 第 15号墓抗
に上位を切られている。

第 15号  第 16号 濤跡に東側の上
部を切られている。

第 4号墓抗 第 270号陥 し穴を重
複。本遺構の方が古いる

形
　

状

規

　
模

平 面 形 溝状 濤状 溝状

断 面 形 (縦 )台形  (横)U字 状 (縦)逆台形 (横)V字状 (縦)不明 (横)U字 状
開日部径 210× 30cm 250X25cm (不 明)X43cm

底 部 径 228× 8cm 229× 5cm (不明)X10cm

深   さ 50cm 54cm 65cm

長 軸 方 向 N― HO° ―E N-104° 一E N-112° ―E

埋 土
水の相需を受けている。上部は黒欄色土苺 、下
層には暗オリーブ灰色との下に黒色土力吹る。

黒色ととにぶい黄褐色との混合主主体。害
層ことに、割合異なる。

黒褐色土とによい黄褐色土混しりの黒14+ギ偽

最下層に黒色土入る。

底 面 ほば平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

分 類 AⅢ 3 A12 A?3

図136 陥し穴状週構 (フ 7)
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>

Ａ
ｏ　
　
勘号第

瓜

ｏ

L‐ 78380m
Aトーーーーーーー 8

A卜±避型V_8-A
第 15号溝跡

52〔 1最毬猪
穴
営糧琶 シ;♭
～
 量目生畏豊篭色圭撮埜との混含上。

3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンルト 灰黄褐色土(壁面崩落上)と
の混含土。

4 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト 灰黄褐色土プロック微量含む。

(第 270号陥し穴)
1 10YR2/2 黒禍色 粘上質ンルト 黒色土とにぶい黄褐色土との混

合上。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土賢ンルト 壁面崩落土(にぶい黄褐色土)。
3 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 黒色上ににぶい黄褐色土プロック

少量含む。

第 14号溝跡

し‐78700m
Aトーーーーー 8-B― A

(第 272号陥し穴)
1 10YR3/3 晴褐色 粘上質シルト にぶい黄褐色土プロック全体

まばらに含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト 混入物なし。
3 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 黒色土とにぶい黄褐色土(壁土)

との混含土。割合黒色土少し多い。
4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土プロック少量

全体まばらに合む。

写
21B尋亀た
穴
格褐色粘土質シルト暗褐色土と黒色土との混合土。

:||]予詔と諧t裏焔 轟発明綺
=戯
隷 鵠
°

4 10YR〃2熱哲躍薦饂 ξ馬。5～ 2cmのに熱`鶏
色土小プロック全体まばらに微量含む。

第268号陥し

守

A

引 A
L‐ 78600m
A―

第 15号溝跡
第二4号濤跡

穴

軸
√
効／

第274号陥 し穴

遺  構  名 第 270号陥し穴 第 271号 陥 し穴 第 272号 陥し穴 第 273号 陥し穴

写 真 図 版

検 出 状 況
重 複 関 係

第4号墓掏こ、第269号陥し穴と共に切ら4Ltい る。

第269弓鞘し穴建 礁 湘酪の崩 新しt、
第 13号溝と中央部の上位を切られ
る。

第 13号溝と重複。東端部の上位を
切られる。

第必砕号陥じ穴塩 南根旧立で第274号怖
し穴を切っている。

形
　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不定形 (横)Y字状 (縦)台形 (横)V字 状 (縦)長方形 (横)Y字状 〈縦)台形 (横)V字状

規

模

開口部径 280× 48cm 190× 28cm 172X20cm 168X49cm

底 部 径 316× 6cm 198× 9cm 146X7cm 190× 13cm

深   さ 73cm 53cm 58cm 76cm

長 軸 方 向 N-5° 一E N‐-83°  一 E N-61・ ― E N-74° 一 E

埋 土
上部は黒褐色■主体。下部はにぶい責褐色
上の下に黒色上が入る。

黒褐色主主体。下層は灰黄褐色上の下に黒
色とが入る。

にぷい黄褐色土ましりの黒色土と黒褐色土

主体。

黒褐色ととにぶい貰掲色土混しりの黒色主主

体。

底 面 北根上に段差をもつて上がる。 東lHl・ 西側 ともせ り上がる。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

分 類 AⅣ I All1 2 AI1 1 A■ 2

図137 陥し穴状遺構 (フ 8)
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°
路メヅ

卜78600m
Aトーーーーー 8-B― A

(第 274号陥し刃
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 混入物なし。
2 111YR3/3 晴褐色 粘上質シルト 黒色上とにぶい黄

禍色土(壁耐 との混含土。割合黒色土少し
多い。

3 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンルト にぷい黄褐色土/
ロック少量全体まばらに含む。

し‐78700m
AI― B~B´

―
Д

(第 276号陥し角
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト。
2 10YR3/2 黒栂色 ンルト 1層 によく似る力ヽ  1層より明

るい。

ユHM雛鶴練含掘揖ギ竜きま]ど3[;ケ
少量全体まばらに含む。

な  く≪≡こ≡
≡
:!≡!≡多テ
イ
4奄

L・ 78700m
Aトーーーーーー B― B′

―

A

la275号 陥し穴)
1 10YR2/2 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土プロック全体ま

ばらに合む。

「
1拌

甲 f議 と着盛誓豊T毬港言梨発箋;」身 ボ
褐色土

3 10YR4/3 に示い黄褐色 粘上質シルト 2層に似るが、2
層よりも明るい。

4 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土プロック
少量全体まばらに含む。

B― B′

―

齊

Ａ

０

Ａ

ｏ

し‐78700m

(第 277号陥し穴)
1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 黒色上ににぶい糞褐色土プ●ッ

2 10YR2/1蕉 省
量
今″ミT魚七皇だとぶt瑣褐色土 /● ック極微量

含む。

0       1:60      2m

図138 陥し穴状遺幡(79)

遺  構  名 第 274号 陥し穴 第275号陥し穴 第 276号 raし穴 第 277号陥し穴

写 真 図 版 108 108

況

係

状

関

出
複

検

重
第273鶏 疎 と魏 Й 畑 阻 倒 ら4rt,ヽる。
え 闘確第14騨麟嘲 られてt塩

第 14号濤跡と重複し、西側上位が
切られている。

形

状

平 面 形 濤状 湾状 溝状 濤状

断 面 形 (縦)台形 (横)U字状 (縦)台形 (横)V字状 (縦 )台形 (横)V字状 lal台形 (検)U字状

規
　
模

開口部径 198× 55cm 152× 44cm 174× 34ёm 157× 24cm

底 部 径 172X19cm 157× 9cn 154X8cm 159 X lと cm

深   さ 88cm 77cm 68cm 50c�

長 軸 方 向 N-80° 一E N-80'― E N-70° 一E N-94° ―E

埋 土 黒色土とにぶt璃爾胞土混しりの累色土ヨ猛 憂繰,・
と黒鮎 混しりのに熱 螂ヽ 饂 黒抑監日田kk割目ことに、に乱 iや単確辻の

跡劇帥榛rる。 黒撮■十■体■ 最羽日に黒色とが入る。

底 面 西側にせ り上がる。 波状に凹凸をもつ。 西lplに傾斜して上力!る。 ほぽ平坦。

分 類 AⅢ 3 AⅢ 2 AⅢ 2 AⅡ3
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L‐ 78700m
A― B― B

―

A

(第 278号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンル ト にぶい黄褐色土約 2cnの プロッ

ク全体まばらに少量混じる。

暗褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土と少量の
黒色土との混含上。

黒色 シルト 黒色上に少量にぶい黄褐色上混し
る。

L‐78700m
A-3-B

(第 279号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 黒色上に微量2層の上混入。10YR4/3

にぶい黄褐色土粒小プロック全体まばらに含む。

2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 黒色土とにぶい黄褐色土(壁面
崩落上)と の混合土。

L‐ 78700m
Aトーーー 3-3~A

2 10YR3/4

3  10YR2/1

L‐78700m

(第 280号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト 黒色土に微量2層の土混入。10YR4/3にぶ

2 10YR2/3
い黄褐色土粒小プロック全体まばらに合む。

黒褐色 粘土質ンルト 黒色土とにぶい黄褐色土 (壁面崩落
土)と の混合上。

黒色 ンルト にぶい黄褐色土小プロック(約 2mm～5mm)
全体まばらに含む。

(第 281号陥し穴)
1 10YR2/3 黒褐色 ンルト 約2cmの にぶい黄褐色土プ

ロック極微量含む。
10YR3/3 晴褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土(壁面

崩落土)と 黒色土との混合土。
10YR2/3 黒褐色 シルト 約2mm～4mmのにぶい黄褐

色土小プロック全体まばらに含む。

o            l:60 2m

遺  構  名 第 278号陥し穴 第 279号 陥し穴 第 280号陥し穴 第 281号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出

複

検

重
第 14号濤跡と重複し、西側上位が
切られている。

第 280号陥し穴と重複 している。
新旧は不明。

第279号陥し穴と西端部で重複し
ている。新旧は不明。

形

　
状

平 面 形 溝状 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不定形 (横)U字状 (縦 )台形 (横)Y字状  ぅ (縦)長方形 (横)V字状 (縦 )台形 (横)V字状

規

　

模

開口部径 202X38cm 294× 48cm 316X24cm 146× 25cm

底 部 径 220X12cm 344X13cm 290X6cm 147X8cm

深   さ 48cm 80cm 55cm 46cm

長 軸 方 向 N-86° ―E N-14ド ーE N-80° 一E N-100° 一 E

埋 土
黒褐缶十ギ体で各層ことに、に示い黄褐色土
の混入割合わ嗅なる。

にぶい賞褐色土混しりの黒缶十■偽
黒倒Lとに熱動 土絹 ことに、割合
欺 る。

にぷい賞褐色と混しりの黒協色土と、暗褐五十■

佐

底 面 ほぼ平坦。 中央部わ塙 く両端に緩やかに下がる。 中央から東側に緩やかに下がる。 逆茂木痕を 2基有する。

分 類 AⅣ 3 AⅡ l AⅡ 2 AⅡ 2

図139 陥し穴状遺橋 (80)
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L‐ 78400m

(第 282号陥し穴)
踊面図 注記なし。

B

L‐ 78700m

l―――――B― B― A

(第 283号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色上小プロック約 lcm

程全体極微量含む。
2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色土と黒色土と

の混合上。

L=78700m
A― A   B― B

(第 285号陥し穴)

「

ЮGY2/1静 粘
ち紹 量懸澪

色上に約2～■ mの灰色■lk面

2Ю ⊇ /1葛
巻Tて尋。

粘土質 灰色土健面〕 々黒色上との混合土

3 5GY4/1室
暮と
「

ブ灰 粘土質 緑灰踏土僅 面う に極少量の黒色

4 10GY2/1 緑黒 黒色土に緑灰色上をまばらに合む。

Ａ

ｏ
A

L‐ 78600m

(第 284号陥し穴)
1 10YR2/1 黒色 シルト にぶい黄褐色土小プロック約 lcm程全体

極微量含む。
2 10YR3/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 種色粒全体まばらに見ら

れる。にぶい黄褐色土に黒色土少量混入。
3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト 黒色上に2層の上が微量混じる。

8-B― A

図140 陥し穴状遺構(81)

遺 構 筈 第 282号陥し穴 第 283号陥し穴 第 284号 陥し穴 第 286号陥し穴
写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重
撹乱の底面に極僅かに検出した。残
存状況はかなり悪い。

清手県委託調査区に一部含まれてし
る。 辮設脚 記区

形

状

平 面 形 溝状 溝状 濤状 溝状

断 面 形 (縦)台形 (横)不明 (縦 )不定形 (横)V字状 (縦)台形 (横)Y字状 (縦 )不明 (横)U字状

規
　

模

開日部径 169X14cm 217X44cm 324X44cm (不 明)X40cm
底 部 径 184X9cm 208X19cm 350X7cm (不明)X10cm
深   さ 32cm 59cm 83cm 76cm

長 軸 方 向 N-106° ―E N-34° ―E N-140・ ―E N-70° 一B

埋 土
検出時の最下層は累色i～黒褐色土力城土と
して残つた。 黒色ととにぶt鰤 しりの黒缶十ギ偽

上部は黒資十主艦 下層はに燕 )約 下に
黒色b次る。

水の相零を受けている。黒色土と黒色土混じりの
灰付十キ胤 齋 盈に黒色土入る。

底 画

`よ

醜 ほぼ平坦。 両端せ り上がる。 東側が少々上がる。

分 類 AⅡ ? AⅣ 2 AⅢ I A?3
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Д

L‐ 78800m
Aトーーー B― B         A

A

L‐ 78400m
A― B-8-A

(第 287号陥し穴)
1 75Y2/1 黒色 シルト 壁面上(灰色上)と 黒色上との混合上。黒色

土割含多い。
7 5GY4/1 暗緑灰色 粘土質ンルト 壁面上(緑灰色土)と 黒色上と

の混含上。黒色土割合少ない。
2 5GY2/1 黒色 粘土質シルト 壁面上(灰色土)と 黒色土との混合

上。黒色土割合多い。
5CY4/1 暗オリープ色 粘土質シルト 壁面上(緑灰色土)と 黒色土

との混含土。黒色土割合少ない。
5GY2/1 オリープ黒色 シルト 極微量緑灰色土(壁面上)混 じる。

(第 286号陥し穴)
1 2 5GY2/1

2 7 5GY4/2

3 7 5GY4/1

4 75GY2/1

5 10CY3/1
6 10GY5/1

優寡 ;生Э
。
総全豊 撞 面上恢 色∋ によく似たカ ツ

絶象良琶
°
粘土質ンルト 黒色土と壁面上 (緑灰色上)と

急量
合
毒生豊う2雫

含
魚色上に少量の緑灰色土 (壁面上)

療擬径
色粘笙善ラχイ
ト壁善星岳鰺発電齢盈ふ毯店監と

上混じる。

>

む く⊆ ≡ ≡ つ
な

B

L‐ 78200m
Aトーーーー B― B生___引 Å

n▼ J
(第 288号陥し穴)
1 10Y3/1 黒色 粘土質シルト 黒色上に灰色土(壁面上)プロック約

3～ 4cmで入る。黒多し鉄分微量。
2 7 5GY守 1 暗緑灰色 粘土質 緑灰色土(壁面上)がほとんどで、極

微量黒色土合む。

3 75GY2/1 緑黒 粘土質ンルト 混入物ほとんど見られない。

図141 陥し穴状遺構 (82)

遺  橋  名 第 286号 陥し穴 第 287号陥し穴 第 288号陥し穴

写 真 図 版

況
係

状

関

出
複

検

重
西側が調査区域外にのびている為遺

構全体の把握が不可能。

形
　
状

規
　

模

平 面 形 溝状 溝状 溝状

断 面 形 (縦)不明 (横)V字状 (縦)不定形 (横)U字 状 (縦 )不定形 (横)U字 状

開口部径 164× 33cm 263× 32cm 157× 27cm

底 部 径 196X13cm 264 X llcm 149× 1lcm

深   さ 86cm 50cm 53cm

長 範 方 向 N-73° 一 E N-47・ ― E N-174° ― E

埋 土
水の伸¶を受けている。黒色土と灰色土 緑灰色
上の混含iが割霞ことに割合異なる。

絢 御 を艶)争る。ROLと 灰饉 級 仕 朔
含豊 偽 縮 こと劇 台動 る。最祀 曝 魅入る。

水の作用を受けている。黒色土と黒色土温しりの

緑灰色主主偽 最下層に景色土入る。

底 面 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。 ほぼ平坦。

分 類 A?2 AⅣ3 AⅣ 3
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Ａ

ｏ

し・ 78200れ

Ａ

。

L■ 78400n

A卜~~~~一 B― BI― A
Aトーーーー B― BI T――――――――一引 天

(第289号陥し穴)
1 76GY3/1 オケープ黒 粘上質シルト 縁炭色土僅 面上)

2 25GY4/1亀 野

'と

多侯
輝
急鰹 ヲれヽ

1赫
飢 僅 面

■lに極徴量黒色土合む。

e.2 5GY2/1 黒色 粘土質ツルト 暴ξ上に糧蹴量の揺灰
色上餞 面■l合む。

L■78.500m
AトーーーーーB― Bソ

ー

A

伸201号陥し角
1 10VR2/1 慕色 ンルト 壁面癖常上と思われる約2cmの にぶい黄掏色

土プロック含むむ
2 10YR2/J黒終色 粘土賛シルト によぃ黄褐色上と黒色土との湧合上。
3.10YR4/3 に事い黄褥色 粘上質ンルト ほぼにぶい黄指色上であるお1

極搬量黒色土を混じる。
4 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト にぶい賞褐色上を極 薇々羞合む黒色

上。

甲予鶏 ―ρ室込轟冨Fttr�だ雷″ぅ堪呼夢考努理≧踊患
ばらに含む。

国142 陥し穴状遺構 (33)

導  縛  名 第289号陥し穴 第290号陥し穴 第291号陥し穴

写 真 四 版

況
鞣
状
関
出
複
検
重

形

状

規

模

平 面 形 溝状 漑 濤状

断 面 形 (縦)台彰 (様)U字状 ldl長方形 lel U字状 (榊 逃台形 (櫛 V字状

開日部径 286× 50oh 189× 261ロ 221× 60ch

底 蔀 荏 283.※ 21om 171× 16cm 180x23o節

深   さ 38cn 29cm 154cm

長 軸 方 向 N-39° ―E N-107° ―E N-94・ ―E

理 土 弊簾驚策芦し'効
盤
登帝せ
貯程を受けttIB.螂 しりの黒1土

縄 蘊 留 |サ
リ螂 螂 螂 掘下

底 画 ほぼ平坦α ほ―ぽ平坦。

`ぽ

平坦。

分 類 A■ 3 AⅡ 3 A12
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6.複式炉と出土遺磁

遇橋 (図 143、 写真図版 Hl)

(位置)Ⅱ A2i区 に位置している。住居跡の上部はほとんど削平され、炉と柱穴のみが残存している。ま

た、炉と第61号・62号・73号陥し穴状遺構とが重複している。 3基の陥し穴が埋まった後に炉を構築して

いる。           .

(柱穴)PPlか らPP5の 5基検出した。

力S、 PPlと PP2が 2.02m、 PP2と P

3.69m、 PPlと PP5は 3.52mで ある。

それらは五角形に配置され、各柱穴間の距離はPPlと PP2

P3が 3.22m、 PP3と PP4が 1.80m、 PP4と PP5は

(炉 )方形の石囲炉に前庭部を有する複式炉的な形態のものである。石囲炉は扇平な20数個の礫を

100cm× 95cmの長方形に配置して構築されている。前庭部に接する部分以外の三方は二重に礫を巡らせて

いる部分がある。前庭部は160cm× 155cmの規模をもち、固く踏みしめられた部分が地山との境界を示し

ていた。炉内における焼上の残存状況は不良で、厚さ4cm程度の汚れた焼土が残存する程度である。

週物 (図 190、 写真図版 143)

314～ 316は石囲炉焼上上からの出上した深鉢の胴部破片である。312は大木 8b式期に相当すると思わ

れる。その他の上器はも中期中葉に比定されると思われるが、摩滅のため詳細は不明である。

時期 出土遺物から縄文時代中期中葉に属すると考えられる。
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③

ＰＰ‐

◎

ＰＰ２⑥

ＰＰｓ

0           1150          2m

A洋 7&600m Bド8 600m ttB

lA玉  8-g)
1  7 5YR4/6 褐色
2 10YR3/2 黒褐色
3 10yR3/3 暗褐色

焼土プロック。焼成不良。

焼上粒をまばらに合む。

焼土粒をわずかに含む。

シルト
シルト
ン,レ ト

10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土質ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。
10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土粒をまばらに含む。
10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色土粒をまばらに合む。掘りすぎ

力'?

10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色上粒をまばらに含む。礫の掘り
方。

図143 複式炉

No PPl PP2 PP3 PP4 PP5

径 cm 52

深さ 34

聖ぎ,催し真

第73号陥し穴
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墓坑と出土遺物

第 1号墓坑

遺橋 (図 144、 写真図版 H2)

(位置)Ⅱ Blc区 ・ⅡBld区 ・ⅡB2c区 ・ⅡB2d区 の4グ リッドにわたって位置する。また、第22

号住居跡南壁を切る。本遺構の方が同住居跡より新しい。

(埋土)黒褐色土主体。下部に入るとにぶい黄褐色上の割合が増える。

(平面形)楕円形 (規模)直径742cm× 620cm 溝幅70cm～ H Ocm(深 さ)31cm

(床面)Ⅲ層上の粘土層を床面とする。

(その他)本遺構は一般的には周溝状遺構と呼ばれる遺構である。遺構の性格は不明だが、他遺跡の類例か

ら墓坑として記載した。

遺物 出上しなかつた。

時期 平安時代の遺構の可能性が高い。

第2号墓坑

週橋 (図 145、 写真図版 H2)

(位置)Ⅱ C6f区 北側から検出。新規清跡に上部を切られる。

(埋土)上部が削平されていたため、下部の黒褐色土が残存している。

(平面形)隅丸方形 (規模)112cm× 105cm(深 さ)10cm

(壁)外傾し立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遺物 (図 189、 写真図版 142)

棺を組み立てるために使用されたと思われる角釘が 4点 (う ち 3点が残存)出土している。詳細は遺物

観察表を参照されたい。

時期 検出状況・出土遺物から中世～近世の遺構であると思われる。

第3号墓境

遺構 (図 145、 写真図版 H3)

(位置)Ⅱ A8e区 に位置する。本遺構の東壁側は調査区内であるものの水路となつており未調査である。

(埋土)黒色上ににぶい黄褐色土ブロックが混入する。

(平面形)隅丸長方形 (規模)165cm× H Ocm前後 (深さ)60cm前後か ?(床板までの深さ)

(壁)直立気味に外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とすると思われる。

遺物 棺の材と思われる平板。部位不明の骨片、寛永通宝他小銭数枚。

時期 出土遺物から近世 。近代の遺構であると思われる。

第4号墓境

遣橋 (図 145、 写真図版 H3)

(位置)Ⅱ A8f～ ⅡA9f区 に位置する。第269号・第270号陥し穴の上部を切る。

(埋土)黒色土ににぶい黄褐色土ブロック多量に混入する。
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第 173号 陥し穴

第 170号

陥し穴

し‐78800m`
A― A

(第 1号墓抗)

1 10YR2/2 黒褐色 シルト
2 10YR3/1 黒褐色 ンルト

第21号住居跡

褐色上粒をまばらに含む。
にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。

第 174号 Ifaし穴

図144 墓坑 (1)
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AO

L‐ 78000m

第2号基抗
1,10YR2/1 黒色 ンルト にぶい黄褐色土・暗褐色上を全体に

合む。橙色粒 炭化物粒微量含む。

L‐ 78900m

A卜上 4聖 堅 4_________― ―引 A

第 3号墓坑
注記なし

第 4号墓坑
注記なし

図145 墓坑 (2)

(平面形)楕円形 (規模)175cm× 125cm(深 さ)40cm前後

(壁)外傾して立ち上がる。 (床面)Ⅲ層下の粘土層を床面とする。

遇物 構の材と思われる木片。

時期 不明だが遺構の性格が第3号墓坑と類似しているため同時期 (近世・近代)の可能性がある。

水

輝
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8,溝 跡 と出土 遺物

第 1号溝齢

週橋 (図 146)

(位置)IB8c区 ～ EB2d区 ～ⅡB5e区 に位置する。第 179～ 第 183号陥し穴状遺構の一部上部と重

複し切っている。また、東側約 10m上部は撹乱により削平されている。

(軸方向)N一 HO° 一 E～ N-88° 一 E

(埋土)にぶい黄褐色土混じりの暗褐色土。他の清跡と比較して明るい色調が明るく締まりがない。

(規模・形態・方向)規模は上端幅35cm～ 87cm、 下端幅 17cm～ 39cm、 深さ8cm～ 53cmで 、全長は約

37mで ある。断面は逆台形を呈する。方向は調査区北西端から西北西―東南東に延び、ΠB4e区 で東へ

やや曲がる。東端部は調査区外に延びている。

遺物 出上しなかった。

時期 埋土の状況から近 。現代の遺構であると思われる。

第2号清障

遺橋 (図 146、 写真図版 H3)

(位置)IBOd区 ～ⅡB2e区 ～ⅡB5e区 に位置する。第 182・ 183号陥し穴状遺構の一部上部と重複

し切つている。また、東側約 10m上部は撹乱により削平されている。

(軸方向)N-70° 一 E～ N-90° 一 E

(埋土)にぶい黄褐色土混じりの黒褐色土。

(規模・形態 。方向)規模は上端幅34cm～ 84cm、 下端幅15cm～ 30cm、 深さ18cm～32cmで 、全長は約

27mで ある。断面形はU字状である。方向は西北西―東南東でやや湾曲する。西端部は緩やかに立ち上が

り切れる。東端部は調査区外に延びている。

遺物 (図 191、 写真図版 143)

北西隅から近世以降の陶磁器の小破片と増鍋が出上している。317は完形の増蝸である。長さ3cm前 後、

直径13cmと 小ぶ りで、二次焼成を受けたためかガラス化し銅滓状の付着物が見られる。

時期 出土遺物から近世以降の遺構であると思われる。

第3号溝酢

週橋 (図 146、 写真図版 H3)

(位置)EB4f区 ～ⅡB4i区 ・ⅡC5a区 ～ HC7d区 に位置する。第 188号・第208号陥し穴状遺構

と第 2号住居状遺構と重複しこれらを切っている。

(軸方向)N-160° 一 E～ N-170° 一 E

(埋土)褐色土粒をまばらに含む黒褐色土。

(規模・形態 。方向)規模は上端幅は38cm～ 70cm、 下端幅は30cm～ 53cm、 深さは9cm～22cmで、全

長は約38mであったと思われる。断面形は緩いU字状を呈する。方向は北北西―南南東でありほぼ直線的

である。北端・南端ともに緩 く立ち上がり切れる。また、宅地造成のため溝中央からやや北寄 りの約 6m

の範囲が削平されている。
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遺橋 埋土から土師器片が数点出上している。

時期 埋上の状況、出土遺物から平安時代の遺構である可能性が高い。

第4号濤陣

週情 (図 146、 写真図版 H4)

(位置)Ⅱ C2c区 ～ⅡC6d区 ～ⅡCOe区 に位置する。第230号 。245号 陥し穴状遺構と重複しこれら

を切る。また、第 5号・第 6号溝跡が南側にほば平行して位置している。なお、本遺構は EC3d区 で二

手に分かれⅡC5d区 で再び合流しているが一条として記載している。

(軸方向)N-95° 一 E～ N-100° 一 E

(埋土)上部が削平されており、下層の褐色土粒をわずかに含む黒褐色上が残存する。

(規模・形態・方向)規模は上端幅は35cm～ 118cm、 下端幅は21cm～ 55cm、 深さは3cm～ 16cmで全長

は約45mで ある。断面形は緩いU字状を呈する。方向は西北西一東南東でありほぼ直線的である。西端は

緩やかに立ち上がり、東端は湿地帯へと延びている。

遺物 出土しなかった。

時期 不明である。

第5号潜跡

週橋 (図 146、 写真図版H4)

(位置)Ⅱ C2d区～EC6e区 ～ECOe区 に位置する。第230号陥し穴状遺構と重複し切つている。
北に第4号溝跡、南に第6号溝跡がほぼ平行に走っている。

(軸方向)N-100° 一 E～ N-105° 一 E

(埋土)にぶい黄褐色土を含む黒褐色土主体。いずれの層も固く締まる。

(規模・形態 。方向)規模は上端幅40cm～ 6Scm、 下端幅7cm～ 22cm、 深さ8～23cmで全長は約44mで

ある。断面形は部分的に深く掘り込まれた箇所があるが概ね緩いU字状を呈していると方向は西北西―東

南東であり、ほば直線的である。西端は緩やかに立ち上がり切れる。東端は第4号溝跡と同様湿地帯へと

延びている。

遺物 石鏃 (318)が一点出土している。流れ込みか9

時期 不明である。

第6号清障

遺槽 (図 146)

(位置)Ⅱ Cld区 ～ⅡC4e区 ～EC6e区 に位置する。第57号土坑と重複し切る。また、北側に第4

号・第 5号溝跡がほぼ平行に走っている。

(軸方向)N-102° 一 E～ N-105° 一 E

(埋土)上部は削平されており、下層の褐色土粒混じりの黒褐色上が残存している。

(規模・形態・方向)規模は上端幅35cm～ 80cm、 下端幅22cm～ 48cm、 深さ3～ 13cmで全長は約27m

である。断面形は緩いU字状を呈している。方向は西北西―東北東であり、ほぼ直線的である。西端 。東

端ともに緩やかに立ち上がり切れる。
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遺物 出上しなかった。

時期 不明である。

第 7号溝跡

遇橋 (図 146、 写真図版 H4)

(位置)EC6e区 ～ HC7f区 に位置する。第 2号墓坑と重複しその北側上部を切る。

(軸方向)N-105° 一 E

(埋土)上部が削平され、下層の褐色土粒を含む黒褐色上が残存している。

(規模・形態・方向)規模は上端幅62cm～ 73cm、 下端幅45cm～ 60cm、 深さ6～ 12cmで、全長は約 7m

である。断面形は逆台形を呈している。方向は西北西―東北東でありほぼ直線的である。西端は上部が削

平されているために切れ、東端は湿地帯方向に延びていると思われるが他遺構と重複しており、詳細は不

明である。

週物 出上しなかつた。

時期 不明である。

第8号溝障

週橋 (図 146、 写真図版 H4)

(位置)EC6f区に位置する:第 2号墓坑と重複しその南端上部を切る。第7号溝跡と平行している。
(軸方向)N-108° 一 E

(埋土)褐色土混じりの黒褐色土主体。

(規模・形態・方向)規模は上端幅44cm～ 50cm、 下端幅32cm～ 36cm、 深さ4cm～ 6cmで、全長は約4

mである。断面形は緩いU字状を呈している。方向は西北西一東北東でありほぼ直線的である。西端は緩

やかに立ち上がり切れる。東端は第64号土坑につながるが同土坑に伴うかどうかは不明である。

遺物 出上しなかった。

時期 不明である。

第9号潜師

週橋 (図 58、 写真図版51)

(位置)HCOg区 ～HC8i区 に位置する。第62号土坑に伴う遺構であると考えられる。

(軸方向)N-44° 一 E

(埋土)上部は黒褐色上、下部は粘性の強い黒褐色土。最下層は水の作用を受け変色している。

(規模・形態・方向)規模は上端幅75cm～ 101cm、 下端幅18cm～ 55cm、 深さ24cm～ 40cmで全長約18

mである。断面形はやや緩いU字状を呈している。方向は北東―南西でありほぼ直線的である。高低差は

26cmで南西方向に下がる。北端は湿地帯へと延び、南端は第62号土坑に入る。

遺物 遺構に伴うと思われる柱材が数本出土している。うち 1本を掲載 (319)した。

時期 柱材の年代から近・現代の遺構であると思われる。
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第10号潜跡

遇橋 (図 147、 写真図版 H5)

(位置)Ⅱ A8c区 ～ⅡA8d区 ～ⅢA2d区 に位置する。第 5号住居状遺構と重複しこれを切る。

(軸方向)N-167° 一 E・ N-93° 一 E

(埋土)にぶい黄褐色土まじりの黒褐色土主体。

(規模・形態・方向)規模は上端幅40～ 100cm、 下端幅 18～ 30cm、 深さ15～ 40cmで、全長は南北方向に

8m、 東西方向に18m計 26mにわたっている。断面形は部分的にY字状を呈する箇所があり、その他の箇

所は緩いU字状を呈する。方向は調査区北端隅からほぼ南―北に延び、コA8d区 で東方向に曲がつた後、

ⅣA2d区 に至っている。東端部は上部が削平されているために検出されなかったと思われる。

週物 出上しなかった。

時期 不明である。

第 11号清跡

遺橋 (図 147、 写真図版 H5)

(位置)Ⅱ A9e区 に位置する。第 10号溝跡の一部と方向を同じにしていることから、同一遺構である可能

性がある。

(埋土)にぶい黄褐色土混じりの黒褐色土。第 10号溝跡埋上に似る。

(軸方向)N-125° 一 E～ N-150° 一 E

(規模・形態 。方向)規模は上端幅50cm前後、下端幅は20cm～ 30cm、 深さは 6～ 10cmである。全長は

残存部分は約 6mで あり、南端部の上部は削平されているため詳細は不明である。断面形は緩いU字状を

呈する。方向は北西―南東で全体に湾曲している。

遺物 出土しなかつた。

時期 不明である。

第12号溝齢

遇橋 (図 147、 写真図版 H6)

(位置)Ⅱ A9e区 ～ⅡA9h区 に位置する。第 H号溝明と重複しているが新旧関係は不明である。また、

第 13号溝跡と重複し切られている。

(埋土)にぶい黄褐色土ブロックを含む黒褐色土。

(軸方向)N-168° 一 E～ N-179° 一 E

(規模・形態 。方向)規模は上端幅40cm～ 80cm、 下端幅 10cm～ 60cm、 深さは17～ 30cmである。全長

は約 19mで、南端部は調査区外に延びている。断面形は緩いU字状である。方向はほぼ北―南方向で直線

的である。

週物 出上しなかつた。

時期 不明である。
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第13号濡跡

週橋 (図 147、 写真図版 H6)

(位置)Ⅱ A8d区 ～ⅡA9e区 ～ HA9h区 に位置する。第268号陥し穴、第 12号・第 14号濤跡と重複し
これらを切つている。

(埋土)にぶい黄褐色上を全体に含む黒褐色土。第 12号浦跡よりもにぶい黄褐色上の含む割合が多い。

(軸方向)N-168° 一 E

(規模・形態・方向)規模は上端幅70cm～ 80cm、 下端幅20cm～ 30cm、 深さ18cm～31cmで 、全長は約

23mで ある。南端部は調査区外に延びている。断面形は緩いU字状を呈する。方向はほぼ北―南で直線的

である。第 12号溝跡と概ね平行している。

遺物 出上しなかった。

時期 不明である。

第14号潜跡

遺橋 (図 147)

(位置)Ⅱ A8e区 ～ⅡA9e区 ～ⅡA9f区 に位置する。北端部で第 4号墓坑と、南端部で第 14号溝跡と
重複し切られる。

(埋土)にぶい黄褐色土混じりの黒褐色土主体。

(軸方向)N-75° 一 E

(規模・形態・方向)規模は上端部40cm～ 60cm前後、下端部20cm前後、深さ10cm～ 14cmで、全長は約

6mである。断面形は緩いU字状を呈する。方向はほば北―南で、検出された部分は概ね直線的である。
遺物 出上しなかった。

時期 不明である。

第15号清断

遇橋 (図 147、 写真図版 H6)

(位置)Ⅱ A4h区 ～ EA6i区 に位置する。第 H号濤跡と同一遺構か ?

(埋土)にぶい黄褐色上をまばらに含む黒褐色土。

(軸方向)N-121° 一 E

(規模・形態 。方向)規模は上端部40cm～ 60cm、 下端部20cm～ 30cm、 深さ5～ 10cmで 、残存する部分

の全長は約8.8mで ある。北西部は宅地造成のため、南東部は用水路工事のため削平されている。断面形は

緩いU字状を呈する。方向は北西―南東で、検出された部分は概ね直線的である。

遺物 出上しなかった。

時期 不明である。
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第 1号濤跡

調査区外

第 182号 陥し穴

第 183号 陥し穴

ド些墾煙堅型――――_____―引A

E      ご

表土

一

第4号濤跡(EE)
1 10YR2/2 黒褐色

第5号溝跡(F‐ F)
1 10YR2/2 黒褐色

まる。
2 10YR3/3 暗褐色
3 10YR2/2 黒褐色

トヒ三賀
=翌
皇坐____→ B

灰褐色粘土質小プロックを全体にまばらに

1層 に似る。にぶい黄褐色土プロックをま

第 179号 陥し穴
第1号溝跡lA■つ
1 10YR3/3 晴褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをわずかに合む。植根を

まばらに含む。

第 2号溝跡(38)
1 10YR22 黒褐色 粘土質ンルト

含む。
2 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト

ばらに含む。

し=78600m

第3号溝跡(C― C′ )
1 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土プロックをまばらに含む。

第3号溝跡(D―D)
1 10YR2/1 黒色 シルト 褐色土プロックをまばらに含む。植根をわずかに含

む。

第 169号 陥し穴

第 2号溝跡

L=78400m
D             J

L=78100m

:               め

0             ,200            2m

F― F

ンル ト 褐色上粒をわずかに含む。植根を含む。

シルト にぶい黄褐色上プロックをまばらに含む。固く締

粘上質ンル ト 1層 に似る。にぶい黄褐色上の割合多い。
粘上質シル ト 褐色土粒をわずかに含む。固く締まる。

cド三聖型翌■_引 G

第6号濤跡(C― C)
1 10YR2/2 黒褐色

第7号濤跡(H― H)
1 10YR3/2 黒禍色

第8号濤跡
2 10YR3/2 黒褐色

シルト 褐色土粒混じりの黒褐色土。

シルト 褐色土粒をまばらに含む。

ンルト 褐色土プロックを含む。

0             1:40            2m

図146 清跡 (1)

第 180号 陥し穴

第 2号住居状

L‐ 78300m

第 8号溝跡
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第271号陥し穴

第267号陥し穴

13号溝跡

第 10号溝跡lA A)
1 10YR2/3 黒褐色 シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに含む。

A     だ

C    G

穴

　

　

穴

Bドニ壁至堅型生――___引 B

第 12・ 13号瀦跡lD― D′ )
1 10YR2/3 黒褐色
2, 10YR3/2 黒褐色

第 14号溝跡(E‐E′ )
1 10YR2/3 黒褐色

第 10号潜跡(B―B)
, 10YR2/3 黒褐色 ンルト にぶい黄褐色土ノとックをまばらに含む。下層ほ

ど多い。

第 H号溝跡lC― C′ )
1 10YR2/3 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄褐色土プロックをごくわずか含む。

粘土質シルト にぶい黄褐色上小プロックをまばらに合む。
粘土質シルト にぶぃ黄褐色土ノロックをまばらに含む。

シルト にぶい黄褐色土プロックをまばちに含む。

パ
イ
プ

の
撹
乱

F¨ P

図147溝 跡 (2)

第 15号溝跡(F―F´ )
1 10YR2/3 黒褐色 緒土質シルト にぶい黄褐色土プロックをまばらに合むも

0              1:40             4m

-201-



9.柱穴状小土坑

調査区全体で902基検出している。ⅡC区からⅡE区 までの調査区中央から南端にかけて集中して分布し

ている。規則的な配置をなすものはないと考え、位置と規模のみを示している。埋土は近 。現代のものと

思われる柱穴は暗褐色土主体。時期が不明なものは黒色土・黒褐色土が主体となつている。また、柱材が

出上した柱穴杖 /よ 土ヽ坑が数基あるが、分析鑑定の結果近・現代のものであることが判明している。

P No 径 cm 深さ cm
1 30× 25

2

3 29× 25

19× 18 17

5 26× 24

29× 28

7 28× 25

22× 21

21X16
0 26× 24

28× 27

2 28× 26

3 25× 22

4 30× 21

5 30× 27

6 35× 35

20× 18 17

8 20× 18 II

9 29× 22

21X17
20× 17

16× 14 12

29× 28

31× 29

30× 22 12

27× 26

31× 22

29× 28

43× 39 12

46× 41

48× 86

11

29× 29

21× 20

24× 23

15 14 11

25× 24

31× 27

24× 21 17

33× 32 15

27× 25

20× 17

29× 26

56× 45

16× 12

22× 21 0

22× 21 5

38X36 5

23× 22

29× 24

37× 36

22X19

P No 径 cm 深 さ cm
26× 21

34× 32

31× 28

33X31
17

59× 32

52× 50

76× 75

55× 47

28× 24

40× 39

71× 68

32× 29

27× 25

35× 26

26× 25

85前後

71× 67

73 48× 33

37× 33

44× 43

58× 50

22× 21

52× 43

23× 21

41× 38

24× 23

24× 23

30× 27

38× 34

47× 46

27× 26

34× 33

30× 27

30× 25

26× 24

29× 26

35× 32

38× 25

26× 25

62× 60

67× 60

24× 23

19× 18

40× 28 15

48× 38

34× 31

46× 38

55前後

P No 径 cm 深さ cm
87× 85

80× 63

26× 25

0 46× 42

1 35× 35

2 35× 34

3 36× 29

4 43× 38

5 63× 62

6 19× 17

7 39× 37

8 47× 42

9 32× 28

42× 41

51× 44

67× 60

63× 44

30× 25

40× 38

36X35
87× 32

35× 34

33前 後

37前 後

471前後

60× 57

35× 33

35× 33

63× 50

25× 24

35× 33

22× 19

50X49
33× 32

38× 28

36X32
47前後

22× 20

32× 29

4 37× 34

39× 30

37× 31

35× 29

5 28× 22

56× 46

31× 30

24× 24 II

35× 32 61

28× 27

5 39× 36

37X34
51× 48

P No 径 cm 深さ cm
55× 50

61 54× 48

41前後

32× 30 12

34× 33

35× 32

49× 89

34X31
31X30
38X35
30× 25

25× 23

30× 28

27× 26

65× 55

35前後

55× 50 15

77 47× 42

52× 42

75× 58

50× 45

70X55
27× 25

50× 44

30× 25

70× 60

38× 36

20× 19

22X19

25× 30

50× 44

48× 47

73× 54

45× 42

32X30
58× 48

65× 45

75× 70

56× 55

30× 24

30× 29

95× 70

25× 24

30X27
27× 24

40× 37

208 30× 27

30× 28 15

26× 25

211 33X32
212 56× 43
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93 P394◎

P3,5 P40婢
YttP蒲

401

P396

P No 径 cm 深さ cm
56× 49

232 22× 21

233 55前後

234 60× 54

235 76× 74

45× 42

237 50× 31

238 26× 25

239 27× 24

240 25× 23

26× 25

40× 35

39× 34

32× 29

25× 22

247 45× 36

248 31× 26

図 151 柱穴群 (4)

P No 径 cm 深さ cm
249 26× 24

250 24× 22

33× 28

252 45× 37

43× 42

43× 39

255 31X30
256 34× 30

257 42× 38

258 25× 23

259 32× 30

260 66× 48

50× 43

262 26× 22

263 69× 35

264 29× 25

265 65× 47

28× 25

P410◎ ◎

⑬
P412

0              1■ 00            5m

P No 径 cm 深 さ cm
2 3 47× 42

2 4 32× 25

2 5 42× 41

2 6 32× 27

2 7 33前 後

2 8 28前後

2 9 33× 32

32× 27

85× 68

222 25× 18

55× 45

37× 32

225 25× 24

226 25× 22

86X35
228 30× 28

229 60× 38

21× 20

P No 径 cm 深 さ cm

267 37× 32

35X22
269 46X33
270 35× 30
57× 55

272 50× 32

273 36前後

274 22前 後

26× 22 ll

276 25X23
277 18X17
278 18× 16
24× 23

280 33× 28

50× 43

282 37× 32

38× 35

284 31× 25 11
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P No 径 cm 深さ cm
285 43× 37

45× 27

287 69× 41

69× 41

289 32X30
290 17

41X39
292 33× 27

293 39× 30

294 ×30

43X33 11

35× 25

298 13× 12 13

28× 27

300 17× 16

40X35 16

40× 28

303 27× 21

304 25× 23

40× 29 14

306 35× 34

42× 32

308 25× 21

3 0 28× 24

3 I 22× 17

3

3 3

3 4 52× 40

3 5 27× 25

3 6 30× 28

3 7 29× 28

3 8 26× 25

9 42X38
30× 29

32× 25

322 23× 22

25× 23

45× 28

325 28× 26

326 30× 27

28× 26

328 29× 27

329 38× 36

32X30
35× 32

332 42X38
36X35
35× 30

28× 26

336 48× 45

337 19× 18

29× 27

30× 26

25× 24

35X30
62× 55

47× 4]

39× 37

64× 36

32× 32

31× 28 l〕

50× 42

28× 27

74× 61

47× 46

P No 径 cm 深さ cm
35× 26

353 20× 18

32× 23

32× 30

356 27× 18

18× 16

358 35× 32

359 33× 26

34× 32

42× 39

862 33× 30

18X16
48× 45

365 75× 70

37× 33

15× 13

368 18X16
369 37× 23 12

23× 20

26× 25 12

372 49× 35

65× 45

42× 41

36X35
36× 34

377 47× 35

36× 35

379 24× 23

380 26× 24

46× 45 61

382 40× 20

32× 31

22× 21

385 53× 46

24× 23

45× 32

61× 55

389 65× 61

62× 57

19× 18

46× 41 11

393 75× 65

20× 17

23× 22

396 71× 70

30× 28

22× 21

22× 21

18X16 12

22× 21

402 19× 17

25× 22

25× 24

405 27× 24

25× 22

25× 23

408 26× 23

25× 23

4 0 36× 34

30× 27

4 2 38× 87

4 3 30× 26

4 4 29× 25

4 5 47× 38

4 6 60× 48 7

4 7 35× 27 13

4 8

P No 径 cm 深さ cm
22× 21

420 28× 25

26× 25

21× 21 19

73× 49

29× 29

67× 57

32× 34

22× 21

29× 28

13

430 54× 40

25× 25

42× 35

438 24× 23

40× 33 3

17X16 1

436 17× 16 7

17× 16 6

29× 28 2

8

440 27× 21 1

1

442

25× 23

444 54× 49

47× 34 II

30× 29

447 20× 18

30× 30

449 47× 40

42× 33

45× 45

452 24× 24

30× 27 17

39× 32

455 21× 20

21× 20

26× 21

458 23× 21

459 14X13
17× 5

27× 26

29× 27

26× 26

21× 20

31× 25

466 38X19
37× 32

33× 23

469 38× 35 l

21 4

22× 20 7

36× 33 5

473 23X19
44× 38

25× 21

67× 52

477 28× 23

33× 32

20× 18

480 62× 55

60× 58

29× 27

44× 42 31

23× 21 17

485 20× 20

P No 径 cm 深さ cm
30× 29

19× 16

488 24× 20

489 44× 38

17× 16 17

33X33 7

24× 21

39× 32 7

56× 44

22× 22

34× 29

48× 42

16× 16

26× 26

21× 20

502 38X32
503 25× 24

11

505 50× 48 11

506 18× 14 9

507 48× 47

508 45× 39

509 56× 53

16× 14

1 36× 28

5 2 24× 23

5 19× 12

25× 22

5 25× 23

5 6 32× 22

5 7 23× 21

5 30× 28

5 9 18× 16

520 23× 21

20× 20

522 20× 18

523 23× 20

24× 23

525 31× 30

28× 25

27× 22

31× 30

529 36× 33

37× 25

27× 25

532 32× 31

31× 26

12

38× 33

65× 50

537 20X17
538 30× 27

23× 22

20× 12

33× 30

45× 30

29× 28

544 29× 27

545 20× 19

546 19×

25× 23

548 25× 24

549

25× 23

30× 27

552 28× 27
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P No 径 cm 深さ cm
24× 23

50× 45

578 31× 30 11

579 26× 25

30× 28

23× 21

32X29
30× 28

18X16
585 22X20
586 38× 36

587 24× 23

588 33× 30

38× 33

48× 43

33× 30

592 35× 28

20× 19 17

26× 22

595 25× 22

596 25X24
25× 24

598 31× 30

P No 径 cm 深さ cm

599 40× 28

600 30× 28

33× 30

24× 23

603 31× 31

604 18× 17
32X30

606 32× 28

28× 26

608 18X16
609 27× 26

30× 28

28× 26

35× 33

19X18
38× 29

615 29× 27

27× 26

32× 30

618 23× 21

619 25× 21

22× 22

32× 27

てΦ∫(》 P709
P708

図 155 柱穴群 (8)

P No 径 cm 深さ cm
553

27× 26

555 37× 28

556 24× 20

557 21X20
23× 22

559 27X26
26× 24

29× 28

562 17×

568

24×

565

566 27× 26

23X22
568 27× 24

65× 60

570 25× 24

24× 23

28× 25

573 38× 24

574 27× 26

575 26× 25

P No 径 cm 深 さ cm
24× 23

623 32× 29

31× 30

626 31× 29

18X16
627 55× 32

628 28× 25

25× 21

630 22× 21

30× 23

632 32× 28

21× 20

28× 25

635 24× 23

60× 48

637 40× 35

34× 26

40× 27

640 23× 20

26× 25

642 23× 21

26X24
644 30X28
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P No 径 cID 深 さ cm
26× 24

646 28× 27

647 30× 23

35× 28

31X30
650 18X17 17

21× 18

29× 22

42× 37

654 33× 32

665 48× 45 71

656 22× 22

657 34× 30

658 48× 44

22X21
44× 26

28× 25

27× 26

663

22× 22

665 30× 28

666 27× 26

667 26× 25

668 30× 26

669 53× 40

24× 23

671 47× 46

672 23× 19

24× 23

22× 21

675 53X36
676 31X30
677 51× 37

22× 21 13

679 28× 27

680 24× 20

21X18
682 44X33
683 41× 30

685 20× 20

686 26× 25

687 26× 23

31X30
689 33× 25

33× 32

692 28× 22

27× 24 17

58× 45

695 44× 40

696 58× 44

697 26× 24

29× 28 15

30× 30

24× 21

25× 24 17

43× 35

28X18
28× 27

705 28× 24

29× 28

26× 26

27× 26

709 27× 25

P No 径 cm 深 さ cm
710 25× 19

711 48× 45

712 32× 29

713 95× 88

25× 23

21× 21 11

45× 43

717 21× 20

24× 22

41× 40

720 45× 39

30× 23

42× 31

723 51× 46

31× 29

725 33× 29 17

59× 50

727 50× 46

728 39× 39

35× 28 9

40× 31

28× 25

732 40× 32

40× 37

37X32
735 19× 17

17× 15

737 25× 20

32× 27 7

739 26× 24

25× 23

22× 21

32× 26

31× 29

59× 44

32× 20

20× 18

40× 31

51× 48

59× 42 21

53× 36

19× 17

47× 45

43X39
754 41× 40

755

27× 21 8

757 20× 20

758 66× 5〕

759 52× 44

40× 36

31× 28

762 67× 65

49× 44

63× 58

765 70× 60

766 30× 23

37× 36

45× 45

23× 22

770 23× 20

28× 26

28× 24

773 30× 27

39× 34

P No 径 cm 深さ cm

776 25×

777 22× 20 6

778 25× 9

22× 20

780 33× 33

29× 25

782 53× 50

783 40× 36

50× 44

785 22× 22

786 30× 26

28× 28

788 26× 26

789 29× 23

46× 42

53× 53

53× 50

59× 50

26× 24

795 46× 38 lJ

32X30
65× 59

42× 35

33× 29

35× 35

47× 41

39× 33

31× 25

23× 22

805 32× 26

22× 19

807 39× 34

808 30× 25

809 59× 44

52X38
34× 32

31× 29

39× 26

29× 23

34× 29

49× 36

37X34
818 31× 27

26× 23

820 32X28
30× 20

822 29× 25

823 35× 26

30× 21

825 32× 28

65× 59 13

827 38× 86

828 46× 46

829 32× 30

830 30× 28

34× 27

29× 28

833 87× 33

40× 38 17

835 37× 33

836 29× 23

26× 23

19× 19

29× 29

P No 径 cm 深さ cm
24× 21

39× 34

842 40× 38

843 50× 50

844 23× 17

845 29× 25

846 30× 30

31× 22

848 28× 28

37X31
850 45× 19

40X30
40× 36

853 58× 50

40× 38

53× 43

856 51× 51

857 40× 34

858 32× 30

859 21× 16

34× 26

34X31
30× 24

37X33
864 46× 35
865 61× 49

56× 48

867 30× 27

868 33× 24

51× 39

56× 41

61× 40

51× 22

873 30× 28

28× 26

875 29× 16

27× 25

877 28× 26

878 51× 42

879 55× 53

880 48× 43

53× 43

882 42X40
32× 28

884 39× 39

885 48× 35

886 28× 26

887 31× 28

888 31× 28

889 32× 29

890 33X30
87× 80

892 43× 35

893 42X33
26× 23

895 30× 22

896 35× 29

28× 28

898 28× 27

899 56× 53

62× 42

22× 22

902 29× 27
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甥
粧魏

朽

14～ 16第 3号住

図162 遺橋内出土遺物 (2)

0                      10cm
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Wilヽ

27～28第 3号住

0                    10Cm
31～ 34第 5号住

図164 置橋内出土遺物 (4)

29～ 30第 4号住
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38

は

41

0                  10cm

図165 週構内出土週物 (5)

35～45第 5号住
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59

60

59～ 60第 6号住

62～69第 7号住

図167 遺構内出土遺物 (フ )

0                  1ocm
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70～ 81第 7号住

図168 遺情内出土遺物(8)

0                     10Cm
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%92

94
92～95第 10号住

図170 遺構内出土遺物 (10)

o                 10cm
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96～ 98第 13号住

牌    99

102

募    104

0                  10cm

105

図171 遺構内出土遺物(11)

103
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99～ 105第 14号住



111

s_1/2

,07～ H2第 15号住

0                        10Cm

113～ H6第 16号住

図172 遺橋内出土遺修 (12)
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117～ 119第 16号住

131

120～ 131第 17号住

図173 遺構内出土遺物 (13)
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＼

134

竜響 要

飴
7

＼

:藍

マ

注  L   
＼ ノ

ヤ 140

133～ 142第 18号住

遣構内出土遺物 (14)図 174
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蓬≧潔
144

143‐ 44第 19号住

庁
~

ヽ

147

‐５。

152

145～ 153第 20号住

遺橋内出土遺物 (15)図 175
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156～ 158第 21号住

図 176 遺橋内出土遺物 (16)
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V 遺構外出土遺物

遺構外からの出土遺物のうち、土器34点、土製品 2点、石器 7点を掲載した。

1.土器類 (図 192～ 196、
マ
写真図版 144～ 148)

320～ 326は酸化炎焼成の内面黒色処理された邦である。うち320～ 322・ 324は底部が再調整されてい

る。底部切 り離し技法はすべて回転糸切 りである。327～ 334は内面が黒色処理されない野で、3341こ は高

台が付 く。335,386は還元炎焼成の杯で335は還元不足のためくすんだ色調である。底部切 り離し技法は

いずれも回転糸切 りである。337～ 340は酸化炎焼成、ロクロ成形の甕である。340のみロクロ成形後ヘラ

ケズリ調整されている部分が残存している。341は羽釜である。342は酸化炎焼成、非ロクロ成形の甕であ

る。胴部下端から口縁部にかけてヘラケズリ調整されている。343は酸化炎焼成の甕で、内面はヘラナデ・

外面はヘラケズリ調整されている。344は還元炎焼成の長頸壺の頸部破片である。345(346と 同一個体と

思われる)は還元炎焼成の大甕である。外面はタタキメ調整されている。347～ 349は還元炎焼成の甕であ

る。349の胴部には下端から外面はヘラケズリ、内面にはヘラナデ調整されている。350～ 353は いずれも

還元炎焼成の大甕の胴部破片である。ほとんどの破片の外面にはタタキロが見られるが、353のみカキメ調

整されている。354・ 355は複式炉周辺から出上した斧状土製品である。

2.石器類 (図 196、 写真図版 148)

・剥片石器 (356～ 359)

356～ 358は石鏃で、356・ 357は凸基、358は凹基である。359は携帯用の石器といわれる石匙である。

・礫石器 (360～ 362)

360・ 361は石皿である。3621ま人為的に作られた円形のくばみがあつたため、石器として掲載したが用

途等詳細は不明である。
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表2 ( )推定値 ( )現存値

番号 出土地点 層位 種 類 器種 部 位

勾面調整

(日縁部)

内面調整

(1同部)

外面調整

(曰縁部)

外面調整

(胴部/底部)
日径 底 径 器高 底 厚 分類 備考 写真 図版

1 第 1号住  カマ ド勝 土師器 不 ～底智 R R

R/回転糸切 り

後胴部下端に

再調整有

(150) 51 07 AⅡ a 非内黒 t17

第 1号住 埋土 土師器 不 ヨ～底罰 R R R R/回転糸切り (154) 07 AⅡ b 非内黒 117

3 第1号住 カマド脇土坑 買恵器 必 ヨ～底部 R R R R/回転糸切り 140 (45)

4 第 1号住 床面 買恵器 rfN R R R/回転糸切り (129) (45) 535 陰土小礫少量含む 117

5 第 1号住 支脚上 土師器 甕 ～胴割 R R R (150) (45) AⅡ b 台土小礫含む。6と同一個樹 l17

6 1号住 カマド脇土坑 土師器 饗 R/回転糸切り (61) 07 117

7 1号住 カマド煙道内上師器 霊 嗣部 N K→N く92) AI 117

8 窮1号住 床面 須恵器 疑 同部 T 117

9 第 1号住 床直 須恵器 (饗 1同部 T 117

第 1号住 床面 須恵器 (饗 同部 A T

第 1号住 床面 丘石 己さ20と 幅55 厚さ62 iさ 9187 ホルンフェルス 118

第 2号住 床面 土師器 不 ～底甜 M? M? R R/回転糸切り 149 71 05 AIb
内黒、摩減のため調整

見えず。胎土砂粒含む。
11

第2号住 床面 土師器 ITN 日～底謝 4ヽ? M? R
R/回転糸切 り

後再調整か ?
153 555 AIa

勺黒、摩滅のため

嗣整見えず。

117

第3号住 土坑 1埋土 土師器 邦 日～底割 M M R R/回転糸切り (148) AIb 対黒、胎土礫小含む。

第3号住  カマ ド競 とRW器 坪 日～底割 M? M? R R/回転糸切り (139) (55) AIb
勺黒、摩滅のため

開整見えず。

兼3号住 床面 と師器 不 同～底封 M R/回転糸切り (57) (23) AIb 内黒

17 幕3号住 埋土 土師器 イ 日～胴苗 N→M M R (160) (82) (39) 内黒

零3号住 埋土 上師器 不 日～底旨 R R R R/回転糸切り 136 42 AⅡ b 非内黒、小礫少量含む。

19 者3号住 埋土 土師器 不 同～底部 R R/回転糸切り 124) (3 1) AⅡ b 非内黒、小礫少量含む。

言3号住 カマド燃焼部 上師器 郷 日～胴部 R R R (148) (43) 非内黒

扁3号住 埋土 上師器 甕 ～胴部 Y一N N Y (178) A]

弔3号住  Pit2埋上 土師器 甕 コ～胴訂 Y→N N Y N (166) (9 1〉 A] 11

第 3号住  カマ ド上 土師器 甕 ～底甜 N N (114) (56) Al 治土小礫含む。

第3号住  P■2埋土 土白T器 饗 R R R R (247) (147) AⅡ b 恰土小礫少量含む。

第3号 住 埋土 と師器 甕 ～胴郡 Y N Y N (190) (178) 11

第3号住  カマ ド上 土師器 饗 R R R R→ K (259) 100 309 AⅡ a 胎土小礫含む。

第3号住 埋土 須恵器 大甕 桐部 A T

常3号住 床面 須恵器 大賢 月同部

署4号住 埋土 土師器 罰台付郵 口～底部 M M R
R/高台邪切 り

離し技法不明
(160) 7 15 07 AIc 村黒、胎土砂粒混じり。

第4号住 埋上 石 器 石鏃 ミさ2( 幅 18 さ06( 働 買 岩

第5号住 埋土 土師器 不 ～底部 M M R V回転糸切 り 141 AIb 肉票

第5号住 埋土 土師器 ～底部 M M R
即回転糸切 り

ヘラの再調整
126 475 AIa 内黒

第 5号住 埋土 土師器 郷 日～底日 ふ4? 1ヽ? R Ⅳ回転糸切り (139) (55) AIb
勺黒、摩滅のため

問整見えず。

第5号住  カマ ド体 と師器 郷 日～底剖 M M R 即回転糸切 り (149) (62) 47 AIb 璽
ヽ

第5号住 埋土 と師器 不 日～氏習 R R R V回転糸切 り 1) 75 AⅡ b L内黒

第5号住 カマ ド内 と師器 不 日～底剖 R R R Ⅳ 回転糸切 り (135) AⅡ b 非内黒

第5号住 埋土 と師器 郷 R V回転糸切 り (25) AIb 非内黒

薯5号住 床面 土師器 不 日～胴苗 R R R (154) (43〉 非内黒

窮5号住 埋土 土師器 日～胴部 R R R (150) (36〉 非肉黒

幕5号住  カマ ド肋 土師器 塔 頁部 目転糸切 り 67 (07) AIb 非内黒
ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(Kl、 ハケメ(■ )、 ヨヨナデ(Y)、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(Rl、 当て具痕lAl、 カキロ(KKl、 タタキロ(T)
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〉現存値

番号 出土地点 層位 種 類 器種 部位

対面調鰹

(日縁部) (胴部)

外面調整

(日縁部 )

外面調整

(胴部/底部 )
日径 底径 器高 底厚 分類 備 考 写真 ]版

窮5号住・埋土 須恵器 不 胴～底部 R/回転糸切り (29) 量元不足

零5号住 埋土 土師器 口～胴部 Y N H Y→ K K (256) (11 AI

窮5号住 床面 土師器 ～胴部 Y H ‐N N (191) (86) AI

害5号住 カマ ド付抵 土師器 甕 ～底部 R/回転糸切り (H3) く42) AⅡ b 陰土小礫含む。

著5号住 埋土 須恵器 霊 同部 KK T

幕6号住 埋土 土師器 不 ～底部 M R/回転糸切り く35) AIb 勺黒、胎土砂粒含む。

第6号住 埋土 土師器 雰 ～底封 M? M? R R/回転糸切り (136) 07 AIb
再黒、摩減のため

同整見えず。

第6号住  埋土 土師器 不 ～底翻 M? M? R/回転糸切り く30〉 AIb 対黒

第6号住 床面 と師器 不 ～底罰 R R/回転糸切り (30〉 AⅡ b IF内黒

第6号住 カマ ド内 L師器 不 同～底樹 R R/回転糸切り 53 (16) AⅡ b lF内黒

第6号住 埋土 と師器 郷 ～底剖 R R R R/回転糸切り (125) AⅡ b lF内黒 122

第6号住 埋土 買恵器 好 ～底剖 R R R/回転糸切り

第6号住 埋土 と師器 甕 ヨ～胴謝 R R R R (205) (102〉 AⅡ b

第6号住・床面 と師器 甕 口～胴] Y Y (21 5) (57〉 122

第6号住 埋土 と師器 饗 日～胴剖 Y N Y→N (207) く68) AI

第6号住 埋土 と師器 甕 日～胴剖 Y N (148) (80) AI

第6号住 カマ ド膝 と師器 甕 N (77) AI 句部底部ハケメ調整有り。122

第6号住 埋土 貫恵器 甕 同部

第6号住  P■ 3埋土 巨器 磨 磁石 昆さ90 幅84 耳さ47 質山岩 123

第6号住 ,P■3埋土 百器 塔 融石 幅79 厚さ61 :さ 66761 質山岩

第6号住  P■3埋土
『
器 砥 石 見さ60 幅3J 厚さ15 三さ295g 疑灰岩

第 7号住  埋土 と師需 不 日～底部 M M R―M
R/回転糸切り客

ヘラの再調整
(180) (7 6) (50) AIa 勺外黒色処理

第 7号住・埋土 上師器 不 日～底部 M M

Rr回 転糸切 りぞ

指なでによる

再調整

154 51 AIa 勺黒、調整丁寧

第 7号住 埋土 土師器 不 日～底翠 R R V回転糸切り (137) (46) AⅡ b lF内黒

第 7号住 埋土 土師器 不 日～底報 R R R V回転糸切り (140) AIb 非内黒

第 7号住 床面 土師器 不 ヨ～底習 R R V回転糸切り (150) AⅡ b 非内黒

第 7号住 埋土 土師器 不 R V回転糸切り (39) AIb 井内黒

第 7号住 埋土 土師器 不 厨～底酎 R V回転糸切り (29) AⅡ b 非内黒

第 7号住  埋土 土師器 不 ヨ～底脅 R R

即回転糸切り後

胴部下端に

再調整有 り

153 56 AⅡ b lF内黒

第7号住・埋土 土師器 不 同～底甘 R V回転糸切り 1) AIb 堆内黒

第 7号住 埋土 土師器 不 同～底獣 R R/回転糸切 り (22) AⅡ b 非内黒

第7号住 埋土 土師器 不 同～底甘 R V回転糸切り 57 (37) AIb
'F内

黒

第 7号住 埋土 土師器 託台付ITN ヨ～底部 M M
R/回転糸切りを

ヘラの再調整
(58) AIc

対外黒色処理、

葺台部欠損

第 7号住 埋土 須恵器 不 ヨ～底部 R R V回転糸切り 星元不足

第 7号住 埋土 須恵器 不 ヨ～底酎 R R 留回転糸切 り 47

外面底部ヘラによる

調整の後、指ナデに

よる調整痕有 り。

弔7号住 埋土 土師器 藍 ヨ～胴部 R R R→H (244) (123) AⅡ a

ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(Kl、 ハケメ(H)、 ヨコナデ(Yl、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(Rl、 当て具痕lAl、 カキロ(KKl、 タタキロ(T)
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番号 出土地点 層位 種類 器種 部位

内面調整

(日縁部 )

対面調雲

(胴部)

面調整

(日縁部 )

外面調整

(胴部/底部)
日径 底 径 器高 底 厚 分類 備 考 写真 図版

77 君7号住 埋土 と師器 冊～底召 N K/砂底 (96) A] 少底土器

再7号住 埋土 L師器 饗 H K (118) (48) A] 168

弔7号住  支脚土器 と師器 日～底晋 R R R V回転糸切り (108) 103 AIb

君7号住 床面 員恵器 日～票剖 R R R R (190) 〈79) B

君7号住 埋土 と製品 土錘 長さ64 幅 16 厚さ16 重さ67g

落8号住 カマ ド脇 と師器 不 日～底割 R R Rr回転糸切り AⅡ b 非内黒

君8号住  カマ ド局 と師器 芥 日～底剖 R R R Ⅳ 回転糸切 り (163) 51 05 AⅡ b 非内黒

有8号住 床面 と師器 邪 日～底部 R R V回転糸切り (162) AⅡ b 非内黒

君8号住 煙出日 と師器 不 日～底剖 R R R 留 回転糸切 り 1) (56) AⅡ b 非内黒

君8号住 床面 買思器 芥 日～底剖 R R R V回転糸切 り (142) 52 還元不足 125

君8号住 カマ ド脇 t師器 日～胴召 R R R R (153) (81) AⅡ b 胎土小礫合む。

再8号住 カマ ド脇 と師器 日～胴樹 R R R R (239) (127) AⅡ b

君8号住 煙出日 とET器 日～1同樹 R R R VK (228) (205) 125

君8号住 煙出日 と師器 日～胴剖 Y N Y→N K (206) 4〉 AI 冶土小礫含む。

再9号住 埋土 と師器 饗 同～底H N K? (123) (53) AI
砂粒少量含む。摩滅

のため調整見えず。

君10号住 埋土 と師器 日～底封 R R R
即回転糸切りを

ヘラの再調整
(128) 51 05 AⅡ a 非内黒 125

再10号住 埋土 と師器 ～胴苗 R R R R (271) (86) A■ b

再10号住 埋土 と師器 窪 ヨ～1同凱 R R R R一 N ( (136) AⅡ a 治土小礫少量含む。

書10号住 埋上 頂恵器 ～胴H N K (103)

再13号住 埋土 土師器 不 同～底部 R V回転糸切り (47) AⅡ b 非内黒

再13号住 埋土 須恵器 同～底甜 N
印回転糸切りぞ

指ナデ調整 ?
(108) く77) 126

13号住 埋土 石器 磨 敵石 長さ91 幅82 昇さ66 さ4410 疑灰岩

14号住 Pll埋土 土師器 邦 ～底部 M? M R R/回転糸切り (146) 〈56) 05 AIb 勺黒

第14号住 P■ 1埋土 土師器 邪 ～底罰 M M R 即回転糸切 り (144) (60) AIb 勺黒

弔14号住 P■ 1埋土 土師器 邪 ～底部 M V回転糸切り (18) AIb 内黒 171

第 14号住 P■ 1埋土 土師器 邦 ～底部 M Ⅳ回転糸切り (13) AIb 内黒 171

第 14号住 Pll埋土 土師器 邪 J～胴部 R R R R (143) く46〉 非内黒 171

第 14号住 Pit l埋 土 土師器 郷 同～底部 R

R 胴部下端ヘラ

の再調整/回転糸切

り後ヘラの再調罐

(34) AⅡ a 非内黒

第 14号住 Pit i埋 土 土師器 甕 ヨ～胴凱 Y R Y R→ K (246) (154) AⅡ a 胎土砂粒含む。 171

第 14号住 P■2埋土 須恵需 大甕 同部 A T 127 172

第 15号住 埋土 土師器 14N ヨ～底部 M M R
V回転糸切り径

ヘラの再調整
143 64 47 AIa 肉黒 172

第 15号住 埋土 土師器 野 M 即回転糸切 り く28) AIb 内黒 172

第 15号住 埋土 土師器 邦 ヨ～底部 R R R Ⅳ 回転糸切 り (134) 53 AⅡ b
非肉黒、底部切 り離

し後粗い調整有り。

127 172

11 第 15号住 埋上 土師器 不 R V回転糸切 り (14〉 AⅡ b 非内黒

111 第 15号住 埋土 百器 掻器 長さ40 幅44 言さ11 重さ178g 頁岩

第15号住 埋土 百製品 石皿 長さ94 幅81 厚さ31 ]さ 25191 え山岩

11 第 16号住 床面 上師器 不 R
V回転糸切りつ

指ナデ調整
(35) AIa lF内黒

)推定値 ( )現 存値

ヘラ ミガキ (M)、 ヘ ラケズ リ(Kl、 ハケメ (H)、 ヨヨナデ lYl、 ヘラナデ (N)、 ロクロ痕 (Rl、 当て具痕 lAl、 カキロ (KK)、 タタキ ロ(T)
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( )推定値 ( 〉現存値

番弓 出土地点 層位 種 類 器種 部 位

面調整

(日縁部 )

対面調整

(胴部 )

外面調整

(日縁部 )

外面調整

い同部/底部)
口径 底 径 器高 底 厚 分 類 備考 写真 因版

114 再16号住 埋土 と師器 イ ヨ～底ヨ R R Rl回転糸切 り 57 AIb 非内黒

再16号住 床面 上部器 不 完形 R R
Ⅳ回転糸切りを

ヘラの再調整
AⅡ a

非内黒、胎土砂粒

含む。

11 常16号住 床面 と師器 郷 R R V回転糸切 り (60) (32) AⅡ b
チF内 黒、底部わずか

に糸切 り痕有 り。

117 窮16号住 床面 上師器 不 同～底謝 R R R R/回 転糸切 り (10) AⅡ b
'F内

黒 173

11 著16号住 埋土 土製品 ～底報 R R R/回転糸切 り (22) AⅡ b 非内黒

11 16号住 土坑1埋土 須恵器 霊 同部 KK 173

第 17号住 埋土 土師器 不 ～底部 M W回転糸切りF (56) (42) AIb
内黒、底部の切り離し

技法は摩滅のため明確

ではない。

173

第17号住 土坑 1埋土 土師器 不 日～底部 R R V回転糸切 り AⅡ b
非内黒、胎土少量砂

粒含む。

第 17号住 埋土 土師器 不 日～底部 R R R/回転糸切 り (150) AⅡ b

非内黒、底部の切 り

畿し技法は摩減のた

め明確ではない。

第 17号住 埋土 土師器 不 日～底翻 R R R V回転糸切 り 05 AⅡ b に内黒

第 17号住 埋土 土駆器 豚 R R R (147) (35〉 lF内黒

第 17号住 埋土 と師器 罰台付舅 ミ部

R/ヘラの先瑞

による再調整

AIc
蒋部、摩滅のため調

雪見 えず。

173

126 零17号住 埋土 と師器 尋台付不 員部 R→Kl回転系切り (17) AIc 再黒 173

17号住 カマ ド脇 土師器 甕 N K/砂底 1) AI
沙底土器、胎上小礫

争む。
173

第 17号住 埋土 土師器 甕 コ～胴都 Y R Y R→K (162) (122〉 AⅡ a

第 17号住 埋土 土師器 賢 ～胴部 R R R R (148) く75) AⅡ b

130 第17号住 カマ ド脇 土師器 甕 ～胴部 R R R R (222) (105〉 AⅡ b 173

第 17号住・埋土 須恵器 霊 同～底翫 R (49) 132と 同一個体

第 17号住 埋土 須恵器 ヨ～胴哲 R R R (214) 1229) 174

第 18号住 埋土 土師器 日～底部 R R R R/回転糸切 り (144) 非内黒 129

第 18号住 埋土 上師器 不 日～底部 R R R Rll回転糸切 り (148) AⅡ b に内黒、胎土小礫少量含む。 174

135 第18号住 埋土 と師器 日～底甘 R R R 鷲 回転糸切 り (128) AⅡ b 非内黒

書18号住 埋土 L師器 罰台付野 日～底部 M? 1ヽ? R
V回転糸切り後

ヘラの再調整

62 AIc
対黒、摩滅のため調

整見えず。

幕18号住 埋土 と師器 罰台付不 M V回転糸切 り (70) (27〉 AIc 勺黒、高台部部分的に欠損

富18号住 埋土 貫恵器 郷 ヨ～胴笥 R R R R (136) (42)

富18号住 埋土 と師器 甕 (17) AⅡ b? 冶上小礫含む。

再18号住 土坑2埋土 上師器 甕 V回転糸切 り (50) 07 AⅡ b
胎土小礫含む、摩滅の

ため調整痕見えず。

174

常18号住 埋土 と師器 棗 日～胴封 R R R R (188) (56〉 A Il b 胎土小礫含む。

14 18号住 土坑2埋土 須恵器 甕 胴 部 A T

第 19号住 埋土 土師器 第 avI? M? R

R 胴部下端へ

ラの再調整/ME

転糸切り後ヘラ

の再調整

(140) 05 AIa
内黒、、摩滅のため

調整見えず。

ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(Kl、 ハケメ(H)、 ヨヨナデlYl、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(Rl、 当て具痕lAl、 カキロ(KKl、 タタキロ(T)
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)推定値 ( 〉現存値

番弓 出土地点 層位 種 類 器 種 部位

内面調整

(日縁部)

調整

(胴部 )

タト面調整

(口縁部)

外面調整

(胴部/底部)
日径 底 径 器 高 底 厚 分 類 備考 写真

第 19号住 埋土 上師器 イ ～1同尊 1ヽ? M? R R (140)
内黒、摩滅のため調

整見えず。

175

第20号 住 埋土 と師器 邪 ～底部 M M R

R 胴部下端ヘ
ラの再調整/回窮

糸切り後ヘラの

再調整

67 AIa 内外黒色処理 175

第20号 住 埋土 と師器 郷 コ～底都 M M R
W回転糸切り後

ヘラの再調整
(140) 05 AIa 対外黒色処理 129

第20号住 Pit i埋 土 と師器 不 ～底部 M M R V回転糸切り (148) AIb 洵黒とび

著20号住 pll埋上 須恵器 イ ～辰部 R R R Ⅳ回転糸切り (139) (54) 量元不足

幕20号 住 埋土 須恵器 不 ヨ～底部 R R R V回転糸切り (160) 07 175

需20号住 カマド肉 土師器 饗 ヨ～胴部 R K (196) 128) AⅡ a 175

幕20号住 カマド内 土師器 赤 ヨ～底部 R R R RノK 113 07 AⅡ a 175

第20号住 カマ ド内 上師器 賽 ヨ～胴部 R Y N (168) 135) AⅡ a

零20号住 カマ ド内 土師器 饗 ]～胴部 Y N Y (218) 174) AⅡ a 陰上小礫含む。 175

著20号住 床面 土師器 餐 ヨ～胴部 R N R K (230) AⅡ a 176

第20号住 埋土 須恵器 大甕 同～底部 A 1) A Ila

21号住 Pll埋 土 土師器 不 毛形 M M R

R嗣部下端ヘラ互

再調整/回転糸切

り後ヘラの再調整

145 53 AFa 内黒 176

21号住 P■ 1埋土 土師器 不 こ形 R R R V回転糸切 り 10 AⅡ b 非内黒 131

君21号 住 カマド内 土師器 不 R R R

R胴部下端ヘラ
'

再調整/回覇糸切

り後ヘラの再調理

Ala 非肉黒

薯21号 住 床面 土RT器 不 日～底部 R R R
甲回転糸切 り

ヘラの再調整

146 53 AⅡ a 非内黒 177

君21号住 カマド内 土師器 不 日～底評 R R R V回転糸切 り AⅡ b 非内黒 177

富21号 住 床面 土師器 不 日～底部 R R R
Ⅳ回転糸切りつ

ヘラの再調整
41 AⅡ a )P内黒 177

再21号住 カマ ド内 土師謡 不 日～底部 R R R 即回転糸切り (56) 41 AⅡ b 非内黒

第21号住 床面 土師器 不 日～底習 R R R R/回転糸切 り (122) AⅡ b 非肉黒 177

第21号住 床面 土師器 不 口～底罰 R R
R/回 転糸切 り

ヘラの再調整
139 AⅡ a

'い

内黒 177

165 第21号住 Pll埋土 土師器 ≡台付野日～底樹 M? M? R
V回転糸切 り

後再調整
AIc
勺黒 (内面調整摩滅

つため見えず )

第21号住 Pll埋土 土師器 葺台付身 日～底召 M M
R/回 転糸切 り

ヘラの再調整
152 (57) AIc 葺台部欠損、内黒 177

第21号住 カマ ド内 土師器 高台付折 コ～底習 R R Rr回転糸切 り 21 7 AⅡ c
'F内

黒 177

第 21号 住 埋土 須恵器 杯 花形 R R V回転糸切り 143 51 邑書土器 還元不足

第21号 住 埋土 須恵器 14N ～底部 R R
留回転糸切

ヘラの再調整
量元不足

第21号 住 床面 土師器 甕 ～底部 Y Y R→N 21 5
「

1 AⅡ a 177

第21号住 カマド内 土師器 甕 ～底部 Y N R (159) 135 11 AⅡ a 132

172 第21号 住 埋土 土師器 賓 ～嗣部 Y Y N (242) (159〉 AI 陰土小礫含む。

第21号 住 埋土 と師器 変 口～底部 Y Y N 88 152 AI

第21号住 埋土 と師器 甕 日～胴部 Y N Y 142 A]

ヘラ ミガキ (M)、 ヘ ラケズ リ(K)、 ハケメ (H)、 ヨヨナデω 、ヘ ラナデ (N)、 ロクロ痕 (Rl、 当て具痕 lA)、 カキロ(KK)、 タタキロ(T)
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( )推定値 ( 〉現存値

番号 出土地点 層位 種 類 器 種 部位

内面調整

(日縁部)

勺面調選

棚同部 )

外面調整

(日縁部 )

外面調整

0同部/底部 )
日径 底 径 器 高 底 厚 分 類 備考 写真 ]版

17 第21号住 埋土 土師器 必 ～底部 H 11 3 15 治土小礫含む。 133

17 第22号 住 埋土 土師器 不 ～底部 R 町 回転糸切 り 07 AⅡ b
摩減のため内面調整

見えず。

177 第22号 住 埋土 土師器 罫 ～底部 R R R 申 回転糸切 り AⅡ b

第22号住 カマ ド内 土師器 甕 ～胴苗 R R R 1) (11 4〉 AⅡ b 胎土小礫含む。

第22号住 カマ ド内 土師器 裂 隔～底毬 K 11 5 (163) 178と 同一個体

第23号住 Pll埋土 土師器 邪 日～底召 M M R R/回 転糸切 り (144) 61 AIb 付黒

第23号住 Pll埋土 土師器 lTN 日～胴剖 M M R R (150) (44) 打黒

再23号 住 埋土 土師器 芥 日～胴割 R R R R (150) (48) に肉黒 133

君23号住 Pll埋土 上師器 盲台付1/N M
即回転糸切り後

ヘラの再調整

51 (22) AIc 伺外黒色処理

君23号住 P淀 1床 直 土師器 霊台付」TN 日～底謝 R
W回転糸切り後

ヘラの再調整

145 AⅡ c F内黒

君23号 住 埋土 員恵器 不 ヨ～底剖 R R/回転糸切 り (142) 65 47 里元不足

需23号住 Pll埋土 貫恵器 邪 1同～底簡 R Ⅳ 回転糸切 り 157 邑元不足

第23号 住 床面 と師器 費 日～胴部 Y Y K (391) 1) AI

常23号住 カマ ド上 と師器 饗 日～1同部 N Y (154) (101) AI

第23号 住 埋土 と師器 饗 日～胴部 Y (300) (140) AI

第23号 住 焼土上 土師器 甕 嗣～底部 (121) AI

第24号住  P■ 1 土師器 妬 ～底部 Nl? M V回転糸切り (143) AIb 対黒

第24号住 カマ ド内 土師器 lTN ～底部 1ヽ? 卜1? V回転糸切り (144) AIb 対黒

第24号 住 埋土 土師器 杯 ～底部 M? M

R胴部下端ヘラリ

再調整/回転糸切

り後ヘラの再調彗

141

舟黒。摩滅のため調

整が見えない部分有

り。

第24号住 埋土 土師器 不 ～底部 M? 1ヽ?
W回転糸切り後

ヘラの再調整

(133) 54 51 AIa
内黒。摩減のため内

面調整見えず。

第24号住 カマド脇 土師器 不 Vl? V回転糸切 り (32〉 AIb
内黒。摩減のため内

面調整見えず。

第24号住 Ph2埋土 土師器 不 日～底罰 R R Rr回転糸切 り (156) 05 AⅡ b 非内黒。底部2/3剰 確

第24号住 Pit i埋 土 土師器 不 日～底剖 R R 即 回転糸切 り (191) (70) AⅡ b 非内黒

君24号住 Pll埋土 ■師器 不 日～底召 R R V回転糸切り 147 AⅡ b 非内黒

富24号住 埋土 土師器 不 日～底淵 R R R V回転糸切 り (107) (65) AⅡ b 非内黒 180

富24号住 カマ ド内 土師器 不 冊～底部 R R/回転糸切り (32) AⅡ b 非内黒

第24号住 埋土 土師器 罰台付郷 ヨ～底部 M M M
R/回転糸切り後

ヘラの再調整
(134) 51 AIc 内外黒色処理

第24号 住 埋土 土RT器 罰台付郷 同～底評 M? 彫 回転糸切 り 62 (21) AIc
内黒、摩滅のため調

整見えず。

135

第24号住 カマド内 と師器 罰台付邪 同～底智 M?
即回転糸切り後

再調整

(3 1) 07 AIc
内黒、摩滅のため調

整見えず。

第24号住 カマ ド内 土師器 訂台付j4 ～底部 R?
V回転糸切り?

の後再調整

(1 6) AⅡ c

第24号住 P15床 面 土師器 罰台付拓 ～氏部 R
R/回転糸切り「

の後再調整
73 AⅡ c

第24号住  カマ ト 須恵器 獅 ～底部 R R R R/回転糸切 り (152) 56 還元不足

乖24号 住 埋北 須恵器 lfN ～底部 R R R 彫回転糸切 り (107) 還元不足

再24号住 Pit2埋 上 須恵器 第 ～底甜 R R R R/回転糸切り (149) 07

ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(K)、 ハケメ(H)、 ヨヨナデ(Y)、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(R)、 当て具痕lA)、 カキロ(KK)、 タタキロ(T)
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)推定値 く )現 存値

番号 出土地点 層位 種 類 器 種 部 位

内面調整

(日縁部) 9同部 )

外面調整

(日縁部 )

外面調整

(胴部/底部 )
日径 底 径 器 高 底 厚 分類 備 考 写真 図版

第24号住 カマド脇 須恵器 ITN 日～1同封 R R R R (142) (43)

第24号 住 土坑2埋土 須恵器 野 日～底召 R R V回転糸切り (138) 41

第24号 住 土坑2埋土 土師器 饗 日～胴召 Y Y く116)
冶土砂粒混じり、摩滅

つため胴部調整見えず。

136

第24号住 P12埋 土 土師器 変 ヨ～底淵 一部N N 一部N N (110) 11

第24号住 カマ ド 土師器 甕 ヨ～胴謝 Y Y K (260) (142) AI

第24号住 カマ ド肉 と師器 甕 同～底日 N K→一部N (117) AI 陰土小礫含む。

第24号住 埋土 上師器 賢 ヨ～胴∃ Y Y K (258) (104)

第24号住 埋土 土師器 墾 ヨ～胴ヨ R R (217) (49) AⅡ b 恰土小礫少量含む。 136

17 第24号住 床面 須恵器 大変 同～底習 A (120) 15

第24号 住 床面 土師器 耳 皿 ヨ～底智 M? R M?
彫回転糸切 り

後再調整

15 内外黒色処理 137

再24号住 埋土 土製品 土 錘 さ(49) 幅(23) さ(187:

再24号住 床面 石器 磨 敲石 言さ(85) 幅 (75) 豪さ(62) |さ (4870f 安山岩

幕24号住 床面 石器 石皿 ? さ(140 幅 (91) 夏さ(27) 疑灰岩 137 182

常24号 住 鉄 1 決製品 刀子 さ(105 幅 (34) さ(18)

著24号住 鉄2 鉄製品 刀子 ? さ(151 幅 (27) 事さ(19)

再25号住 Pit2埋 土 土師器 rTN 日～底部 R
R/回転糸切 り

?の後再調整
(139) 52 AIa

勺黒、摩減のため

開整見えず。
137 182

窮25号住 床面 土師器 不 日～底部 M? M R V回転糸切り 153 AIb 勺黒

需25号住 Pil床 面 土師器 不 日～底部 M M R R/回転糸切り 134 73 AIb 対黒、糸切り後粗い調整

窮25号住 Pll床面 土師器 不 口～底部 M M R 即 回転糸切 り (157) AIb 対黒、糸切り後粗い調整

第25号住 Pll床面 土師器 不 日～底部 R R R R/回転糸切 り 57 AⅡ b 非内黒

霜25号住 Pll床面 土師器 日～底部 R R/回転糸切り (141) 61 35 AⅡ b
'F内

黒

幕25号 住 床面 土師器 不 口～底部 R R/回転糸切り AⅡ b 非内黒

第25号住 Pll埋 土 土師器 口～胴部 R R R R (140) (42) 非内黒

常25号住 Pll埋 土 上師器 雰 ～底部 R V回転糸切り 55 535 AⅡ b
'障

内黒

常25号住 pit4床 面 上師器 ～底部 H Y? で砂底 (120) 81 11 AI 冶土小礫含む。

第25号住 カマ ド脇 土師器 饗 ～胴部 Y N Y N (236) (68)

第26号住 床闘 土師器 ～底部 M? M? R R/回転糸切 り AIb
殉黒、摩滅のため

開整見えず。

第26号住 カマ ド脇 土師器 不 ～底部 M M R
即回転糸切り後

ヘラの再調整

(133) 55 AIa 対黒

237 第26号住 カマド支脚上 li師器 必 ～底部 M R Ⅳ回転糸切り 57 AIb 対黒、胎土砂粒混じり。

第26号柱 カマ ド内 とR市器 野 ～底苗 M? M? R
即回転糸切り後

ヘラの再調整
55 51 AIa

内黒、摩滅のため

開整見えず。

第26号住 埋十 土師器 不 ～底部 M? M? R 彫回転糸切 り (139) 51 AIb
内黒、摩滅のため

調整見えず。

第26号 住 支脚 | L師器 不 ～底部 M R
V回転糸切り後

ヘラ?の再調整
(144) 61 51 AIa?

内黒、摩減のため底

部切 り離し技法不明。

第26号住 Pit2 L師器 1/N コ～底樹 小И? M? R V回転糸切り (139) AIb
勺黒、摩滅のため

問整見えず。

第26号住 床面 fi師器 不 |～胴剖 M? 1ヽ? R (43)
内黒、摩ilaの ため

調整見えず。

第26号 fI 埋 十 夏恵器 イ 1～底謝 R R 彫同転糸切 り (140) 違元不足

:44 第27号住 カマド内 I!師器 不 |～瓜剤 M M R R/口 HrI糸切り (147) 51 AIb 勾黒 139

ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(K)、 ハケメ(H)、 ヨコナデ(Y)、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(R)、 当て具痕(n、 カキロ(KK)、 タタキロ(T)
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)推定値 ( )現存値

番号 出土地点 層位 種 類 器種 部位

内面調整

(日 縁部)

対面調理

佃同部)

琳面調整

(日縁部)

外面調整

佃同部/底部 )
日径 底 径 器 高 底 厚 分類 備考 写真 回版

君27号住 カマド内 須恵器 雰 日～底謝 R Ⅳ回転糸切り (143) 62 巳元不足

幕27号 住 床面 土師器 饗 日～胴部 Y N Y R (166) (116) AⅡ a

247 第27号 住 床面 須恵器 猿面硯 属(113) 訂さ(101

須恵器破片を硯に

転用。

第28号 住 床面 と師器 甕 ～底部 K/N (36〉 11 AI

第29号 住 煙出部 L師器 野 ～底部 M M Ⅳ回転糸切り 141 丸黒 184

第29号住 床面 土師器 不 同～底部 R Ⅳ回転糸切り (19) AⅡ b 非内黒

第29号 住 床面 土師器 塔 日～底剖 R? R V回転糸切 り 147 61 AⅡ b 非内票

第29号住 床面 土師器 本 冊～底駅 R? Ⅳ回転糸切り 62 (58) AⅡ b

幕29号 住 煙出部 土師器 霊 用～底部 N く45) 12 A]

著30号住 Pit l埋 土 土師器 不 ヨ～底部 M M R V回転糸切 り (148) AIb 内黒 185

第30号住 Pll埋 土 土師器 イ ～底部 R R R
R/回転糸切り

後再調整
(145) 05 AⅡ a 非肉黒

第30号住 埋上 須恵器 lTN ～底訂 R R R 留回転糸切 り (138)

第1号住居状 埋土 土師器 ITN 日～胴濁 M M R R く41〉 勺外黒色処理

1号住居状 埋土 土RF器 高台付JIT 日～底H M M R
W回転糸切り後

ヘラの再調整
(137) (73) (5 1) AIc

再外黒色処理、

罰台部欠損。

君と号住居状 埋土 須恵器 不 日～胴謝 R R 彫 回転糸切 り 還元不足

幕1号住居状 埋土 須恵器 日～胴樹 R R R Rv回転糸切 り (154) 44

261 第2号住居状 埋土 土師器 不 胴～底報 M? Ⅳ 回転糸切 り 61 (24) AIb
黒色、摩減のため

調整見えず。

第2号住居状 埋土 と師器 邪 嗣～底部 Ⅳ回転糸切り (14〉 AⅡ b 非内黒

第2号住居状 埋土 と師器 罰台付野 ～底部
即回転糸研り後

ヘラの再調整

(29〉 AⅡ c

第2号住居状 埋土 と師器 甕 ～胴部 Y N Y (302) 1) AI

第2号住居状 埋土 と師器 饗 ～胴部 Y R→ N (144) 〈6 1) AⅡ a

第2号住居状 埋土 土RF器 饗 ～胴吾 R (116) (54) AⅡ b

第2号住居状 埋土 土師器 竪 同～底割 R R AⅡ b

第 7号上坑 埋土 石器 築石器 さ(89t 属(47) 認さ(31) ヨさ(3918 疑灰岩

269 需8号土坑  埋土 土師器 霊 日～胴部 Y N Y K (230) (81〉 AI 冶土砂粒少量含む。

癌8号上坑 埋土 土師器 登 日～胴部 R R R (189) (66〉 AⅡ b 冶上砂粒含む。

著8号上坑 埋土 土師器 霊 R R R (190) (60〉 AⅡ b

272 第9号上坑 埋土 土師器 饗 ヨ～1同評 Y H Y N (156) (62) 恥積み痕有 り。

第 17号土坑 埋土 土師器 不 ヨ～底報 R R R Ⅳ回転糸切り (144) 60 AⅡ b 非内票 187

第 17号土坑 埋土 土師器 饗 同～底都 7) く27〉 AI

第 17号上坑 埋土 須恵器 長顕壷 屈部 R N (108) 141

第23号土坑 埋土 と師器 野 ～底都 R 財 回転糸切 り (55) (1 3) 07 AⅡ b

277 第23号 上坑  埋土 と師器 不 同～底部 R Ⅳ回転糸切り (134) 07 AIb

弟23号 土坑 埋上 土師器 饗 旧部

酸化炎焼成 ?須忠器
によく見られる器面

調整を施す。

141

ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(K)、 ハケメ(H)、 ヨヨナデ(Y)、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(R)、 Чて具痕(A)、 カキロ(KKl、 タタキロ(T)
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( )推定値 ( )現 存値

ξ弓 出土地点 層位 種 類 器 種 部位

内面調整

(日縁部)

勺面調窪

(胴部)

調整

(日縁部)

外面調整

(胴部/底部 )
日径 底 径 器高 底 厚 分類 備考 写真 図版

第24号 土坑 埋土 土師器 イ ～胴部 M M M M (162) (37) 再外黒色処理

第24号 土坑  埋土 土師器 不 ～底部 M M R
Ⅳ回転糸切り後

ヘラ?の再調整
(138) 芍黒

第24号 土坑  埋土 土師器 ～底部 R
呼回転糸切りを

指ナデの再調整
(138) AⅡ b F肉黒

第24号土坑 埋土 土師器 坪 ～底部 R R V回転糸切り (138) 05 AⅡ b F内黒

283 第35号 土坑  埋土 土師器 不 ～底部 V回転糸切 り (1 AIb 村黒

284 第38号土坑  埋土 土師器 不 冊～底甘 M V回転糸切 り (54) (26〉 対黒

幕38号 土坑 埋土 上自下器 イ 日～底習 M M R V回転糸切り (109) (52) 内黒 141

零44号土坑 埋土 土師器 不 冊～底ヨ M回転糸切り (14)
内黒、摩滅のため

調整見えず。

=38号
土坑 埋土 と師器 葺台付邪 底部

回転糸切 り後

ヘラの再調整
十内黒、高台部欠損

幕39号 土坑 埋土 土師器 邪 Rl回転糸切 り (29)
対黒、摩減のため

対面調整見えず。

188

著44号 土坑 埋土 土師器 邦 R R (46) 略内黒、胎土砂粒含む。

幕44号 土坑 埋土 土師器 郷 ヨ～胴剖 R R R (76) 51 非内黒

弔44号上坑 埋土 土師器 甕 同～底剖 R (72) 爺積み痕有 り。 141

292 第44号土坑 埋土 土師器 霊 日～底封 R R R W回転糸切り (140) 127

第44号土坑 埋土 土師器 甕 同～底群 N (120) (307〉

第44号 土坑 埋土 土師器 甕 日～胴封 R R R R→ N (222)

第50号土坑 床直 上師器 邪 同～底部 M 不 明 (2 1)
内具、底部の切り離し技商

摩滅のためHII確ではない。

第50号土坑 埋土 土師器 雰 阿～底部 M 不 明 63 (40)
内黒、底部の切り離し技わ

摩滅のため明確ではなし、

第50号土坑 埋土 土師器 好 ～底部 R R R/回 転糸切 り (132) 05
非肉黒、胎土砂粒混

じり。

第50号 土坑  床面 須恵器 不 ～底部 R R R R/回 転糸切 り (134) (6 2) 07

第50号土坑 埋土 土師器 霊 ヨ～胴部 Y (138) (46) 対黒

第50号土坑  床面 土師器 霊 ヨ～胴都 Y N (348) 〈58)

第50号土坑  埋土 土師器 賽 ヨ～胴部 R R (162) 11 5) 治土砂粒含む。

第50号土坑 埋土 須恵器 質 ヨ縁部 R R (252) (46)

第50号土坑 埋土 買恵器 大甕 ヨ縁部 (496) (55)

第63号 土坑 埋土 と師器 不 1ヽ? V回転糸切り (24〉 句黒

幕63号土坑  埋土 上自T器 不 日～底剖 M? M? R
W回転糸切り後

ヘラ?の再調整
(153) 51 57 村黒

零2号 墓坑 宍製品 ¬釘 記さ(70) 幅 (10) 認さ(10) :さ (104〔

幕2号墓坑 失製品 考釘 こさ(79) 幅 (13) さ(115 且さ(98〔

幕2号墓坑 失製品 角 釘 琵さ(74) 幅 (13) 言さ(11) さ(86P

H号陥し穴 埋土上位 電文土器 深 鉢 日縁部 支状隆引

再25号陥し穴 埋土上位 縄文土器 深 鉢 日縁部

ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(K)、 ハケメ(H)、 ヨヨナデ(Y)、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(R)、 当て具痕lAl、 カキロ(KK)、 タタキロ(T)
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( )推定値 ( )現存値

番号 出土地点 層位 種 類 器種 部 位

対面調る

十日縁部

為面調雲

(胴部)

外面調整

(日縁部)

外面調整

(胴部/底部 )
日径 底 径 器 高 底 厚 分類 備 考 子真 図版

膏54号陥し欠 埋土上位 縄文土器 深鉢 日縁部

冤式炉内 亀文土器 深鉢 ヨ～胴肖 ナデ

ロミガキ抑

文 頸陛岩
縄文〈RL)十隆沈文 (320) (207) 大本8b4式

褒式炉内 愚文土器 深鉢 氏部 122 11 1
事滅のため文様

周整不明

隻式炉内 亀文■器 深鉢 同部 ナデ 縄文(Rり +隆沈文

31 隻式炉内 写器 石鏃 さ(186 幅(08) ヌさ{03) 重さ(048 買岩

憂式炉内 写器 石鏃 さ(236 幅(14) 言さ(02) 重さ(06g 山石

=2号
溝跡 埋土 同製品 増鍋 霊さ(50) 幅(35) 房さ(05)

31 著5号溝跡 埋土 写器 石鏃 己さ(3 1) 幅(13) 語さ(03) 重さ(|lg 葺岩

零9号溝跡 埋上 卜材 庄材

I C6a区 検出面 と師器 節 ～底浄 R
即回転糸切り後

ヘラ?の再調整
(139) 61

勺黒、摩減のため

月整見えず。

144

I C6a区 検出面 と師器 郵 ～底封 R→M M R
Ⅳ回転糸切り後

ヘラの再調整
137 勺黒

Ⅱ D2e区検出面 土師器 ～底部 M M R
W回転糸切り後

ヘラの再調整?

黒

　

む

内

　

含

胎土小礫少量

144

I D7b区検出面 土師器 不 ～底部 R Ⅳ 回転糸切 り (139)
内黒、摩滅のため

調整見えず。

I C6a区 検出面 土HF器 邪 ～底部 M? M R
W回転糸切り後

ヘラの再調整
(146)

内黒、底部の再調整

荒い。

32〔 I C6a区 検出面 土師器 不 ～底部 M 留回転糸切 り 51 (13) 内黒

I D7b区検出面 土 BT器 イ ～底部 M 即回転糸切 り (2 1) 065 内黒

I C6a区 撹乱 土師器 ～底部 R R V回転糸切 り (126) 435 非内黒

I C6a区 撹乱 土師器 不 完形 R R R V回転糸切 り ナF内黒 144

I C6a区 撹乱 土師器 邪 日～底部 R R 甲 回転糸切 り lF内黒

Ⅱ B2htt Π層下 土師器 不 日～底部 R R R Ⅳ回転糸切り 非内黒

I C9b区検出面 土師器 イ 日～底部 R R V回転糸切り (148) 51 非内黒

Ⅱ D2d区 検出面 土師器 不 日～底部 R R 彫回転糸切 り (130) 35 非内黒

I C9d区検出面 土師器 不 胴～底部 R R V回転糸切り (36) F肉黒、胎土砂隆含む。

Ⅲ D2d区検出面 土師器 罰台付不 底部 回転糸切 り? (1 9〉

Ⅱ D2e区検出面 須恵器 不 日～底者 R R W回転糸切り (14 冷 (48) 選元不足

I D7b区検出面 須恵器 不 胴～底習 留 ? (56) (36)
底部切り離し技法は摩

滅のため明確ではない。

Ⅱ D2d区検出面 土師器 饗 ヨ～胴謝 R R R (238) (107) 胎土小礫含む。

I C6a区 検出面 土師器 蟹 ヨ～胴召 R R (153) (92)

Ⅱ D2d区検出面 土師器 費 ヨ～胴謝 R R R R (236) (85) 胎土砂粒含む。

Ⅱ D2d区検出面 土師器 甕 ヨ～胴謝 R R R→ K (185) 5〉 胎土小礫含む。

I C6a区 検出面 土師器 羽 釜 日～胴謝 R R R (200) (100)

I C9d区 検出面 土師器 鉢 ヨ～底召 (110) 56

I C6a区 検出面 土師器 甕 同～底罰 N (80) 胎土小礫含む。

ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(Kl、 ハケメ(H)、 ヨコナデlYl、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(R)、 当て具痕(Al、 カキロ(KKl、 タタキロ(T)

-265-



酷号 出土地点 層位 種類 器種 部位

Å面調整

(日縁部)

村画調整

〈服部)

外面調整

(日縁部)

外面調整

(胴部/底部 )
日径 底径 器 高 底 厚 分 類 備 考 写真 図版

I C6a区検出面 買恵器 壺(長顕) 舅部 R

I C7i区 検出面 買恵器 た養 ヨ～胴部 R R (384) (175) 189と 同一個体

I C7i区検 出面 須恵謡 霊 同～底部 T (102) 11 188と 同一個体

347 Ⅱ D2d区 検出面 須恵器 霊 ～頸部 R R R (268) (83〉

I C6a区検出面 須窓器 竪 日～胴翻 R R・ KK R R (143) 141・目部℃

I C7,区検出面 須恵器 霊 N K 128 (165)

I D2d区 検出面 須忘器 大甕 胴部 KK

Ⅱ D2d区 検 出面 須恵器 大甕 同部 A?

E D2d区 検出面 須恵器 大霊 同部 A?

Ⅱ D2e区検出面 須恵器 六甕 同部 H 低 147

I Ala区検出面 上製品 iさ (168 幅(49) さ(14

Ⅱ Ala区検出面 上製品 争状土製七 こさ(11 幅(41) !さ 668g

I C2a区 Ⅱ層下 石器 石鏃 霊さ(31 嘱(115) さ1045 邑さ(15o 買岩

Ⅱ C2a区 Ⅱ層下 石器 石嫉 電さ(20 幅(10) さ(04) gさ (06d 買岩 148

I C6g区検出面 百器 石 鏃 目(145) 語さ(04) gさ (050 買岩

IBli区検 出面 石器 石 匙 長さ(64 幅(32) 吾さ(06) さ(121B 買岩

I C6h区 撹舌し部 石器
『
皿? さ(171 語さ(67! さ(141731 疑灰岩

Ⅱ D8b区 検出面 石器 Er皿 ? さ(104 幅(88) 語さ(38〕 疑灰岩

I B9h区検出面 石器 守孔石輛 £さ189) 幅(53) 言さ(23) 疑灰岩

主穴群P109 本材 主材

推定値 ( 現存値

ヘラミガキ(M)、 ヘラケズリ(Kl、 ハケメ(■)、 ヨコナデlYl、 ヘラナデ(N)、 ロクロ痕(Rl、 当て具痕lAl、 カキロ(KKl、 タタキロlTl
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まとめ

1.遺橋
検出した遺構は、平安時代の竪穴住居跡31棟、住居状遺構 5棟、土坑64基、掘立柱建物跡 1棟、陥し穴

状遺構291基、複式炉 1基、墓坑 4基、溝跡 10条、柱穴状小土坑902基である。以下それぞれの遺構の傾

向を述べたい。なお、掘立柱建物跡、複式炉、墓坑は検出数がわずかであることから本項からは割愛した。

(1)竪穴住居跡

(位置と重複 )

本遺跡の調査では31棟の竪穴住居が検出された。これらの住居跡は調査区北側の微高地に集中している。

竪穴住居跡が重複しているのは第 14号住居跡と第 15号住居跡、第26号住居跡と第27号住居跡、第27号住

居跡と第28号住居跡の 8ヶ所である。その他は重複する例がないことから重複を避けながら地形面を利用

していたと考えられる。

(埋土 )

埋土は、撹乱をうけ状況を把握できないものも数棟あつたが、ほとんどの住居跡は黒色土
・黒褐色土を

主体としている。全体としてはレンズ状の自然堆積の様相を示し、埋上の下位に入るに従つて褐色土の割

合が増える傾向にある。なお、十和田 a降下火山灰を層に含んだ住居跡は検出されなかつた。

(平面形・規模 )

検出された31棟の住居跡の内、調査区外に広がつたり削平されている住居跡を除 くと、平面形及び規模

を把握できたものは21棟である。平面形

は隅丸方形 7棟、隅丸長方形 12棟、隅丸

台形 2棟である。なお、本稿では長辺と

短辺の比が105未満のものを方形に類し、

1.05以上のものを長方形としている。 (図

198参 照)平面形に関しては、正方形を

基調にしているものと長方形を基調にし

ているものが混在しているといえる。

規模に関しては、長辺の長さが 2～ 3

mの ものが 1棟、 3～ 4mの ものが 7棟、

4～ 5mの ものが 9棟、 5m～ 6mの も

のが 2棟、 6m～ 7mの ものが 1棟であ

る。

おおよその床面積についてみると、20

∬未満のものが全体の95%、 25面未満の    1

ものが全体の76%と なつている。

(m)

7

6

5

4

3

2

2

図 198

3   4   5   0

住居跡 長辺・短辺比
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以上のことから比較的小規模な住居跡群であると考

えたい。

(壁 )

いずれの住居跡も外傾して立ち上がっている。壁

高の最大値の分布は10cm以上20cm未満のものが10

棟、20cm以上30cm未満のものが10棟、30cm以上

40cm未満のものが6棟、40cm以上のものが 1棟で

ある。なお、壁高は現存値を用いているが、上部が

かなり削平されていた可能性が高く正確な値とはい

えない。

(床面)

ほとんどの住居跡が H層下～Ⅲ層上のにぶい黄褐

色土を基調とした粘土層を床面としている。また、

掘り方を伴うため部分的に黒褐色土が入る住居跡が

数棟あった。全体的に平坦で締まりのある床面であ

る。

(炭化材・焼土 )

炭化材が検出された住居跡は、第21号住居跡であ

る。床面から壁面に向かって放射状を呈した角材が

検出され、住居跡床面に焼上を伴う板材と思われる

庚化材が広がっていた。炭化材の樹種はすべてクリ

である。

(上坑)

貯蔵穴と思われる土坑を持つ住居跡は、31棟中17

棟である。カマドの右脇に位置するものは10棟、左

脇に位置するもの2棟、左右両脇に位置するもの5

棟である。また、カマ ドが中央よりどちらかの壁面

長編の長 さ

6■
5■

。■。■

30■ ぉ.
8■

お
・ 手:

知.4■ |:

"■
盟
・ 与〓

28■

■6■
“

■S.⊇ 5.a。

■8■ ,

・
封
■26

■1■ 20

■4:;

■'■
お

■2

3■ 22

■28

図199 住居跡床面積 。長辺の長さ分布図

に寄っている場合、いずれの住居跡もカマ ドとカマ ドに近い壁面の間に土坑を有している。平面形は円形

または橋円形、規模は直径45cm～ 107cm、 深さは14cm～ 30cm前後である。例外として挙げられるのが

第24号住居跡左脇の上坑で、その平面形は長方形であり、規模は150cm前後を測る。

(カマド)

カマドが検出されたのは31棟中19棟である。カマドの設置位置については次のような基準で分類してい

る。カマドの設置している壁の長さを5等分し、左から左壁寄り、中央やや左、ほぼ中央、中央よりやや

右、右壁寄 りと定義した。その内訳は、左壁寄り1棟、中央やや左 7棟、ほぼ中央 2棟、中央よりやや右

7棟である。右壁寄りに分類されるものは検出されなかった。中央から左寄りに設置されたものは調査区

中央より北側に位置し、右寄りに設置されたものは南側に多く位置している。全体としては、住居跡はす

べて平安時代のものであり、同時代のカマドは中央より左右どちらかに寄る傾向があることが窺える。
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表3 住居跡一覧表

表4 カマ ド形態一覧表

番 号 潤 繕 名 十日潰 構 名 平 雨 形 壁 高 主 柱 穴 須忌 器 付 属 冠 設 備  考
1 第 1号仁 居 跡 ⅡA2f住 隅 丸 長 方 形 310× 405 9cm～ ι2c m ∩

2 第 2与 律 居 跡 ΠA2g律 lIR¬ 方形 Hcm～ 22c m カマ ド右脇貯蔵穴 1基
第 3号 住 居 跡 ⅡA5i住 隅 丸 方 形 ? 不 明 だ が 4m前 後 と思 わ れ る の カマ ド右脇及びオ脇貯蔵欠各 1纂 木 相 に 止 る増 訂1に よ り讐 の

=方
の壁 澤 會

4 第 4号 住 居 跡 B8d律 IfR詢 .辱方形

第 号住居 跡 B9f住 隅 丸 方 形 486× 489 8cm～ 16c m 0

6 第 6号住居 跡 IB9g住 隅丸長 方形 470× 5 18 18c m～ 38c m 4 ○
カマ ド右脇 2基、左脇 1基、他 に も
Hr會レ,r泳 り

撹 乱 に よ り壁 の一部 削平

7 第 7号住 居 跡 COa住 隅 丸 長 方 形 2

R 窮 R ttrT居跡 COb存 隅 菊 台 形 450× 405 8cm～ 22c m カマ ド右 脇 1基
9 第 9号住 居 跡 C6b住 不 明 不 明 ∩

0 籍 0号 rT居跡 C8d倅 隅 ¬ 岳 方 形 80前後×340前後 7cm～ 19c m ○ カマ ド左脇 1基 】ヒ及び瓢 」撹乱により壁力i肖 J平
I 第 1号住 居 跡 C7e住 不 明 315× ?

第 2号倖 居 跡 TC7h倅 8cm～ 17c m 撹 舌Lに よ り不 明 東側 の一 部撹乱 のため削平

3 第 3号住居跡 ⅡD2a住 隅 丸 長 方 形 260前後×230 0
第 4号律 居 跡 ⅡD4c律 ( 不 HH ?× 4 9fl 5cm～ 6cm 4 ○ 一部撹乱

5 第 5号住居跡 ID4d住 (2) 不 明 485× ? 4cm Ocm 0 重 tr2と ッて お り不 明

6 第 6号律 居 跡 ⅡE4b作 隅 蜘.岳 方 形 ○ 撹舌Lに よ リカマ ド部 削平

7 第 7号住居 跡 IE6b住 隅丸長 方形 451× 395 5c m～ 9cm 3か ら4 カマ ド右j171暴、増築縫左右各 1基 上 部 肖J平

8 第 8号作居跡 IE7c律 隅 大,台 形 28× 42寓首北ι主平詢4百 ) 6 ～ 夕R 4カ】i46 ∩

9 第 9号住居 跡 IC8f住 不 明 不 明 撹 乱 に よ りIFF十 の 一 部 残 存

第 20号律 居 跡 IB9b住 隅 丸,長方 形 ∩

窮 夕1号住 民 跡 TRlh律 隅丸長方形 383× 425 24c m-47c m 3か ら4 カマ ド右 脇 1基
第 22号律 居 跡 ⅡB2b住 隅 大.方形 27c m～ 32

23 範 夕R号律 居 跡 ΠRRh律 肩く日月 531× ? 10c m～ 28c m ○ 南 西 端 円形 の 撹 乱 あ り

第 24号住 居 跡 IB3宜住 隅 丸 長 方 形 497× 680 4あ】ら6 ∩

第 夕S号倖 居 跡 TT R l irT 隅¬古形 アcm～ 26c m 3 ○ カマ ド両脇 に 1基、その他住居 内 に 5基
第 26号住 居 跡 ⅡC2a佳 隅 丸 方 形 419× 40 2 第 2客 律 居 跡 と重 箱

27 第 27丹存 居 跡 ,Clぉ 倖 隅¬辱方形 27c m～ 35c m ○ 第 27号、第 29号住 居跡 と重複
第 28号住 居 跡 ⅡClb住 隅 丸 方 形 256× 245 9cI 7c m 0 第 28号律 居 跡 と言 梅
第 29号存 居 跡 ΠC7c住 隅 魂 方 形 ○

第30号住居 跡 ⅡC6質住 隅 丸 長 万 形 412× 472 不 明 0 掘 方 また は F If床部 と カマ ド陥 の 十杭 の み 残 存

3 第 31号作 居 跡 不 明 ?× 260H~格 不 明 ∩

第 号 律 居 状 ⅡB5F「律 隅 蜘.方 形

夕 第 2号住居状 Π全
`=ヽ

hイ :斗 = 隅丸方形 332× 319 15c m-20c m

3 第 3号住居状 ⅡC4j住 不 明 322× ? 4 c na～ 9c m ○
西側撹 乱 に よ り消 失、カマ ドが消失 した可能性 が

低 いた め住 居状遺構 と して登録

4 第 4号 住 居 状 ⅡD8b住 隅 丸 長 方 形 328× 358 与 貌 0

長辺 :短辺 ‐105:1以 内方形

苦 号 還 構 名 十日還 構 名 カ マ 軸 万 向 カマ ド位置 煙 道 のつ く り 煙 道 の 形 態 煙 出部 煙 出 口 カマ ド4dI 備  考
第 号 律 居 跡 IA2f律 南壁 中 真 や や 東 肇 寄 り 舅く日月 残存せず

2 第 2号住居跡 IA2真住 N-110° 一 E 東壁 北 東 隅 寄 り 不 明 立 ち上 が り→ 水 平 /1ヽビット伴う 粘 土 を芯 材 シ ル ト貼 り付 t

第 3丹 住 居 跡 東警 北 東 IIR寄 り 不 IHR

4 第 4号住居跡 R Flお 1年 N― 01° 一E 東壁北栞 隅寄 り 割り貰き式 立 ち上 が り→ 水 平 刀 ピヽ ッ ト伴 う /‐石 と もに礫 を芯 材

第 5号 住 居 跡 BOf倖 不 明 東壁 】監東 隅 寄 り 不 FIH 残 存 十 f
∩ 窮 6具 倖 臓 跡 R9EI律 N―-110° 一 R 束壁北東 隅寄 り 不 明 立 ち上 が り→ 水 平 月ヽ ピ ッ ト伴 う 粘 上 を芯 材 シ ル ト貝どり付 t 部分 的 に 肖J平

7 第 7号 住 居 跡 ICOa住 N-110° 一E 東壁 や や 南 東 FR寄 り 割り言 X式 底 面 に半 頭 大 の 礫 1 粘 十 歩ホ 紡 シ ル ト賠 り付
`

8 第 8号住居跡 ICOb住 N-112° 一 E 東壁南東 隅寄 り 割 り貫 き式 立ち上がり→やや下がる
底 面 に半 頭大 の礫 1、 周

辺 に警 1個体 粘上 を芯 材 シル ト貼 り付 け

9 第 9号 倖 居 跡 rc6b存 カマ ド検出されす
0 第 0号住居跡 ICSd住 N-105ソ ーE 棄 壁 南 東 隅 毎 り 不 明 不 明 /トピット伴う 残 存 せ ず

第 I号 /T居跡 TC7e律 カマ ド検出されず
第 2号住居跡 IC7h住 カマ ド絵・Pさ れず
第 3号倅 居 跡 ID2a律 カマ ド検 出 されず

4 第 4号住居跡 ⅡD4c住 (1) 燃 埒 部 爆 十 の み

5 第 5号律 居 跡 ID4d律 (2) カマ ド検 出 されず

6 第 6号住居跡 IE4b住
第 7号律 居 跡 ⅡE6b律 東壁 南 東 隅 寄 り 弯‖り言 X式

第 18号住居跡 ⅡE7c住 N-120° 一 E 束壁や や 南東隅寄 り 割 り貫 さ式 立ち上がり→水平 ガヽピット伴う
るこれH`よ う/,レ ト貝占り付 1)?

9 第 9号住 居 跡 ICSf住

第 20号住居跡 IB9b住 N-110■―E 東壁や や 南東隅寄 り 立ち上がり→水平 ガヽ ビ ッ ト伴 う
礫を芯材または主な構築材
シ,レ ト貝占り付イナ

弟 Zl号任 居 卵 ⅡBlb住 N-119▽ 一E 東壁 北 東 隅 行 り 立ち とカミリ→不 FIB

第 22号任 居 柳 TR2b律 N一 15°一―E 東壁 ほぼ中央 割 り貫 さ式 立ち上がり→下がる
弟 Z3号任 居 切 IIB 3 b仁 カマ ド調 杏 区 猟

第 24号住 居 跡 IB3g律 東壁 北東 隅寄 り 立ち上カ り→ 水平 ガヽピット伴う カマ ド移動の跡あり
弟 25号 任 居 跡 ■Bli仁 南 壁 南 東 隅 行 ち上カり→水平 ′トピット伴う 礫 夢庶 材 粘 十 暫 十 酷 り付 1

第 26号住 居 跡 IC2a律 南壁 南東 隅寄 り 立ち上カ り→ 水 平 小ピット伴う
弟 Z/号 任 居 跡 爾壁 ほ ば 中央 ち_ヒカり→水平 ′トピットイ半う
第 28号住 居 跡 IClb倅 東壁 南東 隅寄 り

第29号住居跡 ⅡC7c住 N一・ 162° 一E 南壁 南東 隅寄 り 割り貫き式 立ち上がり→水平 打ヽ ビ ッ トイ半う
礫 を芯 材 また は主 な構築材

ンタレト貝占り付 け

弟 3υ ;4王后醐ヽ ⅡC6真住
弟 l号仁 居 朋 IC5i住
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カマドの主軸方向が把握できたものは19基で、その方向を図200に示した。東壁にカマドが設置された

ものは全て東南東を主軸方向とし、N-90° 一 E～ N-125° 一 Eの範囲に収まる。その他は全て南壁に

設置されており、その分布範囲はN-162° 一 E～ N-190° 一 Eである。

カマド袖部の作り方は、礫を芯材としその周辺に粘土質土ゃシルト質土を貼り付けたもの、礫を主な構

築材とし粘土質上が接着のために用いられているもの、礫を用いずシルト質土ゃ粘上質土を構築土として

いるものの3種に分類した。.礫を芯材としているものは6基、礫を主な構築材としているものは2基、礫

を用いないものが4基である。なお、有袖部にのみ礫を用いているカマドが 1基ある。支脚が残存してい

たものは9基で、それらは全て円礫または角礫を用いている。第25号住居跡の支脚は礫の上に郷が伏して

置かれていた。燃焼部焼土は14棟の住居跡から検出された。

煙道部が確認できたのは16基である。煙道の作りは部分的に今より抜かれているものも含めて、割り抜き

式の煙道は7基で、その他は不明である。煙道部の断面形は図201の ように模式化して分類した。 I型は一

旦立ち上がった後水平になり煙出部に至り、煙出部には小ピットを伴うもので11基がこの例に当てはまる。

コ型は、一旦立ち上がった後下り勾配になりそのまま煙出部に至るもので、 3基が当てはまる。Ⅱ型に類

するものの煙道部の形態は全て舎より抜き式である。Ⅲ型は、下り勾配のまま煙出部に至るもので、 1基の

みこれに類する。

‖形 3基

Ш形 1基

図201 煙道部断面図模式図

図200 カマ ド主軸方向分布
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(2)住居状遺構

検出された住居状遺構はA区から4棟、B区から 1棟、合計 5棟である。平面形は隅丸方形のものが2

棟、隅丸長方形のものが 1棟、不明なもの2棟である。規模は、A区から検出された4棟はすべて8～ 4

mの ものである。床面は竪穴住居跡同様Ⅱ層下～Ⅲ層上を底面としているが、竪穴住居跡より比較的掘り

込みが浅い。時期は5棟中2棟は平安時代の遺構である。

(3)上坑

調査区全体から64基検出された。 (井戸跡と思われるものも含む。)このうち縄文時代に属する可能性が

あるものが 1基、平安時代以前に存在していたと思われるものは4基、平安時代に属すると思われるもの

は、住居跡床面から検出され遺構に伴う可能性もあるものも含めると合計で22基、近 。現代の遺構と思わ

れるものが2基、その他は時期不明である。平安時代に属すると思われる土坑は、調査区北・南区それぞ

れ集中して住居跡が検出された周辺に位置している。また、第23号・第24号 。第31号 。第45号土坑はい

ずれも、底面から検出面まで底面を覆うように焼土塊が入つており、同様の目的で作られた遺構であると

思われる。

(4)陥 し穴状遺構

(形態分類 )

検出された陥し穴状遺構は平面形が溝状もの (A型)長方形・橋円形 (B・ C型)の もの合わせて291基

検出された。『西田東遺跡発掘調査報告書』 (花坂政博ほか1995)を 参考に、下記のような基準を設定し分

類を試みた。 (図202参照 )

平 面

図202 陥し穴状遺構分類図

t
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「開田部平面形」

A型 溝状を呈するもの。
B型 橋円形に近い形を呈するもの。
C型 長方形の箱形を呈するもの。
「縦断面形」

I型 逆台形を呈するもので、開日部縦長径が底部の縦長径より10c m以上長いもの。
H型 長方形を呈するもの。
Ⅲ型 台形を呈するもので、底部の縦長径が開日部縦長径より10c m以上長いもの。ただし、底部に
至る前に10c m以上開日部縦長径より長くなつているものも含む。

Ⅳ型 I型 とⅢ型、またはⅡ型とⅢ型の複合的な形状を呈するものである。
「横断面形」

1型 Y字状

2型  V字状

3型 U字状

分類した結果、A11型 3基、A12型 38基、A13型 20基、AⅡ l型 1基、AΠ 2型 23基、AⅡ 3型
10基、AⅢ と型5基、AⅢ 2型57基、AⅢ 3型30基、AⅣ l型 1基、AⅣ 2型29基、AⅣ 3型 17基、不

明なもの23基である。A型 (溝状を呈するもの)は合計257基である。

また、 B型に関しては、B12型 1基、B13型 5基、 BⅡ l型 1基、 BⅡ 2型 4基、 BⅡ 3型 4基、
BⅣ l型 1基、BⅣ 3型 5基、不明なもの5基である。B型 (楕円形を呈するもの)は合計で26基である。

C型に属するのはC13型 4基、CⅡ 3型 4基である。C型 (長方形を呈するもの)は合計8基である。
(規模)

A型の規模は、長軸径が1.5m～ 4.5m前後、短軸径が0.2m～ 0.5m、 深さは0.3m～ 0.4m前後を測る。

B・ C型の規模は、長軸径が1.2m～ 1.7m前後、短軸径が0.3～ 1.Om前後、深さは0.4m～ 0,8m前後を

測る。なお、底部に逆茂木痕を有するものが4基ある。

(分布 。配列)

A型の陥し穴状遺構は2～ 3基を 1組 として軸方向を同じにし列をなしていると思われるものが50組前

後ある。特に、第164号・165号 。第223号～232号陥し穴は12基で 1組と思われる配列を為している。

(埋土)

堆積状況として最も多く見られたのは、上部が黒色土・黒褐色土主体、その下ににぶい黄褐色土と黒褐

色土の混土が入り最下層ににぶい黄褐色土をわずかに含む黒色止・黒褐色土を含む場合である。いずれも

自然堆積の様相を示していた。ただし、程度の差はあるものの上部が削平されており、上部の埋上の状況

は不明なものが多いと思われる。

(構築年代)

出土遺物がなく構築年代は不明なものが多い。重複関係から第61号・第71号・第72号陥し穴状遺構は縄

文時代中期後葉以前に構築されている。その他、A型 とBoC型 の陥し穴状遺構の重複関係は、全てA型
の方が新しいが、構築年代を特定するには至らなかった。
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(5)その他の遺構

(溝跡 )

A区から10条、 B区から5条検出した。平安時代のものと思われるものは、第 3号溝跡の 1条である。

その他、近 。現代のものと思われるもの 3条、時期不明なものが 11条検出されている。

(柱穴群小土坑 )

調査区全体で902基検出している。調査区中央から南端にかけて集中して検出された。規則的な配置を為

すものはないと考え、位置と規模のみを示している。埋土は黒色土・黒褐色を主体とするものが多く、次

いで暗褐色土を主体としたものが多い。

2.遺物
本遺跡から出上した遺物は、ほとんどが平安時代の住居跡及び土坑から出上した土器類で出土遺物の 9

割を占める。この他には遺構内外から縄文土器・土製品・鉄製品 。石器・石製品が出上した。ここでは、

土器類のうち土師器・須恵器を中心に取 り上げた。

分類に当たつては、各器種でその焼成方法 (酸化炎焼成か還元炎焼成か)に より大別し、これに邪の場

合は黒色処理の有無、甕の場合は成形技法 (非ロクロ成形とロクロ成形)さ らにそれぞれ調整技法を付加

する形で行つた。器種には郷・高台付郷 。甕・壺がある。分類基準は以下の通 りである。なお、分類結果

は表 5に掲載した。

く郭 >図 203参照

A群・・・酸化炎焼成されているもの

I類―ロクロ成形後、内 (外)面にヘラミガキ・黒色処理が施されるもの

a種一回転糸切 り後、胴部下端及び底部または底部のみが再調整されるもの

b種一回転糸切 り後、再調整されていないもの

c種一回転糸切 り後、高台の付けられているもの

Ⅱ類―ロクロ成形後、内面にヘラミガキ、黒色処理が施されないもの

a種一回転糸切り後、胴部下端及び底部または底部のみが再調整されるもの

b種一回転糸切 り後、再調整されていないもの (所謂赤焼き土器 )

c種一回転糸切 り後、高台の付けられているもの

B群―還元炎焼成されているもの

I類一所謂須恵器で充分に還元されているもの

Ⅱ類―須恵器だが還元不足のためくすんだ色調をなすもの

く甕 >図 204参照

A群一酸化炎焼成されているもの

I類―ロクロ成形されていないもの

Ⅱ類―ロクロ成形されているもの

a種―胴部の外面にロクロ痕以外にヘラケズ リ等の調整がみられるもの

b種―胴部にロクロ痕のみを有するもの

B群―還元炎焼成されているもの
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杯 甕

合 計A 群 B 群 A群 B群
Ⅱ I Ⅱ

a b C a b C a b
第 1号住居跡 2 1 6
第 2号住居跡 2
第 3号住居跡 3 2 4 1

第 4号住居跡
第 5号住居跡 3 4 1

９
〕 12

第 6号住居跡 3 3 1 4 12
第 7号住居跡 2 9 1 1 2 1 19
第 8号住居跡 4 1 1 1 2 9
第 9号住居跡 1

第 10号住居跡 1 4
第11号住居跡
第 12号住居跡
第 13号住居カ I 2
第 14号住居カ 4 1 1 6
第 15号住居跡 2 4
第 16号住居跡 2 4 6
第 17号住居跡 2 3 1 2
第 18号住居跡 2 3 1 3 9
第 19号住居跡
第20号住居

“

2 1 1 5 10
第21号

“

2 4 4 1 2 4 2 20
第2鮮

“

2 3
第23与 仁居屁

“

1 1 1 2 4 9
第24与 住居混

“

2 3 3 5 2 3 ９
， 5 26

第25与 住居島

“

3 4 2 10
第26手 住居巳い 3 4 1 R
第27手 住居巳い 1 1 R
第28手 住居B い

,29号住居協 1 2 5

'30号
イ主居I 1 1 3

'31号
住居呂

'1号
主居状遺構 1 3

'2号
と居 構 1 2 7

'8号
土坑 2 3

'9号
土坑 1

'17号
土坑 2

'23号
土坑 2 2

'24号
土坑 3

第35号土坑 1

第38号土坑 2 3
第39号土坑 1

第44号土坑 2 2 1 1 7
第50号土坑 2 1 1 1 8
第63号上坑 2

遺構外 4 3 7 2 1 3 4 27

合計 21 43 13 68 7 13 14 42 ″ 1 夕畏 9 284
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おわりに

今回の発掘調査の結果、石持 I遺跡は、縄文時代には狩り場として利用され、平安時代 (9世紀後半～

10世紀)に は集落跡が存在していたことが確認された。特に、陥し穴の遺構数は291基でこれまでの発掘

調査例の中で最多の検出数である。これは縄文時代にはこの地が、地形的に動物を捕獲するために都合の

良い土地であつたことを示している。平安時代の竪穴住居跡については、 9世紀後半から10世紀初頭にか

けて集落跡が存在していたことが明らかとなつた。

最後に、筆者の勉強不足から調査及び調査報告内容が稚拙となつたことをお詫びし原稿を閉じたい。
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図205 遺構別土器集成図(1)
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住居跡

第 5号
住居跡

(4そ
:?:ヨま
''  32

図206 遺構別土器集成図(2)
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図20フ 週構別土器集成図(3)
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第 6号
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住居跡
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図208 遺構別土器集成図(4)
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図209 遺構別土器集成図(5)
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第 8号
住居跡 くそ辱ラ冨§穣4  86

第 9号
住居跡

号

跡
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居

第

住

第13号

住居跡

図210 遺構別土器集成図(6)
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遺橋別土器集成図(8)
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遺橋別土器集成図(9)
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図214 遺橋別土器集成図(10)
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第21号

住居跡

169

図215 遺構別土器集成図 (11)
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住居跡

号

跡

２３

居

第

住

∞
閣

図216 遺構別土器集成図 (可 2)
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応
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図217 遺構別土器集成図 (13)
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図218 遺構別土器集成図(14)
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鱒
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図219 遣橋別土器集成図(15)

-292-



第27号

住居跡

第28号

住居跡
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住居跡
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第30号

住居跡

図220 遺構別土器集成図 (16)

-293-



第 1号
住居状

遺 構
綴   258

第 2号
住居状

遺 構

鷲すf章章H喜まい 262
盟鱒
%7

第 8号
土 坑

図221 遺構別土器集成図(17)
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図222 遺構別土器集成図(18)
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図223 遺構別土器集成図(19)
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図224 遺構別土器集成図 (20)
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付篇1 石持 I遺跡出土柱材年代測定結果

1.試料と方法

No. 試料 試料の種類 重量 前処理・調整 測定法

IM199-No.1  
‐
木材 270,Og 酸/アルカリ/酸洗浄

ベンゼン処理

250.Og 酸/アルカリ/酸洗浄
ベンゼン処理

β―線計数法
(液体シンチレーション法)

β―線計数法
(液体シンチレーション法)

木材2.  IM199-No.2

2.測定結果

‐
―
―
―
　
　
　
―
＝　
　
　
　
　
　
―
‐Ｉ
Ｌ

試料名  14c年代  δ13c 補正14c年代
(年BP)  (‰)   (年BP)

暦年代 測定No.
Beta―

No.1. 70± 60  -27.3   30± 60   交栄〔NO INTERCEPTS              137668
2σ AD 1680 to 1740,AD 1805 to 1930
lσ AD 1890 to 1910

No.2. 70± 50  -26.7   40± 50   交点 NO INTERCEPTS              137669
2σ AD 1685 to 1735,AD 1810to 1925
lσ AD 1890 to 1910

1)14C年 代測定値
試料の14c/12c比 から、単純に現在 (19504AD)力れら何年前かを計算した値。14cの半減期
は5,568年 を用いた。

2)δ 13c測定値
試料の測定14c′ 2c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c′

2c)。 この値は、標準物質
(PDB)の 同位体比からの千分偏差 (‰)で表す。

3)補正14c年代値
δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14c/12cの測定値の補正値を加えた上で算
出した年代。

4)暦年代
過去の宇宙線強度の変動による大気中

14c濃
度の変動に対する補正により、暦年代 (西暦)

を算出した。具体的には年代既知の樹木年輪の
14cの
詳細な測定、サンゴのU―Th年代と14c年

代の比較により補正曲線を作成して暦年代を算出する。最新のデータベース (WINTCAL98
Radiocarbon Age CalibrationW Stuiver �【.,et.al.,1998,Radiocarbon 40(3))に より、 約
19,000年 BPま での換算が可能になつている。ただし、 10,000年 BP以前のデータはまだ不
完全であり、今後も改善される可能性がある。
暦年代の交点とは、補正

14c年
代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意味する。 lσ

(680/O確率)。 2σ (95%確率)は補正 14C年代値の偏差の幅を補正曲線の投影した暦年代の
幅を示す。したがつて、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ 。2σ値が表記される場
合もある。

5)測定No.
測定は、Beta Analytic hc。 (FIorida,UoS.Alに おいて行われた。Beta― は同社の測定No.
を意味する。
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CALIBRATXON OF RADIOCARBON AGE CALENDAR YEARS

(VariablesiC13/C12=-26.71ab muh.=1)

Laboratory Nu� ber:   Bate-137669

Convendon■ radiOcarbon age:   40± 50 BP

Calibrated resuhsi  cal AD 1685 to 1735(Cal BP 265 to 215)孤 ld

(2s18ma,950/O probabilityl  calAD 1810 to 1925(Ctt BP 140to 25)

Intercept datai

lntercepts of radiocarbon age

widi cahbratton cuⅣ e:

lsigma cttLbrated results:

(68%probability)

40± 50 BP

NO INTttCEPTS

calAD 1890 to 1910(Cal BP60 to 40)
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CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE CALENDAR YEARS

(Variablesic13/C12=-27.3:lab mult,=1)

Laboratory Number:   Bate-137668

ConventioRal radiocarbon age:    30± 60 BP

Calibrattd resuhsi  cal AD 1680 to 1740(Cal BP 270 to 210)and

(2 slgma,95%probabilityl  calAD 1805 to 1930(Cal BP 145 to 20)

Intercept data:

Intercepts of radiocarbon age

wih calibration curve:  NO INTERCEPTS

lsigma calibrated resultsi  ctt AD 1890 to 1910(Cal BP60 to 40)
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遺跡還景 (西から)

遺跡遠景 (北から)

写真図版 1  空中写真 (1)
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遺跡全景 (98年度調査区 )

遺跡全景 (99年度調査区 )

写真図版 2  空中写真 (2)
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基本土層 CA区 )

基本土層 (B区 )

写真図版 3  基本土層
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カマ ド脇土坑 埋土

燃焼部焼土 断ち割り
カマド 全景

写真図版 4  第 1号住居跡
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上器出上状況

カマ ド 断面

燃焼部焼土 断ち割り

写真図版 5  第 2号住居跡
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カマ ド付近 土器出土状況

写真図版 6  第 3号住居跡
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麟

煙道部 埋土

カマ ド 全景 燃焼部焼土 断ち割り

写真図版 7  第 4号住居跡
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全  景

埋 土

写真図版 8  第 5号住居跡

調査鳳票カマド
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燃焼部焼土 断ち割り

写真図版 9  第 6号住居跡
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カマ ド 埋土

写真図版10  第 7号住居跡

カマド 全景 燃焼部焼土 断ち害」り
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カマ ド 全景 煙出口 土器出土状況

写真図版 lЛ   第 8号住居跡
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写真図版12  第 9号住居跡
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写真図版 13
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埋 ±  2

写真図版 14  第 11号住居跡

-316-



第 12号住居跡 全景

第刊3号住居跡 全景

写真図版15  第12・ 13号住居跡
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写真図版 16  第 14号住居跡
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第14・ 15号住居跡 埋土

第 15号住居跡 埋土

写真図版 1フ  第 15号住居跡
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土器出土状況

pit l 埋 土

写真図版 18  第 16号住居跡
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埋   土

カマ ド 埋土

p忙2埋 土

写真図版19  第司フ号住居跡
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写真図版20  第 18号住居跡
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カマ ド 全景 袖断ち割り

写真図版21  第20号住居跡
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写真図版22  第21号住居跡
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煙道部 埋土

カマ ド 全景 燃焼部焼土 断ち害」り

写真図版23  第22号住居跡
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写真図版24  第23号住居跡
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土器出土状況

燃焼部焼土 断ち割り
カマ ド 全景

写真図版25  第24号住居跡
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埋   土

カマ ド 全景 燃焼部焼土 断ち害」り

写真図版26  第25号住居跡
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煙道部 埋土

燃焼部焼土 断ち割り

写真図版2フ  第26号住居跡
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燃焼部焼土 断ち割り

土器出土状況
カマ ド 全景

写真図版28  第27号住居跡
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煙出口 埋土

調査風景

写真図版29  第28号住居跡
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燃焼部焼土 断ち割り

カマ ド 全景 袖 断ち割り

写真図版30  第29号住居跡
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第30号住居内 土抗群

第31号住居跡 全景

土

第30。 31号住居跡写真図版31
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埋 ±  2

写真図版32  第 1号住居状遺構
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埋 ± 2

写真図版33  第 2号住居状遺橋
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第 3号住居状遺構 全景

第 4号住居状遺構 全景

写真図版34  第 3・ 4号住居状遺構
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PP2 全景 PP4 全景

写真図版35  掘立柱建物跡
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第 6号 土坑

第 7号 土坑 第 8号  土坑

写真図版3フ  土坑 (2)
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第 9号 土坑

身li
弁王

筵
纂|ギ

第翻0号  土坑

第 12号  土坑

写真図版38  土坑 (3)
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第可Z碍 土坑

第 15号  土坑 第 16号 土坑

写真図版39  土坑 (4)
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第 18号 土坑

第 19号 土坑 第20号 土坑

写真図版40  土坑 (5)
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第21号 土坑 第22号  土坑

第23号  土坑

写真図版4可   土坑 (6)

第2零弓 土坑

-343-



第25号  土坑 第26号 土坑

第27号 土坑 第28号 土坑

　́
土埋

写真図版42  土坑 (7)

-344-

埋  土



第29号 土坑 第30号 土坑

第31号 土坑 第32号 土坑

写真図版43  土坑 (8)
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第33号 土坑
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写真図版44  土坑 (9)
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第3フ号 土坑

写真図版45  土坑 (10)
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第41号 土坑 第42号 土坑

第44号 土坑

第44号土坑 土器出土状況

写真図版46  土坑 (11)
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第45号 土坑 第4フ号 土坑

土坑 (12)
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第57号  土坑
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写真図版49  土坑 (14)
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写真図版50  土坑 (15)
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簸 |

第 9号

調査風景

写真図版51  土坑(16)。 清跡 (1)
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第21号陥し穴 埋土

第21号陥 し穴 第22号陥し穴 埋土 第22号陥し穴

第24号陥し穴

写真図版56  陥し穴状遺構 (5)
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第25号陥し穴 第26号陥し穴
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写真図版5フ  陥し穴状遺構 (6)
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第30号陥し穴 第 3可 号陥 し穴

第32号陥し穴 第33号陥し穴

写真図版58  陥し穴状遺構 (7)
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第34号陥し穴 第35号陥し穴

第36号陥 し穴 埋土

第37号陥し穴 埋土

写真図版59  陥し穴状遺構 (8)

第36号陥し穴 第37号陥 し穴
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第54・ 55号陥し穴

1鱗
第53号陥 し穴  埋土

第56号陥し穴

第54号陥 し穴 埋土

写真図版63  陥し穴状遺橋 (12)
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写真図版64 陥し穴状遺橋 (13)
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写真図版66  陥し穴状遺構 (15)
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第94号陥し穴 第95号陥し穴

第96号陥し穴

写真図版フ2  陥し穴状遺橋 (21)
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写真図版フ3  陥し穴状遺橋 (22)
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燃焼部 断ち害」り

土器出土状況 調査風景

写真図版 111  複式炉
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1渉

第 1号 墓坑

第 2号墓坑  埋土

写真図版 112  墓坑 (1)

第 2号 墓坑
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第 3号墓坑 第 4号墓坑

第 3号清跡

写真図版113  墓坑 (2)。 溝跡 (2)
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第 4号・ 5号溝剛

第 7号溝跡 埋土

第 8号溝跡 埋土

写真図版114  溝跡 (3)

第 7号・ 8号溝跡
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第 10号溝跡

第 10号溝跡 埋± 2

第 11号溝跡 埋土

写真図版115  溝跡 (4)

第 11号溝跡
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写真図版116  溝跡 (5)
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8

写真図版 1 17  遺橋内出土遺物 (1)
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写真図版 119  遺構内出土遺物 (3)
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写真図版120  遺構内出土遺物 (4)
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遺構内出土遺修 (5)

423-

写真図版 121



写真図版 122  遺橋内出土遺物 (6)
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写真図版可23  遺構内出土遺物 (7)
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写真図版124  遺橋内出土遺物 (8)
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写真図版 125  遺構内出土遺物 (9)

-427-



2.

写真図版 126  遺構内出土遺物 (10)
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119

写真図版 127  遺橋内出土遺物 (11)

-429=



写真図版 128  遺構内出土遺物 (12)
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写真図版 130  遺橋内出土遺物 (14)
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写真図版131  遺構内出土遺修 (15)
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写真図版132  遺構内出土遺物 (16)
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置橋内出土遺物 (17)
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写真図版 133



写真図版 134  遺構内出土遺物 (18)
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9

遺構内出土遺物 (19)
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写真図版 135
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遺橋内出土遺物 (20)写真図版 136
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写真図版 137  眉橋内出土潰物 (21)
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写真図版 138  遺橋内出土遺物 (22)
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遺構内出土遺物 (23)

-441-



写真図版 140  置橋内出土遺物 (24)
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292

写真図版 141

3

遺橋内出土遺物 (25)
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３０８

写真図版 142  遺橋内出土遺物 (26)
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写真図版 143  遺構内出土置物 (2フ )
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25

写真図版刊44  遺橋内出土遺物 (28)・ 遺橋外出土遺物 (1)
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写真図版 145  遺構外出土遣物 (2)
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写真図版 146  遺構外出土遺物 (3)
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写真図版 14フ  遺構外出土遺靱 (4)
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写真図版 148  遺構外出土遺物 (5)
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報告書抄録

ふ り が な いしもちいちいせきはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 石 持 I遺 跡 発 掘 調 査 報 告 書

副  書  名 一般国道4号、花巻東バイパス改築工事

巻 次

シ リー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第341集

編 著 者 名 早坂 悟、中野 敦夫、中川 重紀

編 集 関 連 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡H地割 185 TEL019-638-9001

発 行 年 月 日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コ ー ド 】ヒ糸専 東経 調査機関 調査面積

m

調査原因

市町村 遺跡番号

石持 I遺跡 岩手県花巻市
東 宮 野 目
10‐55イまか

03205 ME16-2117
39度
24分
39秒

141度
07分
45秒

19980413

19981012
19990414

19991110

15,380
一般国道4号、
花巻東バイパス

改築工事に伴う

事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺橋 主な遺物 特記事項

石持 I遺跡 集落 縄文時代

平安時代

竪穴住居跡  31棟
竪穴状遺構  5棟
掘立柱建物跡  1棟
土坑     64基
複式炉    1基
陥し穴状遺構292基
墓坑     4基
溝跡     15条
柱穴状土坑 902基

土師器・須恵器 (9
～10世紀 )
上製品

鉄製品 (刀子ほか)

縄文土器 (中期 )

石器、石製品

耳皿が1点出土

-451-



財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター職員名簿

〔職 員〕
所

副  所

也

男

民

次

藤

田

伊

櫻

長

長

査

事

〔管理課〕

主

主

〔調査第一課〕

課

課    長
課 長 補 佐

課 長 補 佐

主任文化財専問調査員

文化財専門調査員

″

期限付専門職員

川 浪 清 徳
山 崎 善 光

立 花 多加志
日 影 睦 夫

佐々木   勝
佐々木 清 文

小山内   透
赤 石   登
吉 田   充
小 原 員 一

小笠原 健一郎
金 野   進
鳥 居 達 人

金 子 昭 彦

東海林 淳 美
阿 部 正 則

羽 柴 直 人

小野寺 正 之
菅 原 靖 男

長 村 克 稔
溜   浩二郎
菊 池 貴 広

村 上   拓
本 多 準二郎
村 木   敬
北 村 忠 昭

丸 山 浩 治

小 林 弘 卓

江 藤   敦
藤 原 賢 徳 (6月 退職 )
菊 池   賢
井 上 信 介

川 又   晋
吉 田 真由美
北 田 博 義 (11月 退職 )

課    長
課 長 補 佐

主任文化財専門調査員

″

文化財専門調査員

期限付専門調査員

〃

″

″

″

″

″

千 葉 芳 夫

藤 島 恵 子

新 田 ト ヨ

佐々木 光 重

高橋 興右衛門
中 川 重 紀
高 橋 義 介

金 子 佐知子
中 田   迫
工 藤 道 幸

古 舘 貞 身

阿 部 員 澄

松 尾 芳 幸

工 藤   徹
前 田   稔
岩 渕   計
早 坂   悟
濱 田   宏
安 藤 由紀夫
高 木   晃
千 葉 正 彦

佐 藤 淳 一

半 澤 武 彦

杉 沢 昭太郎
中 村 直 美

星   雅 之
鈴 木   聡 (12月 退職 )
吉 川   徹
北 田   勲
吉 田 里 和

原   美津子
齋 藤 麻紀子
島 原 弘 征

託嘱

〔調査第二課〕

長
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